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　　　序章　幕開け







「〝……『さぁ、少年よ。我が若き王よ。この救世主顕けん現げんの祝日に今一度、この石の金かな床とこに刺ささりたる剣を抜ぬくのです』と、マーリンは言いました〟」

　その日は、いつもと何かが違ちがう夜だった。

　見み渡わたせば、まるで墓標のようにそびえ立つ、無数の摩ま天てん楼ろう。

　闇やみの中の影えい像ぞうの間を吹ふき抜ける乾かわいた風。空に光る髑どく髏ろのように白い月。

　漂ただよう空気はしんと冷え切り、静まり返り、まるで何かに怯おびえているようだった。

「〝『お言葉ですが、マーリン殿どの』とケイ卿きようは言いました。『この剣を抜き取ることは、この国の正統な国王となるべき人の他にはできないとの、神の思おぼし召めしです』〟」

　少年がいた。歳としの頃ころは十六、七ほどの、学生服を纏まとう日本人少年だ。

　中肉中ちゆう背ぜい。黒くろ髪かみの短たん髪ぱつに切れ長の鋭するどい瞳ひとみ、通った鼻筋。口元には不敵で皮肉げな笑いが浮うかんでいる。

「〝『ゆえに、我が侍じ従じゆうの義弟おとうとアーサーに為なせるはずがない』。ケイ卿の言葉に『否いな』とマーリンは言いました〟」

　そんな少年の右手には一冊の古ぼけた本。

　表題は『終わる円卓のアーサーラストラウンド・アーサー』。一八八四年、イングランドの民みん俗ぞく歴史学者ジョン・シープによって著あらわされ、コーナーリバー社から出版されたその初版本。

　少年はそれを片手で開き、芝しば居いがかった語り口でその文面を一人吟ぎん詠えいしている。

「〝『そこにおわすエクター卿はご存じでしょう？　その少年こそ全ブリテンの正統なる王であり、世界を統べる王として、この世に生まれた者なのです』〟」

　その吟ぎん遊ゆう詩人のような語りを聞く者は、誰だれ一人いない。

　なぜなら、少年が立つその場所は、超ちよう高こう層そうビルの屋上──その縁へり。

「〝『諸しよ侯こうよ、騎士よ、しかと見なさい。降誕祭の夜に生まれ給たもうたキリストが、今、この王国の正統な王になる者は誰かを示す奇き跡せきを見せてくださるでしょう』〟」

　眼下から都市の全てを一望できるその場所で、その少年は夜天の銀月を背に、何の危なげも恐おそれもなく、一人佇たたずんでいたのだ。

「〝マーリンに促うながされ、アーサーは石に刺さった剣の柄つかを摑つかむと、ぐいと力を入れて石からやすやすと剣を抜いたので、人々は皆みな、驚おどろき口々に言った。『アーサーを我々の王にしよう。アーサーが王になるのが神の御み心こころだったのだ』〟」

　そして吟詠に満足したのか、少年は、ぽむ、と音を立てて本を閉じた。

「……〝アーサーは貴族や民衆に対して、真の王になること、そして命ある限り真の正義を尽つくすことを誓ちかった。かくして過去と未来レクス・クワンダム・レクを統べる王ス・ケ・フユーチヤラス、アーサーの冒ぼう険けんと戦いはここに幕を上げたのである〟……」

　朗ろう詠えいを終えた少年が、足あし下もとに本を置く。

　そして、眼下をその冷めた目で一いち瞥べつする。常人を遥はるかに超こえるその視力が、深海の底のような夜の街から、目当てのものを探し当て……少年はほくそ笑えむ。

「……というわけで……まぁ、始めるか……」

　そして──

　──少年が、跳とんだ。

　超高層ビルの屋上から、夜の暗くら闇やみへとダイブした。

　一見すれば自殺。

　だが、重力に従って落下する少年の顔に、自殺者のような悲ひ愴そう感など微み塵じんもない。

「夢の続き──アーサーあいつを継つぐ者の戦いをなッ！」

　空を翔かける少年の耳みみ障ざわりな哄こう笑しようが、夜に木こ霊だまするのであった。










　　　第一章　《王》と《騎士ジヤツク》と《道化師》







　疾とく鋭く躍おどり、弧こを描えがいて翻ひるがえるは──幾いく条じようもの銀線。

　その線と線が交こう錯さくする都度、甲かん高だかく響ひびき夜を裂さく金属音。爆はぜて明めい滅めつする火花。

　──夜闇も深い、摩天楼の谷間にて。

　月光の下もと、二人の少女が、互たがいに剣で激しく切り結んでいた。

　片方の少女の得え物ものは、片手半剣バスタード・ソード。

　もう片方の少女の得物は、細剣レイピア。

　少女達の得物は、今の時代となっては少々古風で、時代錯さく誤ご感があった。

「やぁあああああーーッ！」

「く──ッ!?」

　得物も奇き妙みようだが、その二人の少女の動きはもっと奇妙だ。

　何が奇妙かと一言で言えば──明らかに、人の領域を逸脱しているのだ。

　一足で十数メートルの距きよ離りを詰つめ、一跳ちよう躍やくで天高く空を舞まい、一呼吸で数すう閃せんの斬ざん撃げきを振ふるう。その剣圧は真空を裂いて巻き起こり、堅かたいアスファルトが紙のように裂ける。

　二人の少女の動きは、世界に並み居るトップアスリート達の身体能力を、遥か下に置き去りにして尚なお、あまりある常識外れのものであった。

　そんな二人の少女が、人知れぬ宵よい闇やみの中で激しい殺た陣てを展開している。

　月光を跳はね散らす剣閃と、幾度となく嚙かみ合う刃やいばが発する火花──常人には、それらが闇の中、ちかちかと目を灼やく程度にしか映らない。

　だが、見る人が見ればわかるだろう──片手半剣の少女の明らかな劣れつ勢せいに。

「おーっほっほっほ！　その程度ですのッ!?　瑠る奈な＝アルトゥールッ！」

　細剣の少女が身を翻し、三連刺し突とつを一息で放つ。同時と見み紛まがう電光石火の早はや業わざだ。

　眉み間けん、腹、胸部──三閃の銀光が、片手半剣の少女を流星のように襲おそう。

「──くぅうううーーッ!?」

　片手半剣の少女は、咄とつ嗟さにその迫せまり来る刺突へ、疾く鋭く剣を合わせる。

　一撃目を打ち落とし、二撃目を受け流し──

　だが、斬きり返しで合わせた三撃目。

　ぎぃいいいんっ！　大気を震ふるわせ、耳をつんざく衝しよう撃げき音。派手に上がる火花。

「きゃあっ!?」

　逆に弾はじき返された衝撃で、片手半剣の少女が大きくのけぞり、身体からだが泳ぐ。

　見かけは片手半剣の方が細剣より重量感があって強そうなのに、実際の斬撃の重さと威い力りよくは、細剣の方が圧あつ倒とう的に上のようであった。

「──くっ!?」

　この一合の打ち合いに競せり負けた片手半剣の少女が、そのまま二歩、三歩と爆ぜるように跳び下がり、細剣の少女から間合いを取った。

「はぁ……はぁ……はぁ……」

　片手半剣を両手で構えて、息を整える少女の歳の頃は──十五、六程ほどだろうか。

　近きん隣りんの学校制服に身を包む、どこか垢あか抜ぬけた雰ふん囲い気きの日系イングランド少女だ。

　闇の中、注ぐ白月の燐りん光こうを跳ね散らす金きん髪ぱつは、ちりちりと砂金のように煌きらめき、天使の光輪のようにその少女を闇から浮かび上がらせている。

　猫ねこのように大きな瞳に凜りんと光る菫青石アイオライトの虹こう彩さい、その双そう眸ぼうに漲みなぎる強き意志の光こう芒ぼうは、この昏くらき闇を貫つらぬき払はらい、相対する者の魂たましいを射い貫ぬく一閃の蒼そう焰えんだ。

　雪も欺あざむく白い肌はだ、彫ほりはやや深くもすっきりと通った目筋鼻筋、細い顎あご、すでに女性として完成した優美な曲線を描きつつも、まだ青さの残る瑞みず々みずしい肢し体たい……その全ての造作が超然と整っており、まるで最上質の大理石で精造された女め神がみ彫ちよう刻こくのよう。

　この深い夜闇のヴェールに隠かくされて尚、覆おおい切れぬその存在感と神秘性。誰が何度見ても──思わず呼吸が止まるほど、その少女に見み惚とれてしまうだろう。

　だが……残念なことに、彼女が手にするその剣は平へい凡ぼん極きわまりなかった。

　中世時代にはありふれた、飾かざり気けのない無骨な片手半剣。使い手の格と比ひ較かくして、その剣の格はあまりにも見み劣おとりしてしまっていた。

「ふっ……そのような粗そ末まつな剣で、このわたくしに勝てると思いまして？」

　相対する細剣の少女が、その切っ先を片手半剣の少女へ突つきつけ、あざ笑う。

　黒いドレスコートを纏まとった、やはり齢よわい十五、六程の北アイルランド少女だ。

　冬の夜空を翔る流れ星を束ねたような銀ぎん髪ぱつ。それをツインテールに束ねるその姿は、雪上の白しろ兎うさぎを思わせる。怜れい悧りな翠すい玉ぎよくの瞳。つんとすました貌かおは、トールキンの物語に出てくるエルフのように整っており、白磁の肌はまるでビスクドールのように滑なめらかだ。

　そして、特筆すべきは──その手にある剣だ。

　剣種は細剣レイピア。だがそれは、明らかにただの剣ではなかった。

　金でも銀でもない不思議な光こう沢たくを放つ金属で鍛たん造ぞうされた、燦さん然ぜんと輝かがやく刀身。煌びやかな装そう飾しよくが施ほどこされた鍔つばと柄。明らかに人外の手のものによる、神聖かつ魔ま性しようの一刀だ。

「このわたくしを舐なめないことですわ、瑠奈＝アルトゥール」

　細剣の少女が、その剣の切っ先を片手半剣の少女──瑠奈へと向け、朗々と告げる。

「これ以上、そんな剣で戦うことは、貴女あなたと同じくアーサー王継けい承しよう候補者であるこのわたくしに対する侮ぶ辱じよく……早く抜きなさい、貴女のエクスカリバーを」

　細剣の少女から膨ふくれ上がる闘気と威い圧あつ感が、瑠奈を真っ向から殴なぐりつけた。

「本気で戦わなければ──《王キング》同士の戦いはエクスカリバーでなければ、勝負になりませんわ！　さぁ、王の剣を……貴女のエクスカリバーを抜きなさいッ！」

　少女の細剣……曰いわくその剣けん銘めい《エクスカリバー》が、きらりと神こう々ごうしく光った。

　しばらくの間、瑠奈は細剣の少女を真まっ直すぐ見み据すえる。細剣の少女が全身から放つ攻こう撃げき的な闘気に己おのが身を嬲なぶるに任せ……やがて、威い風ふう堂どう々どうと言った。

「かつての我が友、親愛なるフェリシア。それは無理だわ」

「どういうことですの？」

「そのままの意味よ。私にはエクスカリバーで貴女と戦うことなんかできない」

「なんですって？　まさか貴女、旧知の仲だからと言って、この期ごに及およんで、わたくしを傷つけたくないなどと甘いことを仰おつしやるつもりですの!?」

　すると、フェリシアと呼ばれた細剣の少女が、目め尻じりをつり上げた。

「舐められたものですわね！　この《アーサー王継承戦》に参戦する以上、わたくしは、すでに〝覚かく悟ご〟をしているのです！　貴女は、今、その安っぽい優やさしさで、このわたくしの覚悟を侮辱したのですわッ！」

　怒いかれるフェリシアが、抑おさえきれない激情を瑠奈にぶつけた……その時であった。

「だって……売っちゃったから」

　不意にボソリと零こぼれた瑠奈の言葉に、フェリシアが石像のように固まった。

「私のエクスカリバー……売って、お金に換かえちゃったから」

「…………」

「だから今、私ってエクスカリバーを持ってないのよねぇ。だから……無　理！」

　ふっ、と。瑠奈が穏おだやかに口元を微かすかに歪ゆがませると。

「はぁあああああああああああああああああああああああああーーッ!?」

　フェリシアが、信じられないとばかりに目を見開き、素すっ頓とん狂きような声を上げていた。

「噓うそぉ!?　売った!?　なぜですの!?」

「ふっ。この間、ちょぉ～～っと、お金に困っちゃってね……でも、さすが腐くさっても伝説の名剣エクスカリバーだったわ！　これがまた結構な値段で売れ──」

「このアーパー娘むすめぇえええええええええええええええええーーッ!?」

　嬉き々きとして語る瑠奈を前に、フェリシアがキンキン声でヒステリーを起こす。

「わ、わかってるんですの、瑠奈ッ!?　エクスカリバーは、《アーサー王継承戦》に参戦する《王キング》の重要な主力兵装ッ！　貴女、こんな序じよ盤ばんでエクスカリバーを手放しちゃって、これから先、一体どうするおつもりですのッ!?」

「まぁまぁ！　その内、お金を稼かせいで買い戻もどすから！」

　瑠奈は、吹ふき抜ぬける一いち陣じんの風のごとく、爽さわやかにそう言って……

「だから、今日の所は、お互いこの辺にして……」

　そして、さりげなくその場を立ち去ろうとして……

「しておくわけないでしょぉおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ!?」

「うっひゃああああああああああああああああーーッ!?」

　そんな瑠奈の背中へ、フェリシアが容よう赦しやなく疾しつ風ぷうのごとく斬りかかる。

　瑠奈は、それをギリギリの紙かみ一ひと重えでかわすのであった。

「何すんのよ、フェリシアッ!?　冗じよう談だんキツ過ぎるでしょ、もうッ!?」

「冗談もへったくれもありませんわッ！　見み逃のがすと思って!?　貴女は今日、この場で脱だつ落らくさせますわッ！　覚悟なさいッ！」

　ふかーっ！　と、フェリシアがキンキン声でまくし立てる。

「わ、わかったわよ……要するに貴女、一体いくら欲ほしいわけ!?　へっへっへ……」

　親指と人差し指で丸を作って卑ひ屈くつに笑う瑠奈。

「お金の問題じゃありませんッッッ！　人をバカにしてるんですのッ!?」

　そんな瑠奈へ、容赦なく斬りかかるフェリシア。

「ひいいいいい!?　ちょ──待ったぁ!?　わ、わかったわ！　なら、《騎士ジヤツク》で決着をつけましょうッ！　《騎士ジヤツク》でッ！」

　瑠奈はフェリシアの剣から慌あわてて距離を取り、一気にまくし立て始めた。

「万ばん人にんの頂点に立ち、全すべてを統すべる王の真の器うつわは、その王に忠誠を誓ちかい、仕える騎き士しの格によって決まると言っても過言ではないわ！　私達は《王キング》！　なら、その勝敗は《騎士ジヤツク》によってつけるべきでしょ!?　そう思うでしょ!?」

「ふん。まぁ……一理ありますわね」

　そんな瑠奈の言げんに、ある程度は納なつ得とくしたのか、フェリシアは剣を収めた。

　そして、その左手を差し出すように掲かかげる。

「貴女の主張はこの《アーサー王継承戦》の趣しゆ旨しにも沿っています。いいでしょう、ならば《騎士ジヤツク》同士の勝負……受けて立ちますわ！」

　掲げられたその左手には、煌びやかな銀細工のブレスレットが嵌はめられている。そのブレスレットには、石の破は片へんが取り付けられていた。

　──その石には、『Ⅷ』と刻まれている。

「《王冠ケテル・知恵コクマー・理解ビナー・慈悲ケセド・峻厳ゲブラー・美テイフアレト・勝利ネツアク・栄ホ光ド・基礎イエソド・王国マルクト・──原初の力マナよ・我が領地セフイラを巡めぐり廻めぐりて・知識ダアトへと至れ》ッ！」

　フェリシアが言こと霊だまを唱えると、その全身から燐りん光こうのような眩まばゆい光が昇のぼり立っていく。

　その燐光の正体は、星オ気ー光ラ──生命の根源たるマナを昇しよう華かさせた、奇き跡せきの力だ。

「《星気光よ・我が騎士を導け・円えん卓たくの第八席より・我が招しよう致ちに応じよ》──ッ！」

　すると、星オ気ー光ラが幾いく条じようもの紫し電でんへと変質し、ばちりと空間を奔はしって躍おどる。それらが複雑に絡からみ合い、空中に魔ま法ほう陣じんを瞬しゆん時じに形成し、『門』を開く。

　次の瞬間、その『門』から召しよう喚かんされ、この世界に顕けん現げんしたのは一人の騎士であった。

　若々しく逞たくましいその歳としの頃ころは、二は十た歳ちほどだろうか。

　獅し子しのような金色の短たん髪ぱつに、新緑の双眸、整った精せい悍かんな顔立ち。その瘦やせ肉じしながら骨太の長身に白い甲かつ冑ちゆうを纏まとい、輝く剣を携たずさえた、威風堂々たる青年騎士だ。

　これぞ、湖の貴婦人ダーム・デユ・ラツク達の秘ひ儀ぎ──【騎士の召喚】。

　かつて、アーサー王に仕えた円卓の騎士を、己が家臣《騎士ジヤツク》として、この現世に召喚する奇跡の御み業わざ──アーサー王候補たる《王キング》の『魔法』であった。

「御ご下か命めいにより、今、此こ処こに推参しました……我が王」

　がしゃりと鎧よろいを鳴らし、フェリシアの隣となりに降り立った青年騎士が言った。

　現れた騎士は、明らかに只ただ者ものではない。その秘ひめたる武の前に、あらゆる近代兵器が玩がん具ぐに過ぎない──魂でそう理解させる、圧倒的で強大な存在感が漲っている。

　人間を超こえた人間──そんな形容がこれ以上ないほどぴたりと嵌まった。

「ふうん？　なかなか強そうな《騎士ジヤツク》じゃない？　相手にとって不足なし！」

　だが、そんな騎士を前にしても、瑠奈は平然としていた。

「ふん。早く貴女の《騎士ジヤツク》を喚よびなさいな」

「まぁまぁ、焦あせらないでよ。今、喚ぶから」

　瑠奈は、不機嫌そうに鼻を鳴らすフェリシアを余よ裕ゆうの表情で一いち瞥べつし──己の首から下がる石のペンダントを摑つかむ。

　その石には『Ⅲ』と刻まれており──

「いくわよ……《王冠ケテル・知恵コクマー・理解ビナー・慈悲ケセド・峻厳ゲブラー・美テイフアレト・勝利ネツアク・栄ホ光ド・基礎イエソド・王国マルクト・──原初の力マナよ・我が領地セフイラを巡り廻りて・知識ダアトへと至れ》ッ！」

　瑠奈が同じように言霊を唱えると、やはりその全身から眩い燐光が立ち昇った。

「《星気光よ・我が騎士を導け・円卓の第三席より・我が招致に応じよ》──ッ！」

　そして、虚こ空くうに『門』が開く。円卓の騎士が召喚される。

　星の光が夜よ闇やみを切り払はらって躍る幻げん想そう的な光景の中、瑠奈の傍かたわらに降り立ったのは──一人の少女であった。

　美しい。淡あわい月明かりの下もとに現れたのは、あまりにも美び麗れいで可か憐れん過ぎる少女であった。

　輝かんばかりの端たん麗れいさを誇ほこるその歳の頃は、瑠奈より少しだけ上だろうか。

　冷たき蒼あおの炎ほのおと形容すべき鮮あざやかな蒼そう髪はつに、鋭するどき蒼眼。その美び貌ぼうは正に氷であり、凜りん然ぜんとし過ぎているがゆえ、近寄りがたい雰ふん囲い気きが全身からにじみ出る。

　そして、それはやはり一目で感じられた。その少女が、人を超えた力を内包する存在であるということ……青年騎士とまったく同種の存在であるということが。

「ふっ……どう？　私の《騎士ジヤツク》は？」

　顕現した少女の傍らで、瑠奈は得意げに胸を張る。

「え──ッ!?」

「……なん……だと……ッ!?　バカな……ッ!?」

　その《騎士ジヤツク》の姿を見たフェリシアと青年騎士の目が、驚きよう愕がくに見開かれた。

「そ、その《騎士ジヤツク》は……ッ!?　瑠奈……貴女……一体、どうしてッ!?」

　フェリシアが冷ひや汗あせをかきながら狼狽うろたえ、ごくりと唾つばを飲んで声を絞しぼり出し、問う。

　なぜなら、瑠奈の傍らに現れた、その《騎士ジヤツク》の姿は──

　優美な身体からだの線を否いや応おうなく強調するレオタードに網あみタイツ、頭のウサ耳バンド──どこからどう見ても、ただのバニーガールだったからだ。

「……え？」

　自分の《騎士ジヤツク》がバニーガールなことに気付いた瑠奈が、頰ほおを引きつらせる。

「しくしく……」

　当のバニーガールは両手で恥はずかしそうに我が身を抱いだき、人目を避さけるように身を縮こませ、顔を真っ赤にして震ふるえていた。

「ちょ──貴女、なんなのよ!?　そのいかにも男に媚こびたバカっぽい格好は!?　剣けんは!?　鎧は!?　一体、どうしちゃったのよ!?　やる気あるの!?　バカなの!?」

　瑠奈が詰つめ寄ると、バニーガールはすんすん鼻を鳴らしながら愚ぐ痴ちり始める。

「ぐっ……あ、貴女が、お金欲ほしさに、私をちょっと怪あやしいバイトで無理矢理コンパニオンさせていたのでしょうッ!?　私は嫌いやだと何度も言ったのに～～ッ！」

「あっ！　……瑠奈ちゃんったら、すっかり忘れてたぁ～。てへっ☆」

　ぺろりと可愛かわいらしく舌を出して、コツンと自分の後頭部を叩たたく瑠奈。

「ひ、酷ひどい……仮にも誇り高き円卓の騎士に対してこの仕打ち……あんまりです……」

　がくりと崩くずれ落ち、涙なみだに暮れるバニーガール。

「ご、ごめん！　悪かったわ、ケイ卿きよう！　悪かったって!?」

　そして瑠奈は、ぐずぐずと泣き始めるバニーガール──ケイ卿を、慌てて慰なぐさめ始める。

　そんな茶番劇を、フェリシアと青年騎士は、しばらくの間、半眼で眺ながめていて。

「……やっておしまいなさい」

「……了りよう解かい」

　やがて、フェリシアが無情に命令を下し、青年騎士が機械人形のように剣を構えた。

「ちょ!?　ま、ままま待って!?　ま、まずは話し合わない!?　ねぇ!?　争いは何も生み出さないと思うんですけど!?」

「ええい、問答無用ですわ！」

　みっともなく食い下がってくる瑠奈を、フェリシアが一いつ蹴しゆうする。

「大切なエクスカリバーを、お金欲しさに売る！　自分に仕える《騎士ジヤツク》に、お金欲しさに無茶ぶり！　貴女あなたのような人は、到とう底てい、王の座に相応ふさわしくありませんわッ！　このわたくしが貴女を成敗いたしますっ！」

「そんなご無体な!?」

「さぁ、我が《騎士ジヤツク》！　あのアーパー娘を死なない程度にボコってくださいな！」

「ハ、御ぎよ意いッ！」

　その言葉を皮切りに、青年騎士が剣を振ふりかざし、瑠奈へ向かって駆かける。

　空間を消し飛ばすような凄すさまじい速度で、瑠奈へ迫せまる。先ほどまでの瑠奈やフェリシアの速度が、蝸牛かたつむりの這はい回りに感じられるほどの圧あつ倒とう的な神速であった。

「くっ──ッ！　さ、下がってください、瑠奈！」

　その瞬間、ケイ卿が瑠奈を庇かばうように立ち、剣を構えるが──

「ぉおおおおおおおおおおーーッ!!」

　肉にく薄はくする青年騎士は、獅子のごとき裂れつ帛ぱくの気き迫はくと共に、剣を横よこ薙なぎに振るった。

　刹せつ那な、ケイ卿と青年騎士の剣が激げき突とつ──大気を震わす金属音。

「ぐぅうううう──ッ!?」

　青年騎士の壮そう絶ぜつな剣撃の威い力りよくで、ケイ卿の身体はまるでバットで打たれたボールのように吹ふき飛んでいき──近場のビルのカーテンウォールを突つき破った。

「──ッ!?　強い──」

　自分の《騎士ジヤツク》が瞬またたく間に倒たおされ、息を吞のむしか出来ない瑠奈。

「覚かく悟ご！」

　そして間かん髪はつ入れず、青年騎士は瑠奈との距きよ離りを瞬時に詰め、その剣を振り下ろす。

　だが──その時だった。

「──くッ!?」

　突とつ如じよ、何かに気付いた青年騎士が、振り下ろす剣を止め、その剣を頭上へ撥はね上げた。

　同時に、再び大気が割れんばかりの金属音が、辺りに反はん響きようする。

　青年騎士の掲げた剣が、頭上から迫ってきた何者かの剣を受け止めたのだ。

　刹那、その何者かは空中で器用に身を捻ひねり、もう一ひと振ふりの剣を稲いな妻ずまのように閃ひらめかせる。上下逆さまの体勢から、青年騎士の胴どうを抜ぬきにかかる。

「ちぃ──ッ！」

　青年騎士は咄とつ嗟さに剣で防ぼう御ぎよを構え、それを受け止め──衝しよう撃げき音。

　その身体が派手にノックバックし、足底がアスファルトに火花の道を刻む。青年騎士の立派な体たい軀くが十メートルもの距離を押し下げられる。

「卑ひ怯きようなッ！　一体、何者──ッ!?」

　青年騎士は、唐とう突とつに頭上から襲おそいかかってきた無ぶ粋すいな第三者の姿を見み据すえようとした。

　だが、そこにいたはずの第三者の姿が──ない。

「へっ……どこ見てやがる。こっちだ」

　辺りに響ひびき渡わたったそんな声に、誰だれもが硬こう直ちよくした。するしかなかった。

　その第三者は、いつの間にかフェリシアの背後に移動しており……その首筋に、抜き身の剣けんを当てていたからだ。

「噓うそ……」

　首筋に伝わる冷たい感かん触しよくに、フェリシアは呆ぼう然ぜんとするしかなく……

「な──ッ!?　そんな馬ば鹿かなッ!?　いつの間に──ッ!?」

　青年騎士は、眦まなじりが引き裂かれんばかりに目を見開き、己おのが主君の絶体絶命の光景を、その網もう膜まくに焼き付けるしかなかった。

「おっと、妙みような真ま似ねすんなよ？　そこの《騎士ジヤツク》」

　その第三者は薄うすら笑いを浮うかべて凄すごみ、刃やいばをさらにフェリシアの首筋へ食い込ませる。

「妙な真似したら、この女の素っ首、容よう赦しやなく刎はね飛ばすぜ」

　第三者の正体は、歳の頃十六、七程ほどの少年だ。近場の学校の制服に身を包む日本人少年である。左右の手に一振りずつ剣を携えていることを除けば、その容姿はごく平へい凡ぼんだ。

　だが、その語られる言葉には、殺やると言ったら本当に殺る……そんな混じりけなしの〝凄み〟が、肌はだで感じられるほどに溢あふれていた。

　明らかに、只者では──ない。

　そして、その驚きよう天てん動どう地ちの展開に、瑠奈も、フェリシアも、青年騎士も、割れたカーテンウォールの隙すき間まから顔を出しているケイ卿も、ただただ呆然とするしかなかった。
















　ただの一ひと蹴けりで空を駆け、ただの剣一振りで地を割った人外魔ま境きようの者達が、突とつ然ぜん現れたその少年の存在に、完全に吞まれてしまっているのであった。

「あ、貴方あなた……一体、何者ですの……？」

　フェリシアが、震える声で背後から剣を突きつけてくる少年に問う。

「まさか……貴方も《アーサー王継けい承しよう戦》の参加者……？」

「まぁ、そうなるな。湖の貴婦人ダーム・デユ・ラツク共に正式招待されたわけじゃねーが」

「で、では……貴方は《王キング》？　それとも《騎士ジヤツク》？」

　どんっ！　少年は返答の代わりに、フェリシアの背中を蹴って突き飛ばしていた。

「きゃあっ!?」

「お、王よ！」

　青年騎士が風のように動き、突き飛ばされたフェリシアを咄嗟に抱き止める。

「ふっ！」

　その刹那、少年が横ブレに霞かすみと消えて──

「──ッ!?」

　次の瞬しゆん間かん、瑠奈を背後に庇うように、素す早ばやく移動していた。

　その挙動は、まるで瞬間移動のようだった。

「まぁ、俺としては、今ここでその女の首を刎ねちまってもよかったんだが……それじゃ、つまんねーわな？　てなわけでお前ら、見み逃のがしてやるから今日は失うせろ」

　少年が不敵に笑いながら、フェリシアと青年騎士に向かって言い放つ。

「何、《アーサー王継承戦》はまだ始まったばっかだ。バカ騒さわぎはこれからいつでもできる。今日のところは、お互たがい顔合わせってことで手打ちにしようぜ？　どうだ？」

　その笑いは、楽しい玩がん具ぐを与あたえられた子供のようにきらきらしていて……同時に、どこか刹那的で狂きよう気き的だった。

「くっ……ッ!?」

　余よ裕ゆう綽しやく々しやくの少年を、忌いま々いましげに睨にらみ付けるフェリシアと青年騎士。

「なんなの……？」

　事態がよく吞み込めず、目を瞬しばたたかせるだけの瑠奈とケイ卿。

　しばらくの間、重苦しい緊きん張ちよう感が、その一帯を支配し続ける。

「……いいでしょう。手を引けと仰おつしやるなら、今日の所は引きましょう……」

　だが、やがてフェリシアは苦々しくそう宣言し、細剣エクスカリバーを鞘さやに収めるのであった。

「王よ、いいのですか？」

「構いませんわ。正々堂々、彼と戦って負ける気はありませんが……それでも、今、彼がその気だったら、わたくしは死んでいました。この借りは返さねば騎き士し道どうに反します。今夜はここまでといたしましょう」

「……御意」

　フェリシアの決定に、青年騎士が粛しゆく々しゆくと答える。

「そこの貴方……名前をいただいてもよろしいですか？」

「凜りん太た朗ろう。……俺の名は、真ま神がみ凜太朗だ」

　にやり、と少年が獰どう猛もうに笑って答える。

「真神……凜太朗……？」

　その言葉に、今まで黙だまっていた瑠奈が、呆ほうけたように反応する。

「……覚えましたわ、Ｍｒ．真神」

　名前を聞くや否いなや、フェリシアは少年──凜太朗を、烈れつ火かのごとく睨み付けた。

「この屈くつ辱じよくは忘れませんわ！　次に会うときは覚悟なさい！　貴方は、我が誇ほこりと剣にかけて、このフェリシア＝フェルラルドが討うち果たしますわ！」

「おう、精せい々ぜいやってみろい。まっ、お前らじゃ役者不足だがな」

　小こ馬ば鹿かにするように肩かたを竦すくめる凜太朗を無視し、フェリシアは瑠奈へと向き直る。

「最後に瑠奈。貴女に警告をします。貴女はこの《アーサー王継承戦》を辞退なさい」

「はぁ!?　なんでよ!?　嫌よ、そんなの！　私だって王様になりたいし！」

　駄だ々だっ子このように地じ団だん駄だを踏ふむ瑠奈に、フェリシアがどこか冷めた声で呟つぶやく。

「貴女では無理だと言っているのです。この戦いが始まる前、運営側の湖の貴婦人ダーム・デユ・ラツク達が、貴女のことを何と評価していたか、ご存じですか？」

　フェリシアが冷ややかに、何かを哀あわれむように瑠奈を見やる。

「〝最弱の騎士ジヤツク〟と〝最弱の剣エクスカリバー〟を引いた〝最弱のアーサー王候補〟。……皆みな、貴女のことをそう揶や揄ゆしていましたわ」

「……ッ！」

　押し黙ってしまう瑠奈へ、フェリシアがさらに続ける。

「確かに、貴女の《騎士ジヤツク》は弱過ぎますわ。ならば、風聞通り、貴女のエクスカリバーも大した能力ではなかったのでしょう……売ってしまっても問題ない程度には」

　そして、残ざん酷こくにそう切って捨てて、フェリシアは瑠奈へくるりと背を向けた。

「今日、貴女と剣けんを交え、〝最弱〟という評価が確かに真実だと確信いたしました。そんな貴女が参戦しても犬死がオチです。瑠奈、貴女は辞退なさい。これは、かつての友人としての警告です。聞かないなら……私が貴女を脱だつ落らくさせるのみ」

　最後に、どこか固い決意を秘ひめた言葉を言い残して。

　フェリシアと青年は地を蹴って、天高く空を舞まい──高層ビルの合間を、駆け抜けるように去って行くのであった。

「行ったか……」

　フェリシア達の気配が完全に失せたことを確かく認にんし、凜太朗は双そう剣けんを鞘に収める。

　そして、背後で呆けている瑠奈へと振り返った。

「さて……怪け我がはねえかい？　王様」

「え？　いや、まぁ……私に怪我はないけど。でも、貴方、何なのよ？」

「へっ、すぐにわかるさ」

　凜太朗は質問に答えず、ニヒルにそう言い捨て、くるりと瑠奈に背を向けた。

「まぁ、そういうわけで……今日のところはお開きだ。またなっ！　王様よっ！」

　そして、凜太朗はそのまま凄まじい走力で風のように駆け出し、夜の街の中へあっという間に消えていくのであった。

「はぁ……まったく、あいつ、何なのよ、もう……」

　取り残された瑠奈は、溜ため息いきを吐つくしかない。

　と、その時だ。

「正直、彼が何者かはわかりません」

　ようやく立ち直ったケイ卿きようが、瑠奈の傍かたわらへと降り立った。

「だが、きっとロクな者ではないでしょう。どうか、お気をつけください、瑠奈」

　そう言って、ケイ卿は怜れい悧りなる武人の眼まな差ざしで、凜太朗が去って行った闇やみの向こうを、鋭するどく突き刺さすように見据えていた。……バニーガールの姿のままで。

「やれやれ、やっと始まった《アーサー王継承戦》……色々と前ぜん途と多難ねぇ……」

　だが、言葉とは裏腹に、なぜか瑠奈は、口元をくすりと笑えみの形にするのであった。

「ふぅん……真神、凜太朗……かぁ……ふふっ……」




　その頃ころ。

　とある高層ビルの狭はざ間まにある、暗い路地裏にて。

「なんたる失態……完全に出で鼻ばなを挫くじかれましたわ」

　そこに身を潜ひそめていたフェリシアは、忌々しそうに毒どく突づいていた。

「瑠奈＝アルトゥールは、今夜で真っ先に脱落させるはずだったのに……あの男……真神凜太朗の介かい入にゆうさえなければッ！　彼は一体、何者ですの!?」

「……フェリシア」

　憤いきどおるフェリシアに、その傍らに控ひかえる青年騎士も何も言えずにいた……その時だった。

「やれやれ、君には失望したよ、フェリシア……いや、フェルラルド卿……」

　怒いかりに沸わき立つそんな場に、突然、冷や水が浴びせられる。路地裏の闇の奥から、そんな言葉が、不意に絡からみつくようにやってきたのだ。

　人としての温かみがまるで感じられない、どこまでも冷れい酷こく冷れい徹てつな声であった。

「〝自らの手で、アーサー王継承候補者、瑠奈＝アルトゥールを真っ先に落とす〟……そう息巻いていたのに、このザマ……同盟者として嘆なげかわしいな」

　見れば、闇の中から大小二つの人ひと影かげが歩み寄ってきていた。

　そして、その大きい方の人影が、フェリシアを嘲ちよう弄ろうするように言った。

「アーサー王の血を現代に伝える『旧ふるき高貴なる家々』が一いち翼よく、フェルラルド公こう爵しやく家を背負う当主として、恥はずかしくないのかい？　フェルラルド卿……」

「ぐ、グローリア卿……ッ!?」

　あからさまな警けい戒かいを隠かくそうともせず、フェリシアがその大きい人影へ言った。

「どうしてこんな所に!?　一体、何の用ですの!?」

「ふっ……そう警戒しないでくれよ。僕達はこの《アーサー王継承戦》を、最後まで勝ち残るために手を組んだ……言わば、仲間じゃないか」

　そう応じた人影──グローリア卿が、さも愉たのしそうに嗤わらう。

　その姿は、路地裏の深い闇のヴェールに覆おおい隠され、よく見えなかった。

「仲間としては、苦戦しているようなら助けたい……自然だろう？」

　そして、ぞるり……と。

　グローリア卿は、不意に何もない濃こい闇の中から一ひと振ふりの剣を引き抜ぬいていた。

　身の丈たけほどもある長大な両手剣ツヴアイハンダーだ。漆しつ黒こくで肉厚の刀身、禍まが々まがしい造形、見ているだけで魂たましいが軋きしみ、正気が削けずれていくような……そんな不ふ吉きつな星オ気ー光ラを周囲に放つ剣だ。

　拙まずい。その剣は──拙い、と。

　見る者の本能へ訴うつたえかける何かが、その剣にはある。

「そう……この僕のエクスカリバーの能力にかかれば、あんな雑ざ魚こ共……」

「お待ちなさい！」

　ぞくりと寒さに震ふるえる魂を𠮟しつ咤たし、フェリシアが鋭い声を張り上げる。

「手出しは無用です、グローリア卿！　貴方の出る幕はありませんわッ！」

　そう言って、フェリシアは彼女自身のエクスカリバーを引き抜き、グローリア卿へ向かって構える。その剣けん先さきは微かすかに震えていた。

「瑠奈＝アルトゥールは、このフェリシア＝フェルラルドが、家名にかけて必ず脱落させてみせますわ！　言わば、彼女はわたくしの獲え物もの！　横取りは騎士道に反する行こう為い！　敢あえてやるというなら、もうここでこの同盟は決別ですわッ！」

「──ッ!?」

　そんなフェリシアの傍らに控える青年騎士が眼めを剝むいた。

　やるのか、我が王？　本当にここで仕し掛かけるのか？　この男に？

　主君の決死の意を察し、青年騎士は無言でフェリシアを守るように身構える。

　途と端たん、猛もう烈れつな死の予感が、フェリシアと青年騎士を、絡みつく毒どく蛇へびのように襲おそった。

　だが、グローリア卿は、そんな萎い縮しゆくする二人を面おも白しろそうに眺ながめるだけで……

「あはは、冗じよう談だんだよ、フェルラルド卿。君の大事な瑠奈ともだちを取ったりしないさ」

　やがて、そう戯おどけ、その禍々しい大剣を再び闇の中へと刺し戻もどすのであった。

「それに、僕は君の身体に濃く流れる妖精族エルフインの血に期待してるんだ。これから湖の貴婦人ダーム・デユ・ラツク達が発令していく《四至宝探索クエスト》には、必ず君の力が必要になる。せっかく同盟したんだ……同じ《王キング》同士、もっと仲良くやらないかい？」

「……ッ！」

　フェリシアは、油断なくグローリア卿を警戒しながら、抜いた細剣を、ゆっくりと鞘に収める。だが、その指先はまだ微かに震えていた。

「しかし……となると、あの真神凜太朗？　だったかな？　彼は少々厄やつ介かいだね」

　そんなフェリシアなど、どこ吹ふく風でグローリア卿が言葉を続けた。

「一体、彼は何者なのかな？　僕らみたいに、アーサー王の血を引く《王キング》というわけでもなさそうだし、円えん卓たくの騎き士し……《騎士ジヤツク》というわけでもない。ましてや、僕らに探索クエストの試練を与あたえる《王妃クイーン》なんてことはありえないし……」

　すると。

「ふふっ……ならば、さしずめ彼は《道化師ジヨーカー》といったところでしょうか？」

　不意に、グローリア卿に寄り添そう、もう一つの小さな人影が口を開いた。

　どう見ても《騎士ジヤツク》という風ふう体ていではない。全身を漆黒のフード付きローブで覆い隠したその人影は、声質と背格好から察するに──どうやら女性らしかった。

「ふうん？　君、彼のことを何か知っているのかい？」

「…………、……いえ」

　フードの女性は、一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後、静かに頭を振ふった。

「ですが、彼が、この《アーサー王継けい承しよう戦》を主しゆ催さいする湖の貴婦人ダーム・デユ・ラツク達の、思おも惑わくの埒らち外がいにあるイレギュラーであるということはわかりますわ。……ええ、私と同様に」

　すると、何がおかしいのか、女性はくすくすと含ふくむように嗤う。

「なるほど、《道化師ジヨーカー》。言い得えて妙みようだね。はははっ……どうせ、この戦いは僕の一人勝ちワンサイド・ゲームだろうけど……まぁ、こんな余興があってもいい」

　心底、愉ゆ快かいそうに、グローリア卿も嗤うのであった。

「さて、話を戻そうフェルラルド卿。約束通り、瑠奈＝アルトゥールは君の獲物だ。僕は手出しをしない。……それでいいかい？」

「……わかっていただけるのであれば、文句はありませんわ」

「しかし……これ以上、瑠奈ごときに手こずるようなら……わかるね？」

　穏おだやかに悠ゆう然ぜんと微笑ほほえんでみせるグローリア卿。

　ただの笑顔で、これほどの恐きよう怖ふと凄すごみを演出できる者が、世界に何人いるか──

「……ッ!?」

　その笑顔の仮面の裏に潜む底知れぬ悪意と威い圧あつ感に、フェリシアは小こ娘むすめのように気け圧おされるしかなくて。

「戦果……期待しているよ」

　そして、男はそんなフェリシアに一いち瞥べつをくれて踵きびすを返し、路地裏の奥へと消えていく。

　その後を、フードの女性が影かげのようについていく。

「……瑠奈……わたくしは……」

　残されたフェリシアは、それを苦く悩のうの表情で見送ることしか出来ないのであった──










　　　第二章　真ま神がみ凜りん太た朗ろう







　国際都市アヴァロニア。

　日本列島近海に存在するそれは、広大な人工島、ニューアヴァロン島の上に築かれた近未来型都市である。

　元々、その近きん傍ぼうの海底に眠ねむる、莫ばく大だいな量の次世代エネルギー資源採さい掘くつの拠きよ点てんとするためだけに築かれた人工島群であったが、その立地条件、外貨の集積性、取引や流通の利便性などの関係から、各国の企き業ぎようが我先にこの都市に投資進出し、それを主しゆ軸じくとする様々な事業や市場が拡大、需じゆ要ようと供給のスパイラルが際限なく加速。その結果、この都市は様々な人種や文化が入り乱れる、まさに『国際都市』の名に相応ふさわしい発展を遂とげた。

　そして、その次世代エネルギー資源がもたらす経済効果は、今もなお、アダム・スミスが存命なら目玉を飛び出させてひっくり返るほど壮そう絶ぜつなものだ。

　金を注ぐほど儲もうかる都市、現代のゴールドラッシュ……誰だれもが声を揃そろえてそう謳うたい、一いつ攫かく千せん金きんを夢見てこの都市にやってくる若き実業家や投資家は、後を絶たない。

　今、世界でもっとも熱い都市。夢を現実に変えられる夢の島。

　世界中の人間達の活気とエネルギーが、一手に集積した場所。

　そんな国際都市アヴァロニアで、物語の幕は上がる──




「いやぁ！　昨日のデモンストレーションは完かん璧ぺきだったなぁ！」

　その日の朝。アヴァロニア第三エリアにて。

　真神凜太朗はご機き嫌げんで、人も疎まばらな大通りを歩いていた。

　その出いで立ちは、新品のブレザー制服に革かわ靴ぐつ、鞄かばん。本日から凜太朗が転入する『キャメロット国際学園』指定のものだ。

　湖の貴婦人ダーム・デユ・ラツクと呼ばれる半人半妖精の乙女おとめ達が執とり行う《アーサー王継承戦》に参加するため、凜太朗は本州から、この人工島の学校まで、はるばる転校してきたのである。

「ふっ、それにしても……《アーサー王継承戦》、か」

　かつて、円卓の騎士達を率い、人のため、世界のために戦い続けたというアーサー王。

　アーサー王と円卓の騎士の伝説は、物語ではなく、れっきとした史実なのだ。

　そして、戦いの果てに力ちから尽つきたアーサー王の魂は、今も伝説のアヴァロン島で眠り続けている……いつか人の世が乱れし時、長き眠りから目覚めて再び世界を救うために。

《アーサー王継承戦》とは、そんなアーサー王を復活させるための魔ま法ほう儀ぎ式しきだ。

「アーサー王の血を引く十一人の継承候補者──《王キング》達と、それぞれの候補者に仕える十一人の円卓の騎士──《騎士ジヤツク》達による、壮絶な競きそい合い。

　四人の《王妃クイーン》が、それぞれ順次発令する四つの探索クエストをクリアし、アーサー王の四至宝……即すなわち、《聖剣スペードの至宝》、《聖杯ハートの至宝》、《聖槍クラブの至宝》、《聖石ダイヤの至宝》を手中に収めた者をアーサー王の継承者──《最終円卓盟主ラストラウンド・アーサー》とする。

　そいつは、アーサー王の魂を受け継ついだ二代目アーサー王として、この世界の全すべてを手中に収め、統すべる真の王となる資格を得る……なんとも心躍おどる話じゃねえか。首を突っ込まないのは、人生の損ってもんだ」

　独りごちながら、凜太朗がくっくっと含むように笑う。

「……とは言っても、俺はアーサーの血を引く《王キング》でも、カムランの丘おかから召しよう喚かんされた《騎士ジヤツク》でもねーからな。俺がこの戦いに一枚嚙かむには、どっかの《王キング》の陣じん営えいに入らなきゃなんねーんだが……」

　ならば、この戦いに参戦する総勢十一名の《王キング》の中で、誰につくか？

「ふっ……決まってる。瑠る奈な＝アルトゥール……俺の王様はこいつで決まりだぜ」

　そのために、凜太朗は昨夜、瑠奈に接せつ触しよくし、自分の力を示したのだ。

　もう言うまでもないが、真神凜太朗はただの人間ではない。実はとある事情により、生まれながらにして、人を超こえたとんでもない力を持ってしまっている。

　俗ぞくに言う、転生チートというやつだ。

　だから、この平和な世界では完全に持て余し気味なそのチート能力を使って、あの憎にくき湖の貴婦人ダーム・デユ・ラツクどもを引っかき回して遊んでやろう……と、そんな魂こん胆たんなのであった。

（そうだ……俺は正義でも悪でもねえ……《道化師ジヨーカー》だ）

　にやり、と笑って、凜太朗は顔を上げた。

　英国風建築様式による、質しつ実じつ剛ごう健けんな街並みが広がる先に、ぐるりと鉄てつ柵さくに囲まれたキャメロット国際学園の正門が遠く見えた。

　その向こう側には、まるで西洋の城や貴族屋や敷しきのようなデザインの学園校舎が、威い風ふう堂どう々どうと聳そびえ立っている。

　元々、この人工島は都市建築の際、なぜかその入札に欧州ヨーロツパ系──特に英国企業が数多く参入していたため、海外のような洒落しやれた街並みが特とく徴ちよう的だ。

　それでも、あの城のような学園校舎は、まるで小説の中に迷い込んでしまったかのような錯さつ覚かくを、見る者に生じさせた。

「さて……瑠奈＝アルトゥールは、この学園の２─Ｃクラスだったかな？」

　無論、ぬかりはない。すでに書類改かい竄ざんと根回しで、凜太朗も瑠奈と同じクラスに編入されるよう細工してある。チートな凜太朗にとって、この程度は朝飯前であった。

「くっくっくっ……瑠奈のやつ、俺が姿を見せたらきっと驚おどろくだろうなぁ？　どんな間ま抜ぬけ面づらしてくれるか、今から楽しみだぜ」

　凜太朗は、そうほくそ笑みながら、学園へ悠然と足を踏ふみ入れていくのであった。




　そして。

　凜太朗が校門をくぐり、前庭に到とう達たつした──その時であった。

「なんじゃあこりゃあああああああああああああああああああーーッ!?」

　凜太朗は、間抜け面で驚きよう愕がくしていた。

　なんと、その前庭のど真ん中に、大型のステージが敷ふ設せつされており、大勢の生徒達──主に男子生徒が、そのステージの下へ押し寄せている。

　そして、そのステージの上には、見覚えのある少女の姿があった。

『皆みんなぁ～☆　やっほーーっ♪　こんな朝早くから来てくれてありがとーーッ!?』

　あの蒼あおい炎ほのおで染め抜ぬいたかのような髪かみと瞳ひとみは、間ま違ちがいない、昨夜のバニーガールに扮ふんしていた瑠奈の《騎士ジヤツク》、ケイ卿きようだ。

　今のケイ卿はバニーガール姿ではなく、きらっきらでふりっふりで可愛かわいらしい、いかにも男受けしそうなアイドル衣い装しよう姿だった。

　その本人の卓たく越えつした器量も相まって、本当に本物のアイドルが、この学園へ公演にやってきたのでは……と錯覚してしまうほどであった。

『きゃるん♪　皆ぁ、今日も☆　元気かなぁ～～ッ!?』

　そして、ケイ卿がマイクを片手に手を振りながら、媚こび媚びな挙きよ措そと声で、そんなことを元気いっぱいに叫さけぶと──

「「「「ぅおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」」」」

　ステージ周辺の生徒達が、片手を天に上げて熱ねつ狂きようした。

「「「「ケ・イ・ちゃん！」」」」

「「「「ケ・イ・ちゃん！」」」」

「「「「Ｌ・Ｏ・Ｖ・Ｅ・ケイちゃんッ！」」」」

「「「「わぁおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」」」」

　もの凄い熱気と熱量だった。その熱狂ぶりだけなら、某ぼう国民的アイドルグループの生ライブにも匹ひつ敵てきしそうなほどの活かつ況きようであった。

　皆、目が血走っていて、興奮度ＭＡＸの天元突とつ破ぱ……控ひかえめに言ってヤバかった。

『きゃはっ♪　うんっ！　皆、今日も元気いっぱいで、私、とっても嬉うれしいよ～～ッ！　皆の元気、私、しっかり☆　受け取ったからね～～ッ！』

　そんな混こん沌とんの熱暴走を前に、ステージ上のケイ卿がくるりと回り、ふわりとスカートのフレアを広げながら、決めポーズをするが……

『……ぐすっ……なぜ、誇ほこり高き騎き士しであるこの私が、こんな……こんなぁ……』

　よーく見たら、ケイ卿は恥はずかしさで顔を真っ赤にし、涙なみだ目めで全身をぶるぶる震ふるわせていた。どこをどう見ても、無理してます感がありありとあった。

　だが──

「「「「ぅおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」」」」

「その無理して嫌いや々いややっている感が萌もえるぅううううううううううーーッ!?」

「なんか苛いじめたい系アイドル最高ぉおおおおおおおおおおおおおーーッ！」

「「「「ケイちゃん！　頑がん張ばって！　頑張って！」」」」

「「「「わぁおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」」」」

　生徒達はまるでお構いなしであった。

『うぅ……じゃ、じゃあ、行っくよぉ～～ッ！　皆から貰もらった、私のときめき……世界の果てまで届いて！　新曲行きま～すっ！　〝私の恋こいの騎士様〟！』

　こうして、ポップなイントロが始まり、ケイ卿がヤケクソで歌い始める。

「「「「わぁあああああああああああああああああああああああああああああーーッ！」」」」

　途と端たん、その場を支配する、大だい歓かん声せいという名の爆ばく音おん。

　最も早はや、歌詞どころか曲すら聞き取れない、驚きよう天てん動どう地ちの熱狂が前庭をうねった。

「……なぁにこれ？」

　鼓こ膜まくが今にも破れそうなほどの騒さわぎに、凜太朗が呆ぼう然ぜんとしていると。

「ふっ……今回もやりましたね、瑠奈会長」

「……ええ。今回も大成功だわ」

　凜太朗は、少し離はなれた場所にブーステントが設置されていることに気付く。

　そのテントには『生徒会執しつ行こう部ぶ』と記き載さいされており、恐おそらくこの謎なぞのライブの運営側というか、黒幕っぽい生徒達が何人か待機していた。

　そして、その生徒達の中心に、まるで玉座に座る王のように、とある少女がパイプ椅い子すに脚あしを交差させてふんぞり返っていた。

　深しん紅くの液体が注がれたワイングラス（多分、ぶどうジュース）を傾かたむけているその少女は──見み紛まがうはずもない、瑠奈＝アルトゥールであった。

「ところで……チケットの売り上げはどう？」

　くい、とワイングラスに口をつけ、瑠奈が問うと。

「無論、完売です！」

「今回はかなり強気の価格設定でしたが、売り上げに陰かげりが出るどころか、これはお布ふ施せだと、売り上げが逆に加速する始末！」

　その周囲の取り巻き──恐らく生徒会役員とおぼしき生徒達が、嬉き々きとして答える。

「ふっ……これは、特等席は次回から通常の３倍の値段で設定してもいけるわね！」

「ええ、絶対いけますよ！　５倍、いや、１０倍でもいけますって！」

「ケイさんの信者、ファン達なら、きっと我先にと幾いくらでも支し払はらってくれるでしょう！」

「あっはははははははーーッ！　やっぱり、ケイはお金のなる木だわ～ッ！　こぉんなに有能な《騎士ジヤツク》が『ハズレ』だなんて、フェリシアは見る目ないわ～～ッ！」

「え？　《騎士ジヤツク》？　なんのことっすか？」

「こっちの話よ！　気にしない、気にしない、あっはははははははははははーーッ！」

　左ひだり団扇うちわで高笑いする瑠奈。

「これでこのライブの最後に、次期生徒会長選挙戦に挑いどむ私を、ケイにアピールさせて、萌え豚ぶた票を抱だき込めば、次期生徒会長の座も私のもの……くくく、完かん璧ぺきだわッ！」

「ええ、完璧ですよ。なにせ、ケイさんの生ライブが見られるのは、瑠奈会長率いる現行生徒会執行部しかありませんからねぇ……げっへっへっ……」

　瑠奈とその腰こし巾ぎん着ちやくの生徒達が、いかにも悪そうに笑っている。

「ところで瑠奈会長……サッカー部が士気高こう揚ようのため、ケイさんを一日マネージャーとして貸してくださいと、土下座で要よう請せいしてきた件……どうします？」

「ふん。連中が一体、何票かき集められるか、まずはそれを出せと返しなさい。先月、バスケ部がチアガール貸し出し要請で、どれだけ票数をかき集めたかを提示した上でね」

「わかりました！　では早さつ速そく──」

（どろっどろじゃねえか……やだ、こんな学校……）

　そんな、政界や芸能界の暗黒面を煮に詰つめたようなやりとりを、凜太朗が頰ほおを引きつらせながら、半眼で眺ながめていると……

「ん？」

「あ」

　凜太朗と瑠奈の目が、ばっちりと合ってしまった。

「貴方は、昨日の──ッ!?」

　ぶどうジュースをチューチューしていた瑠奈が、凜太朗の存在に気付く。

　何事かと生徒会メンバー達の視線が集まる中、瑠奈が凜太朗のもとへと駆かけ寄った。

「へぇ!?　真神凜太朗、貴方あなたって、ウチの学校だったの!?」

「今日からな。こちとら転校生なもんで」

「なるほど、道理でねぇ……驚いたわ！」

「こっちが驚いたわ。色々な」

　ちらりと、凜太朗がステージを半眼で流し見る。

『皆～ッ！　新曲どうだったぁ～～ッ☆』

「「「「最高ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ!?」」」」

『じゃあ、私のマネージャーである瑠奈を、皆、次期会長にヨ・ロ・シ・クねーッ？』

「「「「任せろぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ!?」」」」

『うぅ……ぐすっ……このような辱はずかしめ……私の騎士の誇りは死んだ……くっ、殺せ』

「「「「ＫＹＡＷＡＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥーーッ!?」」」」

　凜太朗は耳を押さえて、顔をしかめて言った。

「どんな学校なんだよ？　お前はこの学校をどうしたいんだ？」

「うるさいわねぇ。私は生徒会長……即すなわちこの学園の王よ？　つまり、この学園は私のもの。私のものをどうしようが私の勝手でしょ？」

　まったく悪びれもせず、輝かがやかんばかりのどや顔で胸を張る瑠奈。

（こいつ、ロクでなしだ……人のこと言えた義理じゃねーが）

　頭が痛くなってくる凜太朗であった。

「ま、まぁ、いいさ。この学校がどうなろうが、俺には関係ねぇ」

　頭を切り替かえ、凜太朗が瑠奈を真まっ直すぐ見み据すえる。

「さて、ここらでちょいと、こっち側のビジネスの話をしようか」

「！」

　薄うすら寒く笑う凜太朗に、瑠奈の表情が微かすかに鋭するどくなる。

「俺がこうして転校生として、この学園にやってきた理由……《王キング》であるお前の前に現れた理由……わかるだろ？」

「ええ、当然よ、真神凜太朗！」

　何かを察したように頷うなずき、瑠奈が不敵に凜太朗を流し見る。

「へっ……察しが良くて助かるぜ」

　そんな瑠奈の反応に、凜太朗がにやりと笑った。

　世界の裏側を渡わたり歩いてきた者特有の、薄ら寒い笑えみだ。

「俺はお前の──」

　凜太朗がどこか鋭い雰ふん囲い気きを放ち始めた──その時だった。

「貴方、私の家来になりに来たんでしょう!?」

　堂々と自信満々に胸を張って、瑠奈がそんなことを言っていた。

「ん？　……んん？」

　意味がよくわからず、凜太朗が眼めを瞬しばたたかせていると。

「やっぱ、私って、カリスマ溢あふれ出ちゃってるからねーッ!?　一目でひれ伏ふして、下げ僕ぼくとして身も心も捧ささげたくなる気持ちわかるわーッ！　いやー、カリスマ辛つらいわーッ！」

　瑠奈がそんな意味不明なことをのたまって。

　パイプ椅子を引きずって持ってきて、凜太朗の前に設置して。

　そこへ、どかっ！　と脚を交差させて、ふんぞり返るように腰こしかけて──

「主従を結ぶ儀ぎ式しきよ。舐なめなさい」

　どや顔で、靴くつを凜太朗へと差し出していた。

「…………」

「ふっ、どうしたの？　貴方を私の家来にしてあげると言っているのよ？　さ、凜太朗……私の前に跪ひざまずいて舐めて──」

「どっせぇえええええええええええいッ！」

　べしーん！　凜太朗は瑠奈の顔面へ、手に持っていた鞄かばんを全力で叩たたき付けていた。

　勢い余った瑠奈が後ろに倒たおれて、転がっていく。

「痛ぁっ!?　な、何するのよ!?　この無礼者ッ!?」

「どやかましゃぁああああーーっ!?　無礼はどっちだ!?　お前、なんでそんなにナチュラルに上から目線なの!?　馬ば鹿かなの!?　頭おかしいの!?」

　瑠奈と凜太朗が手と手で組み合い、うがぁ、と至近距きよ離りで睨にらみ合う。

　と、そんな時だ。

「よくぞ言ってくれました、そこの転校生さんっ！」

　覇は気きに満ちた声と共に、生徒達の集団がやって来て、凜太朗と瑠奈を取り囲んだ。

　その集団の先頭に立つのは、いかにも生き真ま面じ目めで健康的な美び貌ぼうの女子生徒だ。腕うでに『風紀委員会』の腕わん章しようが巻かれている。

「瑠奈＝アルトゥールは、この学園の秩ちつ序じよを乱す悪なのです！　その人に傅かしずいてはいけませんっ！　さぁ、私達と一いつ緒しよに戦いましょう、転校生さん！」

「げっ!?　深み森もりつぐみ!?　まーた面めん倒どうなのが来たわね!?」

　つぐみ、と呼ばれた少女が眼を怒いからせ、びしりと瑠奈へ指をさす。

「瑠奈さんっ！　なんですか、アレは!?　あんな校内の風紀を著いちじるしく乱すような、いかがわしいショーはッ!?」

「は？　ただの選挙活動よ？　見ればわかるでしょ？　もうすぐ次期生徒会長選挙だし」

「ど　こ　が　選挙活動ですか!?　そもそも貴女あなた、このショーで一体どれだけの荒あら稼かせぎをしたんですか!?　そんなもの、校則違い反はんに決まって──」

「あっははははははーーッ！　バカね、つぐみぃ!?　この私が校則よぉ!?」

「くっ、学園上層部の弱みを握にぎって、誰だれも貴女に逆らえないからって！　こんなこと、許されると本気で思ってるんですか!?　私は絶対に認めませんからね!?」

「あっ。これ完全に、悪の独裁者ｖｓ正義のレジスタンスの構図ですわ」

　呆あきれるしかない凜太朗であった。

「ええい、最早、問答無用です！　今日こそお縄なわについてもらいます！　貴女の今までの数々の罪状について、生徒指導室でキッチリ反省文を書いてもらいますからね!?」

「は!?　嫌いやに決まってるでしょ!?　だって、それやったら、生徒会長の座から転落しちゃうじゃん!?　前科持ちの生徒は会長になれないんだし!?」

「それが狙ねらいなんですってば！　貴女みたいな破は天てん荒こうのアーパー娘むすめを、生徒会長の座から追い落として、この学園にきちんとした秩序をもたらすんです！」

「ふっ、馬鹿ねッ！　まだわからないわけ!?　この学園の王は、この瑠奈＝アルトゥールただ一人ッ！　今も！　そして、これからもッ！」

「ええい、問答無用ですッ！　皆みんな、私に続けぇえええええーーッ!?」

「「「「ぉおおおおおおーーッ！　あの暴君を倒せぇええええええええええーーッ！」」」」

「「「「自由を我が手にぃいいいいいいいいいいいいいーーッ！」」」」

　つぐみを先頭に、彼女に従う生徒レジスタンス達が一いつ斉せいに瑠奈へと殺さつ到とうし──

「ええい、者共ッ！　出合え、出合えぇええええええええええええーーッ！」

「「「「皆ぁああああーーッ！　我らが王を守れぇええええええええーーッ!?」」」」

「「「「あの不敬なる反逆者共をやっつけろぉおおおおおおおおーーッ!?」」」」

　瑠奈を先頭に、いきり立った生徒会役員達との取っ組み合いが始まる。

「「「「我々は瑠奈会長様を支持するぞぉおおおおおおーーッ!?」」」」

「「「「全ては、我らがケイちゃんのためにぃいいいいいいいーーッ!?」」」」

　そこへ、ケイ卿の熱ねつ狂きよう的なファンの方々も加わって──たちまち中庭は、疾しつ風ぷう怒ど濤とう阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵え図ずと化すのであった。

「……なんだ、この学園」

　あまりにも酷ひどい有様に、凜太朗が思わず真顔になっていると。

「あはは。この学園の風物詩……かな？」

　そんな凜太朗の背後から、声をかける者がいた。
















　凜太朗が振ふり返ると、そこには一人の女子生徒が佇たたずんでいた。

「初めまして……ええと、確か……真神凜太朗、君？」

　小首を傾かしげて挨あい拶さつしてくるその少女に、一いつ瞬しゆん、凜太朗は思わず魂たましいを奪うばわれる。

　人形のように楚そ々そと整った顔立ち。だが、透すき通るように柔にゆう和わな微笑ほほえみが、彼女が生きた人間であることを強く感じさせる。ヘアバンドでやんわりと押さえた長く艶つややかな髪かみは烏からすの濡ぬれ羽ば色いろ。その大おお粒つぶの黒金剛石ブラツクダイヤのような黒こく瞳どう。華きや奢しやで嫋たおやかな身体からだを形作る肌はだは陶とう器きのように滑なめらかで、覗のぞくうなじが危あやうい魅み力りよくを醸かもし出している。

　その目鼻の造作から察するに、多少、欧おう州しゆう系の血を引いているようだが……完かん璧ぺきなる大和やまと撫子なでしこと形容して良い圧あつ倒とう的な清せい楚そさと器量が、その少女にはあった。

「ええと……あんたは？」

「那な雪ゆき。……冬ふゆ瀬せ那雪。生徒会で書記をやってるの」

　那雪、と名乗る少女がにっこりと凜太朗に笑いかけ、会え釈しやくする。

　冷たげな名前とは裏腹に、まるで一いち陣じんの春風のような挙きよ措そであった。

「凜太朗君、本土からやってきた転校生なんだよね？　……驚おどろいちゃった？」

「ああ、驚いたよ。……驚かせてやろうと思ったのに」

　凜太朗が、目の前で延々と続く乱らん闘とう騒さわぎを半眼で眺めながら言った。

「驚かせる？」

「ああ、いや、悪わりぃな。こっちの話だ」

　頭を振って、凜太朗が続ける。

「それにしても、本当になんなんだこの学園は？　よくこんな横暴が許されるな？」

「あはは、それは……なんだかんだで、瑠奈さんが生徒達皆の支持を得ているから」

「支持？　アレで？　……噓うそだろ？」

「うん。一部、あんな風に瑠奈さんに反発している人達もいるけど、学園全体を通して見れば、彼女の支持者は多いんだよ」

「……大だい丈じよう夫ぶか？　この学園」

「瑠奈さんは成績優ゆう秀しゆうで運動神経抜ばつ群ぐん。なんだかんだ生徒会長としては敏びん腕わんで……たとえば、生徒達から不評だった学食のメニューを改善したり、女子生徒に酷いセクハラを働く教師を弾だん劾がいして学園から追い出したり、色んな楽しいイベントを企き画かくしたり」

　何かを懐なつかしむように、楽しそうに那雪が語る。

「もちろん、瑠奈さんは別に、皆のために何かしようって思ったわけじゃない。ただ、自分が美お味いしいもの食べたいから、セクハラ教師が気にくわないから、騒さわぎたいから、そうしただけ。でも、彼女が私利私欲で好き勝手に、やりたい放題やれば、結果として皆が笑顔になれる……そんな不思議な人なの」

　すると。

「…………」

　なぜか、凜太朗が急に押し黙だまってしまう。

「あれ、凜太朗君？　その……私、何か気分を害すること言っちゃった？」

「別に？　なんでもねえよ」

　ぶんぶんと頭を振り、気を切り替かえるように凜太朗が言った。

「それにしても、お前、随ずい分ぶんと瑠奈に入れ込んでるんだな？　……連中ほどじゃないが」

「「「「ぅおおおおおおおおーーっ！　我々は瑠奈様の盾たてぇええええええーーッ！」」」」

　凜太朗は、レジスタンス達から身を挺ていして瑠奈を守る生徒達を流し見る。

「それは……ふふっ、瑠奈さんは私達の恩人だから」

「……？」

　凜太朗が那雪に眼を向ければ、那雪は穏おだやかな眼で、暴れ回る瑠奈を見つめている。

　何かあったのか？　凜太朗が何気なく、そう問おうとすると。

「凜太朗君。……瑠奈さんのこと、これからよろしくお願いね？」

　那雪が妙みようなことを言い始めた。

「はぁ？　なんで？　あいつとはまだ会ったばっかだぞ？」

「なんか、瑠奈さん……凜太朗君のこと、すごく気に入ったみたいだから」

「は？　俺が？」

「うん。実はすごく珍めずらしいんだよ？　瑠奈さんが、あんな風に自分から人を家来にするって言い出すの。基本、彼女、誰かを無理矢理従えるなんてしない人だから」

「ふぅーん？」

　まぁ、向こうも俺のことを利用価値ありと思ったのだろう……と、凜太朗は踏ふんだ。どうやら昨夜のデモンストレーションが効いているようだ。

（まぁ、いい。出鼻を多少くじかれたが、俺のやることは変わらん。だが、こんな調子じゃ例の件について、瑠奈のやつと話をするのは放課後までお預けだな……）

　凜太朗は、擦すれた笑みを密ひそかに浮うかべるのであった。




　その後、凜太朗は学園の事務室で適当に編入手続きを済ませる。

　そして、早さつ速そく、狙い通り２─Ｃクラスの教室へ通されることになった。

「さて、今日から君達の新しい学友となった、真神凜太朗君だ。……君達、仲良くするんだぞ？　では、真神。自己紹しよう介かいを頼たのむよ」

　すらりとした長身瘦そう軀くと眼鏡が特とく徴ちよう的な、この２─Ｃクラスの担任教師、九く条じように促うながされ、凜太朗は教きよう壇だんに立った。

「えーと、真神凜太朗です。よろしくお願いします。出身は──、趣しゆ味みは──」

　定番のイベントをこなしながら、凜太朗は教室全体を見回す。

（さすがは、国際学園……日本人と外国人の比率は大体、半々ってところか……）

　適当に取り繕つくろった無難な自己紹介を行いながら、凜太朗はそんなことを思う。

「あ!?」

　予定通り、このクラスの教室の後方に瑠奈が居た。瑠奈は凜太朗と目が合うなり、なぜか、大好きな玩がん具ぐを見つけた子供のように目を輝かがやかせていた。

「……ッ!?」

　見れば、制服姿のケイ卿きようもクラスに紛まぎれていた。

　恐おそらく、瑠奈が暗示の魔ま法ほうで、周囲にケイ卿をこの学園の生徒だと思い込ませ、自分の護衛として傍そばに置いているのだろう。

　昨日の今日ということもあって、ケイ卿はあからさまな警けい戒かいを凜太朗へ向けていた。

　凜太朗はさらりとそれを無視し、他の顔を見回していく。

　と。

（……おや？）

　意外な顔が目に入った。なんと、冬瀬那雪もこのクラスだったのである。

　目が合うと、那雪は穏やかに微笑み、軽く会釈をしてくる。

（ま、どーでもいいけどな。瑠奈以外のやつに興味なんかねーし）

　凜太朗が、投げやりにそんなことを考えていると、ちょうど自己紹介が終わった。

「──と、いうわけで、これからよろしくお願いしまーす」

　これまた、いかにも取り繕ったようにぺこりと一礼して、締しめる。

　教室内から疎まばらに起きる拍はく手しゆ。

「しかし、真神……君は大変なクラスに編入してしまったな……」

　すると、担任の九条が、同情したように凜太朗の肩かたを叩たたき、声をかけてくる。

「もう知っての通りかもしれないが……このクラスには学園一の問題児がいる問題クラスでね……そのせいで、いつもここは騒そう動どうの震しん源げん地ちになるんだよ」

「えーっ!?　九条先生、それって一体、誰だれなんですかーッ!?」

「君だよ、君！　君のせいで、どれだけ僕の胃が痛んだと思ってるんだ!?」

　白々しく手を上げて発言する瑠奈へ、九条が呆れた顔で叫さけぶ。

「まぁ、瑠奈だけの話じゃない。どういうわけか、この学園には、色々と問題ある人が多くてね……」

「はぁ……そうなんっすか？」

　内心まったく興味ないが、凜太朗は九条の言葉に一応殊しゆ勝しように応じた。

「ああ。初めての君はこれからの学園生活で色々面食らうことになると思う。だが、もし何かあったら、遠えん慮りよ無く僕に相談してくれ。なるべく力になるよ」

「あっはははははーーっ！　九条先生ったら、いつも通りお人ひと好よし過ぎーーッ！」

　瑠奈がそう茶化し、周囲の生徒達がつられて楽しげに笑う。

「まったく、君達というやつは……まぁいい。とにかく真神と仲良くしてやってくれよ。彼も今日からこのクラスの仲間なんだからね」

　恐らく、理想的な良いクラス、というやつなんだろう。

　瑠奈含ふくめ、生徒達はこの九条という担任教師をそれなりに信しん頼らいしているようだし、九条も問題クラス呼ばわりしながらも、親身に生徒達の面めん倒どうを見るタイプのようだ。

（普ふ通つうの転校生なら、うまくやっていけそうだ……と安あん堵どする所なんだろうが、俺には関係ねーな）

　凜太朗は、目の前のクラスの光景を、まるで遠い世界の出来事のように眺ながめていた。

　ふと、凜太朗の脳のう裏りに蘇よみがえるのは、これまでの人生の軌き跡せきだ。




　──ふざけんなよ……お前、本当になんなんだよ？

　──う、噓だろ……？　俺にはサッカーしかねえのに……ッ!?

　──あんなに勉強したのに……こんな遊び呆ほうけているやつに負けるなんて……ッ！

　──同じ人間なのに、俺とお前で、なんでこんなに差があるんだよ!?

　──化け物め。お前は俺達と違ちがう存在だ。人間じゃない。

　──あぁ……これまでの、俺達の人生は一体、なんだったんだ……？

　──貴方あなたなんか……貴方なんか産まなきゃ良かった……ッ！




　目の前の和わ気き藹あい々あいとした光景は、今まで凜太朗が歩んできた人生で、一度たりともその輪の中に入れなかった光景であった。

（ふん……こっち側の世界になんざ、もう何も期待しちゃいねえよ。〝ここでなら〟……〝こいつらとなら〟……今まで、何度、それに裏切られたと思ってる）

　胸くそ悪い記き憶おくを、無理矢理隅すみに追いやるように頭を振ふる。

（ちょっとマジになったら、すぐ俺を化け物扱あつかいして、除のけ者にするような、こっち側の世界なんざ、どうでもいい……もう、どうでもいいんだよ……）

　そんな擦れたことを、ぼんやり考えながら。

　凜太朗は指定された自分の席へ向かうのであった。




　…………。

　瑠奈＝アルトゥールは、どうやらよほどの人気者らしい。彼女の周りには、常に人が絶えず、あらゆる意味において中心人物のようだ。

　とりあえず、誰もいない場所で、二人きりで瑠奈と継けい承しよう戦についての話をしたかった凜太朗は、転校生ということで興きよう味み津しん々しんに話しかけてくる生徒達との交流を無難にこなしつつ、退たい屈くつな授業を作業のように淡たん々たんとこなすことにした。

　その間、凜太朗はひたすら目立たないよう、大人しくした。息苦しさを必死に堪こらえながら自分を殺し、何の特技も変へん哲てつも面おも白しろみもない、無難で平へい凡ぼんな生徒を演じた。

　あらゆることに本気を出さない。ひたすら手を抜ぬく。

　やがて、あまりにも特徴のない人物を演じきったため、生徒達の凜太朗に対する興味は次し第だいに失うせていき……凜太朗はクラスの風景の一部へと溶とけていく。

　それでいい。誰からも興味を持たれないというのは、実に気楽なことだから。

　──だが。

　その事件は、四時限目に起きた。




　本日の四時限目の授業は、数学であった。

　教壇に立つ数学の担当教師は、須す藤どう隆たかし。頭とう髪はつが少々心こころ許もとなくなり始めた中年男性だ。

「えー、じゃあ皆みんな、早速、授業を始めるよ～」

　フレンドリーな口調と裏腹、どこか神経質そうな須藤の音おん頭どで、授業が始まる。

　そして、その授業が進行するにつれ、教室内の雰ふん囲い気きは、たちまち最低最悪なものへと変わっていった。

「はぁ、レベルが低いなぁ。君達、こんな問題も解けないの？」

　嫌いやみに満ちた須藤の言葉が、しんと静まり返る教室内に響ひびき渡わたる。

　先ほどから、淡々と行われた須藤の授業は、とにかく質たちが悪かった。

　生徒達に理解させる気がまるでない。

　おまけに、生徒達への出題は非常に、嫌らしく捻ひねった性質の悪いもので、解けても何も得られない。明らかに生徒達を苛いじめることだけを目的とした悪問ばかりだった。

「君達、ちゃんと勉強やってる？　やってないでしょ？　俺が若い頃ころはもっと、ちゃんと必死に勉強したものなんだけどなぁ。最近の若い子ってそんなもんなのかなぁ」

　須藤の口調は馴なれ馴れしいが、底知れぬ嫌らしさが滲にじみ出ている。

「くそ……なんなんだよ、あの問題……」

「なぜかわかんねぇ……一見、簡単そうなのに……」

　だが、解けないことは解けないので、生徒達はひそひそと悪態をつくしかない。

　そんな生徒達を見て、須藤が嫌らしくほくそ笑えむ……

（成る程ほど。問題ある人物の多い学園……ね）

　凜太朗は、適当に須藤の授業を聞き流しながら、妙みように納なつ得とくしたように鼻を鳴らした。

「須藤先生は、その……つい最近、この学園に赴ふ任にんした先生で……もともと数学者を目指してたんだけど、夢破れて、仕方なく教師になった人でね」

　凜太朗の左ひだり隣どなりに座る那雪が、声を潜ひそめて話しかけてくる。

「その腹いせのように、生徒達を数学の授業で意地悪をするから、つい先日、瑠奈さんが数学勝負で須藤先生をコテンパンにしちゃってね……以来、須藤先生は、瑠奈さんのこのクラスを目の敵かたきにしちゃって」

「……ったく、小せぇ男だ」

　溜ため息いきしか出ない凜太朗であった。

　今、須藤が黒板に書き連ねている数学問題は、須藤が何としても瑠奈に赤あかっ恥ぱじをかかせたいと、そのために必死に練った問題なのだろう。

（まっ、ある意味、反則だな……あの問題は）

　凜太朗は、須藤の出題する数学問題の裏側に潜む悪意を、一目で見切っていた。

　だが、どうでもよかった。こんなクラスにも授業にも興味はない。

　凜太朗が一ひと眠ねむりしようと、目を瞑つぶろうとした……その時だ。

「さて、瑠奈＝アルトゥール君……次は君に答えてもらおうかな？」

　須藤がメインディッシュだとばかりに、黒板の問題をチョークで突つきながら、凜太朗の一つ前の席に座る瑠奈を名指しする。

「…………」

　押し黙だまった瑠奈が立ち上がり、じっと黒板に記き載さいされた数学問題を見つめる。

　見つめるだけで、何も答えようとしない。

（……だろうよ。いっくら、瑠奈のやつが成績優ゆう秀しゆうでも、あの問題は解けねーよ）

　ふぁ……と。凜太朗が、興味なさそうにあくびをかみ殺すと。

「待ってください！　須藤殿どの！」

　もう我が慢まんできないとばかりにケイ卿が立ち上がって、瑠奈を庇かばい始めた。

「わ、私には……この時代の数学はよくわかりませんが……それは本当に、正当な問題なのですか!?　私にはどうも悪意があるようにしか思えない……ッ！」

「え？　そんなこと言うの？　酷ひどいなぁ。君、自分が頭悪くて解けないからって、それを俺のせいにするなんて、これだからゆとりは……一体、親にどんな教育を受けたの？」

「な!?　父上を……エクターを侮ぶ辱じよくする気ですか!?」

　剣けんがあったら、今にも抜いて斬きりかかりそうなほど、ケイ卿きようが激高するが。

「ケイ……抑おさえて、抑えて」

「くっ……」

　瑠奈の言葉に、ケイ卿が悔くやしげに引き下がる。

「さて、須藤先生」

　すると、瑠奈がくるりと須藤を振り返り、ふてぶてしいどや顔で、こう言い放った。

「がっかりですよ……まさか、その程度の問題しか出題出来ないんですか？　世界の最さい先せん端たんを行くこの国際学園に勤める教師は、もっと高いレベルだと思っていたんですけど？」

「なっ!?」

　途と端たん、須藤は元より、教室中が、その瑠奈の予想外の言葉に騒そう然ぜんと目を剝むいた。

「さ、さすが、瑠奈！　あんな問題すらも解けるのか……？」

「いや、待て！　いくら瑠奈でも、あの問題は無理だろ!?」

「で、でも、ひょっとしたら、瑠奈なら……」

　教室中が不安と期待に揺ゆれる。

（ふん……虚きよ勢せいだな）

　だが、眠ねむい目を擦こすりながら、凜太朗は心の中で断言していた。

　あの問題は、高校生には絶対に解けない。瑠奈の経歴を調べた限り、学力的には非常に優すぐれているようだが、それでもやはり高校生のレベルにしか過ぎない。

　それを須藤もわかっているのだろう。

「く、口ではなんとでも言えるよね……」

　瑠奈の挑ちよう発はつじみた言葉に、須藤はこめかみをひくつかせながら、涼すずしげに返す。

　元々沸ふつ点てんの低い性格だろうに、ここで激高しないのは、ひとえに自身の出題が瑠奈に解けるわけがないという自信があるからだろう。

　だが──

「仕方ありません、華か麗れいに解いてさしあげましょう。夢破れた惨みじめな人生の敗北者である貴方が負けを認められず、認めて再出発もできない臆おく病びようで哀あわれで貧ひん弱じやくな思考で、自分より弱いと思い込んでいる者を苛めてやりたい、虚こ仮けにしてやりたいという下げ劣れつ極きわまりない承しよう認にん欲求と自己満足、外面上は相対的に高められる何の意味も価値もない優ゆう越えつ感と自尊心の充じゆう足そくのため、大切なものがまるで足りていない頭を必死にこねくり回してやっと作った駄問が、いかにたいしたことのない、レベルの低い仕事であり、貴方が人生における貴重な時間を、ただただ無む駄だで不毛な多大なる徒労へと費やしてしまったのか──今からそれを証明してさしあげましょう──」

　瑠奈が、見るからに拳こぶしをめり込ませたくなるようなどや顔で、ペラペラとまくし立てて──さすがに須藤の血管がぷちんといく、その寸前。

「──と、この後ろの真神凜太朗君が言っていましたよ、須藤先生」

　しれっと。

　瑠奈は、後ろの席の凜太朗を指さして、着席していた。

「いやー、もう、さっきからブツブツブツブツ後ろでうるさくて……須藤先生、こいつをなんとかしてやってくださいよ！」

「……は？」

　呆あつ気けに取られる凜太朗に、クラス中の視線が集まる。

「ま、まじかよ……」

「噓うそだろ……？　そんなにあっさり解けるのか……？　あの問題を……」

「な、何者なんだ、あの転校生……」

「い、いや、ちょっと待て……俺は……」

　思わぬ成り行きで思いっきり注目され、焦あせるしかない凜太朗が、ふと気付いた。

　瑠奈が軽く首を回して後ろを振り向き、凜太朗を流し見て、にやりと笑っていることに。

（し、信じられねえ……この女、俺を生いけ贄にえにしやがった……ッ!?）

　想像を絶する瑠奈のロクでなしさに、目眩めまいがする凜太朗であった。

「へ、へぇー？　どうやら転入生君は、もの凄すごく優秀らしいね……？」

　こめかみにビキビキ青筋を立てて、須藤が凜太朗を睨にらみ付ける。

（ていうか、この流れで怒いかりの矛ほこ先さきを、本当に俺へ向けんのかよ!?　どんだけバカなの、こいつ！）

　さて……どうしたものやら。

　面めん倒どう臭くさそうなことになりそうな予感に、凜太朗が溜息交じりに頭をかいていると。

「解けるでしょ？」

　ぼそり、と。

　頭の後ろで手を組んだ瑠奈が、凜太朗だけに聞こえる声で呟つぶやいていた。

「あん？」

「私にはアレは無理。でも、私は知ってるわ。……解けるでしょ？　貴方なら」

　凜太朗が押し黙る。

「王命よ。……私に代わって、解きなさい」

　瑠奈の言葉は、凜太朗に対する挑発とも、確信とも取れる。

　なぜ、瑠奈がそんなことを凜太朗に振ふったのか、言い切ったのかはわからない。

　わからないが──

（やれやれ。俺は《アーサー王継けい承しよう戦》に参加するため、これから瑠奈に取り入るつもりだ。主導権を握にぎるためにも、あまり無能なところは見せられねぇ、か）

　凜太朗は、己が最優先目的のため、その瑠奈の挑発にあえて乗ってやることを決めた。

「ええ、楽勝っすよ、その程度の雑ざ魚こ問題なら」

　のっそりと、面倒臭そうに凜太朗が立ち上がる。

「ホントに？　じゃ、早さつ速そく解いてもらおうかな？　ほら、早く黒板の前に出て！　ほら！」

　須藤の侮あなどりと苛いら立だちが混まじる笑みを無視して、凜太朗が物思う。

（やれやれ、実力を披ひ露ろうして目立つのは嫌なんだがな……なにせ──）




　──ふざけんなよ……お前、本当になんなんだよ？

　──う、噓だろ……？　俺にはサッカーしかねえのに……ッ!?

　──あんなに勉強したのに……こんな遊び呆ほうけているやつに負けるなんて……ッ！

　──同じ人間なのに、俺とお前で、なんでこんなに差があるんだよ!?

　──化け物め。お前は俺達と違ちがう存在だ。人間じゃない。

　──あぁ……これまでの、俺達の人生は一体、なんだったんだ……？

　──貴方あなたなんか……貴方なんか産まなきゃ良かった……ッ！




　脳のう裏りを過よぎる、これまでの人生を蝕むしばむ忌いま々いましい記き憶おくを無理矢理振り払はらって──

（なにせ──俺は、デキ過ぎるからな。本気出すと、いっつもロクなことがねぇ）

　──凜太朗は、その場で答えた。

「極値候補は二つ。α特異点（1, -1）について極小点であり極小値は-2、β特異点（3,2）について極小点であり極小値は１。後、マーラー展開を用いれば、もう一個極値候補が見つかるが……多分、アンタが想定した答えは、この二つくらいだろ。……違うか？」

「あ、ヒントくらいは出してあげるよ？　まずこの式を……、……え？」

　嬉き々きとして何かを黒板に書こうとしていた須藤が硬こう直ちよくする。

　凜太朗の吐はいた言葉の意味を徐じよ々じよに理解していくうちに、須藤の顔色はみるみるうちに青ざめていった。

　凜太朗の淀よどみない解答を、教室の生徒達は何一つ理解できなかったが、須藤の顔色を見て、それが正しい答えなのだと悟さとった。

「須藤センセ。その問題は『多変数関数の極値判定』。一見、高校数学のようにカモフラしてるが、そのタイプは、明らかに大学でやるような高等数学だ。そもそもラッセム行列という、つい最近論文発表された新概がい念ねんを知らないと、絶対に解けないようになってる。高校生の俺達に出す問題とはとても思えねーな。ぶっちゃけると大人げねえ」

「な、な、ななな……」

　しばらくの間、須藤は呆気に取られて、ぶるぶる震ふるえて……

「な、なぜだ……？　君が高等数学に長たけていたとしても……なぜ、この問題をこうもあっさり……式も立てず一目で解答できるんだ!?」

「さあな」

　もう終わりだとばかりに、凜太朗が着席した。

　だが、面子メンツを丸潰つぶしにされた格好の須藤は、それでは収まらない。

「あ、あはは……凜太朗くん。君は随ずい分ぶん、数学が得意だったみたいだね。だったら、君がどれほどのレベルか、この俺が試ためしてあげようかな？」

　穏おだやかではあるが、まったく笑っていない笑顔で、須藤はそう続けた。

「はぁ……まだやんのか？　勘かん弁べんしてくれよ……」

　こうして、須藤が次々と数学の問題を黒板に書き連ね、凜太朗へ出題していく。

　そのどれもが、須藤が瑠奈をやり込めてやろうと練りに練った、嫌いやらしい問題だ。

　もはや、取り繕つくろう気もない高校数学範はん囲い外がいの超ちよう難問ばかりだ。

　だが──

「その線形代数偏へん微び分ぶん方程式の極限近似値は、3nだ」

「なッ！??」

　それらを凜太朗は、あっさり答えてしまう。

　全部暗算でやっているのか、式を書くことや考える素そ振ぶりすら見せない。出題はさらに高度なものへとなっていくが、それでも凜太朗を止めることはできない。

「俺が……あ、あれほど考えて作った問題が……こんなにあっさり……？」

　凜太朗に問題をあっさり解かれるほどに。時に自分の想定をも超こえる、優すぐれた解答や解法を出されるほどに。須藤は否いや応おうなく痛感させられる。

　数学という分野において、凜太朗と自分の間に存在する懸けん絶ぜつした格の差を。かつて数学者を目指していた頃ころの須藤の前に、壁かべとして立ちはだかった本物の天才達……それを遥はるかに上回る、絶対的な壁を。

　生徒達はそんな、凜太朗達の様子を、ただ、ぽかんと眺ながめているしかなくて。

　須藤は、かつて数学者を目指した自分のなけなしの誇ほこりにかけて、凜太朗をやり込めてやろうとするが、その全すべてが悉ことごとく徒労に終わって。

　そして──授業が終わる頃には。

「──以上により、提示された三つの三次元ユークリッド部分集合は、その（i）及および（ii）及び（iii）の前提条件において同値関係である……以上、証明終しゆう了りよう」

　つまらなさそうに、凜太朗がそう言い捨てて。

「ば、馬ば鹿か……な……」

　完かん膚ぷなきまで打ちのめされた須藤が、がくりとその場で膝ひざをついていた。

「ん？　もういいのか？　まだ、たかが院卒論文レベルの問題だろ？　仮にも数学者目指してたってんなら、こんなもんじゃねえだろ？」

「た、たかが……？　こんなもの……？」

　凜太朗の不用意な一言に、ぽきん、と何かが折れる音が須藤から聞こえた気がした。

　それと同時に、そんな須藤を救うように、授業終了のチャイムが鳴った。

「……ぅ……ぁ……ああ……」

　須藤がまるで夢遊病者のような足取りで、フラフラと教室を出て行く。

　チャイムが鳴り終わっても、教室内は、しん……と、静まりかえっていた。

「「「「……………………」」」」

　重苦しい沈ちん黙もくが教室内を支配し、誰だれも彼もが凜太朗を注視している。

　傍はたからシーンだけ切り取れば、それは痛快なシーンだったはずだ。

　嫌きらわれ者の教師を、生徒がやり込める……胸のすくようなシーンだったはずだ。

　だが……

「……な、なんなんだ、あいつ……？」

「す、凄すげぇ……ッ！　マジで凄ぇんだけど……」

「さすがに、ちょっとおかしくない……？　本当に私達と同じ高校生なの……？」

「いや……いわゆる天才ってやつじゃねーのか？」

「つまり、今まで自分の力を隠かくしてたと……？」

　驚おどろきと賞賛と……その裏側に隠れた色いろ濃こい困こん惑わくの視線が、凜太朗に集まっていた。

　その〝困惑〟が、凜太朗をいつも苛立たせるのだ。

　なぜなら、凜太朗は知っているからだ。この驚きと賞賛の裏に隠れた〝困惑〟が、いつしか必ず妬ねたみと恐おそれへ変へん貌ぼうし、自分を排はい斥せきしていくということを。この自分を化け物扱あつかいし、疎うとみ始める、ということを。

（くそ、ついやっちまった……）

　凜太朗が内心、忌々しそうに舌打ちしていた。

　そう、思い返せば、真神凜太朗は──いつもこうだった。

　別に、数学に限った話ではない。あらゆる学問、あらゆるスポーツ、ありとあらゆる分野で、凜太朗は同じように勝つことができる。

　とある事情により、生まれ持ってしまった、人を超える卓たく越えつした能力。

　何の努力も苦労もなく、常にあらゆる分野において、必死に努力する人間達を遥かに大きく超えてあまりある力を発揮し、結果を出してしまう。ただの天才、神童ともてはやされるだけで済まされる領域を、凜太朗は軽くぶっちぎってしまっているのだ。

　おかげで幼い頃からずっと、周囲から腫はれ物扱あつかいの化け物扱いだ。今世の実の両親ですら、こんな凜太朗を恐れて疎み、家を出て行ってしまった。

　人間の領分を外れたチートな能力を持つことで、誰からも賞賛され、持て囃はやされるのはラノベの中だけ。実際に起きるのは異物に対する排斥──これが現実だ。

（やれやれ……また、しばらく、平へい凡ぼんな一生徒の演技に専念しねーとな）

　自分の力をひた隠しにして、自分を殺し、物もの陰かげに息を潜ひそめる。

　心底、息が詰つまりそうなほど、窮きゆう屈くつな生活に身を沈しずめる。

　気が狂くるいそうなほど退たい屈くつでつまらない、この世界で──生きていく。

（だがまぁ、もうどうでもいいんだ）

　そう、凜太朗は、こっち側の世界にはもう何も期待していない。

　求めているのは、あっち側の世界。そもそも、自分はここへ《アーサー王継承戦》に参戦するために、はるばるこの人工島へやってきたのだ。

　この学園には瑠奈に接せつ触しよくするため、隠れ蓑みの的な意味で編入しただけで……別に楽しい学園生活を求めていたわけではない。羊の群れの中に狼おおかみが混ざれる道理はない。

「やれやれ」

　凜太朗が机に突つっ伏ぷし、周囲の視線から逃にげるように寝ね入いろうとした……その時。

「ぷっ……くすくす……」

　凜太朗の前の席に座る瑠奈が、突とつ然ぜん、肩かたを震ふるわせ……

「あっははははははははははははははははははははーーっ！」

　いきなり立ち上がって、堪こらえきれないとばかりに笑い始めていた。

　突然の瑠奈の行動に、クラス中の生徒達は当然、凜太朗すらも呆あつ気けに取られ、目を丸くして、瑠奈を見つめる。

　すると、ひとしきり笑った瑠奈が、くるりと凜太朗に振り返って……

「上う手まくいったわねッ！　凜太朗ッ!?」

　びっ！　と親指を立て、真夏の太陽のような笑え顔がおを凜太朗へと向けていた。

「はぁ？」

　意味がわからず、凜太朗や周囲の生徒達がぽかんとしていると。

「聞いて、皆みんな、実はね……」

　瑠奈が自分の机の引き出しから紙束を引っ張り出して、頭上にバサリと放った。

　その紙束……コピー用紙が、はらはらと教室中に散らばっていく。

　全て白紙だ。そのコピー用紙には、間ま違ちがいなく何も印字されていない。

　だが──

「なんだこれ……？」

「……ん？　こ、これは……ッ!?」

　生徒達はその白紙を手に取って表面を見つめると、なぜか驚きよう愕がくに目を剝むいていた。

「おい、瑠奈、これって……？」

「そうよ！　この授業で須藤先生が出題した問題と解答よ！」

　瑠奈がどや顔で、宣言する。

「須藤先生が、私に復ふく讐しゆうするための難問を用意していることは、生徒会の情じよう報ほう網もうで摑つかんでいたからね！　予あらかじめ須藤先生のパソコンから問題を盗ぬすんで、コピっておいたってわけ！」

（コイツ──やりやがった!?）

　凜太朗が頰ほおを引きつらせ、胸中で呻うめいた。

（【誤ご魔ま化かし】の魔ま法ほうを使いやがったな!?）

　魔法とは、〝言こと霊だま〟で世界に語りかけ、術者の夢や願いを現実に反映させる力だ。

　それほど特とく殊しゆな力ではない。〝強く願えば、きっと叶かなう〟……科学や文明が発達する以前は、誰もが持ち得た力であり、一昔前は魔法の使い手などゴロゴロいたのだ。

　だが、現代の人間の認にん識しきは、皆、《意識の帳とばり》に囚とらわれ、魔法使いは激減している。たまに子供が不思議な力を発揮したり、不思議なものを見たり体験したりする程度だ。

　皆、もう魔法などないという現実を受け入れ、夢を見なくなったのである。

　そんな魔法の一つ──【誤魔化し】は、人の認識を操作する魔法だ。

　あっち側の世界においては、わりとポピュラーな魔法であり、今、凜太朗がやっているように、腰こしの佩はい剣けんを誰にも気付かせないようにする……などといった芸当を可能とする魔法の初歩の初歩である。

　瑠奈は【誤魔化し】を使って、何も書かれてない白紙に、須藤の問題と解答が印字されているように、クラスの生徒達に錯さつ覚かくさせたのだ。

（当然、【誤魔化し】みてーな初歩魔法なんざ、俺やケイ卿みてえな、あっち側の世界の住人には、そうやすやすと通用しねーが……）

「さ、さすがですね、瑠奈！　まさか、そのような対策をしていらしたとは！　その抜ぬけ目なさ、私、いたく感服しました！」

「ふっふーん、もっと褒ほめ讃たたえなさい、ケイ！」

（…………、当然、【誤魔化し】のような初歩魔法など、俺みてえな、あっち側の世界の住人には、そうやすやすと通用しねーが……）

　妙みように無表情になった凜太朗が、周囲の生徒達の様子を、ぐるりと見回す。

「と、いうことは……真神があんなにあっさり解けたのは……」

「ああ、瑠奈とグルだったんだな！　道理で！」

　こっち側の世界の住人である生徒達には、絶大の効果を発揮していた。

　凜太朗があの難問を解けたのは、瑠奈のおかげ……そんな捏ねつ造ぞうを誰も疑っていない。

　そんな中。

　不意に、瑠奈が凜太朗の隣となりに立って、がしっ！　と腕うでを回して肩を組んでくる。

「実は、私とこいつ、幼なじみなのよ！　この学校で運命的な再会ってやつ？」

「はぁっ!?　おま、何を言って──むぐ!?」

　何言ってんだこいつ!?　とばかりに目を剝く凜太朗へ、黙だまってろと言わんばかりに瑠奈が回した手で凜太朗の口を塞ふさぎ、生徒達に向かって次々とまくしたてていく。

「小さい頃は、二人で一いつ緒しよに色んなヤンチャをやった仲でね……私が今回、須藤先生に一いつ杯ぱい食わせるこの計画を立てていたら、面おも白しろそうだから、俺も一枚嚙かませろって！　そうよね!?　凜太朗!?」

　にやりと笑って、凜太朗に同意を求めてくる瑠奈。

　一体、どういうつもりなのかを図りかね、凜太朗が押し黙っていると。

「はははっ、お前らそうだったのか！　いやぁ、初日から飛ばすなぁ、転校生！」

「へぇ、幼なじみかぁ……道理で息のあったコンビネーションだと思ったわ」

「いやー、須藤のあのバカ面づら……実に傑けつ作さくだったぜ！　ナイスだったよ、真神！」

　特に疑うこともなく、生徒達は瑠奈の放言を受け入れていく。

「しっかし、瑠奈って、本当に抜け目ねえよなぁ」

「ああ、さすがだ！　この学校って、変な先公多いからな……やっぱ、瑠奈くらい、やり手のやつが生徒会長で、ちょうどいいよな!?」

　そして、そんな生徒達のやりとりを耳みみ聡ざとく聞きつけた瑠奈が、すかさず自分を売り込みにかかる。

「でしょ、でしょ!?　というわけで、常に生徒達の味方！　強きを挫くじき、弱きを守る正義の生徒会長、瑠奈＝アルトゥールを、次期生徒会長にどうかヨロシク！」

「あっはははは！　いいよ、任せとけ！」

「ええ、次期生徒会長選挙戦、貴女あなたに一票投じておくわ！」

　そんな、瑠奈を中心とした、賑にぎやかなクラスの光景を前に。

（こ、こいつ……結局、全部、自分の手て柄がらにしやがったッ!?　美お味いしいところだけ持っていきやがったッ!?　マジでロクでもねぇッ!?）

　ここまでやるか？　普ふ通つう。さすがの凜太朗も戦せん慄りつを禁じ得ない。

　そんな凜太朗へ、瑠奈が不意にぼそりと囁ささやいた。

「……凜太朗。貴方に話があるわ」

「!?」

「今日の放課後、屋上に来なさい。……絶対よ。いいわね？」

　一方的にそう言い捨てて、瑠奈がその場を意い気き揚よう々ようと去って行く。

「あっ!?　ま、待って下さい、瑠奈！　あの真神凜太朗と幼なじみだなんて、それは一体、どういう──？」

　そんな瑠奈を、忠犬のように追っていくケイ卿。

　何人かの生徒も、まるで取り巻きのように瑠奈の後を追っていく。

「……ふん」

　そんな瑠奈の様子を見送りながら、凜太朗は鼻を鳴らした。

　向こう側から接触してくれるというなら、それはそれで好都合だ。

（しかし……俺がこれから取り入ろうとしているやつは、案外とんでもねぇ女だな）

　イングランドの田舎いなか貴族、アルトゥール家の世間知らずのお嬢じよう様さま……かと思ったら、とんでもない。なかなかどうして強したたかな少女のようであった。

（くそ。俺としたことが、今のは完全に一本取られたぜ……）

　今思えば、須藤の瑠奈から凜太朗への不自然な矛ほこ先さき替がえも、瑠奈が暗示魔法で細工していたのかもしれない。

　いずれにせよ、凜太朗がここまで誰だれかに手玉に取られたのは初めてだった。

　能力的には、間違いなく瑠奈は凜太朗に劣おとるだろう。

　だが、瑠奈はそれをまんまと利用し、華か麗れいにアドバンテージを奪うばった。

　この一件、クラスの連中からは、さぞかし瑠奈が底知れない黒幕であり、凜太朗は瑠奈の手の平で踊おどる助手的なポジションのように見えたことだろう。

（ちっ、気にくわねぇな……主導権を握にぎられるってのは、やっぱ気にくわねぇ）

　だが。

　凜太朗は、いつもとは違ちがう視線が自分に向けられていることに、ふと気付く。

「おい、真神。これからも瑠奈の相棒役、期待しているぜ？」

「ははは、あいつのお守もりは大変だろうが、幼なじみの腐くされ縁えんで頑がん張ばれよ！」

　確かに結果だけ見れば、つい本気を出しすぎて、引かれかけた凜太朗を、瑠奈がフォローしてくれた……とも言える。あくまで結果だけを見れば。

　──彼女が私利私欲で好き勝手に、やりたい放題やれば、結果として皆が笑顔になれる……そんな不思議な人なの。

　今朝の那雪の言葉を、ふと思い出す。

「ふん、まさかね……あいつじゃあるまいし……」

　そんなことをぼそりと呟つぶやいて、凜太朗は席を立つのであった。




　そんなこんなで……放課後。

　キャメロット国際学園の広こう漠ばくとした屋上に、凜太朗の姿があった。

　凜太朗は屋上をぐるりと囲む鉄てつ柵さくに背を預け、空を見上げながら瑠奈を待っていた。

　どれくらい待っただろうか。

　凜太朗が静かに空を見つめていると、やがて、ぎぃと錆さびっぽい音が辺りに響ひびき渡わたった。

　校舎内から屋上へと続く出入り口の扉とびらが、開いたのだ。

　その開け放たれた扉の向こう側に、瑠奈の姿があった。

「ふっ……待たせたわねッ！」

　瑠奈はずかずかと歩いてきて、凜太朗の前に立つや否いなや、不敵に胸を張った。

「ん！　きちんと王より早く待ち合わせの場所に来てるなんて、感心感心！　さて、時間も惜おしいし、早さつ速そく、話を……って、アレ？　どうしたの、凜太朗？」

　すると、瑠奈は凜太朗の様子がおかしいことに気付いた。

　がたがたぶるぶる、と。

　鉄柵を摑む凜太朗の手が、ひたすら震ふるえていたのだ。

「凜太朗、何それ？　病気？　ちょ……だったら早く病院へ行った方が──」

　と、瑠奈が狼狽うろたえかけた、その時だ。

「……いつ……せんだ……？」

　ぼそぼそと、凜太朗が何事かを呟いた。

「ん？　何？　聞こえないんですけどー？」

「いつまで待たせんじゃ、ボケぇええええええええええええーーッ!?」

　うがぁ！　と、涙なみだ目めの凜太朗が瑠奈の胸むなぐらを摑んで、魂たましいの割れんばかりに叫さけんだ。

　見れば、辺りはもうとっくの昔に日は落ち、真っ暗……すっかり真夜中であった。

「あ、ごめんごめんッ！　実は少し準備に手間取っちゃってさぁ！　〝ちょっと〟遅おそくなっちゃったわ！　てへっ☆」

「〝ちょっと〟じゃねえよ!?　世間様の冷たい視線に慣れた俺でも、さすがに約束すっぽかしだけは応こたえるわ、このド畜ちく生しようがァアアアーーッ!?」

「何よ？　ちゃんと約束守って来たじゃない？　はっ……小さい男ね」

「遅　い　ん　だ　よ　ッ!?」

　大遅ち刻こくをやらかしておきながら、瑠奈はまったく悪びれもせず、ふてぶてしい。

　凜太朗は、今まで様々な人間を自分のペースに巻き込み、手玉に取ってきたが、この瑠奈という少女の前には、いまいち調子が狂くるってしまうようであった。

「ま、まぁいいっ！　とにかく、お前！　俺に話があるって言ったな!?」

「まーね」

「奇き遇ぐうだな、俺もお前に話がある！」

「……ふぅん？　……そう、成る程ほどね？」

　凜太朗の言葉に、瑠奈が訳知り顔で冷たく微笑ほほえんだ。

「ああ、なにせ昨日の今日だ。お互たがい話し合いたいことなんざ、どうせ一緒だろ」

「そうね。このタイミングで私達が話し合うことなんて……アレ以外にあり得ないわね」

　互いに、牽けん制せいし合うように獰どう猛もうな笑みを向け合う。

　そして、凜太朗は先手必勝とばかりに、ストレートに話を切り出した。

「瑠奈。この俺を、お前らがこれからおっ始める《アーサー王継けい承しよう戦》に──」

　一枚嚙ませろ。凜太朗がそう言い放とうとして──

「お望み通り！　貴方あなたに私の家来になる権利をあげるわッ！」

「一枚嚙ま……は？」

　意味不明なことを、さも当然とばかりに言い放ってきた瑠奈に、台詞せりふを中断させられた凜太朗は眼めを点にして沈ちん黙もくしてしまう。

「わかる、わかるわ、凜太朗！」

　そんな凜太朗を置き去りに、瑠奈が一気にまくし立ててくる。

「貴方は、この真の王たる私の家来になりたいのよね!?　でも、シャイな貴方は、それをつい蹴けっちゃって、すっごく後こう悔かいしているのよね!?　大だい丈じよう夫ぶ、わかってるから！　下しも々じものそんなツンデレっぷりを汲くんであげるのも、また王の器うつわ──」

　すると、瑠奈はどこからともなくパイプ椅い子すを持ってきて、凜太朗の前にいそいそと設置し……そこへ、どかっ！　と脚あしを交差させて、ふんぞり返るように腰こしかけた。

「というわけで、はい。主従を結ぶ儀ぎ式しきよ。舐なめなさい」

　どや顔で、片足を伸のばして、靴くつを凜太朗へと差し出す瑠奈。

「どっせぇええええええええええええええええええいーーッ!?」

　凜太朗は、瑠奈の座るパイプ椅子の脚を摑つかみ、容よう赦しやなくひっくり返す。

「きゃあああああああああああああああああああああーーッ!?」

　その勢いで、瑠奈がごろごろと転がっていった。

「い、いったーい!?　もう、何するのよ!?　凜太朗のバカバカ！」

「どやかましゃああああああーッ!?　おい、お前！　昨夜から今日の流れで、どうしてそうなる!?　俺が話したいことはそれじゃねえ!?」

「え!?　違うの!?　うそーん……」

　信じられないとばかりに、瑠奈は眼を見開いた。

「なーんだ、つまんないなー。ふーん？　いいわよ別に？　そのうち絶対、貴方に自分から家来にしてくださいって言わせてやるもーん」

　そして、もうこれで用事は終わりとばかりに踵きびすを返し、出入り口へと向かう。

「か、帰るな!?　頼たのむから、俺の話を聞いて下さい、お願いしますッ！」

　凜太朗が慌あわてて、そんな瑠奈の肩かたを摑んで引き留める。

　やっぱり、どうにも終始、瑠奈に振ふり回されっぱなしなのであった。

「話ってのは《アーサー王継承戦》のことに決まってるだろッ！　この俺を、お前の陣じん営えいで、その戦いに一枚嚙かませろッッッ！」

　その言葉に、立ち去りかけていた瑠奈の足が、ぴたりと止まった。

「《アーサー王継承戦》は、十一人の《王キング》達による、この人工島のどこかに隠かくされたアーサー王の四至宝の争そう奪だつ戦だ！　ルールは単純シンプル、先に四つ集めた《王キング》が勝つ！

　だが、《王キング》同士の直接戦せん闘とうによる殺害や、至宝の強ごう奪だつも認められている！　むしろ四至宝が表おもて舞ぶ台たいに出で揃そろった後半戦は、《王キング》同士の激げき突とつが必ひつ至しだ！

　わかるだろう？　《王キング》たるお前には〝戦力〟が必要なはずだ！」

「…………」

「瑠奈、俺をお前の陣営に加えろ。そうすれば……俺がお前を勝たせてやる」

　押し黙だまる瑠奈へ、凜太朗が不敵に、尊大に言った……その時だった。

『お待ちください、我が王ッ！』

　不意に、そんな声が、辺りに凜りんと響き渡った。

　途と端たん、瑠奈が首から提さげている『石』のペンダントが輝かがやき始める。

　その石の光に応じて、虚こ空くうに『門』が開き──瑠奈の《騎士ジヤツク》ケイ卿きようが、長い蒼そう髪はつをなびかせ、瑠奈を守るように颯さつ爽そうと降り立っていた。

　……やたら露ろ出しゆつ度どの高い、ナースのコスプレ姿で。

「なあにこれ？」

「いやぁ、この学校がバイトＯＫなの、本当に助かるわー。軍資金稼かせぎがはかどるわー」

　真顔で絶句するしかない凜太朗に、瑠奈が得意気に言った。

「お前、自分の《騎士ジヤツク》に一体、何のバイトさせてんの？」

「瑠奈ッ！　そ、そのような男を信用してはなりませんッ！」

　恥はずかしさをテンションで誤ご魔ま化かしながら、ケイ卿は必死に瑠奈へと訴うつたえた。

「……《円卓の欠片ラウンド・フラグメント》か」

　凜太朗は、瑠奈の首に提さがっている石のペンダントをちらりと一いち瞥べつして呟く。

　アーサー王の継承を目指す《王キング》達は、それぞれ『石』を所持している。

　その石の名は《円卓の欠片ラウンド・フラグメント》。アーサー王と、その配下の円卓の騎士達の中でも、特に序列の高い十二名の騎士が席に着くことを許された〝円卓〟の破は片へんだ。

　各《王キング》は、自身に流れるアーサー王の血と《円卓の欠片ラウンド・フラグメント》を触しよく媒ばいにし、カムランの丘おかに眠ねむる円卓の騎士を《騎士ジヤツク》として、この現世に召しよう喚かんすることができる。召喚した《騎士ジヤツク》は、過か酷こくな継承戦を戦い抜ぬくための重要な戦力となるのだ。
















　そして、アーサー王が座った第一席と、『危険の席』である第十三席を除き、第二席から第十二席に対応する十一個の《円卓の欠片ラウンド・フラグメント》が、現存しており──

「そうだったな。円卓の第三席、ケイ卿──アーサー王の乳ち姉弟きようだい。彼女がお前の《騎士ジヤツク》だったな、瑠奈」

　恥ずかしそうに身をよじるケイ卿を、凜太朗は何か懐なつかしい者を見るように眺ながめた。

　そんな凜太朗を、ケイ卿はあからさまに警けい戒かいと敵意に満ちた目で睨にらみ返す。

「フェリシア殿どの達に一いつ杯ぱい食わせる武勇──なるほど確かに貴方は只ただ者ものではないらしい。だが、それゆえに怪あやし過ぎるッ！　一体、何な故ぜ、私達に近づいたのかッ!?」

「まぁ、そうだよな？　なぜ、敢あえて、最弱のアーサー王継承候補者であるお前らなのか……って、普ふ通つう、思うよな？」

　凜太朗が嘲あざけるように返した途端、ケイ卿の目が鋭するどい怒いかりに燃えた。

「おいおい、怒おこるなよ？　俺じゃねえよ。あのクソ湖の貴婦人ダーム・デユ・ラツクどもが、そう吹ふい聴ちようしてんだからよ。だが、まぁ……最弱なんて言われる理由、お前らもわかんだろ？」

　凜太朗が肩を竦すくめて、言葉を淡たん々たんと続ける。

「この継承戦の勝敗を決めるのは、各《王キング》がそれぞれ所持する剣エクスカリバーの能力の強さ……そして、その《王キング》の配下たる《騎士ジヤツク》の強さだ」

　エクスカリバーとは、かつてのアーサー王も振ふるった〝王の剣〟の総そう称しようである。

　この継承戦に参戦する《王キング》は、湖の貴婦人ダーム・デユ・ラツクから、一人一振りずつエクスカリバーを賜たまわる。その形状は《王キング》の魂の在り方を反映し、自在に姿を変えるという。

「だってのに、お前らの陣営ときたら、エクスカリバーは能力の使い勝手が悪過ぎるクソ剣の上に、売うっ払ぱらったときたもんだ。おまけに《騎士ジヤツク》はケイ卿……言っちゃ悪いが、アーサー王の配下の中では最弱の騎士じゃねーか」

「わ、私が最弱の騎士だと!?　貴様、私を愚ぐ弄ろうする気か!?　私はダゴネット卿よりは強かったぞッ！　取り消せッ！」

「ダゴネット卿は宮きゆう廷てい道どう化け師しだろ……それでいいのか、お前の騎き士し道どう」

　悔くやしそうにぶるぶる震える涙目のケイ卿に、凜太朗は目を半眼にするのであった。

「まぁいい。とにかくだ。言っておくが……俺は強ぇ」

　にやりと不敵に笑って、凜太朗は瑠奈へ言った。

「俺がお前の陣営に肩かた入いれすりゃ、お前の戦力は格段に跳はね上がる。まるで勝ち目のねぇお前らの戦いに、勝ちの目が出てくる。……どうだ？　俺をお前の陣営に加えちゃくんねーか？　俺がお前を勝たせてやるよ、瑠奈」

「ふうん？　で？　結局、貴方……何者なわけ？」

　すると、瑠奈は眼を微かすかに細めて、静かに問い返す。

「なんでか、私のエクスカリバーのことについても知っているみたいだし」

「俺の正体なんざ、どーでもいいことだろ？　お前のエクスカリバーについては……ちょいと、湖の貴婦人ダーム・デユ・ラツクどもに伝つ手てがあったってだけさ」

「貴方の目的は？　なんで、敢えて一番不利な私の陣営に？　何を企たくらんでるのか知らないけど、勝ちたいならもっと有利な陣営あるでしょ？」

　そんな瑠奈の問いに。

「……面おも白しれぇからだ」

　凜太朗は凄せい絶ぜつに笑って、何も取り繕つくろうことなく答えた。

「どうせ、俺がつく陣営が勝つに決まってんだ。だったら、最も大穴……最弱の陣営についた方が面白ぇ。……違ちがうか？」

「な──」

　ケイ卿は、凜太朗のそんな返しに、呆ぼう然ぜんとするしかなかった。

　傲ごう岸がん不ふ遜そん。天上天下唯ゆい我が独どく尊そん。神をも恐おそれぬ大増ぞう上じよう慢まん。真神凜太朗という少年はそれらが服を着て歩いているような存在であったのだ。

「俺はな……退たい屈くつなんだよ、この世界がさ」

　不意に、凜太朗が剣を抜いた。

「ほら、よく『転生して、チート能力もらって無む双そう』ってな話があんだろ？　それを、実際にやってんのが俺なんだが……クッソつまんねえ。何の生きがいも達成感もありゃあしねえ。こんなん生きながら死んでるも同然だ」

　昨晩も見せた凜太朗の双そう剣けん──左の仕し込こみ杖づえの直刀と、右の長剣。

　双刃が夜の月光を受けて、ぎらりと禍まが々まがしく輝く。

「だが……こっちの世界でなら、少しは楽しめるかもな……そうだろ？」

　そして、だらりと剣を下げる凜太朗から膨ふくれ上がる、圧あつ倒とう的な威い圧あつ感と闘気。

　それが瑠奈やケイ卿の肌はだを、びりびりと震ふるわせた。

「もう一度言うぜ？　瑠奈。俺をお前の陣営に加えろ。俺の命をお前に張らせろ。嫌いやだってんなら、力ちから尽ずくでもその首を縦に振らせてやる……」

「くっ……本ほん性しようを現したか、下げ郎ろうめ……ッ!?」

　その時、ケイ卿の姿が、カッ！　と眩まばゆい光に包まれた。

　立ち昇のぼる燐りん光こうが、ケイ卿に纏まとわり付き──剣を、鎧よろいを、サーコートを形成していく。

　マナを昇しよう華かさせた《星オ気ー光ラ》を物質化して、騎士の武装を顕けん現げんさせたのだ。

「貴様のような無礼な下げ衆すに、私達の神聖なる継けい承しよう戦を穢けがさせてなるものかッ!?」

　たちまち凜り々りしき女騎士へと瞬しゆん転てんしたケイ卿が、凜太朗へ剣を向けて対たい峙じする。

「ほう？　やるってのか？　……いいぜ？　俺の力のいいデモンストレーションだ」

　そんなケイ卿を前に、凜太朗が泰たい然ぜんとしたまま、獰どう猛もうに笑う。

　まさに一いつ触しよく即そく発はつ。最も早はや、激突は避さけられない。

　そんな予感が極限まで高まりに高まった──その時だった。

　不意に、瑠奈が凜太朗の前に、のこのこと歩み寄っていた。

「……は？」

　この緊きん迫ぱくした状じよう況きようの中、瑠奈があまりにも無防備に剣の間合いに入ってきたため、凜太朗とケイ卿が呆あつ気けに取られて、動けないでいると。

　ぽん。瑠奈は凜太朗の肩を叩たたいて、迷いなく言った。

「採用」

　思わず聞き間違いを疑い、目を瞬しばたたかせる凜太朗。

「まったくもう！　凜太朗、貴方あなたったら本当にまだるっこしいのねっ！」

　そんな凜太朗をどこまでも置き去りに、瑠奈が嬉うれしそうに笑った。

「要するにアレでしょ!?　結局、私の家来になりたいってことでしょ!?　わかる！」

「…………うん？」

「いいわよ、採用っ！　凜太朗、貴方を私の家臣にしてあげるわ！　私もちょうど、貴方を家臣に欲ほしいって思ってたところだし！　じゃ、早さつ速そく、主従を結ぶ儀ぎ式しきね！」

　瑠奈がウキウキと、またどこからかパイプ椅い子すを取り出したところで。

「って、違うわぁああああああああああああああああああああああーーッ!?」

「待ちなさぁあああああああああああああああああああああいッ!?」

　次の瞬間、凜太朗とケイ卿が、瑠奈へどアップで詰つめ寄っていた。

「だからなんでそうなる!?　お前の頭の中には何が詰まってんの!?」

「駄だ目めでしょ、瑠奈！　こんないかにも怪しい、何かロクでもないこと企んでそうな中二病患かん者じやを家来にしちゃ!?　お姉ちゃん、そんなの認めませんからねーーッ!?」

　そんな風に詰め寄る二人に。

「えー？　だって、凜太朗……貴方、私の陣じん営えいで戦いたいんでしょ？　私を勝たせるために。私を真の王にするために。しかも、自分の命の危険も顧かえりみずに」

「そ、そうだけどよ……」

「じゃあ、それって要するに、私の家臣じゃん。しかも、すんごい忠誠心高めの」

「……うん？　そ、そうなの？　俺、実はお前の家臣になりたかったの？　あれ？　……もう何がなんだかわかんなくなってきたぞ……？」

「それに、ケイ卿きよう。一見、凜太朗はお察しの通り、痛い人だけど……どうやら力は本物っぽいし、それに何より面白いわ！」

「……お、面白……？」

「だって、凜太朗ってば本気よ？　本気で『面白そう』だからって、この戦いに、私達の陣営で参戦したがっているのよ？　それこそ『面白い』じゃない!?」

「い、いや……あの、瑠奈？　それって要するに、ただの異常者では……？」

「ふっふっーん！　こんなじゃじゃ馬っぽい人材を、手足と使いこなしてこそ、王の器うつわ……そうでしょ!?　ま、真の王たる私なら、超ちよう余よ裕ゆうだけど!?」

　そう得意げに胸を張って、どや顔で笑う瑠奈。

　それがあまりにも無む邪じや気きだから、思わず凜太朗もケイ卿も毒気を抜かれてしまう。

「くそ、ビビらせてペース握にぎってやろうって思ってたのに、なーんか上う手まくいかねぇ。もういいよ、お前の陣営で戦わせてくれんなら、家臣でもなんでもいーよ」

「はぁ～、なんて言うか……瑠奈、やっぱり貴女あなたはあの子に似てますね……あの子も『面白い』という理由だけで、変人・奇き人じんを次々と自分の配下にしていく子でした」

　瑠奈に対する呆あきれ。この時ばかりは胸中が一いつ致ちしたのか、凜太朗とケイ卿は同時に、深い溜ため息いきを吐ついていた。

　そして、ケイ卿が瑠奈へ真まっ直すぐ向き直り、これだけはと言った。

「瑠奈。これは貴女の戦いです。貴女がそれを望むというなら……私はもう何も言いません。私は貴女に仕える騎士として、貴女の意を汲くむのみ」

「ケイ卿……」

「……私は、本当に駄目な騎士でした。結局、義弟おとうとを……アーサーを守ることができませんでした。全すべてが始まったあの日、あの子が『石に刺さった選定の剣エクスカリバー』を抜ぬいた時も……円えん卓たくの終しゆう焉えんの地……あの破は滅めつのカムランの丘おかでも」

「…………」

「だから、今度こそ守る。私がカムランの丘で、貴女の呼び声に応じたのは、ひとえにそのため。……貴女は貧びん乏ぼうくじを引いてしまったのかもしれませんが」

　そう言って、ケイ卿は凜太朗へ真っ直ぐ向き直った。

「聞け、真神凜太朗。いかなる理由があろうが、もし、この先、貴方が瑠奈に仇あだなすようならば、私はこの命にかけて貴方を斬きる。たとえ、力及およばずとも。……それだけは覚えておきなさい」

「ああ、肝きもに銘じておくぜ。他ならぬアンタの警告なら、なおさらだ」

「ふ、ふん……？」

　わりと殊しゆ勝しように頷うなずく凜太朗を意外に思いつつ。不意にケイ卿の姿が光の粒りゆう子しと解けて、夜よ闇やみに消えていくのであった。この場での顕現を解き、在るべき場所アルバイトへと還かえったのである。

　そして、ケイ卿が消えるのを見送った凜太朗は、瑠奈へと振り返った。

「さて、王様。《アーサー王継承戦》が昨夜から始まったわけだが……肝かん心じんの四至宝探索クエストは、まだ一つも発令されてねーし、いつ発令されるかもわからねえ状況だ」

「そうね、今はまだ、各《王キング》がどう動くか……一体、誰だれが《王妃クイーン》なのか……今後の方針を立てたり、情報収集したりするための様子見期間ってところね」

「なら、どう動く？」

　凜太朗が、やや声のトーンを低くして、瑠奈に問う。

「探索クエストが発令され、本格的に至宝争そう奪だつ戦が始まる前に、やれることはたくさんある。他の《王キング》達の動きを探さぐってもいい。一時的に同盟を結ぶ相手を探してもいい。守りを固めて徹てつ底てい的に見けんに回ってもいい。逆に、少しでも倍率を下げるため、積極的に他の《王キング》へ戦いを仕し掛かけ、早々にご退場願ってもいい。なんだったら……暗殺もありだ」

「…………」

「さぁ、瑠奈。どう動く？　お前の方針を言いな？　……何、どんな方針でも、俺が最大限に、お前の勝利に貢こう献けんしてやるよ」

　すると、瑠奈はいつになく真しん剣けんな眼めで凜太朗を見み据すえながら言った。

「そうね。さしずめ、今の私には為なさねばならない重大な事があるわ……この戦いに勝つためにね」

「ほう？」

　意外な瑠奈の言葉に、凜太朗が口の端はしをつり上げる。

「凜太朗。早速、動くわよ……今からね」

　そう決断を語る瑠奈の瞳ひとみは、いつにも増して凜りんと鋭するどく、まさに王の風格があった。

「いいねぇ、積極的なのは大好きだ。……で？　具体的に何をどうする？」

「凜太朗。部外者だった貴方は、まだ知らないかもしれないけど」

　楽しそうな凜太朗へ、瑠奈は声を潜ひそめて打ち明けた。

「この《アーサー王継承戦》を勝ち抜くにあたり、私達が絶対に押さえなければならない重要な『情報』があるの。今夜、それを私達の手に押さえる……いいわね？」

「ほう？　そんなものがあるのか？　……いいぜ、それでいこう」

　瑠奈の打ち出した方針に。

　凜太朗は実に愉たのしそうに、嗤わらうのであった──
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　瑠る奈なが打ち出したのは、とある施し設せつへの潜せん入にゆう任務だ。

　そこに件くだんの『情報』が隠かくされているらしい。

　瑠奈がどこからか用意してきた侵しん入にゆう先の施設内の地図や情報を基もとに、綿密な打ち合わせをした後、早速、行動を開始した。

　下水道から、その件の施設内の地下区画へと侵入し、天てん井じよう裏を通う通気エアダクト内を匍ほ匐ふく前進しながら、慎しん重ちように進んでいく。

　やがて、エアダクト内から、格こう子し網もうを外して下の空間へと飛び降りる。

　周囲の様子を探れば、そこは前後に延々と続く廊ろう下かであった。

　所々の非常灯の明かりだけが、ぼんやりと照らす闇の空間の中、二人は顔を見合わせて頷き合い、音もなく走り始めた。

　時計で時間を確かく認にんし、この施設内の警備員の配置と巡じゆん回かいルートとを脳内で照らし合わせ、警備員と絶対出くわさないルートを選び、素す早ばやく建物内を駆かけていく。

　やがて、二人は目標とする部屋の扉とびらの前に辿たどり着いていた。

　その部屋の扉は、カードロック式であった。

　扉の傍そばにあるカードリーダーにカードキーを通さないと開かない。

「ふっ、甘いわね」

　だが、瑠奈がどこからか入手していたカードキーを取り出し、そのリーダーに通す。

　すると、ぴー、と小さな電子音と共にリーダーの赤ランプが緑になり、扉のロックがあっさりと開いた。

「……用意のいいこった」

　早速、凜りん太た朗ろうは扉を開き、室内へその身を滑すべり込ませる。

　無数の机や椅子、ＰＣ、印刷機やシュレッダーが並ぶ、オフィスのような部屋だ。

　そして、その最さい奥おうには、物々しい金庫が設置されてあった。

「凜太朗、あの金庫よ」

　近代的なオフィスには似つかわしくない、非常にレトロなダイヤル式金庫だ。

　電子式金庫と違ちがい、シンプル極きわまりない物理的防ぼう御ぎよ構造であるがゆえに、クラッキングなどの強ごう引いんな裏うら技わざが通じず、逆に金庫破りがしにくい。……普ふ通つうならば。

「残念ながら、私の情じよう報ほう網もうを駆く使ししても、この金庫の番号だけはわからなかったわ。凜太朗、行ける？」

「はっ……誰に物言ってる？」

　凜太朗は薄うすら笑いを浮うかべ、耳を金庫のダイヤルの傍につける。

　そして、シャーッ！　シャーッ！　と、ダイヤルを左右に空回転させ始めた。

　ダイヤル回転の微び妙みような音の変化を聞き取って、番号を割り出しているのだ。

　二、三回、ダイヤルを空回転させた凜太朗は、手早く正確に左右へ目盛りを合わせていく。やがて、チン、と小さくベルが鳴って、金庫の鍵かぎが開いた。

　この間、作業開始から僅わずか十五秒。

「すっご……」

　瑠奈が目を丸くする気配を背中に感じながら、凜太朗は金庫のレバーを摑つかみ、金庫の扉を、がしゃりと開く。

　大おお仰ぎような金庫の中には、ハトメ紐ひも付つきの角二封ふう筒とうに収められた書類が、ぽつんとあった。

「やった！」

　瑠奈が金庫の中から封筒を取り出し、中身の書類を確認する。

　間違いない。それこそが、瑠奈の求めた最重要情報だった。

「うん！　勝ったわ、この戦い！　貴方のお陰かげよ、凜太朗！」

　瑠奈が感動と感激に打ち震ふるえていると。

「そろそろ教えてくれねえかな……？　一体、それを何に使うのかを」

　腕うで組ぐみした凜太朗が、声を潜めて問いかけてくる。

　今、自分が手を染めてしまったことへの後こう悔かいか、あるいは恐おそれか。その表情には、いつになく動どう揺ようと脂あぶら汗あせが滲にじみ出ていた。

「ふふっ。ひょっとして凜太朗……怖おじ気けづいちゃった？」

　くすり。瑠奈が、暗くら闇やみにすっと朱しゆを引くように、薄ら寒く嗤った。

「案外、小心者なのね？　その豪ごう胆たんさは、ひょっとしてファッション？」

　すると、凜太朗が忌いま々いましげに舌打ちする。

「俺は教えろ、と言った。一体、何に使うんだ、その──」

　そして、瑠奈がほくほく顔で眺ながめる書類の束を指さして叫さけんだ。

「その──この学園の中間テスト問題をッッッ!?」

　そんな台詞せりふが、寒々しく周囲へと木こ霊だました。

「…………」

「…………」

　しばらくの間、痛いほどの沈ちん黙もくが、凜太朗と瑠奈の間を支配する。

　そう、二人が某ぼう国こくの諜ちよう報ほう員もかくやと忍しのび込んだこの施設は……母校、キャメロット国際学園の教職員棟とう。そして、この部屋はただの職員室であった。

「いやぁ、私……実は最近、生徒会長としての支持率が微妙に下がってきてね……あの忌々しい風紀委員会レジスタンスどものネガキャンのせいで」

　やがて、瑠奈がぽつぽつと説明を始める。

「むしろ、なぜ、お前を支持しているやつがいるのか知りたいが……それで？」

「まぁ、私もここらで一発、支持率回復の起死回生の一手を打とうって思ったわけ」

「ふむふむ」

「つまり、入手したこのテスト問題の情報を、赤点が多くて進級が危ぶまれる生徒や、大事な大会を控ひかえた運動部に流し、浮ふ動どう票を抱だき込む」

「…………」

「つまり！　次回の私の生徒会長選挙戦の勝利が、このテスト情報でさらに盤ばん石じやくに──」

　すっぱぁあああああんっ！

　無表情の凜太朗が、瑠奈の頭をノートで叩たたく音が、寒々しく響ひびき渡わたるのであった。

「いったーい!?　な、何をするのよ、王に向かって!?　この無礼者！」

「どやかましゃあああああーーッ!?　これのどこが〝《アーサー王継けい承しよう戦》を勝ち抜くにあたり、絶対に押さえなければならない重要な『情報』〟だ、ボケ!?」

「な、何よ!?　重要でしょ!?　この真の王たる私が、生徒会長の座……つまり、この学園の王の座を追い落とされるかもしれないなんて、不安過ぎておちおち《アーサー王継承戦》なんかやってらんないわよ!?」

「どうでもいいだろ、ンなもん!?」

「馬ば鹿かね！　この学園で王になれずして、何が世界を支配するアーサー王か!?」

「なんか正しい気もするけど、激しく間違ってるッッッ！」

　真顔で言い放つ瑠奈に、凜太朗は頭を搔かきむしって叫あめくのであった。

　そんな凜太朗へ、瑠奈はゲスい笑えみを浮かべながら命令を下す。

「ほら、凜太朗。問題を撮さつ影えいして、さっさとずらかるわよ？　クックックッ……」

「俺……取り入る陣じん営えい、間違ったかなぁ……？」

　凜太朗が、溜ため息いき交じりにスマホを取り出した……その時であった。

　ジリリリリリリリリリリリリリリリーーッ！

　しんと静まり返る闇やみの静せい寂じやくを破る、唐とう突とつな警報音。

「えっ!?　何!?　何なの!?」

　戸と惑まどう瑠奈を余よ所そに、廊下側から何者かが大挙して押し寄せてくる音が響いてくる。

　やがて、職員室の扉が乱暴に開かれ、無数の人ひと影かげが雪な崩だれ込んでくる。

　その集団の先頭いたのは──

「まんまと罠わなにかかりましたね、瑠奈さんッッッ！」

　腕うでに『風紀委員会』の腕わん章しようを巻いた少女──深み森もりつぐみであった。

「つ、つぐみ!?　一体、どうしてここに!?」

「全すべては貴女あなたを捕とらえるための罠だったんですよ！」

　つぐみが得意気に胸を張って宣言した。

「貴女がテスト問題を狙ねらって、職員室周りを嗅かぎ回っていたのは知っていました！　それを逆手に取り、私達、風紀委員は総力を挙げ、瑠奈さん捕ほ縛ばく作戦を実行したのです！」

「な、何よ!?　まるで人を悪者みたいにッ!?」

「問答無用で悪者でしょう!?」

「問答無用で悪者だろ!?」

　つぐみと凜太朗のツッコミがユニゾンした。

「くぅっ!?　どうりでカードが簡単に手に入ったと思ったわ……不覚！」

「ふっ！　瑠奈さんの犯罪行こう為いは、棟とう内ないに新規導入したマイクロ防犯カメラが、ばっちり記録してます！　動かぬ証しよう拠こってやつです！」

（ああ、ごめんね、風紀委員さん。その防犯カメラなら、予あらかじめ俺がクラッキングで全部、殺しちゃったの。多分何も映ってないよ。こんなことならやめときゃ良かったね）

　心の中で手を合わせるしかない凜太朗であった。

「後は、ここで瑠奈さんを捕つかまえれば、私達の完全勝利！　暴君の支配から、この学園を解放できるんです！」

（是ぜ非ひ、頑がん張ばって下さい。圧政と戦う正義のレジスタンス達に勝利と栄光あれ）

　心の中で手を合わせるしかない凜太朗であった。

「でも、そこの転校生さんは安心してくださいね!?　貴方あなたはきっと、瑠奈さんに脅おどされて、やむなく協力させられていただけですよね!?　ええ、わかってますから！」

「アッハイ。実はそうなんです、どうかボクを助けてくだ──」

　つぐみの助け船に、凜太朗があっさり瑠奈を切り捨てようとすると。

「さぁ、これをどう切り抜ぬけようかしら!?　私の忠実なる家臣の凜太朗!?　ねぇ、どうする!?　私の右みぎ腕うでの凜太朗ッ！　私のこの計画の片棒を担かついだ凜太朗ッ！　私に命をかけて尽つくすと誓ちかった、忠誠心厚き運命共同体の凜太朗ッ!?」

（こ、この女ぁ……ッ!?）

　これ見よがしの瑠奈の仲間アピールに逃にげ道を塞ふさがれ、凜太朗はびきびきと青筋をこめかみに立てるのであった。

「えっ？　転校生さん？　あ、貴方、まさか本当に瑠奈さんと……？」

　驚きよう愕がくに震えるつぐみを前に、瑠奈はニヤリと妖あやしく笑って凜太朗の腕に絡からみつき、堂々と宣言した。

「当然！　私と彼は一心同体の王と臣下よ!?　彼は私にその忠誠心で命を捧ささげてくれるし、私も彼の忠誠に応こたえるために命をかけて戦うわ！　私達はこれ以上とない──」

「あああああーーッ！　もうそれでいいよ！　はいはい！　俺も悪の枢すう軸じく、悪の枢軸！」

　殴なぐりたい。

　凜太朗はひたすら、隣となりでゲスい笑いを浮かべる瑠奈を殴りたかった。

　そして、我に返ったつぐみが、無情に声を張り上げる。

「ええい！　仕方ありませんッ！　皆みなさんッ！　二人とも取り押さえてくださいッ！」

「「「「おおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」」」」

　つぐみの先導に、風紀委員の生徒達が一いつ斉せいに怒ど声せいを上げて飛びかかってくる。

「逃げるわよッ！　凜太朗ッ！」

「ちぃ!?　捕まってたまるかぁああああああああああーーッ!?」

　瑠奈と凜太朗は摑みかかってくる生徒達を、体たい捌さばきでかわし、当て身と足かけで昏こん倒とうさせて、切り抜けて、かき分けて──

「抜けたーーッ！」

　生徒達の群れの中を突つっ切り、二人同時に廊ろう下か側へ転がり出る。

　そして、その勢いで起き上がり、一目散に逃げ出すのであった。

「に、逃げられましたよ、つぐみさん!?」

「大だい丈じよう夫ぶです！　この教員棟内の各所には、まだたくさんの人員を配備しています！　絶対に捕まえられます！　さぁ、皆、打ち合わせ通り行きますよ！」

　つぐみの指揮に応じ、一同は大挙して、凜太朗と瑠奈の後を追い始めるのであった。




「おいおい!?　瑠奈、お前、どんだけこの学園内に敵を作ってんの!?」

　廊下を駆かけながら、背後をちらりと振ふり返る凜太朗。

「「「「待てぇえええええええええええええええええーーッ！」」」」

　激しい怒ど号ごうと共に追ってくる大量の生徒達の群れは、まるで津つ波なみのようだ。

「くぅ～～ッ！　王に反逆するなんて、あの不敬者達め～～ッ！」

「王というより魔ま王おうだろ！　だったら連中は勇者だな！」

　出会って間もないというのに、もうツッコミの息はぴったりであった。

「ちっ、つぐみとかいう、リーダーの女の姿が見えねえな！　これ、絶対、先回りとかされてんぞ!?　このまま追われるままに逃げたって、自分の首を絞しめるだけだ！」

「むぅ～、やるわね、つぐみ……」

「どうするよ？　もう、大人しく《マナ加速アクセル》使って、強ごう引いんに切り抜けっか？」

　凜太朗達、あっち側の世界の住人達は《マナ加速アクセル》と呼ばれる技わざに開眼している。

　それは、身体からだの霊域セフイラ同士を繫つなぐ霊パ絡スに、特とく殊しゆな呼吸法でマナを通すことにより、人外の超ちよう感覚・身体能力を発揮させるという技術だ。

　東洋では仙術、気功などと呼ばれるこの技。人を越こえた武勇を発揮した古今東西の英えい雄ゆう達は、大たい抵てい、無意識のうちにこれをやっているのだ。

「《マナ加速アクセル》なしの普ふ通つうの人間の身体能力で、あの数相手にすんのはしんどいぞ？」

「でも、あんまり素人しろうと相手に手て荒あらな真ま似ねしたくないのよねぇ」

　二人が方針を決めあぐねていた……その時だった。

　キン。不意に耳鳴りのような音が高く響くと共に、辺りの空気が変質した。

　瞬しゆん時じに、世界を違い和わ感が包み、塗ぬり潰つぶしてしまったのだ。

「──ッ!?」

「今のは──ッ!?」

　思わず、足を止める二人。

　真夜中といえど、世界とは人の営みが織りなす揺ゆりかごだ。だからこそ、気配で感じられる耳遠い雑ざつ踏とう。それが不意に、遥か遠くに行ってしまったような感覚。

　ごく普通の現実世界だったここが、それとは違ちがう別の何かで塗り潰されていくような……別世界に引きずり込まれてしまったかのような……そんな違和感。

　気付けばそこは、すでに学園でありながら、学園でない場所になっていたのだ。

　そして、背後から迫せまっていたレジスタンスの生徒達は、違和感が世界を支配すると同時に、まるで彫ちよう像ぞうのように固まっていた。

「な、何これ？　この違和感、何かよく言葉に言い表せないんだけど……」

　瑠奈が目を瞬しばたたかせて、その光景を眺ながめていると、凜太朗が舌打ちして応じた。

「……【異界化】の魔法だ」

「【異界化】？」

「ああ。現実界と幻げん想そう界を隔へだてる《意識の帳とばり》を、一時的に曖あい昧まいにする一種の結界だ。何者かの手によって、俺達は現実世界の裏側……その風景を投とう影えいした異空間に引きずり込まれたんだ。最も早はやここは、どこでもない場所ネバー・ウエアっていうわけだ」

　そして、凜太朗は固まってしまった生徒達を一いち瞥べつする。

「現実界に属する連中は《意識の帳》によって、幻想界を知覚・認にん識しきできない。ゆえに異界の中に放ほうり込まれたら、普通、時間が止まったようにああなっちまう」

「一体、誰だれがこんなことを……？」

　首を傾かしげる瑠奈に、凜太朗が面おも白しろそうにニヤリと笑う。

「決まってんだろ？　仕し掛かけてきたんだよ……敵が」

「！」

「忘れたか？　《アーサー王継けい承しよう戦》は、もうとっくに始まっているんだぜ？　別に四至宝探索クエストの発令を待つ必要はねえ。その前にライバルをぶっ倒たおすのもアリってこった」

　凜太朗がそう言った、その瞬間。

　ひゅご、風を切る音がした。

　固まっていた生徒の一人が突とつ然ぜん、動き出し、瑠奈に向かって猛もう速度で突とつ進しんしたのだ。

　まるで、撃うたれた弾だん丸がんのようなその速度は、明らかに人外のものであった。

「──ッ!?」

　反応が遅おくれた瑠奈は、その生徒が鋭するどく繰くりだしてくる腕を、黙だまって見ているしかない。

　だが、その生徒の振るった腕は空を切った。

「あらよっとぉう!?」

　凜太朗が瑠奈を素す早ばやく横よこ抱だきに攫さらい、後方に跳とんだのだ。

　激流のように流れる廊下の風景の中、瑠奈を抱かかえた凜太朗は、さらに右の壁かべを蹴けって後方へ跳び、ぐるんと上下反転して天てん井じようを蹴って、さらに後方へ跳び──

　──着地。廊下を十メートルほど、靴くつ底ぞこで削けずりながら滑すべり下がるのであった。

「あ、ありがと……」

「あれは【操あやつり】の魔法だな。これだけ大量の人間を同時に支配し、操るとは……敵には相当、高レベルの魔法使いがついてやがるぜ？」

　凜太朗が瑠奈を下ろしながら前方を見る。

　すると、動きを止めていた生徒達が、次々と動き始めていた。

　その生徒達の身体には不ふ吉きつな黄色い燐りん光こうが宿っている。意思なき虚うつろな目で瑠奈を見み据すえ、まるでゾンビのようにゆっくりと迫ってくる。

「しっかし、カタギの連中をこんなに巻き込んで、お前を狙わせるとは……仕掛け人も随ずい分ぶんとえげつねえ真似しやがる！」

　凜太朗は瑠奈の手を引き、近場の教室へ素早く駆け込んだ。

　そして、その扉とびらを閉め、その扉に古ケルトオガム文字で『KEEP OUT』と書く。

【閉門】の魔法だ。扉に魔法的な鍵かぎをかけて閉とざしたのだ。

　程ほどなくして、閉ざされた扉を、外に群がる生徒達が激しく叩たたき始めた。

　けたたましい音が教室内に反はん響きようし、叩かれる都度、扉がミシミシと悲鳴を上げた。

「ちっ……そう長くは保もたねーな」

　舌打ちしながら、凜太朗が教室の窓の外を見る。

【異界化】の影えい響きようで、窓の外には、ぐにゃぐにゃ蠢うごめく謎なぞの異次元空間が広がっていた。

　あの空間に落ちたら、ただでは済まないだろう。窓から逃げるのは不可能だ。

　だが、凜太朗はまったく慌あわてず、揺らがず、冷静に状じよう況きようを分ぶん析せきする。

（生徒達あいつらは何者かに魔法で操られて、身体能力も超強化されている。その何者かの命令によって、瑠奈を殺す気満々……ゆえに説得は不可能。そして、逃とう走そうも不可能……と）

　ならば、答えは決まっていた。

「殺やるしかねーな」

　凜太朗はあっさりと残ざん酷こくな決意を固め、剣けんを抜いた。

　左の仕し込こみ杖づえの直刀。そして、右の長剣。

　二つの霜そう刃じんが凜太朗の殺意に応じて、ぎらりと光った。

「へっ、悪く思うなよ？　この戦いに巻き込まれた、お前らの運が悪いんだ」

　凜太朗が倫りん理り観の壊こわれた冷れい酷こく無比な嗤わらいを浮うかべ、やがて扉を破って侵しん入にゆうしてくるだろう生徒達を、漲みなぎる殺意と共に待ち構え始める。

　だが、その時だった。

　がしっ！　そんな凜太朗の肩かたを摑つかむ者がいた。

　瑠奈だ。

「……なんだよ？」

　凜太朗が鬱うつ陶とうしそうに、瑠奈へ振ふり返る。

　瑠奈は怖こわいくらいに真しん剣けんな目で、凜太朗を真まっ直すぐ射い貫ぬいてくる。

　その瞳ひとみのあまりの鮮せん烈れつさと美しさに、凜太朗が一瞬、言葉を失っていると──

「凜太朗。それだけは許さないわ」

　厳然たる意志を秘ひめた言葉が、凜太朗の耳じ朶だと魂たましいを、凜りんと打った。

　気付けば、瑠奈の雰ふん囲い気きがまるで違う。今までのふざけた様子とは打って変わって、思わず平服してしまいそうな、圧あつ倒とう的な〝王の風格〟を纏まとっていた。

「は、はぁ……？」

　今の一瞬、こんな格下の小こ娘むすめに吞のまれてしまったことに苛いら立だちながら、凜太朗が返す。

「おいおい、状況わかってんのか？　あいつらはどこに潜ひそんでいるかわからねー敵に、完全に操られているんだぞ？　殺らずして、この状況を切り抜ぬけられると思ってんのか？　お前、あいつらに捕つかまったら、バラバラに引き千ち切ぎられるぜ？」

「それでも！」

　瑠奈は堂々と宣言する。

「あの子達に手を出すのは許さない！　それだけは許さないわ！　絶対に！」

　ちっ……と、凜太朗が舌打ちする。

　所しよ詮せん、女か……そんな失望が、ありありと凜太朗の顔に浮かぶ。

「甘っちょろいやつだな。そんな調子で王になれると本気で思って──」

「王だからこそよ！」

　だが、凜太朗の侮ぶ蔑べつと嘲ちよう笑しようを、瑠奈が鮮烈にはね除のける。

「──ッ!?」

　思わず眼めを剝むく凜太朗。その瑠奈の声は、闇やみを払はらう一いつ閃せんの光のようであった。

「あの子達は、私に逆らう不ふ埒らちな謀む反ほん人にんだけど、この私が王を務めるこの学園の生徒！　つまり、私の臣下であり民たみよ！　そんな彼らに剣を向けるのは許さないわ！

　王には臣下を、そして民を守る義務があるわ！　その大前提を無視して、彼らに手をかけるというなら……凜太朗、私は王として貴方あなたを処断する！」

　しゃらん、と瑠奈が剣を抜き、それを両の手で逆手に持ち、杖つえのようについた。

　そして、瑠奈はどこまでも真っ直ぐに燃える瞳で、凜太朗を突つき刺さしてくる。

（……本当に、これがテスト問題を盗ぬすもうとしてた、あのちゃらんぽらんな瑠奈か？）

　目を疑うほどの、瑠奈の存在感と風格に、凜太朗は戸と惑まどうしかない。

　そして、そんな威い風ふう堂どう々どうたる瑠奈の姿は──凜太朗の脳のう裏りに、とある人物の背中を想起させた。




　──それは今は遠き懐なつかしき、古きブリテンの大草原にて。

　数多あまたの戦場を見据えた燃える蒼あおの瞳。決して絶えなかった穏おだやかな笑えみ。

　風に揺れる黄金の髪かみ、燦さん然ぜんと輝かがやく鎧よろい、豪ごう奢しやなマント。

　金でも銀でもない輝きを、眩くらまんばかり放つ宝剣エクスカリバーを携たずさえたその若き少年王──あいつは、いつも自信と誇ほこりに満ちた顔で、傍かたわらに控ひかえる自お分れにこう言ったのだ──

「■■■■。王命だよ──……」




「凜太朗！　王命よ！」

　──瑠奈の声に、前世の古い記き憶おくの中を彷徨さまよっていた凜太朗の意識が、今に戻もどる。

　瑠奈は胸のペンダントを握にぎりしめ、何事かを念じた。

　すると、虚こ空くうに『門』が開き──マナの紫し電でんが弾はじける音と共に、ケイ卿きようが召しよう喚かんされる。

　今度は何のコスプレもしていない。完全なる騎き士し姿であった。

「私があの子達を引きつけるわ！　貴方はその間にケイ卿と協力して、この攻こう撃げきの仕掛け人を探しだし、討うち果たしなさい！」

　凜太朗は、無意識に瑠奈の手元を見ていた。

　そこにあるのは、燦然と輝く宝剣エクスカリバーではない。

　なんの変へん哲てつもない、ただの無骨な片手半剣バスタード・ソード。明らかに瑠奈の格に劣おとる剣。

　それがもし、本当に王の剣エクスカリバーだったら──

　惜おしいな、という感情が微かすかに胸を過よぎったことに、凜太朗は気付かない。

「ふ、ふん……お前、エクスカリバーもねえくせに、随分とカッコいいこと吹ふくじゃねーか？　本当に、俺が黒幕をぶっ潰つぶすまで保つんだろうな？」

「ふんっ！　保たなかったら、所詮、私はそこまでの王だったってだけよ！」

「くそ、無む駄だに潔いさぎよいな……あいつにそっくりだぜ」

「……あいつ？」

「ちっ……どうやら俺は、非常に面めん倒どう臭くせぇ王様に近きん侍じしちまったようだな」

　瑠奈が不思議そうに首を傾げるのを無視し、凜太朗が双そう剣けんを手早く納刀する。

「ああ、わかったよ、やってやらぁああああああーーッ!?」

　そして、凜太朗がやぶれかぶれに叫さけぶのと同時に──

　ばぁんっ！　外の生徒達が扉をぶち破って、教室内に雪な崩だれ込んでくる。

「ぉおおおおおおおおおーーッ！」

「はぁああああああああああああああーーッ！」

　凜太朗と瑠奈が動く。津つ波なみのように押し寄せてくる生徒達を、当て身と体当たりだけで押し返し、いなして道を強ごう引いんに切り開き──そのまま教室の外へと飛び出す。

　教室の外に出ると、当然、操られた生徒達は大挙して凜太朗達の後を追ってくる。

「ええええッ!?　る、瑠奈!?　これは一体、どういう状況!?」

　わけもわからず、あたふたついてきたケイ卿へ、瑠奈が叫んだ。

「ケイ卿！　凜太朗について行って！」

「ですが、しかし──」

「おら、行くぞっ！　へっぽこ騎士ッ！」

　凜太朗はケイ卿のマントを引っ摑み、その場に瑠奈を残して猛もう然ぜんと走り去っていく。

「きゃああああああああああああぁぁぁぁぁぁーーッ!?」

　引きずられていくケイ卿の悲鳴が、廊ろう下かの奥へたちまち吸い込まれていく。

「俺がなんとかするまで死ぬなよッ！　頼たよりねえ王様ッ！」

　そんなことを叫ぶ、凜太朗の背中に。

「凜太朗！」

　瑠奈が声を投げかける。

「貴方を信じているわッ！」

「！」

　瑠奈のそんな言葉に、思わず一瞬、凜太朗は足を止め──

「……ふん」

　鼻を鳴らして、そのまま走り去っていくのであった。

　やはり、この事態の仕し掛かけ人の標的は、瑠奈だけのようだ。

　操られた生徒達は走り去る凜太朗達には目もくれず、瑠奈へと殺さつ到とうしていく。

「ふっ、今しばらくの辛しん抱ぼうよ！　私の家臣が貴方達を卑ひ劣れつな支配からすぐ解放するから」

　だが、対する瑠奈は、もういつものように不敵などや顔だ。

　そして、無数の生徒達が、徒と手しゆ空くう拳けんで身構えた瑠奈へ一いつ斉せいに飛びかかった。

　その俊しゆん敏びんで獰どう猛もうな肉にく食しよく獣じゆうじみた動きは、魔ま法ほうで操られているからこそ為なせる業わざだ。ただの人間には、とても対応できそうにないスピードとパワーだ。

　しかし、猛然と迫せまり来る生徒達を前に、瑠奈の身体からだがしなやかに躍やく動どうする。

「ふっ！」

　前から摑みかかってくる生徒を、ステップを切ってかわす。

　右から殴なぐりかかってくる生徒を、その腕うでを取って足を払い、投げ飛ばす。

　左から体当たりしてくる生徒を、跳ちよう躍やくで飛び越こえ──

　押し寄せて来た生徒達の肩の上に、宙返りを決めつつ着地。

　そのまま、無数に折り重なる生徒達の肩を足場に、次々と身軽に跳とんで、跳び越えて、跳び移っていき──やがて瑠奈は、生徒達の人ひと垣がきを華か麗れいに跳び越えきり、凜太朗達とは逆方向へと駆かけていく。

　そんな瑠奈を、操られた生徒達は、怒ど濤とうの勢いで追うのであった。




（……〝信じている〟……か）

　凜太朗は、廊下を駆けながらケイ卿に事態を説明しつつ、物思う。

（馬ば鹿かだな。ひょっとしたら、俺が瑠奈を見捨てて逃にげだすとか、実は俺が敵とグルなのかとか、そういう疑いはないのか？　……多分、長生きしねーな、あいつ）

　考えの浅い瑠奈の迂う闊かつさに、凜太朗は皮肉げに口元を歪ゆがませる。が。

（だが……なんだかんだ、あんな風に言われたのは、この現世に生まれて初めてだな）

　まぁ、非常にどうでもいいことだ。所詮、ただの言葉。何の価値もない。

　ぶんぶんと頭を振ふって、気を取り直す凜太朗であった。

「な、なるほど、状じよう況きようはわかりました！」

　廊下を疾しつ風ぷうのように駆ける凜太朗の後に続きながら、ケイ卿が言う。

「だとしたら、なおさら、私か貴方が瑠奈を守るために残るべきだと思うのですが!?」

「おいおい、ケイ卿……過保護は相変わらずだな？」

　すると、凜太朗が皮肉げに口元を歪めた。

「凜太朗？　相変わらず……とは？」

「すでに王命は下されたんだぜ？　『俺とアンタで黒幕をぶっ潰せ』。……家臣なら王を信じて従うべきじゃねーのか？」

　まぁ、俺は別にアイツの家臣でもなんでもねーがな、と。密ひそかにぼやく凜太朗だった。

「凜太朗……ひょっとして、貴方はあの伝説の時代に縁ゆかりある者ですか？」

　そして、何を感じたのか、ケイ卿がそんなことを言った。

「この時代の人間である貴方に、こんなことを問うのは、誠まことに奇き妙みような話ではありますが……私と貴方は、かつて同じ王に仕えていたのではありませんか？」

「黒幕は、瑠奈へけしかけるために、異界の中に大勢の生徒達を引きずりこんでいる。おまけに、マナを付ふ与よして、身体能力の強化すら施ほどこしている」

　だが、凜太朗は露ろ骨こつにケイ卿の問いを無視して、話を続けた。

「魔法の威い力りよくは、距きよ離りに反比例する。これほど強力な魔法を使うなら、術者は必ず近くにいなければならねえ。異界の外からあれほどの数の生徒を操あやつって、強化まで施すなぞ、伝説時代の魔法使いにも不可能な芸当だ」

「……、黒幕は必ず、この異界化された空間のどこかに潜んでいる、と？」

　事態が緊きん迫ぱくしているせいか、ケイ卿は深く問い詰つめず、凜太朗の言葉に合わせた。

「そうだ。俺達はそいつを叩たたく」

「し、しかし……一体、この仕掛け人は、どこに隠かくれているというのです!?」

　微かな焦しよう燥そうを表情に浮うかべ、ケイ卿が周囲を見み渡わたす。

　なにせ、床ゆかや天てん井じよう、壁かべは、いつもの校舎内そのものなのに、通路は前後左右にまるで迷路のように入り組んでいるのだ。明らかに間取りが狂くるっている。

「恐おそらく【異界化】の影えい響きようで空間が歪ゆがんでいるのでしょう。このままでは、私達は永遠に閉じ込められたままです！　早く仕掛け人を探さないと、瑠奈が──」

「──待て!?」

　と、その時、凜太朗が不意に足を止めた。

　見れば……廊下の先に、背中に羽が生えた掌てのひらサイズの少女が、発光する鱗りん粉ぷんをまき散らしながら、ふわふわと飛んでいたのだ。

「あれは……《伝令妖精メツセンジヤー・ピクシー》？」

　訝いぶかしむ凜太朗の前で、その妖精が凜太朗達の接近に気付く。

　すると、その小さな妖精は、凜太朗と目を合わせて、こくんと頷うなずく。

　そして、そのまま飛び去っていき、廊下の先の丁てい字じ路ろを右へ曲がった。

　まるでついて来いと言わんばかりだ。

「なるほど、黒幕からのお誘さそいってわけか」

　意図を察した凜太朗が、にやりと笑う。

「……罠わなではないでしょうか？」

「まぁ、その可能性は低いな。せっかく辺りを【異界化】したんだ。罠の存在をわざわざ示し唆さするのは無駄ってもんだ。……俺だったら、黙だまって罠に嵌はめる」

　それに、と。凜太朗が続ける。

「もし、罠だったとしても……そんな罠なんざ、俺が真っ向から踏ふみ潰してやるよ」

「はぁ……頼たのもしいことですね。貴方あなた、本当に一体、何者なんですか？」

　呆あきれたようなケイ卿の質問に、やはり凜太朗は答えず……

「さ、行こうぜ、ケイ卿。黒幕がお待ちかねだ」

　飛んでいった妖精の後を追って、迷いなく駆け出すのであった。




　妖精を追って廊下の交差点を右に曲がり、教室を横切って窓の外へ。

　窓の外に続いていた廊下をさらに進んで、今度は階段をひたすら上っていく。

「うぇ……本当になんなんです？　ここ。なんだか気分悪くなってきました」

　ケイ卿の愚ぐ痴ちを背中で聞き流しながら、まるで無限に続いているかのような階段を、ひたすら上り続ける。

　上った階段の段数だけ数えれば、もうとっくにこの校舎の高さを超こえている。

　だが、やがて上りきった階段の果てに、扉とびらが見えてくる。

　扉の横に、例の妖精が凜太朗達を待っていたかのように、ふわふわ浮いていた。

「……出口だ」

　がしゃり、と。凜太朗が扉を押し開き……その先に足を踏み入れると。

「！」

　目の前に広こう漠ばくと広がるそこは──キャメロット国際学園の校庭であった。

　振り返れば、今くぐった扉は校舎の１Ｆ正面玄げん関かん口だった。

「……もうやだ。だから魔法の類たぐいは嫌きらいなんです。わけがわからない」

　その頭が痛くなってくる不思議現象に、ケイ卿きようはうんざりしたように半眼で呻うめいていた。

　凜太朗は、そんなケイ卿に構わず、さっさと歩を進める。

　校庭のど真ん中に、二つの人ひと影かげが待ち構えていたのだ。

「なるほど。お前達がこの事態の仕掛け人か……」

　待ち構えていたのは、見覚えのある男女であった。

　なにせ、つい昨夜、会ったばかりなのだから。

「やっと来ましたわね……遅おそいですわよ？」

　この《アーサー王継けい承しよう戦》に参戦する《王キング》の一人──フェリシア。

　そして、その《騎士ジヤツク》である青年騎士。

　その二人が、完全臨戦態勢で、凜太朗達のことを待ち構えていたのだ。

　凜太朗をここまで導いてきた妖精は、フェリシアの所まで飛んでいき……その周囲をくるりと回って、幻まぼろしのように消えていった。

「やれやれ……お前、見かけによらず、随ずい分ぶんとえげつねえ手を使うじゃねーか？」

「ふふん、驚おどろきましたか？　わたくしは古い妖精族エルフインの血も継ついでいまして、魔法も大得意なのですわ。あの脳筋の瑠奈とは違ちがっ……って!?」

　あれ？　と。ここでフェリシアが首を傾かしげる。

「る、瑠奈はどこへ行ったんですの？　……はっ!?　さては、Ｍｒ．真ま神がみとケイ卿を、私達にけしかけて自分は高見の見物？　くっ、馬鹿にされたものですわ……ッ！」

「なーに、ごちゃごちゃ言ってやがる？　こっちは、お前らのお望み通り、二つに分断されてやったんだ。さっさとやり合おうぜ？」

　凜太朗は獰猛に笑って双そう剣けんを抜ぬき、構えた。

　すると──

「さて。昨夜の借りを返させてもらうよ、真神凜太朗」

　フェリシアの《騎士ジヤツク》も、凜太朗の前に立ちはだかり、剣を構える。

「はっ！　てめーにゃ無理だ。この身の程ほど知らずが」

　凜太朗が、その《騎士ジヤツク》に対し、嘲あざけるように言い捨てる。と。

「み、身の程知らずはどっちですか!?」

「うおッ!?」

　ケイ卿が、そんな凜太朗に背後から組み付き、羽は交がい締じめにしていた。

「ちょ、何しやがる!?　放せっての!?」

「黙りなさい！　貴方はあの《騎士ジヤツク》のことを知らないから、強気でいられるんです！」

　ケイ卿は、ぶんと凜太朗を振り回し、後方に放ほうり投げる。

「まさか、ここでフェリシア殿どの達が出てくるとは。くっ、仕方ありません！　ここは曲がりなりにも、同じ伝説時代を生きたこの私が戦うしかない」

　ケイ卿が苦く渋じゆうに満みちた声でそう言いながら、剣を抜いた。

「真神凜太朗、私が時間を稼かせぎます。だから、貴方はその間に、なんとかしてフェリシア殿を倒たおしてください」

　すると、そんな緊きん張ちように強こわ張ばるケイ卿へ、《騎士ジヤツク》が言った。

「ふっ……ケイ卿。思えば、こうして貴女あなたと剣を交えるのは久しぶりだね」

「……ッ!?」

「だけど、君が僕を止められると……君は本気でそう思っているのか？」

　その《騎士ジヤツク》が余よ裕ゆうに満ちた表情で、ゆるりと剣を構えた──

　その瞬しゆん間かん。

「いいいいいやぁああああああああああああああーーッ！」

　問答無用と、ケイ卿が裂れつ帛ぱくの気き迫はくと共に地を蹴けり、《騎士ジヤツク》へと踏み込んでいた。

　刹せつ那な、ぎんっ！　耳をつんざくような金属音が夜よ闇やみを破る。

「ふむ、変わらないな。やはり、この程度か」

「──くッ!?」

　ケイ卿の必殺の一いち撃げきは、《騎士ジヤツク》の剣にやすやすと受け止められていた。

「円えん卓たくの騎士〝最弱〟。ケイ卿……君はこう揶や揄ゆされていた所以ゆえんをよく思い出すべきだ」

「う、ぅうぅ……うぁあああああああああああああああああーーッ!?」

　悔くやしげに咆ほう哮こうし、ケイ卿が剣を上中下段に何度も素す早ばやく切り返す。

　紫し電でんが躍おどるようなその剣撃は、確かに現代人が一生かかっても到とう達たつし得ない鋭するどさだ。

　だが、《騎士ジヤツク》はその全すべてを楽々見切り、最小限の剣操作で次々と捌さばいてしまう。

　明らかに実力が違いすぎる。ケイ卿は完全に、あしらわれてしまっていた。

　そして、そのまま激しく切り結ぶこと、十数度。

　不意に、その《騎士ジヤツク》が──動く。

「ふっ──」

「～～～ッ!?」

　戦いは終わった。それは一瞬だった。

　突とつ如じよ、神速で動いた《騎士ジヤツク》が、旋せん風ぷうの如ごとくケイ卿へ斬きりかかり──

　対するケイ卿は、それを辛かろうじて、剣で受け止め──

　──だが、受け止めきれず、《騎士ジヤツク》の剣の切っ先が、ケイ卿の身体からだを掠かする。

　だが、その剣は、ケイ卿の纏まとう鎧よろいをまるで紙のように斬り裂さいていた。

　上がる紅あかの飛ひ沫まつ。一瞬、ケイ卿の身体から、がくりと力が抜け──《騎士ジヤツク》が間かん髪はつ入れず、ケイ卿の腹へ猛もう烈れつな裏回し蹴りをくれる。

「あぐぅうううーーッ!?」

　その威力で吹ふき飛ばされたケイ卿が、ごろごろと凜太朗の足あし下もとに転がっていった。

「げほっ！　ぜぇ……ッ！　ぜぇ……ッ！　や、やはり強い……ッ！」

　あっさりと倒されたケイ卿は、血ち反へ吐どを吐はきながら身を起こした。

　そして、傷ついた身体を震ふるわせながら、剣を杖つえ代わりにふらふらと立ち上がる。

「ふふふ、さすがの武勇ですわ、ガウェイン卿！」

　そんな様子を見ていたフェリシアが、誇ほこらしげに己おのが《騎士ジヤツク》の真名を呼んだ。

「……わかりましたか？　凜太朗。私の言っている意味が」

　ケイ卿が、悔しげに絞しぼり出すように言った。

「そうなのです。かの《騎士ジヤツク》は……ガウェイン卿。

　鎧切りの名めい剣けんガラティンに選ばれた、円卓の第八席。オークニーの勇ゆう猛もうなるロット王の嫡ちやく子しにて、全ブリテンの偉い大だいなる支配者アーサー王の猶ゆう子し──」

「ええ、その通りなのですわ！」

　すると、ケイ卿の言葉を受け、フェリシアが勝ち誇ったように続けた。

「わたくしの《騎士ジヤツク》は、現代でも円卓最強と名高いあのガウェイン卿！　武勇に優すぐれ、清せい廉れん潔けつ白ぱくで高潔、アーサー王の信しん頼らいももっとも厚き、騎士の中の騎士ですわ！」

「ふっ、我が主君よ。この僕が円卓最強で、騎士の中の騎士だなんて……そんな本当のことを仰おつしやられては照れます」

　ガウェイン卿も満まん更ざらではなく、得意げに微笑ほほえんでいた。

「それに対し、そこの《騎士ジヤツク》は、円卓の騎士最弱と有名なケイ卿！　アーサー王のお情けで、円卓の第三席を与あたえられていた落ちこぼれ騎士ですわ！　私達と貴方達では、もともと勝負にならなかったのです！　おーっほっほっほっ！」

　ひたすら高笑いをするフェリシア。

「その通りだ。円卓の……アーサー王の足手まといは、引っ込んでいてくれないか」

　ガウェイン卿も、哀あわれみと蔑さげすみが混じる言葉を、ケイ卿に投げかける。

「～～～ッ！」

　ケイ卿は剣に寄りすがりながら項うな垂だれ、歯は嚙がみするしかできない。

　彼女は何も言い返せなかった。円卓最弱──それは、現代にも残るアーサー王物語の中でも語られる、れっきとした事実だったからだ。

　彼女の名めい誉よのために言うならば、彼女は決して弱かったわけではない。

　ただ、他の円卓連中が人外過ぎたのである。

「くそ……くそぉ……ッ！　わ、私は……私は……ッ！」

　悔しげに顔を歪ゆがめて震えるケイ卿。

　だが、そんな彼女の頭に、凜太朗が、ぽんと優やさしく手をのせていた。

「気にすんな、ケイ卿。元々、円卓におけるお前の役割は戦うことじゃなかったろ？」

「!?」

　その意外過ぎる物言いに、ケイ卿は呆ぼう然ぜんと目を見開いて、凜太朗を見上げる。

「アーサーのやつは、お前がいなかったら、その覇は道どうの半ばで、あっさり折れてたよ」

「り、凜太朗……？」

「まっ……それはともかく、だ。そろそろ真打ち登場といきますかね……」

　呆あつ気けに取られるケイ卿に見送られながら、今度は凜太朗が前に出る。

「Ｍｒ．真神……戦う気ですの？　ガウェイン卿と？　……現代人の貴方あなたが？」

　小こ馬ば鹿かにするように眉まゆを顰ひそめるフェリシア。

「言っておくが、昨夜のような不覚はもう取らないぞ、真神凜太朗。あの不意打ちはただのラッキーパンチだったと伝えておこう。二度目は……ない」

　そして、ガウェイン卿きようが油断なく剣を構える。

　今までと威い圧あつ感が違う。完全に本気のようであった。

「くっ……駄だ目め、です……凜太朗。ガウェイン卿と正面からやりあっては……」

　ケイ卿が負傷を堪こらえながら、必死に凜太朗の背中へ訴うつたえかける。

「どういうわけか……現代人のわりには、貴方は相当の使い手のようですが……はっきり言って、現代と伝説時代の人間とでは、根本的に格が違います。

　今の人類は、時の流れのままに、かつての人間にあった個としての強さ……英えい雄ゆうを完全に失ってしまったのです。正面から戦って、伝説時代の英雄ガウェイン卿に勝てる道理などありません。……策はあるのですか!?」

　そんな、ケイ卿の必死な問いかけに。

「は？　策なんてねえよ」

　凜太朗はあっさりとそう答えていた。

「くっ……やはり、そうですか……ッ！」

　だが、ケイ卿が無念そうに歯嚙みした……その時だった。

「策ってのは、格下が格上に対して弄ろうするもんだぜ？　なら、策なんて必要ねーだろ」

「……は？」

「え？」

「……ッ!?」

　そんな凜太朗の妙みような言い回しに、その場の誰だれもが一瞬、呆気に取られる。

「聞き捨てならないな、真神凜太朗」

　その甘く精せい悍かんなマスクに微かすかな苛いら立だちを浮うかべ、ガウェイン卿が言った。

「それではまるで……この僕が、君より格下のように聞こえるが？」

「ああ？　頭悪わりぃな、お前。ようにじゃなくて、実際にそうだって言ってんだよ」

　嘲るように凜太朗が嗤わらい、首をカッ切る仕草と共に言い捨てた。

「ガウェイン……てめぇごとき、俺の敵じゃねえ」

「…………ッ!?」

「な……」

　何を言っているんだ、この男は。アホか。馬ば鹿かか。あるいは大ほら吹きか。

　フェリシアも、ガウェイン卿も、ケイ卿も、その瞬間、その胸中は完全一いつ致ちしていた。

「やれやれ、僕を愚ぐ弄ろうするか。騎き士しに対する侮ぶ辱じよくは死で償つぐなわねばならないぞ？」

「そ、そうですわ、Ｍｒ．真神！　貴方は無知にも程があります！　ガウェイン卿がどれだけ強いのか知らないのですッ！　思い出してみなさいな!?　昨今のゲームや漫まん画がでのガウェイン卿の優ゆう遇ぐうのされかたを！　その殆ほとんどが最強クラスの強キャラ設定で──」

　フェリシアは、己が自じ慢まんの《騎士ジヤツク》に対する侮辱に、頭に血が上るあまり意味不明なことを口走っていた。

「はっ……強キャラ？　ガウェインが？」

　だが、凜太朗は、くるくると二ふた振ふりの剣けんを回転させて遊びながら、嘲るように言う。

「冗じよう談だん！　アーサーのやつに『お膳ぜん立だて』してもらわにゃ、ろくすっぽ活かつ躍やくできねえ、へッポコ騎士がよく言うぜ」

「な──」

　その瞬間、ガウェイン卿の表情が凍こおって……

「え？」

「……お膳立て？　あの子アーサーの？」

　まるで意味のわからないフェリシアとケイ卿が、目を瞬しばたたかせる。

「来いよ。……かかって来い、三下。格の違いってやつを教えてやる」

　大道芸のように回転させていた剣をぴたりと止め、凜太朗が双そう剣けんを構え直した。

　その刹那──憤ふん怒ぬに燃えた目で、ガウェイン卿が動いた。

「真神──凜太朗ォオオオオオオオオオオーーッ！」

　それは空気の壁かべをぶち抜ぬく、音を超こえた踏ふみ込みだった。

「──ッ!?」

　ガウェイン卿が放つ凄すさまじい殺気が、まるで撃風のように凜太朗の全身を殴なぐりつけ──

「──ッ!?」

「は、速い──」

　そのあまりの踏み込みの速さに、フェリシアとケイ卿は、その姿を見失う。

　音すら置き去りにするその世界で、ガウェイン卿は剣を振り上げ──

　天より飛来する稲いな妻ずまのように、大上段から凜太朗へ打ちかかった。

　数多あまたの戦場で鍛きたえ磨みがかれ、血で焼き入れされた、噓うそ偽いつわりなき必殺の一撃。

　現代を生きる剣術家が、何十年と修練を積んでも防げ得ぬ、絶ぜつ華か紫し電でんの斬ざん打だ。

　かわさば、かわされるより速く斬って捨て、剣で受ければ、その剣ごと断って捨てる──これが、これこそが伝説時代の剣技。

　その場に集つどう誰もが、次の瞬しゆん間かん、地に転がるだろう無む惨ざんな凜太朗の肉につ塊かいを幻げん視しする。

　が──

　ぎぃんッッッ！

　耳をつんざくような金属音が、夜天を割り裂いた。

　見れば──凜太朗が、その剣を止めていた。何気なく前に差し出した右手の剣で、振り下ろされたガウェイン卿の剣の刃やいばを押さえ、止めているのだ。

　しかも刃の線で、ではない。剣の切っ先の一点のみで、だ。

「なんですって……ッ!?　何、その大道芸みたいな──ッ!?」

「ば、馬鹿な……ッ!?」

　そのあまりにも信じられない光景に、傍はたから見ていたフェリシアも、ケイ卿も、間近で目まの当たりにしたガウェイン卿も、目を見開いて硬こう直ちよくするしかなかった。

「ふっ──」

　次の瞬間、切っ先一点で止めていたガウェイン卿の剣を、凜太朗は剣の腹へと滑すべらせて流し──同時に、鋭するどく前へ踏み込む。

「ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」

　ガウェイン卿とすれ違ちがいざま、左手の剣で、その胴どうを抜きにかかる。

「ぐぅううううーーッ!?」

　咄とつ嗟さに、流された剣を手元へ引き戻もどし、防ぼう御ぎよ態勢を取るガウェイン卿。

　剣と剣の激げき突とつ、大気を震ふるわせるような衝しよう撃げき音、激しく爆はぜる火花。

　凜太朗の放った圧あつ倒とう的な斬打の威い力りよくが、ガウェイン卿の身体を大きく弾はじき飛ばす。

「ちぃいいいいいいいいーーッ!?」

　ガウェイン卿は、地面を足の裏で削けずりながら、十数メートルほど押し下げられるのであった。卿の鎧よろい切りの名剣ガラティンが、ミシミシと軋きしみをあげていた。

「どうだい？　案外やるだろ？　俺」

　余よ裕ゆうの表情で嘯うそぶく凜太朗。

　ガウェイン卿も、フェリシアも、ケイ卿も、三者が三様に、驚きよう愕がくと衝撃を表情に貼はり付け、啞あ然ぜんとしている。

　誰もが目の前で展開された光景を──先の一合いを、夢だと思いたかった。

「行くぜ、おい？」

　そして、今度は凜太朗が──仕し掛かけた。

　だんっ！　激しく地面を踏み砕くだいて、一歩踏み込み──

「──ッ!?」

　Ｘの字を描えがいて襲おそいかかってくる凜太朗の斬撃を、ガウェイン卿が両手で構えた剣で受ける。

　再度、鼓こ膜まくをぶち抜くかのような剣けん戟げき音が響ひびき渡わたり──二人の周囲を、嵐あらしのような剣圧が渦うず巻まいて、地面を螺ら旋せん状に擦こすり削った。

「ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」

　そのまま、剣と剣で組み合った体勢で、凜太朗がガウェイン卿を押し込む。

　地面を盛せい大だいに抉えぐりながら、押し下げられるガウェイン卿。

「調子に──」

　押し寄せる凜太朗の身体からだを、ガウェイン卿が体たい捌さばきで後方へ流して──

「乗るなぁああああああああああああああああああーーッ！」

　ぎゅんっ、と、身体を回転させ、凜太朗の背中に鋭く斬きり込んだ。

「へっ！」

　凜太朗はそれを見もせず、背中に回した左手の剣で受け止め──

「らぁああああああああああああああーーッ！」

　振り向きざまに、右手の剣をガウェイン卿へ猛もう然ぜんと叩たたき付ける。

「くぅうううううーーッ!?」

　ガウェイン卿もそれに超ちよう反応で、切り返す。

　凜太朗の剣とガウェイン卿の剣が、真っ向から再度、激突する。

　再び、盛大に地面と大気を震わせる衝撃音。

　荒あれ狂くるう剣圧。激しく明めい滅めつする火花。

　その衝撃で、二人の身体が弾かれたボールのように、互たがいに押し下げられ──

「この──」

「まだだ──ッ！」

　次の瞬間、二人の姿が霞かすみと消え、その地面が抉り削られて──

　さらに次の瞬間、その中間地点で、凜太朗とガウェイン卿が真っ向から衝しよう突とつ。

　剣と剣を激しく喰らい合わせていく。

「はぁああああああああーーッ！」

「ぉおおおおおおおおおおーーッ！」

　その場に凄まじい殺た陣てが出現した。

　凜太朗がガウェイン卿の足あし下もとを右の剣で薙なぐ。ガウェイン卿が跳ちよう躍やくでかわし、剣を振り下ろす。凜太朗が左の剣でそれを受け止め、同時に右の剣で逆袈け裟さに切り上げる。ガウェイン卿が見切って外す。凜太朗の電光石火の突進追撃。

　対するガウェイン卿のカウンター攻こう撃げき。凜太朗がそれを宙返りでかわして、同時にガウェイン卿の頭を狙ねらい、ガウェイン卿がそれを剣で弾き返す──

　刹せつ那なに無限に展開される、恐おそるべき技ぎ巧こうと技巧の応おう酬しゆう。

　凜太朗の左右の剣が、縦じゆう横おう無む尽じんに躍おどる、躍る、躍り狂う。

　ガウェイン卿きようの剣が、真まっ直すぐと翻ひるがえる、翻る、翻り狂う。

　その応酬される一撃一撃の全すべてが、掛かけ値ねなしの必殺だ。

　夜よ闇やみが、複雑怪かい奇きに絡からみ合う剣線達に、無数に分断され、細切れと化していく。

　剣と剣が喰らい合うごとに、互いの剣の回転数は上がる、上がっていく、際限なく上がっていく──まるで留とどまる所を知らぬように。

「ちぃ──」

「どうした!?　ああ!?　俺を叩っ斬るんじゃねえのか!?」

　ぎんっ！　派手に咲さいた閃せん華かを虚こ空くうに残し、二人の剣士がすれ違い──反転。

　残像しながら、再び互いを目がけて突進し、激しく斬り合う。

　幾いく度ども、幾度も、幾度も──

「な、なんなんですの……？　これは一体、なんなんですの……ッ!?」

　フェリシアは眼前に展開される次元の違う戦いに、ただただ圧倒され、呆ぼう然ぜんとするしかなかった。

　完全に想定外であった。ガウェイン卿を先頭に立て、フェリシアが魔ま法ほうで援えん護ごする──その手て筈はずだったが、凜太朗とガウェイン卿の戦いに、割り入る隙すきなど微み塵じんもない。

「Ｍｒ．真神……まさか、あのガウェイン卿と互ご角かくに戦うなんて……ッ!?」

「互角……？　いえ、違う……ッ!?」

　そして、それは仮にも伝説の時代を戦い抜いた騎き士しの矜きよう持じか。

　戦いを見守るケイ卿は、その戦せん陣じんの流れの微び妙みような変化を鋭えい敏びんに読み取った。

「凜太朗が……押している……ッ!?　いや、違う……強くなっている！」

　当初、それは微かすかな違い和わ感でしかなかったが──

　確かにケイ卿が見立てた通り、凜太朗の剣の速度と回転が、徐じよ々じよに上がってきている。

　一ひと太た刀ちごとに、鋭さと威力が高まってきている。

　まるで、剣と剣を合わせる度たびに、錆さび付いていたなまくら刀が、強く鍛え直され、かつての輝かがやきを取り戻していくかのように──凜太朗が、強くなっていった。

「凜太朗……まさか成長しているのですか!?　この戦いで!?」

　驚愕に次ぐ驚愕に、ケイ卿の情報処理能力もパンク寸前であった。

「はっははははははーーッ!?　よーしいいぜ、この感じだ！　思い出してきた！　やっぱ勘かんを取り戻すには実戦に限るぜ！」

「くぅううううーーッ!?　そんな、バカな──ッ!?」

　いつしか。

　ガウェイン卿の剣けんのトルク上じよう昇しようは限界を迎むかえ──凜太朗の剣の回転は、それを超こえて、さらに上がり続けていた。

　当初、互角のように思えた戦いは、今やその形勢は完全に一方へと傾かたむいている。

　今やガウェイン卿は、凜太朗の双そう剣けんの連続攻撃を辛かろうじて防ぐだけで、手て一いつ杯ぱいだ。

　凜太朗が、ガウェイン卿を完全に圧倒していた──

「おらぁああああああああああああーーッ!?」

「ちぃいいいいいいいーーッ!?」

　凜太朗が殴りつけるように振るった剣が、大気を引き裂さいて斜ななめに飛び──

　それをガウェイン卿が返す剣で合わせ──

　激突。衝撃音。爆ぜる火花の明滅。震える大気。逃にげ場を求めて吹ふき荒すさぶ剣圧。

　この一合いで完全に打ち負けたガウィエン卿が、身体を泳がせて吹き飛んだ。

「くっ──ッ!?」

　そこで不意に殺陣が途切れ、ガウェイン卿がフェリシアの足下へ転がってくる。

「ガウェイン卿!?」

「だ、大だい丈じよう夫ぶです、我が主君……ですが……ッ！」

　不安げに寄ってくるフェリシアを、ガウェイン卿が手で制し、立ち上がる。

　伝説時代を戦い抜ぬいた英えい雄ゆうの額には、今や汗あせが滝たきのように流れ落ち、その息はまるで炎ほのおのように上がり、いかにも疲ひ労ろう困こん憊ぱいといった有様だ。

　その一方で──

「へっ、こういうのなんて言ったっけ？　そうだ、アレだ、俺ＴＵＥＥＥーーッ!?」

　剣を肩かたに担かついだ凜太朗は、余裕のどや顔で、そんなことを言っていた。

　その額に汗の一いつ滴てき、呼気の乱れ一つなかった。

「凜太朗、凄すごいです……あのガウェイン卿を……貴方あなたは本当に一体、何者……？」

「ケイ卿。危ねえから、あんたは下がってろ。この場は俺がカタをつける」

「は、はいっ……（あれ？　ひょっとして、私、要いらない子？）」

　ケイ卿とそんなやりとりを交かわしつつ、凜太朗が再び前に出てくる。

　その様子を遠目に眺ながめていたガウェイン卿は、無念の溜ため息いきを吐つくしかなかった。

「認めざるを得ません。真神凜太朗……彼は強い。……今の僕よりも」

「……っ!?」

　ガウェイン卿の下した結論に、フェリシアが苦い顔をする。

「確かに、傲ごう岸がん不ふ遜そんの大増ぞう上じよう慢まん、いかにも友達が居なさそうな鼻持ちならない、ついでに礼節も品の欠片かけらもない、最低最悪男のようですが……やつは口先だけの男じゃない」

「……け、結構、言いますわね、ガウェイン卿」

「エクスカリバーを持つ《王キング》ならばいざ知らず、この時代の人間がいくら鍛たん錬れんを積もうが、僕達、伝説時代の戦士と渡り合うなど通常は不可能です。ケイ卿ですら、この時代の生まれならば、当世最強の剣士と名を馳はせることができるのですから」

「ならば……なぜ、彼は……Ｍｒ．真神は……？」

「理由は不明です。だが、伝説時代を生きた人間と渡り合えるのは、同じく伝説時代を生きた人間のみ。ならば、彼はきっとあの時代に、なんらかの縁ゆかりある者なのでしょう」

　ガウェイン卿とフェリシアがそんなやりとりをしていると。

「おい、いつまで相談天国してるんだよ？　そうやって時間を稼かせぐのが作戦か？」

　凜太朗が担いだ剣の腹で、とんとんと肩を苛いら立だたしそうに叩きながら言った。

「こっちは急いでんだよ。こうしている間にも、瑠奈のやつが──……」

　なんからしくないことを言いそうになって、凜太朗は思わず舌打ちした。

「ええい、退くなら退け！　闘やるなら闘れ！　さぁ、どっちだ!?」

「くっ……」

　戦いを続けるか、退くか。

　フェリシアは迷いを浮うかべた表情で歯は嚙がみするが……

「覚悟を決めましょう、我が王」

　そんなフェリシアを気き遣づかうように、ガウェイン卿が言って、再び前に出る。

「貴女あなたには、もう後がない……そうでしょう？」

「！」

「使いましょう……貴女のアレを」

「……わ、わかりましたわ」

　決意したように、フェリシアは頷うなずくのであった。

「さて……真神凜太朗。君は何者だ？」

　そして、再び凜太朗と向き合ったガウェイン卿が静かに問いを投げた。

「君が、ただの現代生まれの人間ではないことはわかったよ。ならば、僕を圧あつ倒とうするその武勇……一体、君の中に何がいる？」

「さあな？」

「円えん卓たくの二刀使いと言えば、野蛮人ベイリンベイリン・ル・サバージユ、もしくは最も穢れ無きガラハツド・ザ・イメ騎士ガラハッドキユレイト・パラデイン……だが、ベイリン卿なら、その剣技はもっと野性的で荒あら々あらしいし、ガラハッド卿の剣技はもっと華か麗れいで芸術的だ。君のそのどこか小こ賢ざかしい剣技は、そのどちらにも当てはまらない……まぁ、多少ベイリン卿の剣に似ている気はするけどね」

「…………」

「さぁ、君は一体、何者なんだろうな……《道化師ジヨーカー》？」

「ちっ……どうでもいいだろ、そんなこと」

　苛立ったように凜太朗が突つっぱねた。

「そうだな。……どうでもいいことだ」

　ガウェイン卿がくすりと微笑ほほえんで、応じる。

「これから死ぬ君のことなど、詮せん索さくするだけ無む駄だだというものだ」

　それが当然とばかりに言い放つガウェイン卿に、凜太朗が微かに眉まゆを吊つり上げる。

「……てめぇじゃ無理だ、ガウェイン。この時代でこそ過か剰じように評価され、円卓最強クラスと持ち上げられちゃいるが……アンタの実力は、円卓の中じゃ精せい々ぜいが中ちゆう堅けん……アンタより強いやつなんざ、円卓の中には腐くさるほど居た」

「──ッ!?」

　凜太朗の言葉に、ケイ卿とフェリシアが啞あ然ぜんとし、ガウェイン卿が押し黙だまる。

「な、何を言っているのですか、凜太朗！　ガウェイン卿が中堅!?　そんなバカな!?　私はこの目で見ました！　ガウェイン卿の卓たく越えつした武勇は、円卓の中でも──」

「言ったろ？　アーサーの『お膳ぜん立だて』があったって」

　ケイ卿の言葉に、凜太朗が淡たん々たんと返すと。

「ふっ。やはり知っているのか、真神凜太朗……」

　やれやれとばかりに、ガウェイン卿が肩を竦すくめていた。

「僕は、太陽の化け身しんたる古い神族ダナンの血を引いていてね……この身には【太陽の加護】が宿っている。『日が昇のぼり続ける間、その力は三倍になる』……そんな加護がね」

「な……？　さ、三倍ですって……ッ!?　なんですか、それは……ッ!?」

「そうだ。日が昇り続ける間……つまり午前中だけだ、ガウェインが強いのは」

　絶句するケイ卿に、凜太朗が頷いた。

「それを知っていたアーサーは、可愛かわいい甥おいっ子このガウェインを立てるため、重要な会戦は必ず午前中に行うようにしていた……ただ、それだけだ」

「が、ガウェイン卿が、そんなズルい能力を持っていたなんて……ッ!?」

　驚きよう愕がくの事実を知ったケイ卿が、鬼おにの首を取ったとばかりにガウェイン卿へ向き直る。

「ふんっ！　そういうことだったのですかっ！　貴方の武勇には、そういう理由があったわけですねっ!?　貴方など所しよ詮せん、そんなチート能力がなければ、その程度──」

「まぁ、そんな能力なくても、ケイ卿よりかは圧倒的に強いけど」

「ほっとけですぅうううううううーーッ!?」

　容よう赦しやない凜太朗の言葉に、がっくりとくずおれ、泣き叫さけぶケイ卿であった。

「まぁ、そういうわけだ。《アーサー王継けい承しよう戦》は主に夜、行われる。てめぇのその残念な能力が日の目を見ることはねえ。つまり、てめぇは三下なんだよ、ガウェイン」

「なるほど……確かに」

　凜太朗の挑ちよう発はつ的な台詞せりふに、ガウェイン卿が不思議と落ち着き払はらって応じた。

「隠かくしても仕方ないな。確かに、僕の素すの実力は、円卓の中では中の上……正直あまりぱっとしなかったよ。それでも、なんとかランスロット卿やラモラック卿らと張り合いたくて……うまく、この能力を使わせてもらっていた。それは否定しない」

「が、ガウェイン卿……」

　フェリシアが不安げに、ガウェイン卿を見つめる。

　だが、ガウェイン卿はそんなフェリシアを安心させるように、穏おだやかな笑みを一いつ瞬しゆんちらりと向けて、そして言った。

「だが、あえて言おう、真神凜太朗！　彼女……フェリシアと共に在る限り、僕は円卓最強の騎き士しなのだと！　僕はこの戦いで、必ずフェリシアを真の王にしてみせる！　僕はそのために、あのカムランの丘おかからやってきたんだッ！」

「ほう？　クソ加護も発動してねえ三下騎士がよく吠ほえやがるぜ……まーだ、格の違ちがいがまだわかんねーか？　ぐぇっへっへ……」

　面白そうに嗤わらって、凜太朗が双剣を構える。

「いいぜ？　だったら、その最強なところを見せてみろよ？　ぶっ潰つぶしてやる！」

「凜太朗……貴方って、本っ当に悪役が似合いますよね。もうこれ、構図としては、完全に向こう側が正義の陣じん営えいですよ？」

　ケイ卿きようのツッコミと溜息を、凜太朗は華麗にスルーして。

「おら、行くぜーーッ！」

「来いッ！　真神凜太朗ッ！」

　凜太朗が突とつ進しんする。

　ガウェイン卿が剣を構える。

　凜太朗が両手の剣をＸの字に振ふるう。ガウェイン卿がそれを頭上に構えた剣で受け、凜太朗がその突進の勢いのまま、ガウェイン卿を押し込んでいく。

　押し込まれたガウェイン卿の足の裏が地面を激しく削けずり、砂さ塵じんを上げるのであった。

「どうしたぁっ!?　自じ称しよう・円卓最強騎士サマ（笑）よぉっ!?」

「くっ──ッ!?」

　やはり押しているのは凜太朗だ。今や凜太朗の力は、ガウェイン卿を完全に上回っており、勝敗がつくのは最も早はや、時間の問題──そう思えた。

　そして、そんな趨すう勢せいを見て取ったケイ卿が、思わず確信をもって叫んだ。

「勝ったッ！　この戦い……私達の勝利ですッ！」

　だが──その時であった。

「それは……どうでしょうか？」

　その戦いの様子を見守っていたフェリシアが、ゆっくりと剣けんを抜き……それを頭上に掲かかげた。細剣レイピア型の宝剣──フェリシアの《王キング》たる証あかしであるエクスカリバーだ。

　そして、言こと霊だまを叫んだ。

「《我が剣よ・その威い光こうを我が前に示せ・我が王権を剣光にて語れ》ッ！」

　どくん、と。

　フェリシアのマナが大量に燃焼し、圧倒的な量の《星オ気ー光ラ》へと昇しよう華かして立ち昇り、フェリシアの剣へ集束していく。

「ちっ！　まさか、こんな序じよ盤ばんで真銘宣言ロイヤル・ロードを使ってくるとはな!?」

　凜太朗がガウェイン卿を押さえ込みながら、忌いま々いましげに歯嚙みする。

　真銘宣言ロイヤル・ロード。それは《王キング》が持つエクスカリバーの能力解放のことだ。エクスカリバーには戦せん況きようを一瞬で左右する強大な力が眠ねむっており、真銘宣言ロイヤル・ロードでそれを発動するのである。

　当然、《王キング》にとっては切り札であり、いざという時の局面まで隠しておきたい手の内であり……こんな継承戦の序盤も序盤で披ひ露ろうして良いものではない。

　どんな力も、対策されてしまっては効果は半減するからだ。

　だが、ここであえて真銘宣言ロイヤル・ロードを開帳するフェリシアの真意を推おし量る暇ひまはない。

「ええい、しゃらくせえ！　ケイ卿！　とにかくあの女を潰せ！」

「わ、わかってます！」

　ケイ卿がフェリシアへ向かって、駆かける。

　さすが腐っても伝説時代を戦い抜ぬいた騎士──ケイ卿の動きはまるで疾しつ風ぷうのようだ。

　だが──フェリシアの宣言の方が早かった。

「真銘宣言ロイヤル・ロード──【輝く栄光の鋼エクスカリバー】──ッ！」

　その瞬間。

　フェリシアが掲げた剣が、カッ！　と眩まばゆい光を放った。

　その光が、まるで昼間のように周囲を明るく照らし上げ、視界を白熱させた──




〝その時、ロット王と百ひやつ騎き王とキャラドス王が一いつ斉せいにアーサー王に襲おそいかかりました。〟

〝そして、彼らに従う三百の騎士と三万の兵が、それに続いたのです。〟

〝だが、この時、アーサー王はエクスカリバーを抜きました。「知るがいい、お前達が相手をしている者が、何者なのかを」アーサー王は言いました。〟

〝その剣は、三十本のたいまつを集めたほどの光を放って輝き、ロット王達の目を眩まぶしいほど灼やいたのです。〟

〝その光に「おお、なんていうことだ」と、敵対する全すべての王と、騎士と、兵士達が戦おののきました。彼らは自分達が反逆者であることを悟さとり、浮き足立ってしまったのです──〟





ジョン・シープ著『終わる円卓のアーサーラストラウンド・アーサー』第三巻第九章






「ぐ──ッ!?」

　フェリシアの掲げる剣の光を浴びた、凜太朗に異変が起きていた。

「ふっ！」

　その刹せつ那な、ガウェイン卿が凜太朗を押し返し──鋭するどく重い斬ざん撃げきを浴びせかける。

　ぎんっ！　激しく上がる金属音。拉ひしげる大気。

　その衝しよう撃げきを利用して、辛かろうじて跳び下がった凜太朗が、忌々しげに顔を歪ゆがめる。

「ええい、くそ──ッ！　身体が重いッ！」

　思わず膝ひざをつきそうになる身体からだを、凜太朗は大地に突き立てた剣を杖つえにして支えた。

　そう、凜太朗の身体に起きた異変は──まるで身体が、突とつ然ぜん、鉛なまりにでも変質してしまったかのように、急に重くなってしまっていたのだ。

「どうですか？　わたくしの剣の力は？」

　眩い光を放ち続ける剣を掲げたフェリシアが、不敵にほくそ笑んだ。

「この剣の真銘は【輝く栄光の鋼エクスカリバー】。正統な王を証明する王権の威光を放つ剣ですわ。〝この剣の光を浴びた『敵対者』は、体が重くなり、力を制限される〟のです」

　だが──

「はっ！」

　びゅごお、と。凜太朗が自身に気合いを入れ直すかのように、剣を振るった。

「へっ。多少、身体が重くなったが、この程度、どうってことねーよ！」

「ほう？　やはり動けるか、真神凜太朗」

「当然ッ！　身体が重くなったなら、それを踏ふまえて《マナ加速アクセル》と間合いを測るだけだッ！　この程度のデバフが、円えん卓たくクラスに通用すると、本気で思って──」

　凜太朗は、勇ましくそう叫んで剣を構え直し──

「か、身体が重いです……もう、まったく動けないです……」
















「ケイ卿……」

　べたーん、と倒たおれ伏ふしているケイ卿に、哀あわれむような視線を送るのであった。

「ちっ……まぁ、なるほどな。お前のその【輝く栄光の鋼エクスカリバー】で、俺の力を殺そいで戦うって寸法か……だが、その程度の小細工で、俺とお前らの格の差が覆くつがえるかね？」

　力を制限されながらも、凜太朗はどこまでも、不敵に、自身満々に嗤う。

　その表情は、まだ己おのれの勝利を微み塵じんも疑っていないようであった。

「そう。確かに、この光は、同格以上の相手にはなかなか通用しませんわ……かつて、ロット王が、この光を前にしてもまるで怯ひるまなかったように。……ですが」

　だが、フェリシアが鋭く凜太朗を睨にらみ、宣言した。

「王命ですわ、ガウェイン卿！　逆ぎやく賊ぞく、真神凜太朗を、今ここで討うち果たしなさい！」

「御ぎよ意い！」

　その瞬間。

　ガウェイン卿が地を蹴けって、凜太朗へと突進した。

　その圧あつ倒とう的な走力を乗せ、ガウェイン卿は凜太朗へと剣を振るう──

「馬ば鹿かが、何度やっても同じ──」

　凜太朗がそれを弾はじき返そうと、右手の剣を巻き上げて──

　刹那、激しく喰らい合う刃やいばと刃。衝撃音。

　今までこの形は、何度やっても常に凜太朗がガウェイン卿に競せり勝っていたが──

「──なッ!?」

　凜太朗の剣が、初めてガウェイン卿の剣に打ち負け、弾き返される。

　凜太朗の身体が、その衝撃で後方へ吹ふき飛ぶ。

　ここで競り勝ったのは──ガウェイン卿だった。

「な、なんだ……？　こ、こいつ、急に……？」

　今までのガウェイン卿の剣とは比ひ較かくにならない威い力りよくが、剣越ごしに伝わってきて、凜太朗が目を瞬しばたたかせて戸と惑まどう。

「さぁ、真神凜太朗。今度はこちらの番だ。はぁああああああああーーッ！」

　そして、戸惑う凜太朗に構わず、ガウェイン卿は剣を唸うならせ、凜太朗に打ちかかった。

「ぐ──ッ!?」

　再び、剣の旋せん風ぷうと剣の旋風が、真っ向からせめぎ合い、ぶつかり合い始める。

　だが、今度は、先ほどとはまるで逆の展開であった。

　ガウェイン卿の放つ一撃一撃は、恐おそろしいほど、速く、重く、鋭く。

　一ひと太た刀ちごとに、凜太朗の身体を泳がせ、翻ほん弄ろうし、後退させていく。

「り、凜太朗!?　なぜ急に!?　一体、どうしたというのです!?」

　地面を這はいつくばるケイ卿きようの問いに、答える暇も無い。

　稲いな妻ずまのように振ふり落とされるガウェイン卿の剣を、凜太朗は頭上で交差させた剣で受ける──が、受けきれず、思わず膝を地につく。

　跳ちよう弾だんのように切り返されるガウェイン卿の剣を、後方に跳とんで辛うじてかわす。

　間かん髪はつ入れないガウェイン卿の追撃──神速の踏み込みを乗せた刺し突とつ。

　凜太朗は右手の剣でそれを受け流そうとして──受けきれず、身体を泳がせる。

　そんな、凜太朗へさらに追い打ちをかけるガウェイン卿──

「くっそ……ッ!?」

　地を縦じゆう横おう無む尽じんに走る稲妻のようなガウェイン卿の苛か烈れつな剣撃乱らん舞ぶ。

　それを、凜太朗は必死に受け止め、受け流し続け──

　その一撃一撃ごとに、先ほどにも増して激しい剣圧が周囲に渦うずを巻いて──

「せいッ！」

　これでトドメとばかりに振るわれた、ガウェイン卿の横一文字の一いつ閃せん。

「────ッ!?」

　それを、凜太朗は辛うじて手元に引き戻もどした二振りの剣で受け止めるが──

「ぐぅあああああッ!?」

　凜太朗はその圧倒的重量に逆らえず、吹き飛ばされ、地面を転がっていくのであった。

　凜太朗は転がる勢いを利用して、素す早ばやく立て直す。

「はぁー……はぁー……はぁー……げほっ……」

　だが、今まで常に余よ裕ゆうを崩くずさなかった凜太朗の表情から余裕が消え……その息がついに上がり始めていた。

「どうなってやがる？　確かに身体に重さは感じるが、それだけじゃねえぞ……？」

　予想だにしなかったこの劣れつ勢せいに、凜太朗が忌いま々いましそうに歯は嚙がみしながら構え直す。

「あの剣けんの光で俺の力が弱くなったからというよりは……むしろ、ガウェインの力がいきなり強くなりやがった……一体、なぜだ……？」

　そして、凜太朗がフェリシアが掲かかげる輝く剣を改めて見やって、何かに納なつ得とくしたかのように、息を吐はいた。

「……なるほど、そういうことか」

「ほう？　気付いたか。さすがだ、真神凜太朗」

「ああ。あの女の【輝く栄光の鋼エクスカリバー】……あの光は、午前の太陽と同じ光なんだな？」

「その通り。つまり我が王の剣さえあれば、僕はいつでも自身の【太陽の加護】を発動させることができる。つまり、普ふ段だんの三倍の力を発揮できるんだ！」

　そう言って、ガウェイン卿が剣の切っ先を凜太朗へと向けた。

「わかっただろう!?　君の言うとおり、僕は確かに円卓の騎き士しとしては、平へい凡ぼんだったかもしれない！　だが、フェリシアと共に在る限り、僕は円卓最強の騎士なのだと！」

　そんなガウェイン卿の言葉に勇気づけられたか、フェリシアも胸を張って宣言する。

「わたくしのガウェイン卿が、実際にどのような騎士だったかなど関係ありませんわ！　彼は、わたくしの《騎士ジヤツク》！　我が王道を共に歩む、わたくしの最高の騎士ですわ！」

　そして、ガウェイン卿に並んで、誇ほこらしげに剣を構えるのであった。

「……………………」

　対する凜太朗は無言。俯うつむいて何の反応も返さない。

「そ、そんな……もうダメです、お終しまいです。まさか、こんな序じよ盤ばんで戦せん闘とうインフレについていけなくなるとは、夢にも思わなかった……」

　そして、相変わらず指一本動かせないケイ卿が、無念そうに地で呻うめいていた。

「さぁ、決着をつけましょう、真神凜太朗！　貴方あなたを倒して……瑠奈を脱だつ落らくさせる！」

「ええ。これで僕達も、心置きなくこの継けい承しよう戦に専念することができますね」

　すでに、フェリシア達は己の勝利を確信しているようであった。

「ええ、まったくです。瑠奈は本当に昔から世話を焼かせる子でした。自分がこの戦いを勝ち抜ぬけるはずがないと……瑠奈も少し考えればわかるでしょうに」

　凜太朗は、そんなフェリシア達の言葉を黙だまって聞き流している。

「そもそも……瑠奈は王に相応ふさわしい器うつわじゃなかったのです」

　一瞬だけ、ぴくりと凜太朗の肩かたが動くが、構わずフェリシアが続ける。

「いつもいつも、私利私欲で、欲望のままに好き勝手なことばかりして……挙げ句の果てに得体の知れない男を味方に引き入れてまで勝とうとして……そんな瑠奈に、アーサー王の座は相応しくありません。

　もし、瑠奈が王になれば、この世界がとんでもないことになってしまいますわ。器もなければ、力もない……瑠奈は典型的な暗君です。ここで脱落させるのが、彼女のため、世のためですわ」

「ははは。では、まずはあの真神凜太朗を片付けましょう。だが……油断召めされるな、我が主君。あの男は、何か得体が知れませんがゆえに」

「……………………」

　凜太朗は無言。やはり、無言。

　フェリシア達の会話をただ、黙って聞き流している。

　その場の誰だれもが与あずかり知らぬことだったが……その時、凜太朗の脳のう裏りに、なぜか繰くり返し響ひびいているのは、瑠奈のとある言葉であった。




　──凜太朗！　貴方を信じているわッ！




「……………………」

「あら、どうしましたか？　Ｍｒ．真神。自分が不利になった途と端たん、だんまりですの？　案外もろい御お方かたですわね？」

「せめて、騎士として正々堂々と決着をつけよう。さぁ、構えるんだ、真神凜太朗」

「……………………」

　そんなフェリシア達に、凜太朗はしばらくそのまま無言を貫つらぬき通して。

　そして……

「くっくっくっ……」

　やがて不意に、低く笑い始めた。

「な、なんだ……？　狂くるったか……？」

　ガウェイン卿がそう訝いぶかしんでいると。

「いや、何……実に面おも白しれぇ！」

　不意に、俯いていた凜太朗が顔を上げた。

　その表情に溢あふれるは抑おさえられない歓かん喜き。まるで子供が楽しい玩がん具ぐを手に入れて、きらきらと目を輝かがやかせているような──そんな感情が浮うかんでいた。

「は……？」

　この期ごに及およんで、そんな表情を見せる凜太朗を理解できず、フェリシアが思わず呆あつ気けに取られる。

「いやぁ、いいねぇ！　このなんとも言えない一ひと筋すじ縄なわではいかない感！　そうだよ、これだよ、これ！　この感覚！　俺はこういうのをずっと待ってたんだよっ！」

　そんなフェリシア達を置き去りに、凜太朗が楽しそうに言葉を続ける。

「まったく、生まれつきチート過ぎる力を持ってるってのも考えものだよなぁ？　おかげであらゆることが楽勝過ぎて、俺、今までの人生が超ちようクソつまんなくてさぁ!?」

　そんなことをのたまって……

「だから……俺、今、めっちゃ楽しいわ。……マジでこの戦いに参加してよかったぜ」

　思わず見る者全すべての背筋を寒くするような、凄せい絶ぜつな笑いを浮かべるのであった。

「つ、強がりを……ッ！」

「焦あせりは禁物です、我が王！　有利なのは我々！　真神凜太朗は確かに強敵ですが、このまま【輝く栄光の鋼エクスカリバー】を維い持じし、堅けん実じつに戦えば、必ず勝てます！」

　微かすかな動どう揺ようをかみ殺しながら、ガウェイン卿がフェリシアを庇かばうように立つ。

「有利なのはそっち……必ず勝てる……ね？」

　凜太朗がどこか据すわった目で、そんなことを呟つぶやく。

「やれやれ、瑠奈のやつがこの場にいなくて良かったぜ……」

「なんだと？」

「ちょっと本気を出してやるって、言ってんだよ」

　訝しむガウェイン卿にそう告げ、凜太朗が右手の剣を地面に突つき立てる。

　そして、空いた右手で、左手の剣の刃はを摑つかみ──そのまま強く引いた。

「!?」

　当然、凜太朗の掌てのひらが浅く斬きり裂さかれ、血が溢れ出す。

　そして、その血を使って両手の甲こうに、目を象かたどった奇き妙みような紋もん様ようを描えがき、凜太朗がぶつぶつと何事かの言こと霊だまを呟いた。

　次の瞬間。その紋様が、突とつ如じよ、真っ赤に灼しやく熱ねつして輝きだし──

　どくん。

　不ふ穏おんなマナが、凜太朗の体内で燃焼と胎たい動どうを始めた。

「な、なんですの……ッ!?」

　どくん、どくん、どくん……マナが胎動する都度、膨ふくれ上がっていく凜太朗の存在感に、フェリシアが戦おののいていると。

　ごうっ！

　突如、凜太朗の周囲を嵐あらしが渦うず巻まき、黒い《星オ気ー光ラ》が立ち昇のぼった。

　その衝しよう撃げき波はが四方八方に逃にげ場を求めて駆かけ巡めぐり、地に伏ふせるケイ卿を吹ふき飛ばし、フェリシアの髪かみを激しくなびかせる。

「く──ッ!?」

　腕うでを掲げて目を守っていたフェリシアが、その腕を下ろすと。

「な……ッ!?」

　見れば──凜太朗が、いつの間にか奇妙な変へん貌ぼうを遂とげていた。

　その虹こう彩さいは金色に輝き、髪は夜や叉しやのように長く伸のびて真っ白に染まっている。

　その両りよう腕うでを、手の甲から網あみ目めのように走る赤い紋様。

　全身から漲みなぎって迸ほとばしり、立ち昇る黒の《星オ気ー光ラ》が、凜太朗の身体に纏まとわり付いて形成するは、黒いローブにも似た戦せん衣い。

　そして、その圧あつ倒とう的な巨きよ人じんのような存在感──人ならざる者が、そこに在った。

「な……な、なんですの、その姿は……ッ!?」

　その凜太朗の変貌した姿に怖おじ気けづいたフェリシアが、一歩、また一歩と後ずさる。

「まさか、魔人族フオモール……ッ!?　君は魔人族フオモールの系けい譜ふなのか……ッ!?」

　ガウェイン卿きようもまた、目を見開いて震ふるえていた。

　その白い髪は、金色の魔眼は──間ま違ちがいなく、魔人族フオモールのものだ。

　アイルランド来らい寇こう神話には、数々の神の一族が存在する。

　その神の一族の一つが──魔人族フオモール。同じく神の一族である神族ダナンに敗北するまで、世界を闇やみの力で支配したとされる、邪じや悪あくなる一族であった。

「真神凜太朗……君は一体、本当に何者なんだ……ッ!?」

「おしゃべりの時間は終わりだ。……悪いが、即そつ行こうでカタをつけさせてもらうぜ？」

　ずし、ずし……と、凜太朗が圧倒的威い圧あつ感を放ちながら、一歩一歩、フェリシアとガウェイン卿へと向かって歩いて行く。

　それは──まさに魔ま王おうの行進だ。

「く──ッ!?」

　ええいままよ、とガウェイン卿が、凜太朗へ向かって神速を超こえた魔速で駆ける。

　三倍の力を出せるということは、速度も三倍だということだ。

「ぅおおおおおおおーーッ！」

　魔速を乗せて振ふるわれたその剣けんが、猛もう烈れつな銀の旋せん風ぷうを描き──

　意外にも、凜太朗の首をあっさり刎はね飛ばした。

「やった──ッ!?」

　ガウェイン卿が多少拍ひよう子し抜ぬけしつつも、その手て応ごたえに歓喜すると──

「そりゃ、おめでとさん」

　ぽん、と。

　ガウェイン卿は背後から、凜太朗にその肩を叩たたかれる。

「……はっ!?」

　ガウェイン卿が、気付けば。

　今の今まで目の前に居たはずの、首を失った凜太朗の身体からだが、ない。

　それはまるで夢か幻まぼろしのごとくで──

「らぁああああああああああああーーッ！」

　確かめる暇ひまも与あたえず、凜太朗はガウェイン卿の背中へ無造作に剣を叩き付けた。

「く──ッ!?」

　辛かろうじてガウェイン卿の振り返りざまの防御ガードは間に合う。が──

「──ぐぁあああああああああああああああああああああーーッ!?」

　そのまま、凜太朗の剣の威い力りよくで、ガウェイン卿の身体が水平に吹き飛んでいった。

　その凜太朗の力は、先ほどまでとは比ひ較かくにならない。

　ガウェイン卿の剣が、かの名めい剣けんガラティンでなければ、剣ごと両断していたであろう──次元の違う圧倒的な暴力であった。

「くっ──《踊おどれ・踊れ・花の精・舞まいて焰ほのおの花を・咲さき乱せ》ッ！」

　咄とつ嗟さにフェリシアが、妖よう精せい魔法【花の焰舞い】の言霊を叫さけぶ。

　途端、凜太朗の周囲を、真しん紅くの花はな吹雪ふぶきが、視界を埋うめ尽つくさんばかりに渦うずを巻いて──その花弁の一つ一つに、炎ほのおが灯ともる。

　渦巻く炎はやがて一つにまとまり、圧倒的火勢の業ごう火かとなって、凜太朗を包み込む。

　──が。

「しゃらくせえーーッ！」

　凜太朗が吠ほえて、その左ひだり腕うでを振るう。

　その左腕から火山の噴ふん火かのように噴き上がり、放たれた黒い炎。

　それが嵐のように荒あれ狂い、フェリシアの放った炎を──逆に焼き尽くす。

「きゃ──ッ!?」

　真紅の炎と、黒い炎がぶつかり合ったバックドラフトの激風が、フェリシアの身体を殴なぐりつけ、フェリシアが思わずひるむのであった。

「い、今のは、闇やみ魔法【黒の炎】!?」

　信じられないとばかりに、啞あ然ぜんとするフェリシア。

「それに……さっき、ガウェイン卿を騙だましたのは、闇魔法【影かげ法ぼう師し】ッ！」

　数ある魔法の中には、幻げん想そう種族固有の《眷けん属ぞく魔法》と呼ばれる術が存在する。

　大いなる自然と世界の力を操あやつる《妖精魔法》……妖精族エルフインの魔法。

　闇と呪のろいと破は壊かいの力を操る《闇魔法》……魔人族フオモールの魔法。

　光と祝福と再生の力を操る《光魔法》……神族ダナンの魔法。

　その幻想種族の血や魂たましいを触しよく媒ばいとして発動する、それら《眷属魔法》は、当然、それぞれの幻想種族の系譜の者にしか使用できない。

　フェリシアが妖精魔法を行使できるのは、彼女が古い妖精族エルフインの血を濃こく引くからである。

　ならば、凜太朗が闇魔法を行使できるのは──

「この力は【魔人フオモール化】だ。俺は一時的に、先祖返りが出来る」

「先祖返り……ッ!?　Ｍｒ．真神！　やはり貴方あなたは魔人族フオモールの……ッ!?」

　フェリシアは改めて、凜太朗の姿を見る。

　白い髪、金色の双そう眸ぼう、全身に張り巡る禍まが々まがしい紋様、立ち昇る暗黒の《星オ気ー光ラ》。

　人を大きく外れた、見るも悍おぞましい、その異い形ぎよう。

　そして、その全てを圧殺してしまいそうな、暴力的な威圧感と存在感。

「か、勝てませんわ……」

　フェリシアは、身体を恐きよう怖ふに震わせながら、それをはっきりと悟さとった。

　たとえ、自分が【輝く栄光の鋼エクスカリバー】の力を全開にしても、知りうる限りの妖精魔法を尽くしても、ガウェイン卿の【太陽の加護】をもってしても。

　眼前の、真神凜太朗という少年は次元が違い過ぎる。まるで歯が立たない。

　それを、フェリシアは魂で痛いほど悟ってしまったのである。

「さて、このモードになった俺が圧勝するのは、もう確定的に明らかなわけだが……その前に、お前ら、さっき、なぁんか面白ぇことくっちゃべってたなぁ？」

　本題だとばかりに、凜太朗がフェリシアを睨にらみ付ける。

「瑠奈のやつが王に相応しくないだぁ？　王になるのは無理だぁ？」

「あ……ぅ……」

　その冷たい金色の瞳ひとみに、思わず竦すくみ上がってしまうフェリシア。
















　そんなフェリシアを一いつ喝かつするように、凜太朗が凄すごんだ。

「ンなもん、なってみねえとわかんねえだろッ!?　敵対すんのは、戦争だから別にいいけどよ！　相手の器うつわをてめぇ勝手な物差しで測ってんじゃねーぞッ!?」

「……ッ!?」

「アーサーのアホだって、最初はなぁ──」

　そこまで言いかけて、はっと凜太朗は我に返る。

　俺は一体、何をムキになってるんだ？　あのアーパー王が、王に相応ふさわしくないだなんてそりゃ誰だれだってそう思うし、俺だってそう思ってんだろ。

　そもそもこの継けい承しよう戦は、俺にとっては暇つぶしのゲームだ。自分が操作するゲームキャラが敵キャラに馬ば鹿かにされたところで、別にムキになる必要性は何一つない。

　なのに、なぜ？

「ちっ……そろそろケリつけようぜ？」

　軽く頭を振って、原因不明の苛いら立だちを追い出すと、凜太朗が再び双そう剣けんを構えた。

　暗黒の《星オ気ー光ラ》が凜太朗から嵐のように立ち昇って吹き荒れる。

　相変わらず、素人しろうとでもわかる、彼ひ我がの圧倒的な戦力差──

「く、ぅ……ッ!?　こ、この、化け物ッ！　化け物ぉ……ッ!?」

　フェリシアは怯おびえて震え、じりじり……と後ずさりするしかない。

　ガウェイン卿も、ケイ卿すらも、額から大量の脂あぶら汗あせを垂らして青ざめている。

　誰もが怯えている。その場を、絶対的な恐怖が支配している。

　皆みなが化け物となった凜太朗を見て、恐怖し、怯えていた。

「……王よ。退きましょう」

　やがて、この場の趨すう勢せいを見て取ったガウェイン卿が苦々しく進言した。

「悔くやしいですが、今の彼の前には、僕の【太陽の加護】がまるでゴミのようです。ここで戦っても勝ち目はありません」

「そ、それは……」

「大だい丈じよう夫ぶです。ここは貴女あなたが張った異界の内です。逃にげに徹てつすれば、こちらに分があります……ご決断をッ！」

「くっ……うぅ……ッ!?」

　震える剣を構えながら、フェリシアはしばらくの間、悔しそうに歯嚙みし──

　やがて、フェリシアがぼそぼそと何事かを呟つぶやく。

　すると、その姿が、ガウェイン卿と共にゆっくりと薄うすれていく。世界がぐにゃぐにゃと歪ゆがんでいく。学園全体を包んでいたフェリシアの【異界化】が解かれたのである。

「くっ！　覚えてなさい、この化け物！　絶対にこのままでは済ませませんわッ！」

　そして、そんな捨て台詞ぜりふと共に。

　歪んでいく世界の中、フェリシア達の姿は完全に消えるのであった。




　…………。

「う、うぅーん……」

「あ、あれ……？」

　折り重なるように倒たおれ伏ふしていた風紀委員の生徒達が、眼を覚ます。

　霞かすみがかかったようにぼんやりする意識の中、ゆっくりと身を起こし、起き上がる。

　周囲を見み渡わたせば、真夜中の校舎内の風景が目に飛び込んでくる。

「なんで……僕ら、こんな所で倒れてるんだ……？」

「俺達は確か……瑠奈のやつを捕つかまえようとして……？」

　すると、そんな胡う乱ろんな意識の生徒達へ、気き遣づかうように声をかける者がいた。

「み、皆さん、大丈夫ですか？」

　深森つぐみであった。

「つぐみさん……？　えーと……なんで、僕達、倒れて……？」

　すると、生徒達の疑問に、つぐみはおろおろと頭を振った。

「そ、それがわからないんです。実は、私もさっきまで意識を失って倒れていたんです。なんで倒れていたのか、全く記き憶おくがなくて……」

「つぐみさんも……ですか？」

　起き上がった生徒達が、不思議そうにお互たがいの顔を見合わせていく。

「ええと、瑠奈さんを追い詰つめていた所までは覚えているんですが……瑠奈さんは？」

「そういえば、姿が見えませんね……」

「一体、どこへ行ったんだ……？」




　──一方、異界化が解かれた学園校庭の真ん中にて。

「ちっ……久々に、本当の意味で化け物扱あつかいされちまったな」

　どこか諦てい観かんしたような口調で、凜太朗がぼそりと呟いていた。

　しばらくの沈ちん黙もくの後。

「あ、そ、その……凜太朗……？」

　ケイ卿きようが震ふるえながら、異形と化した凜太朗の背中へ、恐おそる恐る話しかけていた。

「す、凄い……ですね。まさか、貴方がそのような力を……も、持っていたなんて……」

　凜太朗が振ふり返って、ケイ卿をちらりと見る。

「ひ──」

　ただそれだけで、ケイ卿は怯えたように、びくりと肩かたを震ふるわせ、硬こう直ちよくした。

「…………」

　そんなケイ卿の様子を、凜太朗は、どこか諦あきらめたような複雑な表情で流し見る。

　そして、凜太朗がぶつぶつと何事かを唱えると、凜太朗の全身を漲みなぎっていた黒い《星オ気ー光ラ》が消え失うせ、髪かみと眼の色が元に戻もどる。伸のびた髪も元通りになり、その巨きよ人じんのような存在感が、元の人間のものへと萎しぼんでいく。

　ほどなくして、すっかり元通りの人間の姿になった凜太朗がそこにいた。

「ケイ卿。今、見たことは……瑠奈にはまだ伏せておいちゃくれねーか？」

　双剣を鞘さやに収めながら、凜太朗が、そんなことをボソリと呟く。

　そんな凜太朗の物言いに、ケイ卿は微かすかに眼めを見開き、言葉を失った。

「いやまぁ、そんな風に怖こわがられるのは慣れてんだがな。まだ、戦いは始まったばっかだろ？　こんなんでいちいち怖がられちゃ、これからの意い思し疎そ通つうや戦いに支障が……」

　傲ごう岸がん不ふ遜そんな凜太朗にしては、柄がらにもなく言い訳じみた弁解をしていると。

「……凜太朗？」

　いつの間にか──瑠奈が少し離はなれた場所に立っていた。

「ね、ねぇ、凜太朗。さっきまでのあの姿は……あのもの凄い力は……何？」

　瑠奈は、呆ほうけたような表情で凜太朗を見つめていた。

（こいつ、来てたのか!?　くそっ……【魔人フオモール化】を見られた……ッ!?）

　己おのれの迂う闊かつさに愕がく然ぜんとする凜太朗であった。

　フェリシア達に、瑠奈の王としての器うつわを馬鹿にされ、なぜか苛立ってしまったせいだろうか。周囲へ払はらうべき注意が散さん漫まんになっていたらしい。

「ねぇ……何、それ？　ねぇ……一体、何なのよ……ッ!?」

　瑠奈が震える声で問い詰めながら、怖いほど真しん剣けんな眼で凜太朗へ歩み寄ってくる。

　まぁ、妥だ当とうな反応だろう、と凜太朗は思った。

　なにせ、いかにも〝真っ当でない力〟を、自分の協力者が当然のように使っていたのだ。不安や不ふ審しん、恐れを抱いだくのは当然、問い詰めて然しかるべきだろう。

「ねぇ、凜太朗、答えて。……私、聞いてるんだけど？」

　つい先日まで、凜太朗は、あわよくばこの力で瑠奈を脅おどして、ねじ伏せ、無理矢理、自分の手の平の上で踊おどらせてやる……そんな残ざん忍にんなことを平気で考えていたし、多分、今だって、やろうと思えばそれは出来る。

　だが、なぜか今の凜太朗にそんなつもりはなく……ただ、怖い表情で詰め寄ってくる瑠奈を半眼で見つめ返すだけだった。

「ねぇ、そのいかにもヤバそうな力は一体、何？　ねぇ、答えて。その力って──」

　どうやら、もう言い逃のがれは出来ないらしい。

（……短い同盟だったな。まぁ、しゃーねぇ）

　凜太朗がどこか自じ嘲ちようするように息を吐はいて、そっぽを向いた……その時であった。

「──その力って、超ちようカッコいいじゃないッッッ!?」

「んん？」

　なんだか妙みようなことを言われた気がして、凜太朗が思わず首を傾かしげる。

　凜太朗が眼を瞬しばたたかせながら瑠奈を改めて見やれば、子供のように眼を輝かせた瑠奈が、凜太朗の眼と鼻の先まで顔を寄せてくるのであった。

「うお!?」

「ねぇねぇねぇねぇねぇ!?　凜太朗！　今の力、何!?　何なの!?　変身!?　まさか変身ってやつ!?　髪や眼の色変わって、髪の毛伸のびて、変な服着て、紋もん様ようも出て、おまけにすっごくパワーアップしてッ！　それって変身ってやつ!?　それとも覚かく醒せい!?　なんか滅め茶ちや苦く茶ちやカッコいいじゃないッ!?　ねぇ、それ一体、何の魔ま法ほうなの、教えなさいよ!?　いいなぁーっ!?　うわーっ！　うわーっ！　うわぁーっ！」

　幼い子供が、変身ヒーローと実際に出会ったらこうなるだろうか？

　瑠奈の顔色はすっかり紅潮し、もう大興奮状態であった。

「あー、もう！　うるせぇ!?　顔近ちけぇ!?　寄るな、鬱うつ陶とうしいッ！」

　凜太朗が頰ほおを引きつらせながら、瑠奈の両りよう肩かたを摑つかみ、ぐいっと引き離す。

「ねぇねぇ！　一体、何なのそれ!?　私もやりたい！　王命よ！　教えなさいっ！」

「ええい、落ち着け！　これは【魔人フオモール化】！　残念ながら俺の専売特許だ！　魔人族フオモールに縁ゆかりある者でも、限られたヤツしかできねえよ、諦めろッ！」

「ええー、そうなの？　私じゃできないの？　むぅ……残念」

　心底不満そうに、ぷっくーと頰を膨ふくらませる瑠奈。何か強がっているとか、演技をしているとか、特にそういう雰ふん囲い気きはまったくない。

　そんな瑠奈の様子に、凜太朗の胸中には疑問しか浮うかばない。

「何よ？　凜太朗。私の顔に何かついてる？」

「いや……お前、怖くねーのかよ？　俺が」

「は？　怖い？　なんで？」

　どこか投げやりな凜太朗の問いに、瑠奈が半眼になる。

「いや、だって……明らかにおかしいだろ、この力。もう人間じゃねえだろ」

「そりゃー、もし、貴方あなたが得体の知れない化け物だとか、不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵とかだったら、怖いかもしれないけど」

　何を馬鹿なことを、とばかりに瑠奈が泰たい然ぜんと言った。

「でも、貴方、凜太朗だし。私の家臣だし」

　そんなあっけらかんとした答えに、凜太朗は言葉を失ってしまう。

　なんなんだ、それ？　わけわかんねえ。

　どうして、こいつは会って間もない正体不明の男に、そんなことが言えるんだ？

「あっはははははっーーっ！　凜太朗みたいに超強い家臣がいるなんて、頼たのもしいことこの上ないわね！　ふっ、こうして優すぐれた家臣を従えることができる私は、やはり真の王の器……私がアーサー王の座を席せつ巻けんする日は近いわっ！」

「はぁ……お前が気にしねえってんなら、それはそれでいいんだけどよ……せめて話くらい聞きたいもんじゃねえのか？　なんで俺がこんなヤバい力を持っているとかよ……」

「え？　凜太朗、話したいの？」

「いや……別に」

「じゃ、いいじゃん、別に」

　これである。

　凜太朗の調子は、もう、この瑠奈という少女に出会ってから狂くるいっぱなしだった。

　そして、その時。ふと、凜太朗が気付く。

　楽しそうに調子づいて大笑いする瑠奈の全身には、打だ撲ぼく痕こんや裂れつ傷しようがあちこちに刻まれていた。返り血は一いつ滴てきもない。

　そして、瑠奈の顔には誇ほこらしさはあれど、後ろ暗さは微み塵じんもない。

（こいつ……マジで、あの生徒達を一人も殺やることなく、今の今まで切り抜ぬけたのか……自分の身を削けずって？）

　一体、なぜ？　どうしてそんなことができる？

　ああ、もう聞かずともなんとなく答えはわかる。

　恐らく、瑠奈という少女は本気で信じていたのだろう──凜太朗のことを。

　凜太朗が、この状じよう況きようをなんとかしてくれると。

　家臣を信じて、己おのが信念を貫つらぬく。きっと、それが彼女の王道なのだ。

「あれ？　どうしたの？　凜太朗。なんだか浮かない顔しちゃって」

　瑠奈が小首を傾げ、小生意気な顔で、凜太朗の顔を覗のぞき込んでくる。

　凜太朗は、しばらく半眼で、不ふ機き嫌げんそうにその表情を眺ながめ──

　やがて。

「ねぇ、凜太──ろぐっ!?」

　どこか据すわった表情で、凜太朗は瑠奈の喉のどを鷲わし摑つかみにしていた。

「うるせえよ。少し黙だまってろ」

　凜太朗は低い声でそう呟つぶやきながら、瑠奈の首を摑む手に、ぎり、と力を込こめる。

「ぐ──ぅ──ッ!?」

「凜太朗!?　あ、貴方──ッ!?」

　急に喉元を摑まれた瑠奈が眼を白黒させ、ケイ卿が思わず剣を凜太朗へ構える。

　だが。

　凜太朗はそれに構わず、何事かをぶつぶつと呟いていた。

　すると、瑠奈の喉元を摑む凜太朗の手が淡あわく発光していき……それに応じて、瑠奈の全身に刻まれた打撲や裂傷が、みるみるうちに治っていった。

「凜太朗……？」

　怪け我がが大体治ると、凜太朗は瑠奈の喉元から手を離し、ぷいっと背を向けた。

「フン。【癒いやし】の魔法だ。神族ダナンの光魔法ならもっと綺き麗れいに治るんだろうが、生あい憎にく、俺は闇やみ系でな。まぁ、その程度の怪我なら、これで一晩寝ねとけば問題ないだろ」

　眼を瞬かせる瑠奈とケイ卿を尻しり目めに、凜太朗は校門へ向かって歩き始めた。

「ほら、今日はもう帰んぞ！　……ったく、テスト問題泥どろ棒ぼうはするわ、早々に切り札切らされちまうわ、マジで骨折り損のくたびれ儲もうけだったぜ！」

　すると、瑠奈が、たたたっと足音軽く、凜太朗の後を追った。

「ふふっ、ありがとっ！　凜太朗！　家臣として、なかなか良い心がけじゃない！」

　そう言って、瑠奈は凜太朗の背中を、ばしんっと叩たたいて、その隣となりに並ぶのであった。

　そのまま並んで歩きながら、何事かをぶつくさ言い合う凜太朗と瑠奈。

　そんな二人の姿は、傍はたから見れば──本当に単なる凸でこ凹ぼこコンビな友人同士だった。

　その様子を後ろから見ていたケイ卿きようは、静かに物思う。

（私は、瑠奈を想おもうあまり……凜太朗の怪あやしさと力だけを見て、目を曇くもらせていたのかもしれない。凜太朗という人間を本当に見てはいなかったのかもしれない）

　そして。

「真神凜太朗……その、申し訳ありませんでした」

　唐とう突とつに背中にかけられたケイ卿の謝罪に、凜太朗が歩みを止める。

「正直に白状すれば、私はまだ貴方のことが恐おそろしい。だけど、これから少しずつ、わかりあえるのではと、今の貴方の姿を見てそう思いました。今すぐ、この恐れを拭ぬぐうことは難しいことですが……これから拭う努力はできるのだと」

「…………」

「我が主君……瑠奈をよろしく頼みます。きっとこれから先の戦い……瑠奈には貴方の力が必要です。……恐らくこの私よりも。だから──」

　すると、しばらく押し黙っていた凜太朗が、不意に零こぼす。

「おいおい、ケイ卿……まさか、俺一人にこのアーパー王の手た綱づなを取らせる気か？　無茶言うな、勘かん弁べんしてくれ」

「ちょ、アーパー王って何よ!?　アーパー王って!?　それ不敬じゃない!?」

　ぷっくーと膨れて抗こう議ぎしてくる瑠奈を無視して、凜太朗はちらりとケイ卿を振ふり返る。

　今、この瞬しゆん間かんだけは、あの傍ぼう若じやく無ぶ人じんで天上天下唯ゆい我が独どく尊そんな顔ではなかった。

　そのどこか面めん倒どう臭くさそうな、どこか照れたような顔は……年相応の少年のものだ。

「そうですね。私達が支えなければ、いけませんね」

「ああ。だがまぁ……戦せん闘とう面ではケイ卿、全っ然、役に立ちそうにねーけど」

「うっ、ぐ……ッ!?　そ、そ、それは……ッ!?」

「ちょっと凜太朗！　酷ひどいわよ、その言い草！　ケイ卿だって凄すごいのよ!?」

　瑠奈が怒おこったように、ケイ卿の弁護に入る。が。

「例えばね！　えーと……うーんと……？　……えっ？　ケイ卿の凄いとこ……？」

「やめてください、瑠奈。……心に来ますから」

　真顔で言葉に詰つまる瑠奈に、ケイ卿は涙なみだ目めだった。

「そ、そうだっ！　今、私一人暮らししてるんだけど、ケイ卿は家か計けい簿ぼとか、料理とか、掃そう除じ洗せん濯たくとか、そういうのすっごく上手ッ！　後、コスプレ──」

「瑠奈ぁああああああああああああああああああああああああーーッ！」

　そんな、賑にぎやかなやりとりをしつつ。

　三人は夜の校舎を去って行くのであった──




　その頃ころ、某ぼう所しよ。

　建ち並ぶ高層ビルとビルの隙すき間まにある、闇の中の路地裏にて。

「はぁ……はぁ……はぁ……」

　逃とう走そうしたフェリシアが壁かべにもたれかかり、悔くやしそうに喘あえいでいた。

「大だい丈じよう夫ぶですか、我が主君？」

「ええ、わたくしは大丈夫……ですが……」

　ガウェイン卿を心配させぬよう、フェリシアは気き丈じように微笑ほほえむが、その青ざめた顔色に、いつものような自信に満ちた覇は気きはない。

「……わたくし達は……完全に失敗しましたね……」

　今夜、瑠奈を脱だつ落らくさせるはずだったのだ。部外者を巻き込まないように【異界化】を使って、瑠奈だけを異界の中へ引きずり込み、そこで決着をつける算段だったのだ。

　だが、失敗した。

　真神凜太朗──あの少年が、まさかここまでのイレギュラーだとは想定外だった。

　盤ばん面めんのあらゆる計算を狂わせるその在り方は、まさに《道化師ジヨーカー》の名が相応ふさわしい。

「しかし……なぜ、Ｍｒ．真神が、あの異界の中に居たのです……？」

　あの校舎内に、瑠奈を含ふくむ複数の人間がいるのは【探知】の魔ま法ほうで知っていた。

　そして、あの厄やつ介かいな真神凜太朗が瑠奈の傍にいたことも。

　だからこそ、フェリシアは真神凜太朗を排はい除じよするため、瑠奈だけを異界の中へ引きずりこんだ……そのはずだったのだ。

　無論、真神凜太朗なら、いずれ何らかの手段で異界の中へ、自ら侵しん入にゆうしてきたのかもしれないが、その間に自分とガウェイン卿とで、決着できたはずなのだ。

　倒たおした瑠奈を拘こう束そくした後、彼女の《円卓の破片ラウンド・フラグメント》とエクスカリバーを回収し、それを破は壊かい。瑠奈の《王キング》の資格を完全に失わせることができたはずなのだ。

「わたくしとしたことが、痛つう恨こんのミスですわ。まさか、Ｍｒ．真神も一いつ緒しよに、同じ異界の中へ引きずりこんでしまうなんて……」

　フェリシアは魔法の腕うでに対する自信が、粉々に砕くだけ散っていくのを感じていた。

「このままでは、瑠奈が……あの子が、あの男の手に……ッ！」

「王よ。過ぎたることを悔くいていても仕方ありません。これからは──」

　ガウェイン卿が失意に沈しずむフェリシアを𠮟しつ咤たしようとした……その時であった。

「やれやれ、また負けたのか。君には失望したよ……フェリシア＝フェルラルド卿」

　こつ、こつ、こつ……と。路地裏の奧から、足音と気配がやってくる。

　その暗く深い闇の中から、一人姿を現したのは──

「ぐ、グローリア卿……ッ!?」

　フェリシアの背中が戦せん慄りつに震ふるえた。

　現れたのは、フェリシアの一時的な同盟者──この《アーサー王継けい承しよう戦》にて、最大の有力《最終円卓盟主ラストラウンド・アーサー》候補の《王キング》と名高い、グローリア卿であった。

　闇のヴェールが辺りを深く覆おおい、その姿を隠かくす中でも、彼がその深しん淵えんの暗くら闇やみの向こう側で、ただひたすら冷たく嗤わらっている様さまが容易に感じ取れた。

「だがまぁ、君の失敗はある意味、僕の期待通りの展開……とも言えるのかな？」

「期待通り……？　ど、どういうことですの？」

　動どう揺ようを隠せないフェリシアに、グローリア卿がどこまでも冷たく告げる。

「こう見えて僕は用心深いんだ。あのイレギュラー真神凜太朗が一体、どれほどのものか見定める必要があると思ってね。君は見事、彼の底を引き出してくれたというわけだ」

「な──ッ!?」

「なるほど、二刀の剣けん技ぎに数々の魔法、そして【魔人フオモール化】……彼は、中々に興味深い」

「貴方あなた……わたくしを当て馬に……？　ま、まさか!?　Ｍｒ．真神が、あの異界内にいたのは、貴方が何か細工をして……ッ!?」

　くっくっく……と、グローリア卿が低く薄うすら寒く笑う。

「君のお陰かげで、ようくわかったよ。真神凜太朗……彼は、僕と僕の《騎士ジヤツク》の敵じゃない。まぁ、そこそこやる方だけど、まるでお話にならない」

　恐らく、グローリア卿は何らかの手段で凜太朗の力を観察していたはずだ。

　なのに、あの圧あつ倒とう的な人外の力を目まの当たりにして、この余よ裕ゆう。

「──ッ!?」

　ぞくり……と、フェリシアの背筋を、氷のナイフで切り上げたような悪お寒かんが走る。

「敵を知り、己おのれを知らば、百戦危あやうからず、とは良く言ったものだよ。おかげで、僕はこれから遠えん慮りよなく、安心してあの瑠ザ奈コを殺せる……くっくっくっ……」

　と、その時。ぞるり……と。

　グローリア卿は濃のう厚こうな闇の中から、禍まが々まがしい大剣エクスカリバーを引き抜ぬいていた。

「僕こそが真のアーサー王の後こう継けい者しやなんだ。僕こそがこの世界を統すべる真の王であり、支配者だ。そんな僕に必要なのは完全なる勝利。そう、僕以外の候補者の皆みな殺ごろし……それ以外ないだろう？　……四至宝の収集だって？　そんなもの、他の候補者を皆殺しにしてからゆっくり集めればいい。……違ちがうかな？」

「ま、待ってください……ッ!?　お願い！　る、瑠奈だけは……ッ!?」

　フェリシアが懇こん願がんするように叫さけび、一歩前に出かけた──その刹せつ那な。

「危ないッ!?　フェリシアッ！」

　ガウェイン卿が咄とつ嗟さに剣を構えて、フェリシアの前に風のように立ちはだかった。

　耳をつんざく衝しよう撃げき音。横よこ殴なぐりの大剣に吹ふき飛ばされたガウェイン卿の身体からだが、高層ビルの壁へ激しく叩き付けられていた。

　その衝撃でコンクリートの壁は半はん壊かいし、ガウェイン卿は為なす術すべもなく昏こん倒とうしてしまう。

「ガ、ガウェイン卿!?」

「おや、さすがガウェイン卿。身を挺ていして王を庇かばうとは、騎士の鑑かがみ」

　構えた剣越ごしにガウェイン卿を一方的に打ち倒したのは、グローリア卿がフェリシアの首へ無む拍びよう子しに振るった大剣の一撃であった。

「その王に対する絶対的な忠誠心が、かつて円卓を崩ほう壊かいさせた……というのは、なんとも皮肉な話じゃないか、ねぇ？」

　ガウェイン卿は動けない。苦しげに呻うめき、血を吐はくだけで立ち上がれない。

　グローリア卿の大剣エクスカリバーの前に、ガウェイン卿などまるで子供のようであった。

「な……ッ!?　グローリア卿……今の……わたくしを本気で殺す気で……ッ!?」

　戦慄に震えながら、フェリシアが呻く。

「どういうつもりですの!?　わたくしと貴方は、四至宝が出そろうまで共きよう闘とうを──」

「はっ、君はもう用済みだよ。君の価値は、その身体に流れる古い妖よう精せいの血と魔法の知識……それを奪うばって僕のものにするための魔法儀ぎ式しきの準備が、さっきようやく整ったのでね……君の力が僕のものになれば、僕の勝利はさらに盤ばん石じやくになる」

「くっ……最初からそのつもりで!?　わたくしの力を奪うために……わたくしと同盟を結んだんですの……ッ!?　わたくしを騙だましたんですの……ッ!?」

「それはお互たがい様だろう？　この僕が気付いていなかったとでも？」

　何もかもお見通しだとばかりに、グローリア卿が肩かたで笑う。

「君は最初から僕を危険視していた。僕を放置すれば、膨ぼう大だいな数の犠ぎ牲せい者しやがこの戦いで出てしまう。なんとしても、まず僕だけは排除せねばならない……君の大事な友人を守るためにも。だが、僕はあまりにも強過ぎた。君達程度の力じゃどうにもならない」

「それは……ッ!?」

「だから、表向きは僕達と同盟を組む振りをして、水面下で密ひそかに他の候補者達と連れん携けいし……いつか僕の寝ね首くびをかく。そのつもりだったんだろう？　弱過ぎて戦力にならず、僕と戦えば犬死にしかない瑠奈には、早々に脱落願う。そうだったんだろう？」

「……そ、それは……ッ！」

「もういいんだよ、そんな茶番は。フェリシア……君はここで脱落だ」

　そう言って。

　グローリア卿きようは、懐ふところから鎖くさり付きの石のアミュレットを取り出した。

　それは『Ⅻ』と刻まれた《円卓の破片ラウンド・フラグメント》であった。

「《円卓の第十二席より・我が招しよう致ちに応じよ》」

　言こと霊だまを唱えると、その頭上にばちりと紫し電でんが奔り、魔法陣じんが瞬時に形成され──

　──虚こ空くうに『門』が開く。

　その『門』から飛び出してきた《騎士ジヤツク》は──










　　　第四章　引かれる手







　俺は、よく夢を見る。

　今は遠く懐なつかしき、とある昔せき日じつの夢を。

「おい、アーサー。どういうつもりだ？　……お前、正気か？」

　ログレスの都、キャメロット城に帰き還かんするなり、その夢の中の俺は、玉座で居い眠ねむりをしていた若き少年王……アーサーへと詰つめ寄っていた。

「お前、あのペリノア王を円卓に加えたって？」

「うん、そうだよ。いやぁー、頼たのもしい臣下が加わって、僕は嬉うれしいなぁ」

　そんな暢のん気きに笑うアーサーへ、俺は呆あきれながら食ってかかる。

「ばっか、お前！　確かにクソ強つえぇけど、あんな脳筋の猪いのしし侍ざむらい、配下にしてもロクなことになんねーぞ!?　国務長官のケイ卿が泣いてたわ、胃が痛いって！　お前、姉貴をストレス死させる気か!?　ケイ卿いねーとこの国滅ほろぶんだぞ!?　ただでさえ、円ウ卓チは考えなしの脳筋バカばっかなんだ、もう少し姉貴に気を遣つかってやれっつーの！」

「あ、あはは……義ね姉えさんには、ちょっと悪いことしたかな……」

「大体、怖こわくねーのかよ!?　お前、こないだ、あのペリノア王に殺されかかったばっかりじゃねーか！　あの時、俺が割って入らなかったら、今いま頃ごろ──」

「まぁまぁ、お互い誤解は解けたし、もういいじゃん？」

　俺が呆れていると、くすりと無む邪じや気きに笑ってアーサーは続ける。

「ロット王達との決戦も近いし、強い臣下はたくさんいた方がいいでしょ？　それに、ペリノア王……あの人はとても面おも白しろいよ？　なんでも腕わん力りよくだけで解決しようとして、実際に腕力で解決しちゃうんだから」

「面白いから、ね。お前いつもそれだな。あんなバカいたら足並みってもんがな……」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。……きっと、上う手まくいくさ」

「ああん？　どこにそんな保証が……？」

「だって、僕にはケイ卿と……■■■■、君がいるから」

　そんなことを、アーサーのやつは、いつも微笑ほほえみながら穏おだやかに言って。

「ちっ、しゃーねーなぁ。俺がなんとか上手くあの猪バカをフォローしてやんよ……ったく、世話の焼ける王様だぜ。やっぱ、持ち上げる相手を間ま違ちがったかね？」

　だが、不平不満をたらたら零こぼしつつも、内心、俺は満まん更ざらでもなくて──




　──そんな、俺がアーサーという少年王に仕えている夢を。

　俺は、物心ついた頃ころから、よく見ていた。

　歳としを経て精神が成熟し、次し第だいに物事を理解する力がつくと、俺はそれが自分の前世の記き憶おくなんだと、理り屈くつではなく魂たましいで悟さとった。

　だって、そうでないと説明がつかない。

　俺は神童だった。夢の中の俺は、剣術、魔ま法ほう、学問、何でもできた。現実の俺も、夢の中の俺と同じように何でもできた。

　夢を見て、夢の中の俺を真ま似ねる度たび、できることが増えていった。

　理屈はわからないが、俺は前世の能力と記憶を、今世に受け継ついだらしかった。いわゆる昨今、流行のチート転生というやつなんだろう。

　ただ、問題だったのは、俺が何でも度を超こえてデキすぎた……ということだ。

『ねぇねぇ、見て見て、父さん！　俺、今日のテストで、また一番だったよっ！』

『ねぇねぇ、聞いて、母さん！　俺、今日の体育で、また一番だったよっ！』

　周りが俺のことを『天才』、『神童』……そんな風に言って褒ほめたのは、最初だけだ。

　親父とお袋ふくろが、俺のことを誇ほこらしげに持ち上げたのは、最初だけだ。

　いつからだったか？　皆みなの『凄すごい』という感かん嘆たんや憧どう憬けいの視線が……まるで空気の読めない『化け物』を見るような目に変へん貌ぼうしていったのは。

　最初に、俺がその視線に気付いた切きっ掛かけは……なんだったろうか？

　全国大会に出場したサッカー部を全員、一人でごぼう抜きにしてゴールを決めた時からだろうか？　それとも、常に全国模試二ふた桁けた台の秀しゆう才さい君とのテスト勝負で、一いち夜や漬づけで圧勝してしまった時からだろうか？　はたまた、クラスメートを守ろうと、粋いきがってる不良チーム五十人を、一人でボコボコに蹴け散ちらしてしまって以来だろうか？

　優ゆう秀しゆうな研究者だった親おや父じとお袋が、半生をかけて書いた研究論文の間違いを指し摘てきし、二人の理論を超こえる新しい理論をその場で思いついて、なぜか親父を怒おこらせ、お袋を泣かせてしまった時からだろうか？

　気付けば、誰だれも彼もが俺を『化け物』を見るような目で、見ており……

　……俺は一人だった。周囲には誰もいなかった。両親すらいなかった。

　いや、それでも一人だけ『凄い！　凄い！』と俺を褒め、『将来、貴方を私の家臣にしてあげるわ！』なんて言ってた、変なガキが、いつか、どっかにいたような気もしたが……随ずい分ぶんと昔の話だ。もう顔も思い出せない。

　まぁ、とにかく、十代の半ばにして、俺は悟ったのだ。

　仕方ねえこった、と。

　出る杭くいは打たれる、この世界はそういうもんなんだ、と。

　前世の俺は、ちょっと自分でも引くくらいチートキャラだった。その前世補正によって俺の相手になる者は、今世には誰一人おらず、その代だい償しようとして俺は孤こ独どくだった。

　この退たい屈くつ極きわまりないイージーゲームの世界で、暇ひまを持て余あますしかなかった。

　本気を出せない。出してはならない。何の達成感も、喜びも、生の実感も、生き甲が斐いもないまま、寿じゆ命みようを無む駄だに消費し続けるしかない。

　なら、もう割り切るしかない。割り切ってこのクソ面白くもない人生を、それなりに楽しむしかない。俺は一人で、好き勝手に、やりたい放題生きるしかない。

　だから、俺はとある女の導きに乗って、この《アーサー王継けい承しよう戦》に参戦したのだ。

　ひょっとしたら、このクソつまんねー人生が、少しは楽しくなるんじゃないかって。

　ただ、それだけだ。俺はこの戦いにかける大層な信念や目的は、マジでまったくない。

　……だが。

　ひょっとしたら、俺は確かめたかったのかもしれない。




「おい、アーサー、早く行こうぜ！　はははっ！　ったく、ぼさっとすんなよ!?」




　夢の中、アーサー王に仕える前世の俺には、今の俺みたいな厭えん世せい観がまったくない。

　前世の俺も、今世の俺と同じかそれ以上に周りの人間から恐おそれられ、忌いみ嫌きらわれていたというのに、いつも楽しそうに生き生きとしている。

　そして、前世の俺が生き生きとしている時、そこには決まってアーサー王がいる。

　一体、なぜだ？　前世の俺は何がそんなに楽しいんだ？　俺とお前で何が違う？

　アーサーという王様は、そんなに前世の俺にとって、特別な存在だったのか？

　一体、なぜ、おお前れは……？

　ひょっとしたら。

　俺はその答えを探して、この《アーサー王継承戦》に……？




　ぱぁんっ！

「こら、凜りん太た朗ろうッ！　何、ぼさっとしているのよ!?」

　昨夜、久々見た夢について思案する凜太朗の意識を、瑠る奈なのキンキン声と、後頭部に振ふり落とされたハリセンが叩たたき戻もどす。

　はっと、凜太朗が我に返れば、時分は昼休み。

　眼前の台に並ぶのは、先日、凜太朗が生徒会の予算で仕入れた大量のパン。

　そして、大量の生徒達が、ここ、キャメロット国際学園の購こう買ばい部に押し寄せ、そのパンを我先に購こう入にゆうしようと群がっている。

　凜太朗は今、その購買部で、瑠奈と共に売り子をしているのだ。

「一体、俺は何をやっているんだ……？　俺、何しにここに来たんだっけ……？」

「このクリームパンをくれぇえええええええーーッ!?」

「お、俺はこのアンパンだッ！　アンパンを寄よ越こせッ！」

「コッペパンを要求する！」

「……毎度ありがとうございます、全部１００円です……」

　凜太朗は涙なみだ目めで売り子を続けるしかなかった。

「もっと、シャキっとしなさい、凜太朗ッ！　書き入れ時の商売は初速が命よ!?　貴方あなた、それでも商売人!?」

「ちげーよ!?　断じてちげーよ!?」

「とにかく売りなさいッ！　市場の空気が〝買い〟であるうちに、売って売って、売りまくるのよッ!?　場に流される愚おろかな消費者どもからお金をむしり取るのよッ！」

　そんな瑠奈の姿は、背中が大きく開いた、やたら露ろ出しゆつ度どの高いメイド服だ。自分の美び貌ぼうを最大限に理解して利用した、あざとさの極みだが……集客効果は絶大だった。

「もうやだ、このアーパー王……」

　溜ため息いきを吐つきながら瑠奈から視線を外し、凜太朗はちらりと隣となりを見る。

「くっ……ご、合計……３００円です……うぅ……み、見ないで……ッ！」

　そこには、やはりケイ卿きようが、瑠奈とまったく同じ露出度の高いメイド服に身を包み、涙目で震ふるえながら売り子をしている。

　そんなケイ卿の前の列には男子生徒が大量に群がり、皆、スマホのカメラを構えていた。

（ご愁しゆう傷しようサマ過ぎる……）

　凜太朗は、そんな哀あわれなケイ卿の姿に同情を禁じ得ない。

　そして、何よりこの臨時露ろ店てん販はん売ばいの空前絶後の大繁はん盛じよう、その最大の要因は──




「よっしゃッ！　ＳＳＲの『水着姿のケイ』が当たったぁああああーーッ!?」

「こっちは、ＳＲの『寝ね起おきのあどけないワイシャツ姿のケイ』だぜッ！」

「くっそ、マジかよ!?　お前ら、引き良すぎるだろ!?」

「ああ、欲ほしい……ッ！　レアカード欲しいぃいいいーーッ！　ええい、こうなったら、俺は後、五回だけ、パンを買うぞぉおおおおおおーーッ!?」

「「「「もう一回、並べぇえええええええええええーーッ！」」」」




「ふっ……様々な姿のケイ卿のブロマイドをカード化した『サー・ケイＴＣＧ』（生徒会製作）……その限定ブースターパックを、パンにつけて販はん売ばいして大正解だったわね！」

「お前、円えん卓たくの騎き士しをなんだと思ってんの？」

　ちなみに当のケイ卿は無表情となり、涙を滝たきのように流していた。

　最も早はや、何もかも諦あきらめ、考えるのを止めたようであった。

「あっはははははーーっ！　大もうけね！　笑いが止まらないわッ！」

「おかしいと思ったんだよな。戦いの長期化に備え、兵へい站たんを確保したいとか言って、都市中のパン屋を、俺に調べさせたの……なんで、あの時の俺は、どこかの隠かくれ家がの備び蓄ちく食しよく糧りようだなー、とか素す直なおに思っちまったんだ、くそ、くそ、くそぅ！」

「こら、凜太朗っ！　売り子は笑え顔がおが命よ!?　そんな暗い顔してたら、売り上げ落ちるでしょう!?」

「誰がこんな顔させていると思ってんじゃ!?　ボケッ！　ていうか、こいつ……剣エクスカリバー売って、金に余裕あるくせに、なんでこんなに金策に拘こだわるんだ……？」

　傘さん下かに入る相手を１００％間違えた──凜太朗がひたすら後こう悔かいしていた、その時だ。
















「ふっ、なかなか頑がん張ばっているじゃないか、真ま神がみ」

　次に凜太朗の前にパンを求めてやってきたのは、担任教師の九く条じようであった。

「君達、案外、良いコンビなんじゃないかい？」

「ちょ……カンベンしてくれよ、九条センセ」

　いかにも嫌いやそうに、凜太朗が溜息を吐く。

　すると、九条はどこか安あん堵どしたように口元を笑みの形に歪ゆがめた。

「どうやら、僕がしゃしゃり出る幕はなかったようだね。また厄やつ介かいな問題児が来たと、当初は頭を抱かかえていたんだけど……うん、君は瑠奈と一いつ緒しよに居れば、大だい丈じよう夫ぶそうだ」

「……はぁ？」

　意味のわからない凜太朗が呆あきれたような声をあげる。

「大丈夫？　俺が？　どういうことっすか？」

「実は、君の経歴……担任を務める僕に、上から書類で回ってきたんだよ。ブラックリストみたいなものさ。君はこの教育現場の界かい隈わいでは、結構、有名人だからね」

「……ッ!?」

「しかし、君も君で、これまで大分苦労したみたいだね。ああ、勘かん違ちがいしないでほしい。別に説教とか、指導とか、そんなことするつもりはないよ。ただ……」

「ただ……なんすか？」

　凜太朗の問いかけに、九条はちらりと瑠奈を見て、言った。

「やっぱり、君は瑠奈と一緒に居るべきだよ。きっと、それが君のためになると思う」

「はぁ……？」

「瑠奈に付き合って、瑠奈に振り回されていればいい。君の抱えている問題は、いずれ、それで解決に向かうと思う」

「わ、わけわかんねぇ……もうすでにウンザリなんすけど……」

「はは、そう言わない。きっと、そのうちわかるよ」

　そんなやりとりをかわし、九条はコロッケパンとクリームパンを要求する。

　凜太朗が五百円玉を九条から受け取り、その手に商品とお釣つりを手て渡わたす。

「…………、……毎度」

「ありがとう」

　悠ゆう然ぜんと去って行く九条。

　その背中を、凜太朗が何事かを物思いながら見送っていると……

「瑠奈ァアアアアアアアアアアアアアアアアアアーーッ!?」

　次はその場に、深み森もりつぐみを筆頭とする風紀委員会のメンバー達が、人ひと混ごみをかきわけながら、慌あわただしく現れた。

「あ、つぐみ。やっほ！」

「瑠奈さんッ！　あ、あ、貴女あなたは一体、どれだけこの学園の風紀を乱せば、気が済むのですかッ!?　校舎内でこんないかがわしいカードを大量に売りさばいて!?」

　怒いかりに震えるつぐみが、ケイ卿カードを、びしりと瑠奈の眼前へ突つきつける。

「は？　別に私、カードなんて売ってるつもりないですし？」

　瑠奈は頭の後ろで手を組み、明後日あさつての方を向いて白々しくそんなことをのたまう。

「私がやっているのは、あくまで生徒会が管かん轄かつする公式の購買活動ですし？　私が売ってるのは、あくまで生徒達の昼食用のパンですし？　そのパンに、たまたまトレーディングカードがオマケでついているだけですし？　おすし？」

「どこをどう考えても、カードがメインで、パンがオマケでしょうッ!?　そんな詭き弁べんが通用すると本気で思ってるんですか!?」

「あ、ちなみに、全種類のカードをコンプリートすると、超ちよう激レアカード『風ふ呂ろ上がり姿のケイ』をもれなくプレゼントよ！」

「それ、コンプガチャでしょ!?　れっきとした犯罪じゃないですか!?」

　瑠奈とつぐみのおなじみのやりとりに、凜太朗もケイ卿も遠い目だ。

「くぅ～～ッ！　貴女って人はぁーーッ!?　昨日の今日でもうこれですか!?　どんだけアグレッシブなんです!?　もう我が慢まんなりません！　ここでお縄なわにつきなさいッ！　さぁ、皆みなさん、あのいかがわしいブースを撤てつ去きよするんですッ！」

「「「「はいッ！」」」」

　つぐみを先頭に、風紀委員会の連中が一いつ斉せいに突とつ進しんしてくる。

「ふざけんな、風紀委員会ッ！　これは俺達のケイさん──いや、パンだぞ!?　俺達にメシ抜ぬきで、午後を過ごせと言うのかッ!?」

「ええい！　守れ、守れぇえええええええええええええええーーッ!?」

「「「「ぉおおおおおおおおおおーーッ!?」」」」

　再び、生徒会と風紀委員会、生徒達が真っ向から激げき突とつし──その場はいつものように、疾しつ風ぷう怒ど濤とう阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵え図ずだった。

「まーたこれかよ。本当にどうなってんの、この学園」

　凜太朗が呆れ果てていると。

「ちっ……この場はもうダメね！　てなわけで、ケイ卿、後は任せたわ！　この余ってるパン、残さず全部売りさばくのよッ!?　いいわね!?」

「え？　ええええええええーーッ!?　こ、この状じよう況きようでーーッ!?」

　もの凄すごい無茶ぶりをケイ卿に投げつけ、瑠奈が凜太朗の襟えり首くびを引ひっ摑つかむ。

「ほら、凜太朗！　ぼさっとしてないでッ！　とっととずらかるわよッ！」

「おい、ちょっ!?　待っ……一体、どこへ行くぅおわぁああああああああーーッ!?」

　凜太朗を引きずるように引っ張りながら、瑠奈はそのまま廊ろう下かの窓のさんに足をかけて跳ちよう躍やく──校舎の外へと飛び出していくのであった。

　ちなみに、ここは三階である。




　そのまま二人は学園を抜け出して。

　とりあえず、コンビニのトイレでメイド服姿の瑠奈を、制服に着き替がえさせた後。

「ったく、殺す気か!?　お前は本当に無茶苦茶なやつだなッ！　おいッ！」

「あっはっは！　苦しゅうないわ！」

　凜太朗は瑠奈と共に、アヴァロニア第三エリアの大通りを歩いていた。

　人工島の上に築かれたこの国際都市は、合計十三のエリアに分かれている。

　ここ第三エリアは、いわゆる学生街だ。キャメロット国際学園を中心に、学生寮りようや下宿アパート、学生向けの遊興施し設せつや飲食店、公園などが集まっている区画である。

　都市中ちゆう枢すうである第一エリアや、オフィス街である第二エリアなどと異なり、最さい新しん鋭えいの高層ビルの類たぐいはまったくなく、その街並みはどこかイングランドの古風なカントリーシティを思わせた。

「おまけに学園を飛び出したまま、授業までサボっちまって……これじゃ、俺まであの風紀委員に目をつけられちまうだろうが、面めん倒どう臭くせぇ」

「何よ、今さら。それは昨夜の時点で既すでにアウトでしょ？　男が終わったことをウジウジしないの！　貴方あなた、私の家臣でしょ!?」

「へーいへいへい」

　最早、反論する気力もなかった。

「さて……と、なると。これからどうしよっか、凜太朗？　まさか、これから殊しゆ勝しように学園へ戻もどって授業を受ける、みたいな雰ふん囲い気きでもないし、うーん……」

「ああ、そうだな。まったくその通りだな。……お　前　の　せ　い　で　な」

　凜太朗が思いっきり皮肉げに言っても、瑠奈は不敵な笑みを崩くずさない。

「ちっ……まぁいい。頭を切り替えるぞ？　《アーサー王継けい承しよう戦》……基本、この戦いは日が沈しずんでからだ。つまり油断は禁物だが、昼間は安全な時間と言ってもいい」

　凜太朗が、この世界の裏側を渡わたり歩いてきた者特有の鋭するどい目で、瑠奈を流し見る。

「そして、この激戦を勝ち残り、アーサー王を目指す俺達には、無む駄だな時間など一分一秒たりともない……俺の言いたいことはわかるな？」

「ええ、そうね、わかってるわ」

　凜太朗の神しん妙みような言葉に、瑠奈は王の風格漂ただよう威い風ふう堂どう々どうたる佇まいで、言った。

「デートしよ、凜太朗」

「ああ、その通りだ。まずは、他の《王キング》の情報収集だ。さしずめ、探さぐっておきたいやつが一人……、…………」

　しばらくの間、凜太朗は内部情報と外部情報のすり合わせに、呆ぼう然ぜんと沈ちん黙もくして……

「おーい、アーパー王～？　君、人の話聞いてたかなぁ～？　な　ん　で、そんな結論に至るのかなぁ～？　頭悪い家臣にご教示してくれよ、アーパー王～？」

「いたたたたたたたたーーッ!?　痛い痛い痛い痛い痛いぃ～～～ッ!?」

　瑠奈の背後に立ち、そのこめかみを両りよう拳こぶしで挟はさんでぐりぐりと抉えぐるのであった。

「痛いじゃないッ!?　一体、何、考えてんのよ、このバカ！」

「そりゃ、こっちの台詞せりふだぁあああああああああああああーーッ!?」

　涙なみだ目めで睨にらんでくる瑠奈の胸むなぐらを摑み、吠ほえかかる凜太朗であった。

「一体、何をどうしたら、そういう結論になんだよ!?　俺達に遊んでいる暇ひまなんざ──」

「ふんっ！　わかってないわね、凜太朗！　なぜ、あえてここでデートなのか！」

　すると、瑠奈はどや顔で胸を張り、凜太朗へと指を突きつけて堂々と言い放つ。

「いい？　私達、一応、表向きは、まだ出会ったばかりってことになってるわよね!?」

「表向きもクソも、正しよう真しん正しよう銘めい、出会ったばっかりだっつーの」

「そして！　これから、他の《王キング》や《騎士ジヤツク》達と、四至宝を巡めぐって、生死をかけた激しい戦いが繰くり広げられるであろうことは、想像に難かたくないわ！」

「ほう、それを想像できるくらいのオツムはあったか。ちょっと安心した」

「そこで！　この激戦を戦い抜くには、私と凜太朗……王と家臣のより強固な信しん頼らい関係と結束力が、必要不可欠だと言っても過言じゃないわ！」

「……そうだな」

「だから、デートよ！」

「……そうだな？」

　おかしい。何かいきなり論理が飛ひ躍やくした気がする。

「ま！　真の王たる私は、その卓たく越えつしたカリスマ力で、凜太朗のことを知り尽つくしてしまってるけど！　凜太朗は私のことを、もっとよく知る必要あるでしょ!?　ね!?」

「…………正直、もうお腹なかいっぱいなんですけど」

「というわけで！　ほら、デート行くわよ、凜太朗！」

「うお!?　こら、腕うでを引っ張るんじゃねえ!?　ああもう、どうしてこうなる!?」

　こうして。

　見事に学校をサボった二人は、平日のデートとしゃれ込むのであった。

　……まったく、色気もクソもあったものではなかったが。




　二人がその施設内に足を踏ふみ入れた瞬しゆん間かん、音と光の洪こう水ずいが、二人を押し流さんばかりに襲おそった。その施設内に所ところ狭せましと並ぶのは、様々なサイズのモニタ付き筐きよう体たいゲーム器や、人形の詰つまったガラス筐体、プリクラ撮さつ影えい機、等々。

　ここは『ナインスター』。第三エリアでは、わりと有名な大型ゲームセンターである。

「ふふん、どうせ女の子と付き合ったことなんかない凜太朗に教えてあげるわ。女の子とのデートと言ったら、まずその筆頭候補に挙げなきゃいけないのはゲーセンよ！　デートの最初で女の子をゲーセンに誘さそわない男は減点される！　これ豆知識ね！」

「お前のデート観は一体、どうなってるんだ」

　胸を張って得意げな瑠奈へ、一応、律りち儀ぎに突っ込んでおく凜太朗である。

「普ふ通つう、女とのデートっつったら、まず喫きつ茶さ店てんとか映画とか買い物じゃねーの？　いやまぁ、ちょこっと暇ひま潰つぶし程度に遊ぶなら、ゲーセンもなくはねーのか？」

「さぁ、凜太朗！　この一万円札を全部百円玉に替えてきなさい！　王命よ！」

「てめぇ、ガチゲーマーかよ!?　どんだけここで遊ぶ気だ!?」

　ったく、と文句を垂れつつ、それでもなぜか素す直なおに両りよう替がえしに行く凜太朗であった。

　すると。

「お、瑠奈ちゃんじゃーん！　おひさーっ！」

「へへ、ここで会ったが百年目だっ！　グライアで勝負だぜ！　今日こそ勝つ！」

　背後から聞こえてきたそんな声に、両替機の前に立った凜太朗が振ふり返れば。

　見た目派手で、いかにも遊んでいる風のチャラ男やギャル達が、瑠奈を見るなり、次々とフレンドリーに声をかけていく光景が目に入った。

「あ！　ごめんねー、あんた達！　私、今日は連れと一いつ緒しよだから！　ふっ、デートよ、デート！　いやぁー、モテる女はツラいわー」

「キャハハッ！　リョー、振られてやんの、ダッサ～」

「ぐぬぬぬ……なら仕方ねえ、勝負は次回までお預けだぜ!?」

「ていうか、瑠奈。アンタに付き合ってくれる酔すい狂きような男がいたんだ？　へぇ～？」

「ふっ、この超ちよう絶ぜつ美少女を捕つかまえてなんと？　私のお眼鏡に適かなう男がレアなだけよ！」

　瑠奈もそれが日常なのか、手慣れた様子であしらっていく。

（ったく、あいつ、いつでもどこでも人気者だな……）

　両替機からカップの中へ、じゃらじゃらと大量の百円玉を落とし入れながら、凜太朗がそんなことを物思う。

　思い返せば、学園でも瑠奈の周囲には常に多くの人が集まっていた。それが瑠奈の支持者にしろ、敵対者にしろ、彼女の周りから人が絶えたためしがない。

（しかし、よく見たら……あいつって本当に華はながある女だな……）

　今の瑠奈は制服姿だ。着こなしは垢あか抜ぬけているが、特別着き飾かざっているわけではない。

　なのに、アクセサリーや流行の服で着飾るあのギャル達を前にしても、何一つその存在感に陰かげりはない。むしろ、その連中を引き立て役に、こんな光と音の洪水の中で、より一層強く輝かがやかんばかりであった。

（ふん。そんなとこは、どんなに濃こい連中に囲まれても、その存在感がまったく揺ゆらがなかった、あいつにそっくりだな）

　そんな取り留めもないことを物思いながら、凜太朗はカップに入った大量の百円玉を抱かかえ、瑠奈のもとへと戻っていくのであった。




「ごくろう、我が忠臣、凜太朗！　御恩と奉ほう公こうこそ、王と家臣の絆きずなの礎いしずえ！　ゆえに貴方に褒ほう美びをあげるわ！　貴方もこれでゲームを存分に遊ぶといいわ！」

「突っ込まんぞ。突っ込まんからな？」

　凜太朗は、瑠奈に手渡された一枚の十円玉を、半眼で見つめていた。

　昨今、十円で遊べる筐体なんてあったかな……と、溜ため息いきを吐つくしかない。

　そんな凜太朗の腕に、瑠奈が楽しそうに腕を絡からめてくる。

「ねぇねぇ、凜太朗！　せっかくだから、一緒にプレイしよっ!?　その方が絶対、楽しいって！　いいでしょ!?」

「……別にいいけどよ」

　そんな瑠奈の誘いに、凜太朗は肩かたを竦すくめて諦あきらめたように応じた。

「だが、多分、何やっても俺が勝つぞ？　お前にとっちゃ、楽しくねーと思うけどな」

「バカね！　勝てないとつまんないとか、貴方、子供？」

「む……」

「こういうのは、一緒に遊ぶっていうだけで、楽しいのよ！　だってゲームよ？　勝敗が全すべてなわけないじゃない!?」

「そうかぁ？　勝敗がつかねえもんやったって意味ねえだろ……」




　とまぁ、そんなこんなで。




「あっはははははははははははははーーッ！　大したことないわねぇ、凜太朗!?」

「ぐぬぬぬ……こ、これはさすがに……ッ！」

　対戦格かく闘とうゲームの筐体を挟んで仲良く向き合い、レバガチャしている凜太朗と瑠奈。

　モニタでは、凜太朗の操あやつるヘルメットの男キャラが無様な負けぶりを晒さらしていた。

「え？　何？　貴方、さっき『何やっても俺が勝つ』とか言ってなかったっけ？　プークスクス！　無ぶ様ざまねぇ!?」

「ふざけんなっ!?　俺にダントツの最弱キャラ使わせて、自分は対戦ダイヤ１対９の最強キャラ使っておいて、そりゃねーだろ!?」

「バカね！　勝てば官軍なのよ！　ゲームなんて勝敗こそ全てなのよ!?」

「くそ、言ってることがさっきと違ちがうじゃねーか！　ええい、もうなりふり構わん！　俺も最強キャラ使うからな!?」（ナギッナギッナギッ

「ああああーーッ!?　ちょ、卑ひ怯きよう者ものぉーーッ!?」（ケェイオーウィントキィ




　そして。




「って、あああああーーッ!?　てめぇ、俺のライフアイテム取りやがったな!?」

　ガンシューティングの筐体のモニタに向かって、仲良く並んでガンコンを向け、迫せまり来るゾンビの群れを撃うちまくっている凜太朗と瑠奈。

「いいから！　凜太朗は周りのゾンビを早くやっつけて！　ボスは私がッ！」

「全っ然、当たってねーじゃねーか、へたくそ！　どけ、お前が周りのゾンビやれっ！」

「ああああああーーッ!?　なんで、私のワクチンアイテム取っちゃうのよ!?　私のキャラのゾンビ化ゲージ見てよ、もう!?」

「こら、弾だん幕まく緩ゆるめるな!?　来てる!?　サイボーグ教授が来てるって!?」




　さらに。




「ほら！　もっと、こっちに寄りなさいって！　入らないでしょ!?」

「はぁー、面めん倒どう臭くせぇ」

　プリクラの筐体内のカメラの前で、仲良く肩を寄せ合う凜太朗と瑠奈。

「ああ、もう！　だからもっと寄らないと見切れるってば！　ほら！」

「うおっ!?　お、おい……ッ!?」

　突とつ然ぜん、瑠奈が凜太朗へ不意打ちのように、腕を絡めて抱きついてくる。

　途と端たん、ふわりと瑠奈の身体からだや髪かみから芳ほう香こうが漂ただよい、凜太朗の鼻び孔こうをくすぐる。

　柔やわらかな瑠奈の身体は体温が高く、腕に伝わってくるその熱の心ここ地ち好よさに、さすがの凜太朗も動どう揺ようを隠かくせなかった。

「うんっ！　上う手まく撮とれた、撮れた！」

「…………あ、あっそ、よかったな」

　ガラにもなくドギマギしている自分に気付き、凜太朗が不ふ機き嫌げんそうに舌打ちした。

　そして、タッチパネルに映し出された撮さつ像ぞう画を見て大喜びな瑠奈の後ろ姿を見つめた。

（……いつもそうしてりゃ、普通に女の子っぽいのにな）

　普ふ段だんの態度が普段なだけに、実にもったいない。

　凜太朗がそんなことをぼんやりと考えていると……

「にひひひ……」

　瑠奈は、画面に映った凜太朗の顔に、付属のタッチペンで酷ひどい落書きを施ほどこしていた。

「あははははッ！　やだもう！　凜太朗ったら随ずい分ぶん、男前になったじゃない!?」

「て、てんめぇッ!?　だったら、お前なんかこうだッ！　このっ！　このっ！」

　タッチペンを奪うばい、凜太朗も負けじと画面の瑠奈の顔へ落書きをする。

「ちょ、女の子の顔になんてことすんのよ!?　最低ッ！　こっちだって──」

「させるかぁああああああああああーーっ！」

　狭せま苦くるしいプリクラ筐きよう体たい内で。

　取っ組み合いながらタッチペンを奪い合い、お互たがいの撮像画の顔に落書きを入れまくるという、醜みにくい戦いが展開される──




　さらに。




「こっちだっての！　こっちの牌パイを切りなさい！　私の勘かんがそう告げているわ！」

「ええい、この麻雀マージヤンを知らんバカちんめッ！　切るのはこっちに決まってんだろ!?」

　脱だつ衣い麻雀の筐体の前に仲良く並んで腰こし掛かけ、大おお喧げん嘩かしている凜太朗と瑠奈。

「場の捨て牌を見ろ！　どう考えても、こっちの方が通る可能性が高いだろ!?」

「いーや、こっちよ！　こっちを通すべきだわ！　そういう流れよ！　大体、凜太朗のそれ、もう事実上のベタオリじゃない!?　王として退くわけにはいかないわっ！」

「そっちは敵のド本命じゃねーか!?　ええい、もう時間がない！　通れッ！」（タンッ

「あっ!?」

『ロン！　リーチ・平和ピンフ・タンヤオ・一盃口イーペーコー・ドラ４！　うふっ、ごめんね♥』

　モニタでは、凜太朗が打ち込んだ牌に対して、半はん裸らの女の子キャラが無情に牌を倒たおし……２４０００点が凜太朗の持ち点からさっ引かれる。

「げっ!?　マジで!?」

「あああああああああああーーッ!?　何やってんのよ、もう!?　あと一枚でアリサちゃんを素すっ裸ぱだかに剝むけたのにぃいいいいいいいーーッ！　凜太朗のバカバカッ！」

「ぐぬぬぬぬぬぬ……ッ！」

「ええい、まだよ！　まだ終われないのよ、このままじゃッ！　絶対、アリサちゃんを脱ぬがすッ！　さぁコンティニューするわよ、凜太朗ッ！」

「必死すぎる……そこまで脱がせたいか」（チャリン、チャリン、チャリン……




　また、さらに。




「やだやだやだやだっ！　取って取って取ってぇーーっ!?」

「自分で取れっての！」

「だから！　私は！　凜太朗が取ってくれたのが欲ほしいの！」

「いや、だからさぁ……」

　ＵＦＯキャッチャーのガラス筐体の傍かたわらで、だだをこねる瑠奈に、溜息を吐く凜太朗。

「いいから取りなさい！　これは王命よ、王命ッ！　逆らえば不敬罪で死し刑けいよ!?」

　瑠奈は、筐体の中にある不細工な羊のぬいぐるみを指さして叫さけんだ。

「どんな暴君だよ。あのな瑠奈、聞け。ＵＦＯキャッチャーにはアームの設定ってもんがあってな。その筐体の中身は、まだ店側が客に取らせる気がサラサラないやつ……」

「ふうん？　無理なんだ？　なんでも出来るって言ったくせに？　ふん、所しよ詮せん、凜太朗という男はその程度なわけ？　こぉんな可愛かわいい女の子が、こんなにお願いしてるのに？」

「ぐっ……この……」

「まっ、どうしても無理っていうなら仕方ないわねぇ。あーあ、がっかりだわー、王の人事考課、凜太朗に対する査定は大暴落だわー」

「あああああああああああーーッ!?　クッソ！　わかったよ、やってやらぁ!?　見てろよ、俺の腕うでをもってすれば、この程度ォオオオオ──ッ!?」

　してやったりとほくそ笑む瑠奈に気付かず、凜太朗が大量の百円玉を、ＵＦＯキャッチャーの筐体へ投入していく──




　そして──

「あはははは！　楽しかったわね、凜太朗！」

　ひとしきり遊び倒した二人は、ゲームセンターを後にするのであった。

「でも、一万円もの出費は、ちょっと痛かったかな？」

　そして瑠奈が、てへっと戯おどけたように凜太朗に振ふり返って、ちろっと舌を出す。

「うん、痛いな。ついでに、なぜか俺の財さい布ふから三万円が消えたな。なんでだろうな？」

　後ろをとぼとぼとついてくる凜太朗の目は、完全に死んでいた。

「お前と同じように遊んでいたはずなのに、なんでだろうな？」

「ナ、ナンデダローネ？」

　さすがに気まずいのか、瑠奈がだらだらと汗あせをかきながら、笑えみを引きつらせる。

「そ、それにしても、この羊のぬいぐるみ、ありがと、凜太朗！　コレ、前から欲しかったのよねーっ！　初めての家臣の献けん上じよう品……ふふっ、王として大事にするわ！」

「ああ、精せい々ぜい大事にしろ。なにせ、原価は百円くらいなのに、末まつ端たん落札価格は、その二百倍だったからな。……アホかよ、クソ」

　嬉うれしそうに羊のぬいぐるみを手で弄もてあそぶ瑠奈へ、半眼の凜太朗が投げやりに恩着せがましく言う。実に小さい男である。

　と、そんな風に、二人が一通りじゃれあったところで。

「じゃ、次はどこへ行こっか？」

　瑠奈が、また子供のような無む邪じや気きさで、凜太朗の手を引き始めた。

「おいおい、このデート（笑）まだ続くのかよ？　勘かん弁べんしてくれ……」

「まぁまぁ、いいじゃない！　今日は徹てつ底てい的にお互いの親しん睦ぼくを深めるってことで！」

「おっかしいなー？　親睦どころか、深ぁい溝みぞができかかっている気がするぞー？」

「あっ！　そうだ、前から行ってみたい店があったの！　ほら行くわよ、凜太朗！」

「人の話聞けよ。ちょ──だから、手を引っ張るなって──ッ!?」




　……そんな調子で。

　瑠奈は終始、凜太朗を引っ張りまわし、散々に好き勝手、振り回し続けた。

　カフェに入って新作のスイーツを試ためしたり、デパートで服屋を冷やかしたり、アニメイトでラノベ談義したり、街中を当てもなく散歩したりして……

　瑠奈は常に、真夏の太陽のような大熱量の笑顔で。

　凜太朗は常に、社会人生活にくたびれた新入社員のような表情で。

　そんな凸でこ凹ぼこコンビのデートは、延々と続く。

　なんだかんだで、時間は瞬またたく間に過ぎ去っていく。

　そして……




「やったわ！　ついにあの憎にくいあんちくしょうをやっつけたわ！　第十二章・完ッ！」

「そござっすか。そりゃよかったっすねー」

　最後は、第三エリア東側沿岸にある『ソードレイク海かい浜ひん公園』のベンチに並んで座り、スマホを突つき合わせて、二人でソシャゲ大会であった。

「ふっ、凜太朗から借りた、魔法系最強サポ騎士『逢おう魔まの魔法使いマーリン』のおかげで勝った！　私のKLK（King of Lound Knightsの略）道は、これから始まるんだわ！」

「つくづく思う。これってデートなのか？　デート？　……まぁ、いいや」

　凜太朗は、ゲームアプリを閉じながら、考えるのをやめた。

「でも、貴方あなたのサポ騎士編成おかしくない？　なんで、どれも超ちよう一線級の☆５キャラで、第二覚醒済みで、レベル、スキル全部カンストなの？　ひょっとして貴方って廃はい課金？」

「さぁな？」

「そのくせフレンドが一人もいなかったなんて……友達いないの？」

「うっせ、放ほっとけ、ソロプレイが好きなんだよ」

　鬱うつ陶とうしそうに突っぱね、凜太朗がスマホ画面から目を離はなし、周囲を見み渡わたす。

　いつの間にか、辺りはすっかり黄昏たそがれ時であった。

　夕日が照らすその公園は、とても美しかった。

　澄すんだ紅くれないに燃える空。鉄てつ柵さくを挟はさんで眼下に見下ろせる海。

　緋ひ色いろの太陽を吞のみ込む水平線は、黄こ金がね色の麦畑のように燦さん然ぜんと輝かがやいている。寄せては引いていく波の揺ゆらぎが、その光こう輝きを幻げん想そう的に乱反射して、幾いく度どとなく目を灼やいた。

「さて、なんだかんだで、今日一日、散々遊び倒したな……」

「そうね」

　瑠奈はとても満足そうだった。

「ね、凜太朗。その……今日、楽しかった？」

　そして、ほんの少しだけ緊きん張ちようしたように、瑠奈がそんなことを聞いてくる。

「……ああ、楽しかったよ」

　なんだかんだで、それだけは真実なのだろう。凜太朗は素す直なおに答えていた。

「そう？　なら良かった！　ふっふーん！　家臣の慰い労ろうに努めるのもまた、王の役目！　感謝しなさいよ、この私に！」

　ほっとしたように、嬉しそうに笑う瑠奈。

「へーいへい」

　投げやりに応じて、苦く笑しようする凜太朗。

　そして、それを切きっ掛かけに、二人の会話がふと途と切ぎれる。

　今まで、凜太朗と瑠奈はひっきりなしに会話を続けていたので、こうして会話が途切れると、少し違い和わ感を覚えるくらいに静かになった。

（さて、これからどうしたもんかね？　一応、デートっつーなら、夕食にでも誘さそって、家まで送っていきゃいいのかね？）

　少々疲つかれた凜太朗が、そんなことをぼんやり考えていた……その時だった。

「ねぇ、凜太朗は……どうして、ここに来たの？」

　不意に瑠奈がそんなことを聞いてきた。

　その横顔を流し見れば、瑠奈はどこか遠い目で遥はるか彼方かなたの水平線を見つめている。

　目が眩くらまんばかりに煌きらめく空と海の境界に、瑠奈が見ているものは一体、何なのか。

「凜太朗は……なんで《アーサー王継けい承しよう戦》に参戦しようと思ったの？」

「いや、だから前に言ったろ？　面おも白しろそうだからって……」

　だが、そんな面めん倒どう臭くさそうな凜太朗の言葉に応じず、瑠奈がさらに問い詰つめる。

「たとえばさ……凜太朗って、誰だれかに会いに来たとか、誰かと何か約束をしてたとか……実はそんなこと、あったりしない？」

「……？」

　凜太朗はその質問に、妙みような違和感を覚えた。なんだか、たとえがやけに具体的だ。

　凜太朗が、瑠奈の横顔を改めて見やると……何かを懐なつかしむような目で海を眺ながめる瑠奈の表情は、どこまでも穏おだやかだった。

「……うんにゃ」

　凜太朗は正直に言った。

「そんな複雑な事情はねえよ。俺は本当に、ただ暇ひま潰つぶしのために来たんだ。普ふ通つうの世界が息苦しくて、つまんなくて……どうしても何か面白えことをやりたかった」

「そっか……そうだよね」

　不意に、瑠奈が穏やかに微笑ほほえんだ。

「ふふっ。貴方って、本当に変わった人なんだから」

　それは、凜太朗の答えが面白いから微笑んだのではないと、すぐにわかった。

　凜太朗が答えた一いつ瞬しゆん、瑠奈の表情に寂さみしげな感情が差した……そんな気がしたのだ。

（どうやら、俺は回答を間ま違ちがえたらしいな）

　だが、瑠奈は凜太朗に、一体、どんな答えを期待していたのか。

　理由はまったくわからない。だが、瑠奈のそんな横顔に、なぜか心の奥底で、ちくりと罪悪感を覚えた凜太朗が、それを誤ご魔ま化かすように瑠奈へと問いかける。

「そ、そういう、お前はどうなんだよ!?　お前はなんだって、こんな《アーサー王継承戦》に参戦してるんだ？」

「……あれ？　言ってなかったっけ？」

「聞いてねえよ」

　すると、瑠奈がすっと立ち上がって、凜太朗に真まっ直すぐ向き直った。

「決まってるわ。私はアーサー王を継承して、世界一の王様となって、この世界の全すべてを手中に収め、そして──」

　対する瑠奈は──それこそ威い風ふう堂どう々どうたる王の風格をもって、宣言した。

「──威い張ばり散らしたいのッ！」

　凜太朗は、かくんと首を傾かたむけるしかなかった。

「私はこの世界で一番偉えらくなって、人をアゴでこき使いたいッ！　働かずに楽して生きたいッ！　だから譲ゆずれないッ！　アーサー王に、私はなるッッッ！」

「こ、こいつ……本っ当にロクでもねぇ……」

　もう嫌いやだ、とばかりに、凜太朗は頭を搔かきむしって、俯うつむくのであった。

　瑠奈は負けさせた方がいいような気がしてきた……凜太朗がそう思っていると。

「そして、そんな自他共に認める世界一の王様となった私は、とある人を家臣にするの」

　不意に瑠奈の雰ふん囲い気きが変わった。

　その神しん妙みような様子を察した凜太朗が、訝いぶかしむように瑠奈を見る。

「……？　家臣？」

「そうよ。私には、どうしても私の家臣にしたい人がいるの」

「どういうこった？」

「…………」

　すると瑠奈は、そのまま海の方を向いて、しばらく押し黙だまり……

「ねぇ、凜太朗は知ってる？　この《アーサー王継承戦》の本当の目的を」

「ああ。当然、知ってる。《人理の崩壊カタストロフイ》だろ？」




　──唐とう突とつだが。

　この世界には、万ばん物ぶつの霊れい長ちようたる人間が生きる《現実界》と、神々や妖よう精せい、妖魔達が住まう《幻想界》、その二つの世界を隔へだてる《意識の帳とばり》というものが存在する。

　この《意識の帳》は、人類の共通深層意識野に根ざした世界結界であり、文明の発展と自然科学の発達と共に形成され、より強固になっていった。

　元々、この世界に《現実界》と《幻想界》の境界などなかったのだが、この《意識の帳》が形成されることによって、《幻想界》の住人達は、《意識の帳》の向こう側に追いやられ、《現実界》から姿を消していったのである。

　要するに、極きよく端たんに言えば、『お化けなんてないさ、お化けなんて噓うそさ』と、誰もが認にん識しきするようになっていったため、それが本当になってしまったのだ。

　現代では、この強固な《意識の帳》によって、ほとんどの幻想存在が《現実界》に干かん渉しようできなくなり、また、多くの人間が幻想存在を認識できなくなったのである。

　そして、恐おそるべき力を持つ幻想存在の脅きよう威いや支配から解放され、めでたく世界は人類のものとなったのだが──




「近い未来、この《意識の帳》が崩くずれる」

　凜太朗がほんの少しだけ、険しい表情で言った。

「その原因は不明。ただ、湖の貴婦人ダーム・デユ・ラツクどもが崇あがめる《運命の三女め神がみ》がそう予言した。なら、これはもう確定事じ項こうだ。

　強大な力を持つ旧ふるき神々や妖魔達が、この英えい雄ゆうの存在しない無力な《現実界》に、再び復活する。神々が人々を支配していた神話の時代に、全てが逆ぎやく戻もどりする」

「そう、それが《人理の崩壊カタストロフイ》。人の世の……終しゆう焉えん」

　瑠奈が、ふわりと髪かみをかき上げる。

　夜気が混じり始めた風が、瑠奈の髪をたおやかになびかせた。

「この《アーサー王継承戦》の勝者……アーサー王を継ついだ者は、この世界の全てを支配する力を得ると共に、この《人理の崩壊カタストロフイ》に立ち向かう義務を負うの。

　それが、いつか世界に危機が訪おとずれた時、世界を救うために再び復活すると定められたアーサー王……《過去と未来レクス・クワンダム・レクを統べる王ス・ケ・フユーチヤラス》の宿命だから」

　むしろ《アーサー王継承戦》とは、《人理の崩壊カタストロフイ》を防ぐ、救世主の選抜戦なのだ。

　それこそが湖の貴婦人ダーム・デユ・ラツク達の、本当の狙ねらいなのである。

　世界の全てを支配する力とは、ただの景品──餌えさに過ぎない。

「私はね、アーサー王の血を今に伝えるアルトゥール家の嫡ちやく子しだから、小さい頃ころから、この《アーサー王継承戦》に参戦するために、色々と英才教育を受けてきたんだけど……いつだったか《人理の崩壊カタストロフイ》のことを聞かされてね……凄すごく怖こわくなっちゃったのよ」

「…………」

「いずれ《アーサー王継承戦》に、私が参加しなきゃいけないことも……《人理の崩壊カタストロフイ》を防ぐために戦わなきゃならないことも……凄く嫌だった。どうして、私がそんな怖いことしなきゃいけないんだって」

「…………」

「でも、周りの大人達は、それがアルトゥール家の宿命だ、騎き士しの本ほん懐かいだって、全然聞いてくれなくて……私は怖くて怖くて、いつも一人で隠かくれて泣いてたわ」

「…………」

「でも、そんな時、私にこう言ってくれた子がいたのよ……『心配するな。もし、お前が世界一の王様になったら、俺がお前の家臣になってやるからよ』って。『家臣になった俺が、お前に代わって、そのカタなんとかをぶっ潰つぶしてやる』って」

　すると、遠くを見つめる瑠奈の目が、さらに細められる。

　遠い在りし日の何かを懐かしんでいるように。

「私の生家はイングランドのウィンチェスターでね。その子は両親の仕事の関係で、たまたまそこにやって来て、たまたま私と出会っただけ。その子と一いつ緒しよに過ごしたのは一夏……たった一ヶ月くらいだったけど、それでも私は救われたわ」

「…………」

「その子は凄い子だった。なんでもできる子だった。私なんかより、よっぽどアーサー王に相応ふさわしい人って思える子だった。一緒に居るだけで……なんだか、とても安心できたし……どんな困難も乗り越こえられる気がしたし……何より、とても楽しかった。その子と一緒に遊び倒たおした一ヶ月は、私の大事な宝物」

「…………」

「あの子との別れ際ぎわ、別れたくない、もっと一緒に遊びたいって泣き喚わめく私に、あの子は約束してくれたわ。いつか、私が世界一の王様になったら、私の家臣になってくれるって……その約束だけが、重責に潰されそうな私の支えになった」

　すると、瑠奈は凜太朗を振ふり返り、おかしそうに笑った。

「ま、あれから、私も色々と成長したわ。この世界を《人理の崩壊カタストロフイ》から救いたいと思える程度には、私にも大切に思えるものが増えたし。それを守るために戦いたいとも思ってる。それでも……やっぱり、私は今でも……」

　不意に、瑠奈が言葉を切り、少し間を置いて続ける。

「……変よね？　あんな、子供の口約束だけで、王様目指しているなんてさ？」

「……別に？　……いいんじゃね？」

　凜太朗は肩かたを竦すくめて言った。

「どんな理由だって、俺の理由より遥はるかにマシだ。好きにすりゃいいさ、お前が普ふ段だんうっちゃらしてるようにな」

「そうね。好きにするわ。今さらだもんね」

「ふん……見つかるといいな。お前の家来になってやってもいいって言ってくれた、その奇き特とくなやつ。……そいつは真性のアホだ、つらが見てぇ」

「そうねぇ。その子、今、どこで何をしているのかしらねぇー？」

　瑠奈がニヤニヤしながら、凜太朗の顔を見つめていた。

「……なんだよ？」

「さぁ？　なんだと思う？」

「ちっ、変なやつめ。……っていうかよ!?　ちょっといい話に誤魔化されちまったが、威張り散らしたいとか、人をアゴでこき使いたいとか、働きたくないとか、それ、全然、動機に掠かすってねえじゃねーか!?」

「え？　だって、その方が、世界一の王としての貫かん禄ろくと威い厳げんがあるでしょ？」

「どうなってんだ、お前の王道」

　結局、いつものように痛くなってきた頭を、凜太朗が押さえていると。

　どんっ！　その時、何かが地を震ふるわせる音が、向こうの雑ぞう木き林ばやしの中から上がり、たくさんの鳥が、ばさばさっと飛び立っていくのが見えた。

「……えっ？　何？」

「気をつけろ、瑠奈。あの雑木林から、微かすかな《星オ気ー光ラ》の気配を感じた」

　目を瞬しばたたかせる瑠奈へ、凜太朗が警告を飛ばす。

　唐突に漂ただよう不ふ穏おんな予感に、凜太朗の目がたちまち鋭するどくなっていく。

「ケイ卿きようを喚よべ。誰だれかが何かを仕し掛かけてきたのかもしれん。……確認してくる」

　そう言って。

　凜太朗は、迷いなくその雑木林へ向かって歩き始めていた。




「もっと、奥か？」

　この海かい浜ひん公園の敷しき地ちの大部分を占める雑木林の中にて。

　凜太朗は、落ち葉を踏ふみ潰しながら、辺りに残留した《星オ気ー光ラ》の微かな気配を辿たどり、林の奥へと進んでいった。

　奥に行けば行くほど、鬱うつ蒼そうと茂しげる木々と緑の匂においは濃こくなっていく。

　日の沈しずみかけた黄昏たそがれ時ということもあって、どんどん辺りは暗くなっていった。

「ねぇねぇ、こういう雑木林を探検するのって、何かわくわくしてこない？　子供の頃を思い出させてくれるっていうかさ！」

「ったく、待ってろっちゅーたのに」

　凜太朗の隣となりには、当然のように瑠奈の姿。

　そして……

「る、瑠奈ぁ……で、デート……デートだなんて……しかも、真神凜太朗とかいう、どこの馬の骨とも知れない、史上最低最悪のクズ男とだなんて……ぶつぶつ……」

　その後ろにトボトボとついて来るのは、まるで世界の消しよう滅めつを現在進行形で目まの当たりにしているかのような表情のケイ卿（一応、フル装備）であった。

「どうせ、真神凜太朗のことです……瑠奈の若くて瑞みず々みずしい身体からだを、貪むさぼるだけ貪り尽つくして、財産を毟むしるだけ毟って、身も心も玩がん具ぐにして踏みにじって、最後はゴミのようにポイして別の女に走るに決まってるんです……認めない……お姉ちゃんは絶対、そんなの認めませんからね……真神凜太朗だけは駄だ目めですからね……」

（……緊きん張ちよう感のねぇ連中だ。てか、俺、どんだけ株低いのよ？）

　そんなしょうもない呟つぶやきを聞き流しつつ、《星オ気ー光ラ》の気配を辿るままに、通常の散策コースを大きく外れ、鬱蒼とした林の奥へ奥へと足を進めていくと……

　凜太朗達はやがて、その人物に遭そう遇ぐうした。

　一際大きな大木の根元に誰かが腰こしを下ろし、幹に力なく寄りかかっている。

　その人物は──

「ガウェイン卿!?」

　フェリシアの《騎士ジヤツク》──ガウェイン卿であった。

「あっ、こら、待て!?」

　凜太朗の制止の声も聞かず、瑠奈が一気にガウェイン卿へと駆かけ寄っていく。

　その後を慌あわてて追う、凜太朗とケイ卿。

「ガウェイン卿!?　ど、どうしたの、その負傷!?」

　見れば、ガウェイン卿は全身に酷ひどい傷を負っており、まるでボロ雑ぞう巾きんであった。

　纏まとう鎧よろいは紙のように斬きり裂さかれ、凸でこ凹ぼこに変形し、最も早はや、鎧の体ていをなしていない。その全身には無数の刀傷、刺し傷しよう、打だ撲ぼくが刻まれており、酷く血ち塗まみれだ。

　彼が、魔ま法ほうで口寄せした騎士の霊れい魂こんを、マナで受肉させた存在──《騎士ジヤツク》でなければ、とっくの昔に息絶えていたことだろう。

「ちょっと……フェリシアは？　ガウェイン卿……フェリシアはどこよ!?」

　ガウェイン卿は、《王キング》であるフェリシアを守る《騎士ジヤツク》だ。

　当然、その傍かたわらにはフェリシアの姿があって然しかるべきなのに、その周囲にフェリシアの姿は影かげも形もない。

「うぅ……まさか……こ、こんな所で貴女あなた達に出会うとは……」

　狼狽うろたえる瑠奈へ、ガウェイン卿が何かを差し出す。

　それは、フェリシアのエクスカリバーと《円卓の欠片ラウンド・フラグメント》だ。

「えっ……？　これって……？」

　思わずそれを受け取った瑠奈が、ガウェイン卿を呆ぼう然ぜんと見つめる。

「おい、ガウェイン。……何があった？　言え」

　凜太朗がいつになく真しん剣けんな表情で、問うと。

「……瑠奈＝アルトゥール……貴女を、我が主君、フェリシアの古い友人として……頼たのみたいことがあります……どうか……」

　ガウェイン卿が、震える声で何かを説明しようとした……その時だった。

「おや？　持ち去られたエクスカリバーと《円卓の欠片ラウンド・フラグメント》を一応、回収しておこうと、こうして探し回ってみれば……結構な獲え物ものが釣つれてしまったみたいだね」

　不意に、そんな声が一同の耳に届いていた。

　林の奥から、何者かが木の葉を踏みつけ、ゆっくりとやってくる。

　一歩一歩に、その何者かが放つ壮そう絶ぜつな存在感が、頭上から凜太朗達を押し潰すかのように圧あつ迫ぱくし、肌はだをびりびりと震わせた。

　思わず息を吞のむ一同の前に、やがて木々の陰かげから現れたのは一人の青年であった。

　すらりとした長身瘦そう軀く。怜れい悧りな細ほそ面おもて。眼鏡の奥で鋭く光る双そう眸ぼうはどこまでも冷たく、人間味が感じられない。

　そして、その手には、暗黒の《星オ気ー光ラ》を隠す気もなく周囲へ発散する、禍まが々まがしい造形の大剣エクスカリバー──《アーサー王継けい承しよう戦》に参戦する《王キング》の証あかし。

　その人物の正体は──

「く、九条先生ッ!?」

　瑠奈が驚きよう愕がくに震え、目を見開いて硬こう直ちよくする。

　エクスカリバーを携たずさえたその人物は、九条──瑠奈のクラス担任であったのだ。

　人物がすぐに一いつ致ちしなかったのは、そのどこまでも冷れい酷こくな瞳ひとみと雰ふん囲い気きが、あの温おん厚こうで人のよい教師像とまるで重ならなかったからだ。

「学校をさぼって、どこへ行ったかと思えば……まさか、こんな所にいたなんてね」

「く、九条殿どの!?　あ、貴方あなたも《王キング》だったのですか!?」

　この青せい天てんの霹へき靂れきに、ケイ卿も動どう揺ようを隠かくせないようであったが──

「やっぱりな」

　凜太朗は、わかっていたとばかりに鼻を鳴らして、九条を流し見る。

「ほう？　真神。君は僕の正体に気付いてたのかい？」

「まぁな。昼間、購こう買ばいで釣り銭せんを渡わたした時に見た、アンタの手……素人しろうとの手じゃなかったしな。ありゃ、相当の修練を積んだ剣けん士しの手だ」

「ははは……目め聡ざといね、真神」

「アンタが迂う闊かつなんだよ。怪あやし過ぎるから、アンタには探さぐりを入れるつもりだった……瑠奈のやつが、デートだなんて言い出さなきゃな。まぁ、手間が省けたよ」

　すると、九条は薄うすら寒く嗤わらって、言った。

「教えてあげよう。僕の本当の名は、九条＝グローリア＝蒼そう馬ま……アーサーの古き高貴なる血を引くグローリア家を取り込んだ九条財ざい閥ばつの御おん曹ぞう司し。この《アーサー王継承戦》に参戦した《王キング》の一人さ」

　そう宣言した途と端たん──九条の存在感がさらに、巨きよ人じんのように膨ふくれ上がった。

　ぞくり、と。場の気温が一気に氷点下を振ふり切った。

（──ッ!?　な、なんだこいつ!?）

　この時、凜太朗は魂たましいで悟さとった。

　この九条が、とんでもない化け物だということを──

（こうして、目まの当たりにしてもまるで信じられねえ……この九条とかいう男……ヤバ過ぎるぞ!?　俺も中身が大たい概がいチートだが、こいつはそれ以上ッ！　こいつ……一体、中身に何が入ってやがる……ッ!?）

　凜太朗が冷ひや汗あせを垂らして、身構えていると。

「九条先生……貴方、フェリシアをどうしたのよ!?」

　瑠奈が硬かたい声で、九条を問い詰つめる。

「ん？　ああ、聞いたよ。君はあのフェリシアの子供の頃ころからの友人なんだっけ？　安心していい、彼女は生きている。……まぁ、これから殺すんだけどね」

「──ッ!?」

「でも、君はそんなこと気にしなくていい。どうせ、君はここで死ぬのだから」

　そんなことを言い捨て、九条はポケットから、鎖くさり付きの何かを取り出した。

　それは『Ⅻ』と刻まれた《円卓の破片ラウンド・フラグメント》──

「《円卓の第十二席より・我が招しよう致ちに応じよ》──」

「十二席だと!?　まさか──ッ!?」

　凜太朗が目を剝むく前で、九条の頭上に紫し電でんが奔はしり、三つ重なる先トリケの尖った楕円トラの魔法陣じんが、瞬しゆん時じに形成される。虚こ空くうに『門』が開く。

　その『門』から、極きよつ光こうと共に一人の《騎士ジヤツク》が降臨する。

　なびく長く美しき髪かみ、刃は物もののように鋭く美しき双眸。ギリシャ彫ちよう刻こくのように整った体たい軀くに纏うは蒼銀の鎧。携えるは、竜りゆう殺しの名剣アロンダイト。

　その《騎士ジヤツク》は、まるでこの世の者とは思えないほどの美び丈じよう夫ふであった。

「へっ……やっぱ、お前が来るか……ッ!?」

　その騎き士しを目の当たりにした瞬間、凜太朗が珍めずらしく顔を緊きん張ちように強こわ張ばらせ──

「貴方は……そんな……まさか……ッ！」

　ケイ卿きようはただただ、呆然と忘ぼう我がするしかない。

　そして、凜太朗は額に脂あぶら汗あせを浮うかべ、その《騎士ジヤツク》を睨にらみ据すえながら言った。

「湖のランサー・ランスロツスロットト・デユ・ラツク。言わずと知れた、円卓最強の騎士……正しよう真しん正しよう銘めいの化け物め」

　アーサー王物語でもっとも有名な騎士、ランスロット卿。

　その音に聞こえた武勇は、現代でも枚挙に暇いとまがないほどだ。

　曰いわく、山のような巨人二体と同時に戦って圧勝する。

　曰く、ケイ卿に変装し、何十人もの追っ手を相手に圧勝する。

　そのまま正体を隠したまま、なりゆきで腕うで利ききの円卓の騎士達とも戦い、やはり圧勝。

　ドラゴン退治もお手の物。

　曰く、とある戦いで五百人の凄すご腕うで騎士を、三日間かけて全すべて倒たおす。

　騎馬槍試合トーナメントに出れば、トリスタン卿やラモラック卿がいない限り、優勝が当たり前。

【太陽の加護】で、三倍の力を得たガウェイン卿すら、軽くあしらってしまう。

　そんな最強の騎士の登場に、誰だれも彼もが硬直していると──

「ふん。また会ったな、この卑ひ怯きような裏切り者めが」

　ランスロット卿が、どこまでも凍こごえた目で、ガウェイン卿を射い貫ぬいていた。

「うぅ……ら、ランスロット卿……」

「貴公のような下げ劣れつな男を円卓の騎士として重用していたことが、アーサー王の最大の過あやまち……否いな、王を守れぬ無能な騎士共が群れる惰だ弱じやくな円卓こそ、そもそもの過ちだった」

　そんな呪じゆ詛そを吐はき捨てながら、ランスロット卿は剣を構えた。

「その過ちを我が剣で正す。そう、私以外の円卓の騎士は、王に必要ない。この戦いくさに参加する無能な円卓の騎士の全てを殺すッ！　私はそのために此処に居るのだッ！」

　その瞬間。ランスロット卿から暴風のような闘気が膨れ上がり、凜太朗を、瑠奈を、ガウェイン卿を、ケイ卿を容よう赦しやなく殴なぐりつけた。

「九条殿、我が真なる主君よッ！　王命を下せッ！　騎士を殺せとッ！　己おのが敵を滅ほろぼせとッ！　我が剣は王たる貴方を守護し、その覇は道どうを血と屍しかばねで敷しくためにあるッ！　さぁ、いざッ！　私に騎士を……偽いつわりの王どもを鏖みなごろしにさせるのだ……ッ！」

　ランスロット卿の、その底知れない昏くらく深い憤ふん怒ぬと憎ぞう悪おに燃えた目は、見る者全ての魂を芯しんから凍いてつかせるのであった。

「ら、ランスロット卿の言葉とは思えない！　一体、どうしたと言うんですか!?　誰よりも慈じ愛あいに満ち、騎士道を愛した貴方が一体、なぜそんな非道を!?」

　ケイ卿は、信じられないとばかりに叫さけび──

「くっ……やはり、君がそんなにも変わってしまったのは、僕のせいか……」

　ガウェイン卿が、後こう悔かいに満ちた目で項うな垂だれる。

　そして。

「いいよ、ランスロット卿。存分にやるといい。一人も逃のがすな」

　九条の、そんな短く呆あつ気けない、躊躇ためらいも慈じ悲ひもない命令に。

「ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」

　ランスロット卿が、憤怒を漲みなぎらせた獣けものの咆ほう哮こうを上げ、突とつ進しんした。

　あまりにも。あまりにも一方的な戦いが始まった。

　ランスロット卿の動きは想像を遥はるかに絶して、尚なお、あまりあるものであった。

　それを強しいて喩たとえるなら──大地を伝い走る、稲いな妻ずま。

「ぐわぁああああああああああああああああーーッ!?」

　殲せん滅めつする雷らい獣じゆうと化したランスロット卿は、一瞬でガウェイン卿を斬きり捨て──

「あっ──ぐぅうううううううーーッ!?」

　その刹せつ那なに返す刃やいばで、抜ばつ剣けんすら間に合わないケイ卿をも斬り伏ふせる。

　血ちが霞すみをまき散らして吹ふき飛ぶ二人の《騎士ジヤツク》を置き去りに、ランスロット卿はそのまま真まっ直すぐ瑠奈へと迫せまり──落らく雷らいのように剣を振るった。

　そのあまりの神速に、瑠奈はまったく反応できず──

　空間が砕くだけ散るかのような衝しよう撃げき音。

　空間がねじ曲がるかのように渦うず巻まく剣圧。

「凜太朗!?」

「く、そぉ……ッ!?」

　瑠奈を脳天から股こ間かんまで両断しようとしていた剣を、割って入った凜太朗が、頭上に交差させた双そう剣けんで辛かろうじて受け止めていた。

　見れば、凜太朗はすでに魔人フオモール化していた。

　白い髪をなびかせ、その全身に暗黒なる力を恐おそろしいほどに漲らせている。

　だが、それでも──

「逝いねぇええええええええええええええーーッ！」

　圧あつ倒とう的に、ランスロット卿の方が格上。凜太朗などまるで小人。

　ランスロット卿が剣を、爆はぜる雷らい光こうのように激しく切り返すと、その壮絶な威い力りよくに、凜太朗の身体からだが完全に泳いでしまう。

　そのまま、ランスロット卿が凜太朗へ、怒ど濤とうの如ごとく打ちかかる。

　唐から竹たけ、逆袈け裟さ、右薙ぎ──刹那に翻ひるがえる三さん閃せんの斬ざん打だ──猛もう攻こうだ。

　一撃受ける度たび、凜太朗の身体を信じられない衝撃が突つき抜ぬけ、骨と内臓を軋きしませ──

「ぐわぁあああああああああああああああああああーーッ!?」

　ついに受けきれず、凜太朗の身体が為なす術すべもなく、水平にカッ飛んでいく。

　何本もの大木をへし折って倒しながら、まだその身体の勢いは止まらない──

「凜太朗ーーッ!?」

「ははははははっーーッ！　さすがだよ、ランスロット卿！　それでこそ真なるアーサー王となる、僕に相応ふさわしい最強の《騎士ジヤツク》だ！」

　瑠奈の悲鳴と、九条の哄こう笑しようが、昏い林の奥深くにアンサンブルするのであった。

「さぁ、ランスロット卿……王命だ。そこの偽りの《王キング》も殺してしまえ。この世界の王は、この僕ただ一人……他はいらない。さぁ殺せ」

「──御ぎよ意い」

　そして──対たい峙じしただけで魂を圧殺しそうな、ランスロット卿の殺気が、残った瑠奈を容赦なく蹂じゆう躙りんする。その殺気が死神となって視覚化するような錯さつ覚かくが瑠奈を襲おそう。

　並の人間ならば、絶望の淵ふちに沈しずんで喪そう心しんするか、あるいは怯おびえて震ふるえて泣いて命いのち乞ごいをするか、あるいは壊こわれてしまうか──そんな状じよう況きようだが。

「……ん？」

　九条が眉まゆを顰ひそめる。

　なんと、意外にも瑠奈は威い風ふう堂どう々どうと腕うで組ぐみして、不敵に笑っていたのだ。

「どうしたのかな、瑠奈？　あまりの絶望に気でも触ふれてしまったかい？」

　すると、そんな嘲あざけるように、薄うつすら笑う九条へ。

「ふんっ！　私の凜太朗がそう簡単に、やられっぱなしで終わるわけないでしょ!?」

　瑠奈がそう自信満々に言い捨てた──その時であった。

「む……？」

　ふと、九条は気付いた。

　九条とランスロット卿の視界に映る周囲の空間が……ぐにゃぐにゃと歪ゆがみ始めたのだ。

　木々も、瑠奈達の姿も、全てが歪み、まるで焦しよう点てんが合わない。

「なんだ、これは……？」

　九条が眉を顰めて、この異常事態に訝いぶかしんでいると。

「……やれやれ、なんとか間に合ったぜ」

　とある木の陰かげから、無傷の凜太朗が姿を現していた。

「なるほど……これは君の仕し業わざか」

　一本取られたとばかりに、九条が口元を皮肉げに歪めた。

「さっき、ランスロット卿に吹き飛ばされた君は【影かげ法ぼう師し】……その隙すきに、君は僕達の周囲に【異界化】を施ほどこし、僕達だけを現実界から切きり離はなした、というわけか」

「ご名答。俺達は、てめぇらが異界の中で迷まい子ごになってる間に、のんびり安全に撤てつ退たいさせてもらうさ」

　瑠奈の隣となりに並んだ凜太朗が、にやりと笑う。

「ったく、面おも白しれぇなぁ、この界かい隈わいは。前世の時もそうだったが、こっち側の世界にゃ、上には上ってもんが、ごろごろいやがる。……ありがとうよ、九条。お陰で、俺は退たい屈くつせずにすみそうだ」

「ほう？」

「ああ、確かにテメェらは強つえぇ。正面からやり合えば、まるで勝てる気がしねえ。だが……最後に勝つのは俺だ。今は首を洗って待っていろ」

「ふうん？　あながち、ただの捨て台詞ってわけでもなさそうだ。ははは、どうやら君は本気でそのつもりでいるらしい……これだけの力の差を目にしてもね。くくく……俄が然ぜん、君に興味がわいてきたよ、真神凜太朗……」

　どこまでもふてぶてしく笑う凜太朗と、愉ゆ悦えつに顔を歪ませる九条。

　こうしている間にも、凜太朗視点では九条の姿がどんどん薄うすれていき、同様に九条視点でも凜太朗達の姿が、空間の歪みの中に消えていく……

「僕の覇道最大の障害は、他のどんな《王キング》でもなく……実は君なのかもね」

「お褒ほめに与あずかり光栄だ。地じ獄ごくへ落ちろ」

　そして、最後に。

「さて……そろそろ時間らしい。瑠奈＝アルトゥール、君には一応、告げておこう」

　九条は瑠奈を流し見て言った。

「フェリシア＝フェルラルドの命は、今夜零れい時じをもって潰ついえる」

「!?」

「……もし、君が彼女の命を惜おしいと思うなら……来るがいいさ。この国際都市第二エリア……セントラルシティパークホテルの最上階へ」

　それはこの都市で、もっとも高い高層ビルであった。

「その最上階のフロアは僕の貸し切りでね……僕と彼女はそこに居るよ。僕は逃にげも隠かくれもしない。……くくく、そこで君達を皆みな殺ごろしにしてあげるよ」

　九条はそう言い残して。

　キン！

　澄すんだ金属音と共に、空間の歪みが瞬しゆん時じに矯きよう正せいされる。

　一瞬、視界が眩まばゆく白熱して──九条と、ランスロット卿きようの姿が消えていた。

　彼らは今、凜太朗が即そつ興きようで作った『異界』の中へ一時的に閉じ込められたのだ。

「フェリシア……」

　痛ましい顔で、フェリシアのエクスカリバーと《円卓の欠片ラウンド・フラグメント》を握にぎりしめる瑠奈。

　瀕ひん死しで倒たおれ伏しているケイ卿と、ガウェイン卿。

　誰だれも何も言葉を発しない、発せられない。

　そんな状況下で──

「……撤てつ収しゆうだ、瑠奈。あんな簡易的な『異界』じゃ、連中を何分も足止めできん。やつらはすぐ戻もどってくる。……いったん仕切り直しだ」

　凜太朗は、淡たん々たんと瑠奈を促うながし、次なる行動を迅じん速そくに開始するのであった。










　　　第五章　彼と彼女の決別







　海かい浜ひん公園を離れた凜りん太た朗ろう達は、第三エリア郊こう外がいのとある廃はい屋おくの一室に集まっていた。

　凜太朗達が不法侵しん入にゆうしたその部屋は、元々、応接間か何かだったのだろう。

　だが、今は隅すみに積まれた空の木箱以外の物はなにもなく、がらんとしている。

　以前の住人が去って久しいのか、室内は妙みようにほこりっぽい。

　窓の外を見れば、もうほとんど日は沈みかけ、室内に闇やみが染しみ込んできている。

　その塗ぬり潰つぶされたような闇を、凜太朗の【蛍ほたる火び】の魔ま法ほうが生んだ光球が淡あわく払はらっていた。

「全すべては……瑠る奈な殿どの、貴女あなたをあの九く条じようの魔の手から守るためだったのです」

　瑠奈に命じられて、凜太朗が魔法でガウェイン卿の傷を渋しぶ々しぶ癒いやしてやると、ガウェイン卿は、ぽつぽつと語り始めた。

「九条＝グローリア＝蒼そう馬ま……円卓最強のランスロット卿を《騎士ジヤツク》に従え、自身も伝説時代の英えい雄ゆうに匹ひつ敵てきする武を持つ彼は、間ま違ちがいなく今回の《アーサー王継けい承しよう戦》における最有力の《王キング》……同時に、彼は他の《王キング》を皆殺しにして勝ちを狙ねらうという過激派だ」

「ほう？　こりゃとんだ悪党がいたもんだ……俺が可愛かわいく思えてくるぜ」

　こんな状況だというのに、凜太朗が空気の読めない戯おどけた返しをする。

「必定、九条殿との戦いは決死のものになります。決着まで、恐らく何人もの《王キング》が犠ぎ牲せいになる……そう判断した我が主君フェリシアは、表向きは九条と手を組み、裏で九条を倒すための方策を必死で考えていました。

　彼の弱点を探さぐり、真に同盟できる《王キング》を探し、そして、こんな危険過ぎる戦いに、貴女を巻き込みたくなくて、貴女を早期に脱だつ落らくさせようと必死だったのです」

　すると、瑠奈が微かすかに口元を歪め、懐なつかしむように言った。

「そう。私とフェリシアは、プライマリー時代は仲良くて、よく一いつ緒しよに遊んだんだけど……私の家も彼女の家も両方、この戦いでアーサー王を我が一族より出そうとしていた家同士で仲が悪くてね。それでいつの間にか、私達も疎そ遠えんになっちゃったけど……そっか……フェリシア、私のこと、まだ友達だと思ってくれてたんだ」

　そして、ガウェイン卿の話は続く。

　九条が、そんなフェリシアを逆に利用していただけのこと。瑠奈とフェリシアの戦いに何らかの介かい入にゆうをしていたこと。昨日、九条がフェリシアを見限り、フェリシアとガウェイン卿を打ち倒したこと。裏事情の全てが語られた。

　そして──

「瑠奈＝アルトゥール。恥はじを忍しのんで、貴女に頼たのみがあります」

　ガウェイン卿は瑠奈の足あし下もとに剣けんを置き、両りよう膝ひざをついて頭を下げていた。

「僕一人では、あの九条に……そして、ランスロット卿には勝てない。だが、それでも僕はフェリシアを救いたい。どうか、貴女の力を貸してくれ……この通りだ」

「断る。ふざけんな。なんで敵を助けなきゃなんねーんだ？」

　空木箱の上にふて腐くされたように寝ねそべる凜太朗が、にべもなく断じた。

「はっ……そもそも、だ。ガウェイン……てめぇ、本当はフェリシアなんかどうでもいいんだろ？　ただ、ランスロットを倒したいだけなんだろ？　あの時のようにな」

「──ッ!?」

　そんな凜太朗の蔑さげすむような指し摘てきに、ガウェイン卿が押し黙だまる。

「凜太朗ッ！　主君に忠誠を尽つくす騎士に対して、なんて無礼な──ッ!?」

「黙ってろ、ケイ卿。……こいつの心ん中には闇があんだよ」

　いきり立つケイ卿へ、凜太朗が吐はき捨てる。

「かつての伝説時代……こいつは、もっとも優すぐれた騎士と謳うたわれたランスロットと親友同士だった……そうだったな？」

「え、ええ。ガウェイン卿とランスロット卿の仲は、私の目から見ても……」

「だが、こいつは内心、そのランスロットが妬ねたましくて仕方なかったんだよ。なにせ【太陽の加護】を駆く使ししてすら、ランスロットの足下にも及およばなかったんだからな」

　凜太朗は、俯うつむいて押し黙るガウェイン卿を睨にらみ付ける。

「そして、ガウェイン。お前は実弟おとうとのアグラヴェインをそそのかし、アーサーの嫁よめのギネヴィアとランスロットの不ふ倫りんを捏造させた。……そうだろ？」

　凜太朗の淡々とした告発には、ガウェイン卿に対する堪こらえきれない怒いかりが滲にじんでいた。

「な!?　そんな、バカな!?　その話は本当なのですか!?　ガウェイン卿！」

　ケイ卿は信じられないとばかりに、啞あ然ぜんとガウェイン卿を見つめ……ガウェイン卿は黙ってそれを受け入れている。

「その不倫騒そう動どうを発ほつ端たんに、アーサーとランスロットの戦争が始まり、アーサー派とランスロット派で円卓は真っ二つに割れた。そして、ガウェインは最後までアーサーへの忠誠心を錦にしきの御み旗はたに、ランスロットとの戦いをやめなかった。アーサーが戦争を止めようとしても聞きゃしなかった。ガレスとガヘリスの仇かたき討うちすら、ランスロットと戦う免めん罪ざい符ふに利用して戦い続けた。こいつはな、どうしてもランスロットに勝ちたかったんだよ」

　凜太朗はガウェイン卿を切り捨てるように言い放っていた。

「後は知っての通りだ。こんな誰だれ得とくな泥どろ沼ぬま戦争やってる隙に、モードレッドのバカが本国で反乱を起こし……カムランの丘おかだ。あれだけ栄えい華がを極きわめ誇ほこった円卓の終しゆう焉えんだ」

「…………」

「どういうわけか、今ではランスロットが円卓をぶっ壊こわした大罪人で、お前は最後までアーサーに忠義を尽くした騎士の鑑かがみってのが定説だが……俺に言わせりゃ逆だ、逆。

　てめぇこそが、あいつアーサーの円卓を破は壊かいした大罪人だ。

　誰よりもアーサーに忠義を尽くし、騎き士し道どうを尊んだランスロット……それが終わってみりゃ、親友ガウエインに裏切られ、無実の不倫の不ふ名めい誉よを被かぶり、円卓壊こわした張本人扱あつかいされ、アーサーを最後まで守れず、その死に目にすら会えない……そりゃ、ランさんもキレるわ」

「……そこまで知っているのか、真ま神がみ凜太朗」

　ガウェイン卿は凜太朗の糾きゆう弾だんを何一つ否定せず、乾かわいた自じ嘲ちようの笑えみを零こぼした。

「君が何者かはわからない。君がなぜ、私の暗黒面を知っているのか……それもわからない。だが……そうだ。君の言っていることは、ほぼ事実だ」

「ガウェイン卿!?　そ、そんなまさか……ッ!?　貴方あなたが……ッ!?」

　観念したように呻うめくガウェイン卿に、ケイ卿が驚きよう愕がくに目を見開いた。

「ふん、ほら見たことか」

　我が意を得たりと、凜太朗が瑠奈へ振ふり向いて、薄うつすら嗤わらった。

「こいつは、あの時みてえに、フェリシアへの忠誠心を盾たてに瑠奈を利用し、ランスロットを倒したいだけだ。フェリシアのためじゃねえ、自分のエゴのためにな」

　だが──

「……それだけは違う」

　今まで凜太朗の糾弾を受け入れるだけだったガウェイン卿が、不意に否定した。

「ンだとぉ？」

「僕は確かに叔お父じ上うえ……アーサー王のような立派な騎士になりたかった。王にもっとも近い場所にいるランスロット卿が妬ましかった、超こえたかった。だけど、僕は最低のクズだった。なぜ、かつての僕はそれを間違った方法で目指してしまったのか……死して、今もなお後こう悔かいは尽きない。だからこそ……だからこそなんだ！」

　ガウェイン卿は凜太朗を見上げ、真しん摯しな表情で叫さけんだ。

「今度こそ、僕はただ王に忠義を尽くす真の騎士でありたい！　生前、成し得なかった真の騎士を目指したい！　だから僕は一人の騎士として、今世の主君であるフェリシアを救いたいんだ！　噓うそ偽いつわりだらけの僕だったけど……この思いだけは偽りじゃない！」

　一瞬、凜太朗は、そんなガウェイン卿の必死な訴うつたえに気け圧おされて……

「はっ……どうせ、それもまた噓だろ」

　思い出したように一笑に付し、凜太朗は肩かたを竦すくめ、瑠奈に向き直った。

「瑠奈。こんなやつ放ほっとけ。俺達は俺達で、九条狩がりの作戦を考えるぞ」

　そして、取り繕つくろったような楽しげな表情で、凜太朗が語り始める。

「まずフェリシアは当然、見捨てる。連中と正面からやり合うのは得策じゃねえしな。そして、やっぱ格上を殺すなら、他の《王キング》を九条にけしかけるのが最善だ。となると、どのタイミングで俺達が横やりを入れるか、そのタイミングが重要だな。それに、他の《王キング》と、これから積極的に接せつ触しよくする必要が出てきたぜ」

「…………」

「くぅ～っ！　どうやって、この最強な連中を攻こう略りやくしてやるか、俄が然ぜん、盛り上がってきたな！　俺、やっぱ、この戦いに参戦してよかっ──……」

　凜太朗が、一人で嬉き々きとして盛り上がっていると。

「……おい。瑠奈」

　凜太朗は、瑠奈が頭こうべを垂れるガウェイン卿を、じっと見つめていることに気付いた。

「まさかとは思うが……お前、こいつの言うこと真まに受けて、今からフェリシアを助けに行く……なぁんて、巫ふ山ざ戯けたことぬかすつもりじゃないよな？」

　すると。瑠奈はしばらく目を閉じ、まるで自分の心の奥底を浚さらうかのように、静かに物思いに耽ふける。

「……ええ、そうよ。私はフェリシアを助けるつもりよ」

　やがて、にっこりと笑って堂々と返した。

「あ、言っておくけど、別にガウェイン卿の頼みなんか関係ないわよ？　私は、私の意志でフェリシアを助けに行くだけ」

　そんな言葉に、凜太朗が啞然とする。

「ただの自殺だ、それは。今の九条を正面から相手にしたら、俺達には万が一の勝ち目もねえぞ。しかも今度の戦場はやつの陣じん地ち、不利にも程ほどがある。あの連中とやり合うなら、それなりの場所と準備がいる。そもそもフェリシアは敵だろ。敵を助けてどうする？」

「それでも」

　瑠奈は凜りんと清すが々すがしく、気高い笑みを浮うかべて、きっぱりと言った。

「私はフェリシアを助けたい。目の前の大切な友達一人救えないで、何が王か」

「────ッ!?」

「やっぱり、私はフェリシアのこと、好きだから」




　──やっぱり、僕は皆みんなのことが好きだから──




　その瑠奈の言葉が、一体、凜太朗のどんな逆げき鱗りんに触ふれたのか。

「ふっざけんなッッッ!?」

　凜太朗は肩を怒いからせて瑠奈に詰つめ寄り、その胸むな倉ぐらを摑つかみ上げて吠ほえていた。

「その誰だれ彼かれ構わず人を好きになって、信じて手を差し伸のべ続けた結果が──あのカムランの丘だったんだろうがッ!?　お前、また繰くり返すっていうのかッ!?」

「……凜太朗？」

　その意味不明の言葉に、瑠奈は目を瞬しばたたかせる。

　そんな瑠奈に構わず、何か感極きわまってしまった凜太朗のまくし立ては続く。

「あいつは……アーサーはッ！　そうやって自分を慕したって、集つどった連中を誰彼構わず愛して！　それが、いつかお前の身を滅ほろぼすと、俺が何度も忠告してやったのに、あいつは皆を守るために戦い続けて！　その結果が、あのカムランの丘だったんだッ！」

　──カムランの丘。

　アーサー王の最後の戦いの地。物語の終焉。夢の終わり。

　皮肉なことに、国のため、仲間達のために戦い続けた偉い大だいなる王の最後の戦いは……敵との戦いではなく、彼が愛した仲間達同士の戦いだったのだ。

「ロット王、ペリノア王、ベイリン、ギネヴィア、ガウェイン、ガウェインの兄弟達、ランスロット、ランスロット派の連中、ラモラック、モルゴース、モルガン、モードレッド……ッ！　俺はかつて、こいつらが円えん卓たくを滅ぼす一因となると予言した！　どれか一つでもさっさと切り捨てれば、ああはならなかったッ！　だが、アーサーは全員が円卓に揃そろって笑い合うことをバカみたいに望んでいたッ！　あいつは最後の最後まで、大人になれないガキのままだったんだッ！　はっきり言って、あいつは王の器うつわじゃなかったッ！」

　そして、凜太朗は何かを悔くいるように、天てん井じようを見上げる。

「だが、もっと腹立たしいのは俺自身だッ！　俺は、そんなガキの傍そばに最後まで居てやれなかったッ！　湖の貴婦人ダーム・デユ・ラツクに騙だまされた俺は、岩の封ふう印いんの中でアーサーと、アーサーが愛した円卓と国が、無残に崩ほう壊かいしていくのを黙って見ていることしかできなかったッ！

　想像つくか!?　カムランの丘で、自分の愛した全すべてが無残に滅んだその様を、目まの当たりにした、アーサーの嘆なげきと慟どう哭こくがッ!?

　俺は──冷たい風の中で、それを見ていることしかできなかったんだッ！

　あいつがガキなのは構わなかった！　だが、俺さえしっかりあいつの傍について、手た綱づなを取ってやれていれば！　あんなことには……ならなかったのに……ッ！」

　力の限り吠えて感情を吐き出すことで、何らかの溜りゆう飲いんが少しは下がったのか。

「……大人になれ、瑠奈。王になるってそういうことだ」

　凜太朗が荒あらく息を吐きながら、瑠奈の胸ぐらを放す。

「昨日の学園での戦いとは状じよう況きようが違いすぎる。フェリシアは諦あきらめろ。俺の言うことを聞いて俺の指示に従え。そうすりゃ俺がいずれ必ずお前を王にしてやる。今は雌し伏ふくの時だ」

　すると、瑠奈が真っ直ぐと真神凜太朗を見つめた。

「……世の中、不思議なこともあるものね」

　そして、何かを悟さとったように、瑠奈はぽつりと呟つぶやく。

「薄うす々うす、そうなんじゃないかって思ってたけど……やっぱり、そうだったのね。……真神凜太朗……貴方、マーリンだったのね」

　マーリン。アーサー王物語では、アーサー王、ランスロット卿きようと並んで、その名を知らぬ者はいないだろう。

　悪あく魔まと呼ばれた魔人族フオモールと、人間の混血児。

　世界最古にて最強の魔法使いであり、そして同時に無む双そうの武人。野蛮人ベイリンベイリン・ル・サバージユの旅の仲間であり、ケイ卿、ベディヴィア卿、ルーカン卿らと共に、旗はた揚あげからずっとアーサー王を支え続けた、アーサー王最大の参さん謀ぼう。

　だが、マーリンの最さい期ごは悲ひ惨さんだ。彼の力を恐おそれた湖の貴婦人ダーム・デユ・ラツクに騙され、岩の中に封印されてしまい……彼はアーサー王の王道の半ばで、物語から退場してしまうのだ。

「ああ、それが俺の前世だ。理り屈くつはわからん。だが、かつての俺は間ま違ちがいなくマーリンと呼ばれる存在だった……そんな記き憶おくがある。他ひ人と事ごとみたいな印象だがな」

「凜太朗……」

「だが、まぁ、そんな前世だったから、今世の人生は色々最悪だったよ。子羊の群れの中に、一いつ匹ぴきだけ化け物が紛まぎれているようなもんだ。どいつもこいつも俺を疎うとみ、恐れ、俺の居場所はまったくねえ。前世でも今世でも、ロクなことがありゃしねえ」

「…………」

「だが、お前に与くみして、ちょっとだけ思ったんだよ。あるいはお前と一いつ緒しよなら……このクソつまんねえ世界もちったぁマシになるのかもなってな。だから、瑠奈。フェリシアは諦めろ。俺の言うことを聞け。俺が必ずお前を王にしてやるからよ。だから……」

　凜太朗が、瑠奈へ手を差し伸べる。

　だが、差し伸べられた手を取らず……瑠奈はふるふると首を振ふっていた。

「ごめん、凜太朗」

「そう、かよ……」

　たちまち、失望したような感情が凜太朗の顔に溢あふれる。

「結局、お前もアーサーのアホと一緒なんだな？　バカくせえ。なんで前マ世ーのリ俺ンは、あんな物わかりの悪いアーパー王に嬉々として仕えていたのか……まーた、これでまったくわかんなくなっちまったぜ、クソ。あーあ、なんか白けちまったなぁ」

「……ねぇ、お願いよ、凜太朗」

　そんな凜太朗へ、今度は逆に瑠奈がそっと手を差し伸べ、真摯に告げる。

「王命よ。貴方あなたの命、私に頂ちよう戴だい」

「！」

「私は……凜太朗さえいれば、どんなことでもできる気がする。どこまでも行けそうな気がする。どんな戦いでも勝てる気がする。貴方さえいれば。だから、私と一緒に──」

　一いつ聴ちよう、それは、どこまでも傲ごう慢まんで自分勝手で自分本位な台詞せりふにも聞こえる。

　だが、その瑠奈の瞳ひとみには、凜太朗に対する無む垢くな信しん頼らいと自信の光が灯ともっていて。

　なぜか、聞く者に思わず従ってしまいそうな衝しよう動どうを覚えさせ──

「はっ……自殺に付き合ってられるか」

　凜太朗はそれを振り払はらうように、くるりと背を向けて拒きよ絶ぜつしていた。

「勝ち筋を考えろと言うなら、いくらでも考えてやる。今はとにかく九条から逃のがれたいっていうなら、全力で逃してやる。余よ所その《王キング》と同盟を組め？　それなら交こう渉しようは任せろ。だが……無意味な自殺にだけは付き合ってられん」

「…………」

「瑠奈。お前は俺の助言を無視し、負けるとわかりきってる死地に向かった。今、お前はもう《王キング》であることを放ほう棄きしたんだ。ふん、お前とはここでお別れだ」

　そんな、どこまでも冷れい酷こくな凜太朗の物言いに。

　瑠奈はしばらくの間、言葉を詰まらせ……やがて悲しそうに笑った。

「そっか。まぁ、そうよね。気にしないで、凜太朗。これは私の我わが儘ままだから。貴方は何も間違ってないし……何も悪くないわ」

「…………」

「ごめん。やっぱり私は……貴方を家臣にできる器じゃなかったみたい。私がもっと立派な王だったら……」

「…………」

　こうして、凜太朗はしばらくの間、無言を貫つらぬき通して。

「あばよ。達者でな、王様……いや、瑠奈」

　瑠奈の縋すがるような視線をその背中に受けながら、凜太朗は踵きびすを返し、その廃はい屋おくから去って行くのであった。




「彼を……真神凜太朗を見み損そこないました」

　凜太朗と別れた後。

　九条が指定した場所へ向かって街中を移動しながら、ケイ卿は憤いきどおっていた。

「クズみたいな男だとは思っていました。その動機はとても理解できないものですが……それでも、なんだかんだで最後まで瑠奈の味方である……そう思っていたんです」

「…………」

「彼の正体は、あの魔法使いマーリンでしたか。なるほど言われてみれば、確かに。あの人を食ったような態度、傲ごう岸がん不ふ遜そんで傍ぼう若じやく無ぶ人じんなところとか、そのまんまでしたね」

　ケイ卿の脳のう裏りに、奔ほん放ぽうで人格破は綻たん者しやな魔法使いの薄うすら笑いが思い浮かんだ。

「マーリンも大たい概がい、ロクでもない男でしたが……マーリンならば、いかなる理由があろうが、王を見捨てるなんてありえません。しょせん、前世は前世……マーリンと真神凜太朗は、もうまったく違う存在ということなのでしょうね」

「あまり彼を責めないであげて、ケイ卿」

　すると、隣となりを歩く瑠奈が、そんなケイ卿を宥なだめるように言う。

「前世がマーリンとはいえ、凜太朗は本来、この戦いにまったく関係ない人よ？　彼が私に力を貸してくれていたのは、ボランティアみたいなものだわ。そもそも戦略的に、彼の言い分はまったく正しいし……むしろ間違ってるのは私よ。頭のいい彼が、バカな私に愛あい想そを尽つかすのは、仕方ないわ」

「で、ですが……」

「多分だけど。凜太朗の言うとおり、私がここでフェリシアを見捨てて、彼の言うことを聞けば……凜太朗はいずれ必ず、九条先生達を倒たおす策を打ち立ててくれるわ。フェリシアは死んじゃうけど……ね」

　この期ごに及およんで、まだ凜太朗に対する信頼に満ちていて……だからこそ寂さみしげに、悲しげに揺ゆれる瑠奈の横顔を、ケイ卿は黙だまって見つめるしかない。

「でも、残念だなぁ……こたえるなぁ。凜太朗……貴方さえいれば、私は……」

　切なそうに、遠く空を見る瑠奈。

　こっぴどく切り捨てられても、なお尽きぬ凜太朗への執しゆう着ちやく。

「瑠奈……貴女あなたはどうして、そこまで真神凜太朗を？」

　そんな瑠奈を不思議に思い、ケイ卿が問いかけるが。

「さあね？　まっ……私も案外、乙女おとめだったってことかしら？」

「……？　それは一体、どういう……？」

「なんでもないわ。ただの昔話よ」

　何かを懐なつかしむように、惜おしむように、そう言ったのだった。

「本当に申し訳ない……瑠奈」

　そんな瑠奈へ、後ろから続くガウェイン卿が悔やむように語りかけてくる。

「我が王……フェリシアの望みは、君を巻き込まないこと。九条の魔の手から逃すことだったんだ。それなのに、僕はフェリシアを救うために君を巻き込んでしまった。結局……僕は自身の望みに対して、利己的なクズ騎き士しのままだ」

「…………」

「ははっ、今世でこそ真なる騎士になりたいだなんて、とんだ笑い種ぐさだ。どうやら一度や二度、死んだくらいじゃ何一つ変わらないらしい、僕は……」

「気にしないで、ガウェイン卿」

　そんなガウェイン卿に、顔だけ振り返った瑠奈がくすりと笑いかけた。

「繰くり返すけど、私がフェリシアを助けに行くのは、私自身の意志よ。もし、ガウェイン卿がフェリシアの意志を汲くんで、私を置いていくっていうなら……私は貴方をブン殴なぐってでも、彼女を助けに行ったわ」

「…………」

「それに騎士が優先すべきことなんて、自分が仕える王だけでしょ？　たとえ、それが王の意に反していても……それでも王のために身と忠義を尽くすのが、真の騎士なんじゃないの？　騎士って案外、自分勝手で利己的な存在だと思うわ」

　すると。しばらくの間、ガウェイン卿は無言を貫いていたが……

「瑠奈……一時的だが、君に僕の剣けんを預けよう」

　神しん妙みようにそう言った。

「僕の今世の主君は、フェリシア＝フェルラルド、彼女一人。だが、今だけは、彼女を救うために立ってくれた君に、騎士として忠誠を誓ちかおう。我が身と剣は全すべて御おん身みのために。この命……存分に使い潰つぶしてくれ」

「ガウェイン卿……」

「ありがとう、瑠奈。君の言葉に少し救われた。きっと、君はフェリシアの次に、アーサー王を継けい承しようするに相応ふさわしい王の器なのかも知れない」

「そこは一番って言っておきなさいよ!?　お世辞でもいいから！」

　嵐あらしの前の静けさか。そんな温ぬるいやりとりをしつつ、一同が歩を進めていると。

　いつしか瑠奈達は、第二エリア──オフィス街の中心部へと辿たどり着いていた。

　この都市でもっとも発展し、洗練されたこの区画。

　道路は碁ご盤ばん目め状にきっちり整備され、遥はるか高き天てん蓋がいに向かってずらりと建ち並ぶ高層ビル群は、最さい新しん鋭えいの近未来的デザインのものばかりだ。

　街は夜になってなお煌こう々こうと電気の火を灯し、まるで輝かがやくシャンデリアのよう。深く夜の帳とばりを切り裂さくような、絶景の夜景が辺りに大パノラマで展開されていた。

　瑠奈達は、ようやく疎まばらになりかけた行き交かう人々を、かき分けながら進む。

　皆みな、帯たい剣けんしていたり、甲かつ冑ちゆう姿だったりするが、すれ違う誰だれもがそんな怪あやしい集団を気にとめていない。【誤ご魔ま化かし】の魔法がその違い和わ感を打ち消してしまっているのだ。

　そんなこんなで第三エリア郊こう外がいの廃はい屋おくから、歩くこと二時間。

　瑠奈達の前には、天に向かって一ひと際きわ高く聳そびえ立つ摩ま天てん楼ろうが立ちはだかっていた。

　豪ごう奢しやなライトアップに照らされてその偉い容ようを主張するは、アヴァロニア・セントラルシティパークホテル。

　この都市で、もっとも高級な超ちよう一流ホテルであった──




「うわぁ……」

　表おもて玄げん関かん口から、エントランスホールに足を踏ふみ入れた瑠奈は、思わず目を瞬しばたたかせる。

　眩まばゆい光を放つ豪奢なシャンデリアに、来客用のソファ、テーブル、絵画に飾かざり鎧よろい……いかにも高価そうな調度品の数々が瑠奈達を出で迎むかえていた。

　九条の罠わなを警けい戒かいした瑠奈達は、非常階段を使ってホテルの最上階を目指すことにした。

　簡単な【誤魔化し】と【鍵かぎ開け】の魔法を駆く使しして、瑠奈達はフロントデスクのホテル員に気付かれないよう、非常階段口へ忍しのび込み、階段を上っていく。

　非常階段もエレベータも閉へい鎖さ的空間であることは間ま違ちがいないが、もし罠が仕し掛かけられている場合、エレベータよりはマシだという判断からだ。

　かつん、かつん、かつん……薄うす暗ぐらい階段を、淡たん々たんと上る靴くつ音おとが寒々しく響ひびく。

　非常階段の踊おどり場ごとにある窓の外から見える夜景が、少しずつ低く遠くなっていく。

　こんな状じよう況きようでなければ、絶好の夜景が楽しめたのに。

　かつん、かつん、かつん……薄暗い階段を、淡々と上る靴音が延々と響き続ける。

　意外にも、警戒していた罠の類たぐいは……最後までなかった。

　やがて。

　瑠奈達は九条の指定したホテル最上階──そこに通じる非常口の扉とびらの前に立っていた。

「……行くわよ」

　背後に控ひかえるケイ卿きようとガウェイン卿に頷うなずいて。

　がしゃり……瑠奈は意を決して扉を開いた──




　──途と端たん、瑠奈の目を、真っ赤に焼けた夕日の赤しやつ光こうが、鮮せん烈れつに灼やいた──




「え!?　な、何、ここ!?　ホテル最上階……？」

　暗さに慣れきった目を細めつつも、瑠奈は眼前に広がる光景に呆ぼう然ぜんとする。

　開かれた非常口扉の向こう側に広がるのは、果てしなき荒こう野や──緩ゆるやかにうねる無数の丘きゆう陵りようが、地平線の果てまで連なる丘であった。

　もうとっくに日の沈しずんだ夜だった筈はずなのに、ここはまさに暮れなずむ黄昏たそがれ時。

　辺り一面を覆おおう無限の焦しよう土ど──彼あ方ち此こ方ちまだ燃える火がくすぶっており、焼け落ちる緋ひ色いろの斜しや陽ようと相まって、強きよう烈れつに破は滅めつを感じさせる光景だ。

　大地には剣や槍やり、千ち切ぎれかけた旗が、まるで墓標のように無数に突つき立っており、おびただしい数の騎士や馬、兵士が、死し屍し累るい々るいと折り重なるように倒れ伏ふしている。

　ふと振ふり返れば、今まで上ってきた階段と扉は、綺き麗れいさっぱり消えている。

　瑠奈達は、無限に広がる破滅の丘のど真ん中に、立ち尽くすしかなかった。

「……こ、ここは……ッ!?」

　ケイ卿がその光景を前に、あり得ないとばかりに刮かつ目もくし、忘ぼう我がする。

「まさか、そんな……ここはカムランの丘……ッ!?　一体、なぜ……ッ!?」

「何、ちょっとした小こ粋いきなジョークだよ」

　その声は、とある小高い丘の上から聞こえてきた。

「もちろん、ここは本物のカムランの丘じゃない。【異界化】で再現したレプリカさ。誰にも邪じや魔まされず、しかも逃にがさずに、思いっきり戦うなら『異界』の中でやり合うのが一番なんだけど……ただの『異界』じゃ味気ないだろう？」

　その小高いの丘の上に……九条が悠ゆう然ぜんと佇たたずみ、眼下の瑠奈達を見下ろしている。

「なにせ、今日、ここで《王キング》が死ぬんだ。ならば、こういう場所で殺してやるのが、僕達にとっての粋いきってものだろう？　なぁ、瑠奈」

　カムランの丘──アーサー王と円えん卓たくの騎士達の夢の跡あと地ち。

　アーサー王が、反逆者モードレッド卿と戦った、最後の戦場であり──アーサー王と円卓の騎士のほとんどが此こ処こで死に絶えた、終しゆう焉えんの地。

　その滅ほろびがあまりにも鮮烈だったから──カムランの丘は、円卓の終焉の地として概がい念ねん結界化し、《意識の帳とばり》の向こう側《幻げん想そう界》へと切り離はなされ、今や全ての円卓の騎士の魂たましいが辿り着き、静かに眠ねむる場所となっている。

　その騎士が没ぼつしたのが、カムランの戦いの以前だろうが以後だろうが関係ない。魂に時間の概念など無意味だし──なによりカムランの丘は、全ての円卓の騎士達にとっての滅びの象しよう徴ちようなのだ。誰もが円卓の終焉を悟さとり、涙なみだに暮れた場所なのだ。

　そして、カムランの丘に集つどった全ての円卓の騎士達の魂は、今もなお、滅びの風景の中で羽を休め、待ち望み、見守っているのだ。

　未ア来ーのサ王ーの帰き還かんを──彼らから失われた栄光が蘇よみがえる、その時を。

「ふざけないでくださいッ！」

　楽しげな九条の物言いに、ケイ卿がいきり立った。

「九条！　貴方あなたは、私達の死を、生き様を侮ぶ辱じよくするつもりですかッ!?　この場所は……この光景は、貴方が玩具おもちやにしていい場所ではないッ！」

「雑ざ魚こが粋がるなよ、ケイ卿。真の王たる僕に、たかが一騎士が意見するな、不ふ愉ゆ快かいだ」

　九条に一いつ蹴しゆうされ、ケイ卿は屈くつ辱じよくに押し黙るしかない。

　そして──

「フェリシアッ！」

　フェリシアは、九条の隣となりに居た。

　小高い丘の天辺で十じゆう字じ架かに鎖くさりで張り付けられ、磔たつ刑けいのように立てられていた。
















　その立てられた十字架を中心に魔法陣じんが描えがかれ、大量の《星オ気ー光ラ》がその紋もん様ようや文字に沿って走っていた。なんらかの魔法儀ぎ式しきの最中らしい。

「フェリシアッ！　貴女あなた、大だい丈じよう夫ぶ!?」

「く……ぅ……瑠奈……やっぱり……来てしまったんですね……」

　意識が半ば虚うつろなフェリシアの目め尻じりに、じわりと涙が浮うかぶ。

「……あ、貴女を……巻き込みたくなかった……守り……たかった……のに……」

「くっ……九条先生っ！　貴方、フェリシアに何をしたのよッ!?」

「何、彼女の身体からだに流れる妖よう精せいの血と魔法の知識を、儀式で奪うばおうとしているだけさ」

　怒いかりに燃える目を向けてくる瑠奈へ、九条が何を今さらと肩かたを竦すくめる。

「ま、正確に言えば、彼女の魂を破は壊かいしてその力を取り出すわけだが……まぁ、当然、彼女は死ぬね。でも、真の王たる僕の力になれるなら、本ほん望もうだろう？」

「あ、貴方って人は……ッ!?　もう絶対に許さない……ッ！」

　もう問答は無用だとばかりに、瑠奈が剣を抜ぬいた。

　そして同時に、ケイ卿もガウェイン卿も抜ばつ剣けんして構える。

「焦あせるなよ。この儀式の完かん遂すいにはまだまだ時間がかかるんだ……まぁ、どうせここで死ぬ君らに言っても、詮せん無なきことだがね」

　そう言って。

　九条が自身の《円卓の欠片ラウンド・フラグメント》を握にぎりしめる。

　虚こ空くうに開かれた『門』から、紫電をまき散らして姿を現したのは、当然──

「……また会ったな、偽いつわりの王と騎き士し共よ」

　ランスロット卿──円卓最強の騎士が、瑠奈達の前に立ちはだかる。

「僕の王の証あかしたるエクスカリバーを、君達ごとき矮わい小しような雑魚になど、振るうまでもない……むしろ、振るわされるこっちの方が屈辱極きわまりない」

「安心めされよ、我が主君……貴方がその王剣を振る必要はない。この下げ郎ろう共は、この私、湖のランスロットが、必ずや血祭りにして差し上げよう」

「ふっ、相変わらず頼たのもしい。さすがはランスロット卿……忠義の騎士。君より優すぐれた騎士は他になく、他の有う象ぞう無む象ぞうの騎士も必要ない。真の王の傍そばには、ただ最強の君が一人いれば、それでいい……」

「ありがたき、お言葉ッ！　我が身命の全てを九条殿どののために……ッ！」

　途端、ランスロット卿の全身から歓かん喜きが立ち昇り──圧あつ倒とう的な憎ぞう悪おと殺意と悪意が、瑠奈達の全身を殴なぐりつけるように叩たたきつけられた。

「くっ……」

　絶望感が瑠奈を支配する。理り屈くつではなく、魂が敗北を理解する。

　そんな絶望の荒あら波なみを割って泳ぎきるには、この手にある剣のなんと心細いことか。

　そして、自分の隣の、なんと寂さびしいことか。

　ケイ卿やガウェイン卿では埋うめられない喪そう失しつ感が、今の瑠奈の心を蝕むしばんでいた。

　せめて、真神凜太朗がいれば。せめて、自身のエクスカリバーがあれば。

　だが……今、ないものをねだっても仕方ない。

「行くわよ、ケイ卿……ガウェイン卿……ッ！」

　萎なえかける心を𠮟しつ咤たし、振り払はらうかのように瑠奈が剣を構え──

「は、はいっ！」

「……わかりました」

　ケイ卿とガウェイン卿も臨戦態勢を取る。

「おや？　そういえば……真神凜太朗はどこへ行ったんだい？」

　すると、その時。九条がようやくそれに気付いて眉まゆを吊つり上げた。

「…………」

「だんまり、か……まぁ、大体予想付くけどね」

　瑠奈の無言に、九条が嘲あざけるように口元を歪ゆがめる。

「何、彼は非常に賢かしこく、抜け目ない男だ。……この僕の手元に置いてやってもいいと思えるくらいにね。大方、こんな無む謀ぼうな戦いに挑いどむ君に、付き合ってられなくなって決別した……そんなとこだろう？」

「……うるさいわね」

「はははは！　家臣の一人すら御ぎよせられないなんて、情けない王だなぁ、君は！」

　九条の哄こう笑しようが高らかに響き渡わたり、丘に木こ霊だまする中──

　それを、五う月る蠅さい、黙だまれと言わんばかりに。

「いいいいいいやぁああああああああああああああああああーーッ！」

　瑠奈が全身のマナを激しく燃やして、疾しつ風ぷうのように駆かけた。

　猛もう烈れつな《マナ加速アクセル》によって発生した《星オ気ー光ラ》の燐りん光こう。それを全身からまき散らしながら、瑠奈は小高い丘を、九条目指して一気に駆け上っていく。

「させぬっ！」

　当然、ランスロット卿も瑠奈を目がけて、烈れつ風ぷうのように丘を駆け下り──

　両者が真正面から激げき突とつ、拮きつ抗こう──するわけもなく、そのまま瑠奈が押し負け、交差する剣越ごしに組み合って押し込まれるまま、丘を下っていく。

「くぅ──重──ッ!?」

　押し下げられる瑠奈の足の裏が、丘おかに深い溝みぞを刻んでいく。

　止まらない、瑠奈の身体がまったく止まらない。

　蒸気機関車のような突とつ進しん力を誇ほこるランスロット卿きようを止めることができない──

　と、その時。

「止まりなさいーーッ！」

　ケイ卿が、ランスロット卿の右側から。

「ランスロット卿ぉおおおおおーーッ！」

　ガウェイン卿が、ランスロット卿の左側から。

　俊しゆん敏びんな獣けもののような挙動で丘を蹴けり、左右一いつ斉せいに飛びかかり、斬きりかかる。

　だが──

「温ぬるいッ！」

　ランスロット卿が、その場で竜たつ巻まきのように激しく回転すると。

「きゃあーーッ!?」

「くぅうううううううううううーーッ!?」

　──鎧がい袖しゆう一いつ触しよく。瞬しゆん時じに、瑠奈もケイ卿もガウェイン卿も、剣圧だけで大きく吹ふき飛ばされ、無限の丘の斜しや面めんをバウンドし、無様に転がり落ちていった。

「く──ッ！」

　瑠奈が剣を丘に突き立て、なんとかブレーキをかける。

　顔を上げれば、遥か先に依い然ぜん立ちはだかる絶対的で絶望的な壁かべ──ランスロット卿。

　対たい峙じしただけで、膝ひざからくずおれてしまいそうな、その威い圧あつ感。

　九条とフェリシアまでの距きよ離りが、まるで星の彼方かなたのように遠かった。

「つ、強い……ッ！　さすがランスロット卿……ッ！」

「おやおや。もう終わりってことはないだろうね？」

　遥はるか先、フェリシアが縛いましめられた十字架の傍かたわらで、九条は薄うすら笑いを浮かべながら座り込み、瑠奈達を面おも白しろそうに見物している。

「……当然ッ！」

　瑠奈が剣を杖つえ代わりに、裂れつ帛ぱくの気き迫はくと共に立ち上がり──

「はぁああああああああああああーーッ！」

　──再び、丘の上を目指して駆け上っていく。

　そして──再び、ハリケーンのように迫せまってくるランスロット卿。

　勝ち筋はまったく見えない。

　意地のみが戦意を担保する、あまりにも絶望的過ぎる戦いが始まるのであった。










　　　第六章　瑠る奈なの鋼はがね







　瑠奈達の死し闘とう開始と、時間は少し前後して──

「……やれやれ、だ」

　すっかり降りた夜よ闇やみの中、瑠奈達と別れた凜りん太た朗ろうは、人ひと気けのないバス停のベンチに腰こし掛かけ、一人ぶつぶつと独り言を呟つぶやいていた。

　郊こう外がいゆえか、目の前の道路に自動車は一台も走っていない。この辺りは空き地が多く、家の数も疎まばらで、明かりも遠く──孤こ独どくを強く感じさせる寂しい場所であった。

「まったく、なんてバカなやつらだ。なんで負けるとわかってる戦いに行くんだ」

　心底、理解できないとばかりに、凜太朗が一人吐はき捨てる。

　その独白を聞く者は誰だれもいない。

「あー、ツマンネ。あー、ツマンネ。俺の継けい承しよう戦はもう終わりかよ……せっかく、面白くなりそうだったのになー、ま、いっか」

　凜太朗は気分を強ごう引いんに入れ替かえ、次にどう動くかを思案し始めた。

「今度はもうちっと利口な《王キング》を見つけて、取り入るか。……ああ、くそ、あの女に瑠奈以外の《王キング》のデータも貰もらっときゃよかったな……」

　凜太朗をこの《アーサー王継承戦》に誘さそった、あの女。

　全身をすっぽりとフードとローブで隠かくした正体不明のあの女は、湖の貴婦人ダーム・デユ・ラツクの一員を名乗ってはいたが……今、改めて考えなくとも、とてつもなく胡う散さん臭くさい女だった。

　あの女の真の目的は不明だが、先月、学校をサボって世界各地を放ほう浪ろうしていた凜太朗の前に現れ、凜太朗に《アーサー王継承戦》のことを教え、参戦を促うながしたのである。

　その時、あの女は、凜太朗へ取り入る先の《王キング》達のデータを提供したのだ。

　その《王キング》の素す性じようと能力、所持するエクスカリバーの能力、従える《騎士ジヤツク》の名──あの女は全すべての《王キング》のデータを持っているらしい。

　だが、一番最初に瑠奈のデータを紹しよう介かいされ、彼女が『最弱の候補者』だと聞かされた途と端たん、凜太朗は迷いなく彼女を選んだ。他の《王キング》のデータはあえて貰わなかった。

　なぜ、そんな非効率なことを？　と問われれば、暇ひま潰つぶしの余興ゲームだから、と答えるしかない。凜太朗は気に入ったゲームは攻こう略りやくサイトを頼たよらず、自分の手で解くタイプなのだ。

「まさか再就職するハメになるとは思ってなかったからなー」

　だが、まぁ、もう言っても仕方ない。

「まっ、しゃーねぇ。明日から、他の《王キング》を探して動くか……」

　そんな風に、きっぱりと割り切って。

　綺き麗れいさっぱり、瑠奈のことなど忘れようとして。

　……そう思ったのに。

　なぜ。

「…………」

　どうして。先ほどから脳のう裏りをちらつくのは、あの能天気な瑠奈の、別れ際ぎわに見せた悲しげな笑えみばかりなのか。

（おいおい、どうした、真ま神がみ凜太朗？　何を女め々めしく、あいつに執しゆう心しんしてやがんだ？）

　がりがりと、頭をかく。

（瑠奈＝アルトゥール……俺がやつを選んだ理由は、この戦争ゲームにおけるクリア難易度が一番高くて、面白くなりそうだったから……ただ、それだけだろ？）

　先ほどから、凜太朗の思考は完全に袋ふくろ小路こうじを彷徨さまよっていた。

（そうだ……〝面白いから〟。それだけが俺の行動原理だ。俺はこのクソな日常が、普ふ通つうの世界がつまんねーから……だから面白くするために、この継承戦に参戦したんだ。瑠奈の陣じん営えいについたんだ。ただそれだけだ。他に理由なんてない）

　だから、この人生をより面白くするために、瑠奈を捨て、他の《王キング》を探す。

　たった、それだけの話のはずなのである。

（なのに、なぜ──）

　瑠奈を捨てる。そう考えただけで俺は──……

　そうこうしているうちに、凜太朗の前でもう三台目のバスがやって来て停車し……扉とびらを開き……やがて、そのまま走り出して行ってしまう。

　無意味に浪ろう費ひされる時間の流れの中、凜太朗は、まったく動けなくなってしまった。

（クソ……ッ！）

　凜太朗が、胸中で悪態をついていた……その時だった。

「……あれ？　凜太朗君？　どうしたの？」

　ふと、背後から声をかけられて、顔を上げる。

　そこには……見知った顔があった。

「なんだか酷ひどい顔しているよ？　何があったの？　瑠奈さんと一いつ緒しよじゃなかったの？」

「冬ふゆ瀬せ？」

　学園の制服姿の冬瀬那な雪ゆきが、いつの間にかそこに佇たたずんでいたのだ。

　その登場には何の前まえ触ぶれも気配もなかった。今のバスに乗っていたのだろうか？

「なんでもねえよ。瑠奈……あいつの暴走にうんざりしていたところだ」

　まさか、本当のことを話すわけにもいかず、凜太朗はそっぽを向いて言葉を濁にごす。

　すると、那雪が凜太朗の隣となりに行ぎよう儀ぎ良よく座った。

「あはは……私には何があったのか、よくわからないけど……要するに、凜太朗君、瑠奈さんと喧けん嘩かしちゃったんだね？」

「……まぁ、そんなところだ」

　肝かん心じんな部分は完全に端折はしよったが、まぁ、結局は主義主張方針からの決けつ裂れつ、要するにそういうことなのだろう。

「あいつは人の言うことをまるで聞きゃしねえ」

　曖あい昧まいに苦笑いする那雪に、凜太朗が苛いら立だち混じりに零こぼしていく。

「こっちがあいつのためを思って、色々進言してやったのに、あいつは一番、行っちゃならねえ道を行きやがった。あいつと会ってまだ二日目だが、もう愛あい想そが尽つきたぜ」

「どういうことなのかな？　よかったら詳くわしく話してくれない？」

「……………………」

　当然、凜太朗はだんまりを決め込んだ。

　しばらくすると、那雪は特に気分を害した風もなく、くすりと微笑ほほえんだ。

「……うん、わかった。詳しく話せないことなんだね。……聞かないよ」

「そうしてくれると助かる。正直、言い繕つくろうのが億おつ劫くうだった」

　相変わらず傍ぼう若じやく無ぶ人じんな態度の凜太朗だが、那雪はどこまでも穏おだやかだった。

「それで……凜太朗君はこれからどうするの？」

「どうするって？　なんか、もう学園に居る理由もなくなったし……とりあえず、俺、学園やめるわ」

　どうせ、明日から学園に瑠奈は来ない。どこかで彼女の変死体が見つかるか、あるいは行方ゆくえ不明扱あつかいとなるか。いずれにせよ、必ず面めん倒どう臭くさいことが、今日一日、瑠奈と一緒にいた凜太朗に容よう赦しやなく降りかかってくる。面めん倒どうごとはゴメンだった。

　凜太朗が、そんなことをぼんやりと考えていると。

「私は……凜太朗君には、瑠奈さんと一緒に居て欲しいかな」

　那雪がそんな妙みようなことを言い始めた。

「はぁ？　なんでだよ？　もう、俺はあいつと居るのはうんざり──」

「凜太朗君。昨日、凄すごかったよね？　須す藤どう先生が出した難しい問題を、あんなに簡単に答えちゃって。ふふっ、瑠奈さんのアレって……ただのフォローでしょ？　本当は凜太朗君が実力で解いちゃったんだよね？」

　那雪が急に話題を変える。

　一いつ瞬しゆん、凜太朗は意味がわからず戸と惑まどうが……すぐにいつもの皮肉げな口調で返す。

「……ま、まぁな？　俺は生まれからして、お前らパンピーとデキが違──」

「窮きゆう屈くつだよね……自分を押し殺さなきゃいけないって」

　那雪のストレートな指し摘てきに、思わず凜太朗は言葉に詰つまった。

「凜太朗君って、実は結構寂さびしがり屋なんじゃない？　強がっているけど、人から拒きよ絶ぜつされるのが嫌いやなんだと思う。だから、自分を殺して、本当の自分を隠しちゃう。嫌きらわれたくないから。拒絶されたくないから。

　でも、そんなのって……苦しいし、辛つらいし、つまらないよね……」

　凜太朗の脳のう裏りに、ふと、仕事でどこかに出張に行ったきり、ずっと家に帰ってこない両親の背中が思い浮うかんだ。

「凜太朗君、気付いてた？　貴方が初めて私達のクラスに来て、皆みんなの前で自己紹介していたとき……すごくつまらなさそうだった。あの後、誰が話しかけても、貴方はいつもつまらなさそうにしてた。私達には何も期待していない……そんな目をしていた」

「い、いや、そんなことは……」

　だが、凜太朗が苦々しく反論しようとした、その時だ。

「でもね！　この二日間、学園で瑠奈さんと一緒に居て、振ふり回されていた凜太朗君は……凄く楽しそうだったよ？　一緒にパンを売っている時なんか、特にね！」

「なっ──」

　そんな那雪の言葉に、凜太朗は後頭部を不意に殴なぐられたような気分に陥おちいった。

「楽しそう!?　俺は、楽しそうな顔していたのか!?　冗じよう談だんだろ!?」

「こんなこと冗談では言わないよ。瑠奈さんと一緒に居た凜太朗君は、すごく生き生きしていたよ……少し妬やけちゃうくらいに」

「……冬瀬？」

「凜太朗君は瑠奈さんと一緒に居て、楽しくなかったの？　今日一日、ずっと一緒に居たんだよね？」

　凜太朗は、今日一日のことを振り返ってみる。

　瑠奈と一緒に過ごして、振り回されて、デートして、振り回されて。

　なんだかんだ、あいつは俺を化け物扱いせず、普通に接してくれる初めてのやつで。

　終始振り回されてばかりだったけど……でも、あの時間を楽しかったか楽しくなかったかと問われれば……そこを強がって突つっぱねるほど、凜太朗は子供ではない。

　凜太朗は、頭をガリガリと搔かきむしりながら立ち上がる。

「でも、関係ないな！　俺はもうあいつにはうんざりだ！　急造の凸でこ凹ぼこコンビももう解消さ！　俺はあいつに付き合っている暇ひまなんかない！　俺の行動原理はただ一つ、このクソつまんねえ人生を少しでも面おも白しろくしようと……楽しくしようと──」

　あ、れ？

　凜太朗は気付いた。気付いてしまった。

　このクソつまらない人生を、俺はなんとか変えようと躍やつ起きになっていたけど。

　ひょっとしたら、俺はもう──？

　だとしたら、俺は、なんでここにいる？

　なんで、あいつの傍そばに居ない？

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くす凜太朗に、那雪が言った。

「瑠奈さん、こんなこと言ってなかった？　世界一の王様になりたいって」

「…………」

「私にはその王様というのが、よくわからないんだけど……どうやら本気みたい」

「…………」

「実はさ、凜太朗君が来る前、私達の学園……とある悪徳企き業ぎようグループが、随ずい分ぶんと悪あく辣らつな手段で強ごう引いんに買収しようとしてね……件くだんの次世代エネルギー採さい掘くつの前線基地を作るとかで。私立校だから、これが案外すんなり話が行っちゃって、学園の先生達も、色々と買収を防ごうと手段を尽くしたけど、向こうの方が上うわ手てで……」

「買収？」

「とにかく、いきなり廃はい校こうの危機になっちゃってね。私達、皆、他の学校にちりぢりに転校することが決まっちゃって……なんだかんだで皆、大好きだった母校だから、悲しく思ってたんだけど……それを防いだのが瑠奈さん」

「は？　防いだ？　どうやって一企業を相手に？　金はどっから出た？」

「瑠奈さんは、なんか、もの凄い貴重な骨こつ董とう品ひんを持ってたんだよ」

「骨董品？」

「うん……なんか、とても値段がつけられないくらい高価で貴重な『剣けん』らしいんだ」

「……『剣』だと!?」

　思わず凜太朗が立ち上がって、那雪を見る。

「そ、それは本当か!?」

　状じよう況きよう的に、その『剣』は間ま違ちがいなく、瑠奈のエクスカリバーだ。金が欲ほしくて売ったとか、ロクでもないこと言っていたが──そういうことだったのか？

「う、うん……それをその企業に売りつけて、買収を防いだの。瑠奈さんが公言しないから、学園内でも知らない人多いけど」

　なんだそりゃ。

「〝自分の大切な場所も守れないで、何が王か〟……瑠奈さんはそう言ってたよ」

　ああ、そうか。凜太朗は悟さとった。

　要はなんだ、あいつは真性のバカなのだ。

《王キング》の命たるエクスカリバーを、そんなことで手放してしまった、まったく先の見えない、見ようともしない、猪ちよ突とつ猛もう進しん型の大おお馬ば鹿か。

　だが、そんなバカを本気で、全力で、命がけで貫つらぬく……それが瑠奈の王道なのだ。

　友人を放ほうっておけないとか、見捨てられないとか、そんな安っぽい優やさしさや甘さや正義感ではない。それが、瑠奈の王としての噓うそ偽いつわりない在り方であり、彼女が信じる真の王道であり……それを失ったら、瑠奈は本当の意味で死んでしまうのだ。

　フェリシアを見捨てろ。

　凜太朗は瑠奈のためだと嘯うそぶきながら──あの時、瑠奈に死ねと言っていたのだ。

（なんて、バカな……やめろよ、くそ！　そこまで大馬鹿になるの……あまりにもバカ過ぎて……放っておけなくなるだろうが……ッ！）

　凜太朗が頭を抱かかえて苦く悩のうしていると。

「凜太朗君……私にはどうして、瑠奈さんが『王』に拘こだわるのかわからない。でも、『王』であることが、何か瑠奈さんにとって、特別大切なことみたいなの。いつもそうやって、何よりも、誰だれよりも『王』であろうと気を張っているの。……実際、ちょっと無理しているなって思うこともあったよ。それでも……」

「…………」

「凜太朗君、お願い。瑠奈さんの傍にいてあげてくれないかな？　凜太朗君と一緒にいた瑠奈さんも……今まで見たことないくらい、心の底から楽しそうだったから」

　しばらくの間。

　凜太朗は、漠ばく然ぜんと自分の心の内を問うように、空を見上げて。

　だが、空はいつまでも答えを教えてくれず、答えは自分で出すしかなく。

　そして──

「あれ？　凜太朗君？　どうしたの？　バス待ってたんじゃないの？」

「……急用を思い出した」

　そう言って、凜太朗はバス停を、すたすたと立ち去り始めていた。

「急用？」

「……ああ、どうやら。俺もあいつに負けず劣おとらず、大馬鹿らしい」

　凜太朗が自じ嘲ちよう気味に、苦笑いすると。

「……頑がん張ばって、負けないで、凜太朗君。私は貴方あなたを心から応おう援えんしているよ。ずっと……もう、随分とずっと昔から……それが、私の贖しよく罪ざいだから」

　何かを見み透すかすような、那雪の声が背中を押す。

「……？」

　なぜだろう。

　この那雪という少女とは、まだ会って間もないはずなのに。

　凜太朗はもう随分と遠い昔から、那雪のことを知っていた……そんな気がした。

「……あ、そうだ。ついでと言っちゃなんだが」

　そんな妙な感覚を追い払はらうように。

　凜太朗はくるりと勢いよく那雪を振り返って、言った。

「うちの学園を買収しようとした、件の悪徳企業の名前と、そのオフィスビルの住所、教えてくんねーかな？　いや、ちょいとそこに野や暮ぼ用があってね……」

　凜太朗は指をポキポキ鳴らしながら、悪い笑え顔がおでそんなことを聞いていた。




　…………。




　それは私が本当に小さな小さな子供だった頃ころだ。

　イングランドに生家を構えるアルトゥール家に生まれた私は、幼い頃から騎き士しとしての英才教育……剣と魔ま法ほうの修しゆ行ぎようの日々だった。

　いずれ来る《アーサー王継けい承しよう戦》に参加し、戦わなければならない。

　そして──アーサー王を継ついで、《人理の崩壊カタストロフイ》から世界を救わなければならない。

　両親・親しん戚せき一同から、いつもそう追い詰つめられていた幼い私は、その重責に耐たえかねて震ふるえ、いつも人知れず泣いていた。

　嫌いやだった。逃にげ出したかった。王になんてなりたくなかった。

　怖こわくて、怖くて仕方なかった。

　どうして、私がそんな恐おそろしいことを為なさなきゃならないのか。

　知らない人々のために戦え、世界を救え、理想の王様になれと言われても、まだ幼い私には全然、ぴんと来なかったし、まったくそんな気は起きなかった。ただただ、怖いだけであった。

　でも、そんな灰色の幼年時代のある日。

　私は、彼と出会ったのだ──

「おいHey、そこのお前you、なんで泣いてるんだよ？Why are you crying?」

　今日も一人、人ひと気けのない公園で泣いていた私。

　いきなり、とても流りゆう暢ちような英語で話しかけられて、私はびっくりして顔を上げる。

　そんな私を見下ろしていたのは、私と同じ年くらいの日本人の男の子だ。

「まぁいいやwhat ever。こっち来いよcome on。暇なんだI'm bored。一緒に遊ぼうぜLet's play together？」

　そう言って、その男の子は強ごう引いんに私の手を引っぱって、走り始める。

「で、でも……」

「なんか嫌なことでもあったんだろ？　忘れちまえ、つまんねーことなんか。そんなことより、一緒になんか面白いことしようぜ!?」

　その日──私は初めて、立派な王になるための修行をサボった。

　家のことなんか忘れて、その男の子と、日が暮れるまで夢中になって遊んだ。

　その日以来、私は来る日も来る日もその男の子と遊んだ。

　一緒に野山を駆かけ、とある廃はい屋おくを探検して、木登りをして、騎士ごっこをして、虫取りをして、魚さかな釣つりをして……古いボードゲームや流行のカードゲームなどもやった。

　毎日のように、私は修行をサボって家を抜ぬけ出し、その男の子と一緒に過ごすようになった。

　二匹ひきの子犬が無む邪じや気きにじゃれ合うように、朝から晩まで遊び倒たおしたのである。

　当然、家の人達に怒おこられに怒られたけど……彼と過ごす楽しい時間を思えば、そんなこと心底どうでもよかった。彼と過ごすことの方が大事だった。

　両親の仕事の関係で、一ヶ月ほどイギリスに滞たい在ざいすることになったらしいその男の子は本当に凄すごい子だった。

　私とて、将来、王を目指す身として、様々な英才教育を受けてきた。運動にしろ、勉強にしろ、遊びにしろ、同世代の子には並なみ大たい抵ていのことでは負けない自信があった。

　だけど……その男の子は、そんな私の鼻っ柱を片かたっ端ぱしから折っていったのだ。

　何をやっても、彼は私以上に上う手まくできたのである。

「へっへーん、まだまだ甘いぜ？　お前」

　自信過か剰じようで傲ごう慢まん、強引で尊大、そして自分勝手で空気の読めないやつだったけど……彼は確かに、一人ぼっちだった私にとって、大切な友達だった。

　何一つ遠えん慮りよせず、全力でぶつかって付き合える仲間だったのだ。

　だが、出会いがあれば、別れもある。

　楽しい一時はあっという間に過ぎ、男の子が日本へ帰る日がやってくる。

　やだやだやだやだ！　もっと、貴方と一緒に居たい！　遊びたい！

　このままお別れなんて嫌だっ！

　そんな風に大泣きしてだだをこねる私に、その男の子は困ったように頰ほおをかく。

「わかった、わかったよ！　えーと、お前……なんだかよくわかんねーけど、将来、王様になるんだろ？」

「うん……ひっく……」

「で、お前……この一ヶ月、何かことあるごとに、私の家臣にしてやる、私の家臣にしてやるって、俺にしつこく言ってたな？」

「うん。全然、家臣になってくれなかったけど……ぐすっ……」

「……なってやるよ」

「えっ？」

「いつか、お前が世界一の王様になったらな」

「……ほ、本当に？」

「ああ、約束してやるよ。ただし、この俺を家臣にできるほどの王様だぜ？　お前がよっぽどスゲェ王様になってねーと、家臣になんかなってやんねーからな!?」

　多分、その男の子は、何もわかってなかったと思う。

　この世界に存在する境界、《現実界》と《幻げん想そう界》。

　私は《幻想界》に、男の子は《現実界》に属する者だ。

《現実界》に住む男の子が、《アーサー王継承戦》などと言われても、何のことかわからなかっただろうし。ああ言ってくれたのも、その場のノリと、ごっこ的な何かと、後は可愛かわいい私の手前、格好つけたかっただけなのだろう。

　だが、それでも。

　そんな男の子の、口先だけの、そんな無邪気で中身のない約束が。

　私には、何よりも嬉うれしかった。

　やがて来る戦いの恐きよう怖ふに震える私の希望であり、救いだったのだ──

「うん……その時は、貴方を……私の家来にしてあげるわ！　凜太朗！」

「へん、任せておけ！　約束してやる！　いつか、俺は、世界一の王様となったお前のところに、颯さつ爽そうと駆けつけてやるよっ！　待ってろよっ！」




　…………。




「……あぐ……っ！」

　不意にずきりと響ひびいた背中の痛みに、過去を彷徨さまよう瑠奈の意識が現在に帰き還かんする。

　どうやら今の一いつ瞬しゆん、意識が落ちてしまっていたらしい。

「おやおや、どうしたんだい？　瑠奈。もう終わりかな？」

　焼けた丘おかの上で悠ゆう然ぜんと瑠奈を見下ろす九く条じようが、薄うすら寒く笑って問いかける。

「……ぅ……くぅ……」

　朦もう朧ろうとする意識の中、瑠奈は己おのれの状態を一つ一つ確かく認にんする。

　まぁ、酷ひどい有様だった。

　全身に刻まれた斬ざん痕こん、打だ撲ぼく、裂れつ傷しよう……どれも深い。もう全身血まみれの満まん身しん創そう痍いだ。

　よく、こうしてまだ死なずに生きていられるものだ。

　瑠奈の全身を走るは、毒どく蛇へびの群れが嚙かみ付き、食くい荒あらすような灼しやく熱ねつの激痛。

　その一方で、相対するランスロット卿きようは無傷。

　汗あせ一つかかず、息の一つさえも乱していない。相変わらず鬼き神しんのような存在感で、周辺を圧あつ迫ぱくしながら、瑠奈と九条との間に仁に王おう立だちしている。

「さて……そろそろ理解しただろう？　見るがいい」

　九条が顎あごをしゃくる。

　少し離はなれた場所にある焦こげた岩の傍そばにガウェイン卿が、丘の下にケイ卿が。

　瑠奈と同じく無む惨ざんな姿で、力なく倒れ伏ふしていた。

「これぞ、まさに勝者と敗者の構図……わかるだろう？　瑠奈。これが僕と君の王としての器うつわと格の差……君の『負け』だ」

　九条が改めて言わずとも、とうに戦いの趨すう勢せいは決している。

　ばっ！　と、両りよう腕うでを広げ、九条は勝ち誇ほこったように宣言した。

「さぁ、真なる王たる僕の足あし下もとに跪ひざまずいて許しを請こえ。無様に地に這はいつくばり、靴くつを舐なめろ。下げ賎せんの身でありながら分不相応にも王の座を夢見て申し訳ありませんでしたと謝罪するがいい。そうすれば奴ど隷れいに使ってやらないこともない……僕は寛かん大だいな王だからな」

　だが。

「は、ははは……冗だ、げほっ……ごほっ……ッ！」

　瑠奈は血ち反へ吐どを吐はいて、剣けんを大地に突つき立て、それを杖つえ代わりに全身全ぜん霊れいの力を振ふり絞しぼって……立ち上がった。

　そして、九条の言葉に何一つ応じず……

　瑠奈は、何かに取り憑つかれたように剣を構え直していた。

　最も早はや、剣の重量すら支えられず、その剣先は震え、立つのも精せい一いつ杯ぱいな死に体だが……その一いつ閃せんの蒼そう炎えんのように燃える瞳ひとみだけは死んでいない。

「気にくわないな」

　そんな瑠奈の様子に、九条が苛いら立だたしげに舌打ちをした。

「これだけ、格の差を見せつけられて、なぜ、まだ僕に刃は向むかう？　普ふ通つう、偉い大だいなるこの僕に恐れをなして、ひれ伏さなきゃならないところだろう？」

「そんなこと……するわけないでしょ……？　だって……私は、王なん……だから……」

　口の端はしに伝う血を拭ぬぐい、瑠奈が凄せい絶ぜつに嗤わらいながら、堂々とそう言い放つと。

　……びきり。九条のこめかみに、青筋が激しく立った。

「この僕の前で、王を詐さ称しようするか、この下げ郎ろうが……ッ！」

　どうやらその瑠奈の台詞せりふは、九条にとっての逆げき鱗りんだったらしい。

「やれやれ……あの厄やつ介かいな真神凜太朗に対する何らかの交こう渉しようカードになるかと、一応、生かしておこうかと、慈じ悲ひをかけたのがそもそも間ま違ちがいだったな」

　すると。

「下がれ、ランスロット卿」

「……御ぎよ意い」

　九条は、ランスロット卿を下がらせ、ゆっくりと瑠奈を目指して、丘を下ってくる。

　その手には、闇やみの中から引きずり出した禍まが々まがしい造形の大剣エクスカリバー。

「冥めい土どの土産みやげに教えてあげよう。僕の剣、その真しん銘めいは【征エ服クすスるカ武リのバ鋼ー】……かつて強大なローマ帝てい国こくをも打ち破った、アーサー王の侵しん略りやく者・覇は王おうとしての一面が顕けん現げんした剣……まさに全すべての頂点に立つ王たる僕に相応ふさわしい剣だ」

　ぎらり、と。

　九条が携たずさえた剣が、禍々しい光を放った。

「この剣の能力は、〝その戦場において、使い手が相対した最強の敵を上回る力を発揮できる〟……わかるだろう？　僕の無敵さが。事実上、僕に単たん騎きで勝てる敵はいない」

「……な、なに、それ……ッ!?　ずっる……」

「だが、残念だよ。恐おそらくこの《アーサー王継けい承しよう戦》において、この剣の能力が発揮される機会はない……なにせ、僕より強い《王キング》は存在しないからね」

　そして。

　悠然とした足取りでやって来た九条が、瑠奈の前に立った。

　瑠奈は辛かろうじて立っているだけで……まったく動けない。

「……くっ……瑠、奈……ッ！」

　ボロボロで倒れ伏すケイ卿にも、ガウェイン卿にも。

「やめて……お願い……グローリア卿……その子だけは……」

　丘の上で、十じゆう字じ架かに鎖くさりで縛いましめられているフェリシアにも。

　もう、どうすることもできなかった。

「理解しただろう？　瑠奈。この圧あつ倒とう的で絶対的な力……これこそが王だ」

　最後に九条はそう告げて。

　じゃきり、と。瑠奈の首筋に大剣を当てた。

「…………ッ！」

　ついに観念したのか、瑠奈は無念そうに目を閉じた。

（まぁ……よくやった方かな。もう終わっちゃうのは残念だけど……でも、私は最後まで王であれたと思う……）

　まぁ、気がかりがあるとすれば。

（ごめんね、ケイ卿……こんな我わが儘ままな王で。ごめんね、フェリシア……貴女あなたを助けられなくて……）

　そして。

（凜太朗。貴方あなたはあの時のことをまったく覚えてなかったみたいだけど……でも一昨日おとといのあの時、まさか本当に駆かけつけてくれるなんて思わなかった……貴方とは、こうして決けつ裂れつしちゃったけど……また会えて、本当に嬉しかった……）

　瑠奈は満足そうに、小さく笑った。

（願わくば、最後まで貴方と一いつ緒しよに戦いたかった……貴方を、本当の意味で私の家臣にしたかった……でも、贅ぜい沢たくだよね……うん、一ひと時ときだけど……貴方と一緒に戦えて……本当によかった……）

　そうして。

　九条が瑠奈の首を刎はねようと、ゆっくりとその大剣を後ろへ引いて──

「死ね」

（……さようなら）

　無慈悲に九条の刃やいばが、振るわれようとした──まさに、その瞬間だった。

　がっしゃああああああんっ！

　突とつ然ぜん、ガラスが割れ砕くだけるような音と共に、空間に大きな裂さけ目が開き──

　その裂け目から、何者かが九条を目がけて、黒い稲いな妻ずまのように舞まい降りてきた。

「瑠奈ぁあああああああああああああああああああああああああーーッ！」

　ぎぃんっ！

　刹せつ那な、焼けた丘に残ざん響きようする盛せい大だいな金属音。

「な──ッ!?」

　咄とつ嗟さに頭上に大剣を掲かかげ、ガード態勢を取った九条。

　その大剣を軋きしませ、震ふるわせた壮そう絶ぜつな衝しよう撃げきに、九条がただただ驚きよう愕がくする。

「はっ……てめぇ、俺の王様に何しくさってるんじゃ、こら？」

　空から隕いん石せきのように舞い降りた凜太朗の右手の剣が、九条の大剣と交こう錯さくしていて──

「ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」

　そしてさらに、凜太朗が横よこ薙なぎに左手の剣を一いつ閃せん。

　胴どうを抜ぬくその剛ごう剣けんの軌き跡せきを、九条が咄嗟に跳び下がってかわす。

　同時に、九条の遥はるか後方で響いた、何かの破は砕さい音。

　思わず九条が振り返れば、丘の上でもう一人の凜太朗が、フェリシアを縛めていた十字架と儀ぎ式しき魔ま法ほう陣じんを、剣で破は壊かいしていた。

　突とつ如じよ、解放され、地面に投げ出されたフェリシアが目を白黒させる。

「【影かげ法ぼう師し】か……ッ!?」

　そのもう一人の凜太朗は、九条へにやりと笑い、そのまま存在を霧む散さんさせていった。

「悪わりぃな。……遅おそくなっちまった」

　本体の凜太朗が、ぶっきらぼうにそう言って、目を瞬しばたたかせる瑠奈を背後に庇かばうように立ち、双そう剣けんを構え直す。

「凜太朗!?　どうして……ッ!?」

　呆あつ気けに取られた瑠奈が思わず、叫さけぶ。

「貴方はもう、私に愛あい想そを尽つかしたんじゃなかったの……ッ!?」

　ガッ！

　そんな瑠奈を無視し、凜太朗は左手の剣を、傍かたわらの岩へ突き立てていた。

　岩に突き立ったその剣は、凜太朗が愛用している、いつもの仕し込こみ杖づえの直刀ではない。

　もっと神こう々ごうしい威い風ふうの宝ほう剣けんであった。

　金でも銀でもない不思議な光こう沢たくを放つ金属で鍛たん造ぞうされた片手半剣バスタードソード。桃色の睡すい蓮れんを模した柄つか、蒼あおい燐りん光こうをちりちりと放つその刀身はどこまでもまっすぐ伸のび、優美さの中に、武器としての凄すごみを感じさせる。

　思わず、ひれ伏したくなるその剣は──

「私のエクスカリバーッ!?　なんで……ッ!?　どうしてここに……ッ!?」

「ふん……手間かけさせやがって。もう手放すんじゃねーぞ」

　そんな凜太朗の言葉も耳に入らず、瑠奈はふらふらとその剣のもとへ歩み寄る。

　躊躇ためらうように、そっとその剣の柄へ手を伸ばし──

（ああ、似てる……似てるな……）

　そんな瑠奈の姿を前に、凜太朗は──かつて、マーリンだった頃ころの記き憶おくを幻げん視しした。




　鮮せん烈れつに蘇よみがえる、アーサー王の全ての始まりの光景。

　そこには、自分マーリンがいて、ケイ卿がいて、親エ父クさタんーがいて。

　そして、皆みなが見守る中、アーサーは『石に刺さった選定の剣エクスカリバー』の柄に手をかけて──




　幻視のアーサー王の姿を纏まとった瑠奈が──そのアーサー王と共に──

　エクスカリバーを抜き、それを頭上に掲げた。

　ようやく本当の主の手元へ帰き還かんしたことを歓かん喜きしたのか、そのエクスカリバーは、どこまでも眩まばゆく雄お々おしい輝かがやきを放ち始めるのであった。

「……やっぱり王様にゃ、その剣がなくっちゃな」

　掲げた剣を感極きわまったように見つめる瑠奈へ、凜太朗は戯おどけたように言って肩かたを竦すくめる。

　そして、凜太朗は九条へと改めて向き直り、ふてぶてしく言い放った。

「よう、九条センセ。調子はどうだい？」

「おや……今さら、やってきたのかい？　真神凜太朗」

「真打ちは遅おくれてやってくるのが、お約束さ。その方が盛り上がるだろ？」

　凜太朗が問答無用とばかりに、双剣を構え……

「おっと、真神凜太朗。僕は君に話があるんだよ」

「俺はてめぇに話なんかねえよ。俺の王様をまぁ、ボコってくれちゃって……なんか、よくわかんねぇけど、スッゲぇむかつくんだわ……てめぇと俺自身になッ！」

　凜太朗が迷いなく、【魔人フオモール化】を発動する。

　凜太朗の全身に、見るも悍おぞましい暗黒の《星オ気ー光ラ》が漲みなぎるのであった。

「ははは……人の話は聞くものさ」

　だが、九条は凜太朗の放つ威い圧あつ感を、涼すずしげに流し、余よ裕ゆうの笑えみで提案した。

「真神凜太朗、僕と組まないか？」

「んだとぉ？」

　九条の物言いに、凜太朗が眉まゆを顰ひそめる。

「実は、僕は君のことを高く買っているんだ。君の正体は薄うす々うすわかっている。察するに……君はアーサー王に仕えた最強の魔法使いマーリンなんだろう？　違うかい？」

　その図星に、凜太朗が一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくする。

「前世の力は、まだそれほど取り戻もどせていないようだけど……君は真の王たる僕の家臣に相応ふさわしい。マーリンは、世界を統すべる真の王を探し続けていたのだろう？　見ろ、君の本ほん懐かいが、今、まさに君の目の前にいる」

「…………」

「約束しよう。僕が世界を手にし、支配した暁あかつきには君の自由を許そう。僕の支配する世界の中、君だけは延々とこの世界に好き勝手に自由気ままに生きればいい。君には、そのように振ふるまえる資格がある。どうだい？　案外、僕らは気が合うと思うんだが？」

　実に魅み力りよく的な提案だった。最強の《騎士ジヤツク》を従える、最強の《王キング》、九条。

　凜太朗が九条と組めば、もうこの継承戦の勝利は約束されたようなものだ。

　だが──

「ふん……お断りだ、バカ」

　凜太朗は、そんな九条の誘ゆう惑わくを一いつ笑しように付していた。

「ふむ。理由を聞いていいかな？」

「決まってる。テメェについていったってなぁ……面おも白しろくもなんともねえんだよッ!?」

「そうか……それは残念だ。仕方ない。ランスロット卿きよう……」

「……御ぎよ意い」

　そして、凜太朗の前に、再びランスロット卿が立ちはだかった。

「僕は最も早はや、君に対する興味を失ったよ、真神凜太朗。僕の手を煩わずらわせるのもくだらない……君はランスロット卿の剣けんで死ね」

　ランスロット卿が放つ、嵐あらしに咆ほう哮こうする大海の荒あら波なみのような重圧感が、凜太朗を容よう赦しやなく吞のみ込み、搦からめ捕とっていった。

（くっ……来たな、化け物め……ッ!?）

　凜太朗が円えん卓たく最強の男を前に、脂あぶら汗あせを垂らしながら身構える。

（くっそ、相変わらず正面からやりあったら勝算はまったくねえ……ッ！　ったく、無策で俺は一体何しにやってきたんだよッ!?　だが、とことんやるしかねえッ！）

　自分のバカさ加減に呆あきれつつ、悲ひ壮そうな覚かく悟ごで戦いに挑いどもうとする凜太朗へ。

「凜太朗ッッッ！」

　瑠奈が、エクスカリバーを手に並び、叫んでいた。

「私のエクスカリバーの真しん銘めいを宣言するわ！」

「!?」

「一人じゃ使い難にくい力だけど、貴方がいる今なら！　私の命、貴方に捧ささげるわ！　だから、お願い……貴方の命、私に頂ちよう戴だいっ！」

　その言葉に、凜太朗は一瞬、押し黙だまる。冷静に考える。

　凜太朗は知っている。言ったら悪いが瑠奈のエクスカリバーは、〝使えない〟剣だ。

　そもそも、その剣の使用には、厳しい前提条件がある。

　それは──信しん頼らい。その剣の行使には、王と臣下の絶対的な信頼関係が必要なのだ。

　凜太朗は自分以外の人間など信頼できなかったし、瑠奈が自分を信頼してくれるなど露つゆほどにも思っていなかった。

　ほんの前までは……瑠奈のエクスカリバーに頼たよるなど、考えられなかった。

　だが、今は──

　なぜか──

「ああ、お前の命、確かにもらい受けた。俺の命──お前にくれてやる！」

「ありがとう！　貴方あなたは私の最高の家臣よ！」

　にやりと笑い合って、凜太朗は瑠奈の前に一歩出る。

　すると、瑠奈はなぜかエクスカリバーを、鞘さやに収め……目を閉じた。

「……？」

　九条は、そんな瑠奈の挙動を警けい戒かいし、身構える。

「…………」

　が、何も起きない。

　そのまま、時間だけが無む為いに流れていく。

「……何のつもりだ？　早く真銘宣言ロイヤル・ロードをしたらどうだい？」

「はは、焦あせんなよ。大将」

　訝いぶかしむ九条へ、凜太朗が不敵な笑みを向けた。

「さて、俺らは俺らで始めようぜ？　最後の戦いをよッ！」

　そして──地を蹴けって、凜太朗が疾風はやてのように丘おかを駆かけ上る。

「ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」

　覚悟に満ちた咆哮を放ち、九条のもとへ真まっ直すぐ突とつ進しんしていく──

「はぁ……わけがわからないな。まぁいい、踏ふみ潰つぶせ、ランスロット卿」

「御意」

　その刹せつ那な、激風が渦うずを巻き、ランスロット卿が山風となって凜太朗に迫せまる。

（くそ、保もつか……ッ!?　瑠奈が真銘を宣言するまで、俺が保つか!?）

　実は【魔人フオモール化】は身体からだに多大な負担をかける技わざだ。魂たましいこそマーリンだが、肉体そのものは現代人に過ぎない凜太朗が、長時間の使用をすれば自じ滅めつしてしまう。

　そうでなくとも、ランスロット卿は、単純に強い。

　凜太朗が決死の覚悟で、ランスロット卿と剣を交えようとした……その瞬間。

「──ッ!?」

　不意に、がくん、とランスロット卿の動きが鈍にぶくなった。

　その刹那。

「ランスロットォオオオオオオオオオオオオオオーーッ！」

　爆はぜる金属音、吹ふき荒あれる剣圧、明めい滅めつする火花。

　横合いから飛び込んできたガウェイン卿の剣と、ランスロット卿の剣が交こう錯さくする。

「はぁああああああああああああああーーッ！」

　そして、ケイ卿も、反対側からランスロット卿へ鋭するどく剣を振るう。

「ち──」

　その不意打ちは、流石さすがに予想外だったらしく、跳び下がるランスロット卿。

　見れば、ケイ卿とガウェイン卿を、暖かく輝く風が包んでいる。

　風に包まれた二人の《騎士ジヤツク》の負傷は、徐じよ々じよに回復しているようだった。

「あれは、フェリシアの魔ま法ほうか!?」

　妖よう精せい魔法【豊ほう穣じようの春風】。あの輝く癒いやしの風に包まれている間は、常に負傷が癒え続けるという永続回復魔法。戦局を容易に左右する、非常に強力な妖精魔法だ。

「真神凜太朗ッ！」

　見れば、そして丘の上では。

　恐おそらく、ガウェイン卿から投げ渡わたされたのだろう。フェリシアが【輝く栄光の鋼エクスカリバー】を掲かかげ、その真銘宣言ロイヤル・ロードを発動していた。剣から放たれる威い光こうが昏くらい戦場を眩く照らし──ランスロット卿の動きを、僅わずかに抑おさえていたのだ。

　当然、その光を浴びるガウェイン卿の【太陽の加護】も発動している。

「貴方達が何を狙ねらっているのか知りませんが、ランスロット卿は、わたくし達がなんとか抑えますわ！　だから、貴方はグローリア卿を！」

　そう言って。

　フェリシアが、ランスロット卿を目がけ、一気に丘を下った。

　ガウェイン卿、ケイ卿、そしてフェリシアが、ランスロット卿を取り囲み──

　三方から同時に、激しく苛か烈れつに攻せめ立てた。

「先日は不意を打たれ、一気にやられてしまいましたが──今度はそう簡単にはっ！」

「ふん──ッ！」

　三方から縦じゆう横おう無む尽じんに襲おそいかかってくる白はく刃じんの嵐を、ランスロット卿は、それでも淡たん々たんと正確に弾はじき落とし、刃やいばを返す。

　一対三の同時攻こう勢せい。【輝く栄光の鋼エクスカリバー】によるランスロット卿の力の減げん衰すい。【太陽の加護】によるガウェイン卿の力の増ぞう幅ふく。【豊穣の春風】に任せた、捨て身の立ち回り──

　それでも、それだけの総力を尽つくしても──

「ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ!?」

「きゃあ!?」

「ぐわぁあああああああーーッ!?」

　鬼おにのように荒あらぶる名めい剣けんアロンダイトの前に、空へ吹き飛んでしまう三人。

　今もなおフェリシア達を完かん膚ぷなきまでに圧あつ倒とうし、蹴け散ちらしてしまうランスロット卿。

　まさに円卓最強の騎き士しの姿、ここに在り。

　だが──

「ま、まだまだぁ……ッ！」

「くぅ──ッ！」

【豊穣の春風】でしぶとく命を繫つなぐフェリシア達が、何度も何度もしつこく食い下がり、ランスロット卿に立ち向かう。

　今は辛かろうじて、時間が稼かせげている。

　保つのは、恐らく後ほんの数分くらいだろうが──

「──というわけだッ！　行くぜ、おい!?」

　その隙すきに、凜太朗が双そう剣けんを構え、九条へと肉にく薄はくする──

「まさか、君達ごときに僕のエクスカリバーを使わされるなんてね……」

　屈くつ辱じよくだと言わんばかりに、表情を忌いま々いましげに歪ゆがめる九条。

「いいだろう。刮かつ目もくしろ──真銘宣言ロイヤル・ロード【征エ服クすスるカ武リのバ鋼ー】ッ！　我が力にひれ伏せッ！」

　途と端たん、九条が掲げた剣から圧倒的な闇やみが放たれ、九条を吞のみ込んだ。

　滾たぎる紅くれないの《星オ気ー光ラ》と共に、その存在感が、力が、際限なく膨ふくれ上がる──明らかに【魔人フオモール化】した凜太朗以上に。

「なんだそりゃ!?　この野や郎ろう、お前、一体、何やりやがった!?」

「はははははははははッ！　君がいかなる力をひねり出そうが、君は絶対、僕には勝てないッ！　この剣はそういう仕組みなんだよッ！」

　突進の勢いを乗せた凜太朗の双剣と、九条が何気なく振ふるった大剣が交錯、激げき突とつ。

　巻き起こる剣圧と衝しよう撃げきで、丘が割れ砕くだけ、大地がひっくり返り──

「ぐぉおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ!?」

　凜太朗が弾き飛ばされ、大きく吹き飛び、バウンドしていく……

「真神凜太朗……瑠奈＝アルトゥール……ッ！　僕の覇は道どうの路ろ傍ぼうに転がる石ころみたいなクズの分際で……この僕の手を煩わせるなぁああああああああーーッ！」

　そして──

　間かん髪はつ入れず、九条が凜太朗を目がけて突つっ込こんでくる。

　彼が一歩一歩大地を踏み込むごとに、土柱が天に向かって突き立った。

「ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」

　凜太朗が負けじと、そんな圧倒的なパワーの漲みなぎる九条へ、果か敢かんに斬きりかかっていった。

「死ね!?　虫けらのようになッ！」

　九条が凜太朗へ向かって魔速で駆ける。

「くそがぁああああーーッ!?」

　凜太朗が九条へ向かって神速で駆ける。

　肉薄する九条の剣と、凜太朗の双剣が、真っ向から壮そう絶ぜつにぶつかり合う。

　大気が、空間が、剣圧と剣圧の鬩せめぎ合いで、ひしゃげる。

　九条の横よこ薙なぎの一いつ閃せんを、凜太朗が双剣を交差させて受け止める。

　九条の頭上から叩たたきつける一撃を、凜太朗が右手の剣で受け流す。

　九条の切り返しを、凜太朗が左手の剣をぶつけて、辛うじてそらす。

　一撃一撃ごとに、身体の芯しんを貫つらぬくような衝撃が凜太朗を蹂じゆう躙りんし、凜太朗の身体を大きく泳がせ、後退させていく──

「ちょこまかとぉおおおおおおおおおおーーッ！」

　渾こん身しんの一撃を、九条が振り下ろす。

「ち──」

　それを横っ飛びにかわす凜太朗。

　半はん瞬しゆん前、凜太朗のいた丘が、無限に届く剣圧で真っ二つに割れた。

（くっそ、アホかよ、こいつ……ッ!?　アホかよ!?）

　九条を相手に防戦一方な凜太朗は、背筋を駆け上る寒気の激痛に顔をしかめる。

　冷ひや汗あせがまるで止まらない。

　逃にげろ。絶対に死ぬ。ここで正面から戦うのは無む謀ぼうだ。得策じゃない。

　凜太朗の魂が、理性が、脳を割り砕きそうなほど、そう悲鳴を上げている。

（だが──）

　ちらり、と凜太朗は後方の瑠奈を流し見る。

　無防備に目を閉じ……ひたすら呼吸を整えている瑠奈の姿を。

（不思議だな……あいつと共に在るって、思うだけで……）

　今まで感じたことのない力が、奥底から湧わき上がってくるようで──

（俺は──楽しいんだッ！）

　地じ獄ごくの攻こう防ぼうの最中、凜太朗がにやりと不敵に嗤わらって。

「ぅおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」

　刹那、左手の剣で九条の袈け裟さ懸がけを弾き返し──即そく、右手の剣を九条へ打ち込む。

「ぬ──」

　その電光石火の一瞬、対応できず──九条が身を引いた。

「真神凜太朗の……力が上がった!?　僕を上回っただと!?　バカな……ッ!?」

　九条が驚きよう愕がくに目を見開くが、その動どう揺ようはほんの一瞬。

　跳とび下がった九条が大剣を掲げて、叫さけんだ。

「だが──【征エ服クすスるカ武リのバ鋼ー】よッ！」

　再び真銘宣言ロイヤル・ロードをすると、九条から立ち昇る鮮せん血けつのように真っ赤な《星オ気ー光ラ》の量がさらに勢いを増し、さらに九条の力が上がる。限界はないのか。

「無む駄だだ！　お前がどんな力を発揮しようが、僕の力は確実にそれを上回るッ！」

「ああ、そうかよ！　そりゃ良かったなッ！」

　凜太朗の身体が、霞かすみのごとく左右にぶれる。

　九条の視界を左、右、左──死角から死角へと、超ちよう高こう速そく移動。

　ただ【魔人フオモール化】の身体能力にひたすら任せた、人を超こえた超機動だ。

「だぁああああああああああああーーッ！」

　霞かすみ消えるように跳ちよう躍やくし、九条の頭上から、渾身の斬ざん撃げきを浴びせかける──

　──が。

　がぁんっ！

　振り上げられた九条の剣が、凜太朗を難なく打ち返してしまう。

「ほら見たことか!?　無駄なんだよ、無駄ッ！」

　九条が、態勢を立て直す最中の凜太朗との距きよ離りを、一瞬で詰つめる。

　大たい砲ほうのような激音を立て、大剣を激しく凜太朗へ打ち込む。

「いい加減、ひれ伏ふせッ！」

　大剣を苛烈に凜太朗へ打ち込む。激音。

「この僕こそが真の王ッ！」

　大剣を激げき烈れつに凜太朗へ打ち込む。激音。

「貴様らカスが、僕の王道を阻はばむなど、万ばん死しに値あたいするッッッ！」

　大剣を超烈に凜太朗へ打ち込む。激音。

「だから──ここで死ねぇええええええええええええええええええええーーッ！」

　激音。激音。激音。

　咆ほう哮こう乱らん舞ぶする剣けん戟げきが、遥はるか焼け落ちた天に啼なく。

　大剣を凜太朗へ、打ち込む、打ち込む、打ち込みまくる──

　凜太朗は完全に防戦一方、荒あれ狂くるう大剣の激嵐を、辛うじて双剣で捌さばき続ける。

　一撃ごとに衝撃が剣越ごしに凜太朗の身体からだを軋きしませ、全身の骨を、内臓を痛めつける。

　口の端はしから、血が伝い始め、意識が朦もう朧ろうとしてくる。

　だけど、それでも──

「……へっ……」

　凜太朗は凄せい絶ぜつな笑いを崩くずさない。

　これほどの窮きゆう地ちに立たされていながらも──

　──凜太朗はどこか楽しそうだった。




（……ありがとう、凜太朗。……ありがとう、皆みんな）

　ただ一人、戦いを離はなれ、無防備に目を閉じる瑠奈が物思う。

　瞑めい想そうがもたらす闇の中、死し闘とうの気配が瑠奈の肌はだにびりびりと伝わってくる。

　敵前で剣を鞘さやに収め、目を閉じるなどという自殺行こう為いをやっている恐きよう怖ふが、瑠奈の魂たましいをがりがりと擦すり削けずっていく。

　凜太朗が、フェリシアが、ケイ卿きようが、ガウェイン卿が──皆が魂を擦り削って戦ってくれているのが、痛いほど伝わってくる。

　今すぐ、目を開き、皆の戦いに加勢したい衝しよう動どうに駆かられる。

　こうして、今、この瞬間にも何かが崩れて、誰だれかがその尊い命を散らしてしまう──そんなことを想像するだけで、気が狂いそうだ。泣きたくなる。

　だが、加勢には行かない。行けない。

　だってそれは瑠奈のために戦ってくれている皆の信しん頼らいを裏切ることだから。

　皆を信じているから──凜太朗を信じているからこそ、手は出さない。

　それでも己おのが心を搔かきむしり、背中を押す衝動を必死に堪こらえながら……

　瑠奈は目を閉じ、呼気を整えて、ただひたすら、その時を待ち続ける。

　……待ち続ける。

　……待つ。

　…………。

　そして。

　瑠奈にとっては、永遠にも等しい時間が流れた……その時だった。

　……どくん。

　己おのれの手の中にあるエクスカリバーが、不思議な胎たい動どうを始めた。




　ぞくり。

「なん……だ……ッ!?」

　その時、凜太朗を一方的に痛めつけていた九条は、背筋に酷ひどく寒いものが駆け上るのを感じていた。

　その正体は──恐怖。

　見れば、瑠奈は相変わらず剣を鞘に収め、目を閉じたままだ。

　なのに、何な故ぜだ？

　なぜ、自分はあんな小こ娘むすめに恐怖を感じている？

　この真の王たる自分が──？

「くっ！　ランスロット卿ぉおおおおおーーッ！」

　九条は、しぶとく食い下がる凜太朗を横薙ぎの一閃で強ごう引いんに打ち払はらいながら、叫んだ。

「瑠奈を殺せッ!?　瑠奈を殺せぇえええええええーーッ！」

　だが──

「はぁあああああああああああーーッ！」

　フェリシアの剣が。

「うぉおおおおおおおおおおおおおおーーッ!?」

　ガウェイン卿の剣が。

「やぁああああああああああああーーッ！」

　ケイ卿の剣が。

　何度、打ち倒たおされようとも、弾はじき飛ばされようとも、深手を負わされようとも、しつこくランスロット卿に喰らいつき、攻せめ立て、封ふう殺さつする──

　それは倒すための戦いではない。ただ、留めるための戦いだ。

　ランスロット卿は相変わらず無傷で、ボロボロなのはフェリシア達だけだ。

　だが、命の最後の一いつ滴てきまで搾しぼりきるかのような攻防が、そこにはあった。死力を尽つくす三人の前に、さすがのランスロット卿も押し切れず、手をこまねくしかない。

「くそッ！　あんな雑ざ魚こ共に、僕の《騎士ジヤツク》が……ッ!?」

　九条が小さく舌打ちしながら、大剣を頭上に掲かかげる。

　がぁんっ！

　その大剣に、猛もう禽きんのように飛びかかってきた凜太朗の双そう剣けんがぶつかった。

「年ねん貢ぐの納め時だぜ、九条センセイよぉ!?　一言だけ言わせてもらうぜ!?」

「くっ──ッ!?」

　嚙かみ合う剣ごしに、至近距離で九条と凜太朗が睨にらみ合う。

「つまり、あれだ……王の器うつわじゃねえんだ、てめぇはよぉッ！」

　勝ち誇ほこったように、凜太朗が叫んだ──その時だった。




　カッ！




　瑠奈が鞘に収めたエクスカリバーが、眩まばゆい光を放ち始めた。

　それはフェリシアの【輝く栄光の鋼エクスカリバー】よりも遥かに眩く強きよう烈れつな光であり──偽いつわりのカムランの丘おかを、煌こう々こうと照らし白熱させていく。

「なんだ、あの剣は……ッ!?」

　理り屈くつのわからない恐怖を覚えた九条は、大剣を強引に振ふり切って凜太朗を追い払うと、素す早ばやく跳び下がって、瑠奈から距離を取り──

「君らがどんな力を使おうが──【征エ服クすスるカ武リのバ鋼ー】ァアアアアアアーーッ！」

　再び、九条が己の剣の真銘宣言ロイヤル・ロードをする。

　これで、瑠奈がどれほどの強大な力を振るおうが、問題ない。

　自分の力は、確実に瑠奈のそれを確実に上回──

「なん……だと……ッ!?」

　九条は愕がく然ぜんとした。

　己の【征エ服クすスるカ武リのバ鋼ー】がまったく反応しないのだ。

「なぜだ!?　なぜ反応しない!?　見るからにアレほど強大な力なんだぞ!?　僕の力は常にそれを上回るはずなんだ……なのに、何故!?」

「ははっ！　どうやら、テメェの剣の力は、相手の能力依い存そんで自分を強化するとか、そんなところか!?」

　狼狽うろたえる九条へ、凜太朗が引導を渡わたすように言った。

「だが、あくまで敵対相手本体に依存する能力だったようだな!?　本体以外……たとえば、剣そのもののパワーには、まったく関係ねえらしい！」

「くっ……ッ!?」

　九条が忌いま々いましそうに舌打ちした、その時。

　瑠奈が目を開き、宣言した。

「真銘宣言ロイヤル・ロード──」




〝その山のような巨きよ人じんは、とても恐おそろしく強敵だった。〟

〝大きな棍こん棒ぼうを摑つかむと、アーサー王に振り下ろし、王の宝ほう冠かんは地に転がり落ちた。〟

〝『いけません、闇やみ雲くもに戦ってはなりませんぞ、王よ』と、マーリンは言いました。〟

〝『王よ、貴方あなたは連日の戦いで、とてもお疲つかれだ。ここはケイ卿とベディヴィア卿に任せて、貴方はまず呼吸を整えなされ』〟

〝『ケイ卿もベディヴィア卿も、王に命を捧ささげた真の騎き士し、貴方は彼らを信じるのです』〟

〝『貴方の命を彼らに捧げ、彼らの命を貴方は貰もらい受けるのです』〟

〝『円えん卓たくの絆きずなこそ、貴方の……王の真の力』〟

〝『さすれば、あのような悪あく魔まの一いつ匹ぴきや二匹、王の前に物の数ではございますまいて』〟

〝それも、もっともだと思ったアーサー王は、巨人の相手を一いつ旦たん、ケイ卿とベディヴィア卿に任せ、戦列を離れた。〟

〝そして──〟


ジョン・シープ著『終わる円卓のアーサーラストラウンド・アーサー』第五巻五章






「──【支エえク合スうカ絆リのバ鋼ー】ぁああああああああーーッ！」

　瑠奈が叫さけんで剣を抜ぬき、諸もろ手てで大上段に構えた──その瞬間。

　掲げた剣が天を衝つくような猛もう烈れつな光を放ち、雲を衝くような巨人をも一刀両断できそうなほどの、超ちよう巨きよ大だいな光の剣が形成される。

「な、なんだ、あれはーーッ!?」

　その偉い容ように、九条は、もはや逃にげることも忘れて硬こう直ちよくするしかなかった。

「アレが、瑠奈の【支エえク合スうカ絆リのバ鋼ー】……かつてモン・サン・ミシェルの巨人退治に挑いどんだアーサー王が、戦線を信頼できる騎士に任せて呼吸を整え、巨人を一刀の下もとに斬きり伏ふせた……そんな逸いつ話わが示す、王と臣下の絆と信頼を体現する剣だ」

「な……ッ!?」

「あの剣の力は、実に単純シンプルだ。〝敵前で、目を閉じて一定時間無防備を晒さらすことで、高威い力りよくの斬撃を放つことができる〟」

「なんなんだ、その剣は……？　そんな剣……」

「言いたいことはわかるさ。単たん騎き運用が不可能な上に、《王キング》が一時的に戦力外。実に使えないクソ剣だろ？」

　恐らく、最高に使い勝手の悪いエクスカリバーだろう。

　どんな状じよう況きようでも常に安定した力を発揮し、特に集団戦に強い【輝く栄光の鋼エクスカリバー】や、一対一なら無双の力を発揮する【征エ服クすスるカ武リのバ鋼ー】などと、比べるべくもない。

　湖の貴婦人ダーム・デユ・ラツクから、最弱の剣だと嘯うそぶかれても仕方ない剣である。

　敵前で剣を収めて目を閉じ、無防備を晒さねばならないなど、特に致ち命めい的だ。

　ただでさえ、戦いとは頭数が重要なのに、《王キング》という陣じん営えいの主力を一時的に戦力外にしなければならないのも、どうかしている。そもそも、この一発逆転の一いち撃げきに頼たよりたい状況など、自分達が圧あつ倒とう的な不利に立たされている時に限られている。

　ゆえに、この真銘宣言ロイヤル・ロードを実際に運用するには、真に命を預けられる仲間がいる。

　本当の意味で、王に命を預けてくれる仲間がいる。

　例えば、今、瑠奈を信じて戦っているケイ卿きようや、フェリシア、ガウェイン卿……そして凜太朗のように。

　そして、そんな厳しい条件を超こえて、一度、真銘宣言ロイヤル・ロードをなせれば。

　その一撃の威力だけは──全エクスカリバー中、最強であった。

「使えない最弱の剣。要いらない剣。俺はそう思ってたんだけどよ……」

　狼狽え、後ずさる九条へ、凜太朗が肩かたを竦すくめて言った。

「あいつが使うなら、最強の剣なのかもなって」

　そして──

「いいいいいいいやぁああああああああああああああああーーッ！」

　瑠奈が、天を衝く超巨大な光の刃やいばを──一気に振り下ろす。

「そ、そんな馬ば鹿かなッ!?」
















　落ちてくる。まるで自分に向かって倒とう壊かいしてくるバベルの塔とうのように。

　空から振り落ちる極きよつ光こうが、九条の視界の全すべてを埋うめ尽くし──落ちてくる。

　逃げられない。避さけられない。

　そもそも一体、どこへ逃げろと言うのか。

「──ぁああああああああああああああああああああああーーッ!?」

　天より迫せまり来る破は滅めつの鉄てつ槌ついに、九条は無様に叫わめくしかない。

「馬鹿なッッッ!?　この僕がッッッ!?　この世全てを支配すべき、この僕がぁああああああああああああああああああああああああああああーーッ!?」

　溢あふれる光の奔ほん流りゆうが、九条を為なす術すべなく吞のみ込んでいき──

　全てが、あえなく白熱して、白熱して──

　そして、偽りの《カムランの丘》が、真っ二つに斬きり裂さかれ、光の果てに消し飛ばされていくのであった──










　　　終章　新たなる戦いへと向かって







　あの死し闘とうの後──某ぼう所しよにて。

「ふふ……随ずい分ぶんとこっぴどくやられましたね、先生？」

「……君か。ふん、何の用だ？」

　全身を漆しつ黒こくのローブで覆おおい隠かくした女性が、楽しげに九く条じようへ笑いかける。

　対する九条は、ボロボロになった全身に『治ち癒ゆの軟なん膏こう』を塗ぬりつけ、忌々しそうに顔を歪ゆがめていた。

「あら、つれない。もっと感謝して下さいな。私がいなかったら、今いま頃ごろ、先生もランスロット卿も、瑠る奈なさんの剣によって、消し炭だったんですからね？　あの土ど壇たん場ばで、先生達を救い出した私の魔法の手しゆ腕わんを、もっと褒ほめてくださいな」

「ちっ……」

　九条の舌打ちが空むなしく響ひびくそこは、まるで物置のような部屋だった。

　薄うす暗ぐらく、埃ほこりっぽく、様々な物がごちゃごちゃと隅すみに積み上げてある。

「…………」

　石の壁かべ際ぎわには、ランスロット卿が腕うでを組んで、静かに佇たたずんでいる。

　ここは、国際都市アヴァロニアの何ど処こか。女性が魔法で作った『異界』であった。

「で、これからどうするのですか？　九条先生？」

「しばらくは、この傷を癒いやすことに専念しつつ、見けんに回る。瑠奈＝アルトゥールに真ま神がみ凜りん太た朗ろう……やつらは危険な陣営だ。信じられないが、この僕の王道に立ち塞ふさがる最大の障害とみていいだろう。……少し状況が動くのを待つ方が得策だ」

「あら？　あの九条先生にしては、なんとも弱気な采さい配はいですね？」

「……ふん、なんとでも言え。猪ちよ突とつ猛もう進しんばかりが王ではない。時に、機と引き際を見み極きわめるのもまた、王だ」

「まぁ、別に私は構いませんよ？　これからも戦争、頑がん張ばって下さいね、九条先生」

　そう言って、ローブの女性はあっけらかんと笑うのであった。

「ふん……そのことは置いといて、だ」

　すると、九条は氷の視線を、その女性へと向ける。

「そろそろ話してくれないかな？　君の目的を。なぜ、君が僕達に協力してくれるのか……それを教えてくれないかな？」

　九条は氷の瞳ひとみで、その女性を鋭するどく射い貫ぬき、そして言った。

「深森つぐみ……いや、モルガン＝ル＝フェイ。真神凜太朗マーリンと同じく、伝説時代の英えい雄ゆうの転生存在……世界最古にて最悪の魔女よ」

　モルガン、と。

　そう呼ばれた、その女性──キャメロット国際学園に通う少女、深み森もりつぐみは、闇やみの中で、底冷えするように笑うのだった。

「あら？　そんなの先生に勝ってほしいからに決まってるじゃないですか」

「だとしたらおかしいな。君は、なぜ僕に無断で真神凜太朗と接せつ触しよくし、彼をこの《アーサー王継けい承しよう戦》の舞ぶ台たいへと引き上げた？」

「あらあら、やっぱり気付いていましたかぁ？　ふふふ、なぜでしょうね？　……ええ、そうですよ？　真神凜太朗と接触し、この国際都市に招いたのは、この私です」

「ふん。僕に協力するふりをして裏切っているのかと思えば……君は、真神凜太朗を引き上げたきり、僕に寝ね首くびをかく何かをするわけでもない。むしろ、僕をこの戦いに勝たせるため、以前に増してより協力的だ。君は一体、何を企たくらんでいる？」

「さぁ？　何を企んでるんでしょうね？」

「……まぁいい。アーサー王物語でも君モルガンとはそういうやつだ。それに、なんだかんだで君は役に立つ。君のような獅し子し身中の虫を飼いならすのも、また王の器うつわだ」

　不愉快そうに鼻を鳴らす九条へ。

　深森つぐみ──モルガンは、くすくすと妖あやしい笑いを向けるのであった。




　ついに始まった、湖の貴婦人ダーム・デユ・ラツク主しゆ催さいの《アーサー王継承戦争》。

　真なる王を選定し、世界救済のため始まったその戦いは、一人の魔女の介かい入にゆうにより、混こん沌とんと泥どろ沼ぬまの様相を呈していくことを──

　──この時はまだ誰だれ一人、知るよしもなかった。




「ふぁ……ようやく終わったな」

「うん、そうだね……」

　あくび混じりに零こぼす凜太朗に、瑠奈が頷うなずいた。

　眼下に海を見み渡わたせる、ソードレイク海かい浜ひん公園に。

　凜太朗と瑠奈の二人が、ベンチに腰こし掛かけて夜明け前の暗い海を見ている。

　二人とも、人が見れば一体、何があったんだと目を剝むくくらいボロボロだった。

　結局、あのセントラルシティパークホテルの最上階は、瑠奈の【支エえク合スうカ絆リのバ鋼ー】の余波で丸々吹ふき飛んで、更さら地ちになってしまっていた。

　全すべてが終わった後、猛もう然ぜんと逃げてきたが、今頃、あの周辺は大おお騒さわぎだろう。

　スマホで見れば、ホテルで謎なぞのガス爆ばく発はつ発生だとか、某ぼう国こくの謎のテロリストの仕し業わざだとか、散々な言われようだ。

　ホテルには悪いことをしてしまったとは思うが、その辺りは、この継承戦を運営する湖の貴婦人ダーム・デユ・ラツク達が、なんらかの補ほ塡てんともみ消しをしてくれることになっている。

　最上階が九条の貸し切りだったため、巻き込まれた負傷者がいないのが、不幸中の幸いであった。

「ったく、無茶苦茶しやがって……もっと手加減しろよ……」

「な、何よ!?　そんな余よ裕ゆうなかったわよっ！」

　うんざりしたように凜太朗がぼやき、瑠奈がむくれていると。

「あ……」

　瑠奈がそれに気付き、小さく声を上げた。

　遥はるか水平線の彼方かなたに日が顔を覗のぞかせ、辺りの闇を少しずつ切り裂さき始めていた。

　──日の出だ。

　長い長い夜が、今、ようやく終わったのである。

　二人がその暁ぎよう暗あんの光景を並んで、ただ、なんとなく見つめていると。

「あの、さ……」

　やがて、瑠奈がおずおずと口を開いていた。

「……ありがとう、ね。凜太朗」

「んあ？」

「私のところに、戻もどってきてくれて……やっぱり、凜太朗は私の最高の家臣ね！」




　──やっぱり、マーリンは僕の最高の家臣だね！




　そんな瑠奈の顔と言葉に、遠く懐なつかしい誰かが重なる。

　かつて、最後まで共にあることを誓ちかいながら、結局、最後まで一いつ緒しよにいてやることができなかった……大切な親友の顔が。

「…………」

　しばらくの間、凜太朗はそんな嬉うれしそうな瑠奈の顔を、じっと横目で見つめて。

「……前マ世ーのリ俺ンが……なんでアーサーのやつに仕えていたのか……ほんの少しだけわかった気がする」

「えっ？」

　そんなことを凜太朗はぼそりと小さく言って立ち上がり、瑠奈を見下ろした。

「ふっ、勘かん違ちがいするなよ、バーカ！　俺はまだお前みたいなアーパー王を、俺の王様として認めたわけじゃねーからな？」

「えええええーーッ!?　なんでよ!?」

「ただ、アーサーにキャラがだだっ被かぶりしているお前を、このまま見捨てるのも目覚めが悪わりぃからな！　まぁ、しばらくは面めん倒どう見てやるさ。アーサーのやつに感謝しろよ！」

「な、何それ!?」

「まっ、精せい々ぜい気張れよ。俺が心から従いたくなるくらい立派な王様になるんだな。せめてアーサーくらい王として魅み力りよく溢あふれるやつになってみせろ。そうすりゃ……」

　すると、唐とう突とつに瑠奈がむくれ始めた。

「な、何よ!?　アーサー、アーサーって！　凜太朗のバカッ！　なんで、私はご先祖様にヤキモチ焼かなきゃならないのよ!?」

「……は？　ヤキモチ？　そりゃ一体、どういう……？」

「ううううう～～ッ！　なんたること！　まさか、私の一番のライバルがご先祖様、しかも男だなんて！　私の王道は前ぜん途と多難だわッ！」

「あのー……？」

「大体、凜太朗ったら全っ然、思い出してくれないしっ！　普ふ通つう、思い出してくれるとこでしょ、こういう時って!?　どこまでデリカシーないの!?　不敬罪よ!?」

「すまん、まったくもって、意味わからん……」

　そんな風に、ぎゃーわーと、もう定番のやりとりをしていると。

「……まったく。気が緩ゆるみすぎですよ、二人とも」

　情報収集のため、ホテル周辺に残っていたケイ卿きようが、今、二人の下へ戻ってくる。

「あ、どうだった？　ケイ卿」

「九条殿どのは完全に行方ゆくえ不明です。やはり、異界化が解除されたタイミングから言って、九条殿は【支エえク合スうカ絆リのバ鋼ー】によって、跡あと形かたもなく消しよう滅めつしたと判断するのが妥だ当とうかと」

「そう……九条先生は、脱だつ落らくね」

「このいきなりの番ばん狂くるわせに、今ごろ湖の貴婦人ダーム・デユ・ラツク共も泡あわ食ってんじゃねーか？」

　九条、死亡。そう聞かされても、瑠奈や凜太朗の表情は微み塵じんも揺ゆらがない。

　揺らぐはずもない。

　元々、彼らはそういう世界の住人なのだから。

「だが、九条殿を撃げき破はすることができましたが、継承戦はまだまだ始まったばかり……この勝利に、慢まん心しんしてはいけませんよ、瑠奈」

「まったくその通りですわ！　貴女あなたという方は、昔からすぐに油断と慢心をしてばかり！」

「ええ、我が主君の足を引っ張るような真ま似ねだけはやめていただきたいものだな！」

　その瞬しゆん間かん。

　しゅばっ！　と。凜太朗が霞かすむように動いて。

　ぐわしっ！　と。ケイ卿の後ろのフェリシアとガウェイン卿の顔面を鷲わし摑づかみしていた。

「ていうか！　な　ん　で、お前らが当然のようにいやがるんだよッ!?　敵同士だろ、俺達は!?」

「い、痛い痛い痛いですわーーっ!?」

「ぎゃああああーーッ!?　頭が潰つぶれるぅうううーーっ!?」

　慌あわてて凜太朗の手を振ふり払はらって、跳び下がるフェリシアとガウェイン卿。

「ああ、そうか？　決着をつけに来たのか？　ちょうど朝日が昇のぼって、ガウェインの能力が発動した今が好機と判断したのか？　いいぜ？　なら、とことんやってやるよ……」

　ずごごご、と暗黒のオーラを垂れ流しながら、凜太朗が【魔人フオモール化】して剣けんを抜ぬく……

「す、ストップ!?　ストップですわッ!?　お待ち下さいなッ！」

「そ、そうだぞ、真神凜太朗!?　僕達は、継承戦が最終段階になるまで、共きよう闘とうする同盟者同士じゃないか!?　だから、剣を引っ込めて!?　お願いします!?」

　よくわからないことを言われて、凜太朗が半眼で押し黙だまる。

「おい、瑠奈？　お前、まさか……？」

「あっはっは！　そういえば、凜太朗にはまだ言ってなかったわ！」

　ジト目で睨にらむ凜太朗に、悪びれもせず瑠奈が胸を張る。

「と、とにかく、グローリア卿という最悪の《王キング》が脱落したとはいえ、もし他にもあのような《王キング》がいては、おちおち継承戦を進めていられませんでしょう!?」

「ぼ、僕達は、しばらく手を組むべきだと思うんだ！　そして、継承戦が最終段階になった時点で、改めて僕らと君達の頂上決戦をすればいいじゃないか！　違うかい!?」

「ふふん！　貴方あなた達も、これからの戦いに、わたくし達の力が必要ではなくて!?」

　得意げに胸を張るフェリシアとガウェイン卿だが……

「思わん。要いらん」

　無表情の無感情で双そう剣けんを構える凜太朗の、この塩対応であった。

「ていうか、別に今、ここで決着つけてもいいんじゃね？」

「ひぃいいいいいーーッ!?　ちょ、剣を収めてくださいましーーッ!?」

「ま、待て、真神凜太朗!?　話せばわかる！　まずは話し合おう！　な!?」

　涙なみだ目めで後ずさりして震ふるえるフェリシアとガウェイン卿であった。

「まぁまぁ、凜太朗。そう言わずに」

「……へいへい、わかってるよ。お前はそういうやつだしな」

　あっけらかんとする瑠奈に応じ、凜太朗が渋しぶ々しぶ剣を収め、【魔人フオモール化】を解いた。

「ったく、わかったよ。……おい、お前ら、しばらくは休戦＆同盟だ。だが、協力関係とはいえ、主導権を握にぎるのは俺達だ。動く時は瑠奈の指示に従ってもらうからな？」

　すると。

「おーっほっほっほっほっ！　貴方がそこまで同盟してほしいのなら、わたくし達も、仕方なく貴方達と組んで差し上げますわっ！　し　か　た　な　く！　ああ、美しいって罪ですわね！」

「おい、真神凜太朗!?　いくら我が王が美しく可愛かわいいからといって、手を出したら、この騎き士しの中の騎士ガウェインが許さないからな!?」

「やっぱ、お前ら、ここで叩っ斬きるわ、そこに直れ」

「「ひぃいいいいいいいいいいいいいいいーーっ!?」」

　瞬時に抜ばつ刀とうする凜太朗を前に、フェリシア達が悲鳴を上げて抱だき合った。

「そもそも、ガウェインくぅん？　キミ、ボクがマーリンだってこと忘れてないかい？　円えん卓たくをブッ壊こわした立役者の一人である君に、ボク、マーリンとして、ちょっともの申したいことが山やま程ほどあるんだけどなぁ……？」

「た、助けてぇえええええええええええええええーーッ!?」

　暗黒オーラを垂れ流しながら、だらりと両手に剣を下げて歩み寄ってくる凜太朗に、ガウェイン卿とフェリシアは、慌ててその場から逃にげ出すのであった。

「ったく、あいつらすぐに調子に乗りやがって……」

「あははははっ！」

　特に後を追いかけるわけでもなく、凜太朗は逃げるフェリシア達の背中へ呆あきれたように一いち瞥べつをくれながら剣を収める。

　瑠奈が楽しそうに笑い、ケイ卿が呆れたように溜ため息いきを吐ついた。

「まったく、これからどうなることやら……」

「大だい丈じよう夫ぶよ、ケイ卿。きっと上う手まくいくわ」

　不安げなケイ卿へ、瑠奈は穏おだやかに言った。

「凜太朗がいるから……皆みんなと一緒だから……きっと、ね」

「……だといいんですが」

「……ふん」

　瑠奈の言葉に、凜太朗はどこか照れたように鼻を鳴らし、水平線に輝かがやく朝日を見やる。

　これからの行く末を暗示するかのように、眩まぶしく美しいその光景。

　戦いはまだまだ始まったばかりで、前途多難だが……

「ま、これから、ちったぁ楽しくなってきそうだぜ」

　凜太朗は、自分でも気付かないうちに、笑えみを浮うかべているのであった。










　　　あとがき







　こんにちは、羊ひつじ太た郎ろうです。

　今回、新作『ラストラウンド・アーサーズ』、刊行の運びとなりました。

　編集者並びに出版関係者の方々、そしてこの作品を手に取ってくださった読者の皆様方に無限の感謝を。どうもありがとうございます！




「羊さん、羊さん、アーサー王物語をモチーフに、新作書いてみませんか？」

　この作品に着手したのは、そんな担当の編集さんからの言葉が切きっ掛かけでした。

　いやぁー、正直、当時は『超・特大のキラーパスが来たぁ!?』と思いました（笑）。

　なにせ、すでにこの世の中には、アーサー王物語をモチーフとした漫画やゲームが飽ほう和わ状態です。今さら僕がやったところでなぁ……

　そんな風に難色を示す羊に、編集さんはさらなるキラーパスを放るのです。

「大丈夫ですよ。アーサー王をロクでなしにすればいいんです」

　ちょ、ちょ、ちょっと待てぇい!?　合わないよ！　いくらなんでも、アーサー王にロクでなしは合わないよ！

　そもそも世の中のアーサー王のイメージとしては、こんな感じではないでしょうか？


①高こう潔けつで公こう明めい正せい大だいで勇ゆう猛もう果か敢かんな騎士王で、

②民や平和、正義のために戦い続けた、理想の王で、

③最後は夢破れ、理想に届かず、無念に散っていった悲劇の王。



　これらの要素がアーサー王像を強烈に固めているわけで、これらを外すとアーサー王じゃなくなってしまう。つまり、ロクでなしという要素は、アーサー王と超絶的に食い合わせが悪い……と、当時の僕は思っていました。

　まぁ、ともかく。とりあえず僕は改めてアーサー王物語の資料を集めると共に、トマス・マロリー著の『アーサー王物語』を取り寄せ、手に取りました（高た価かかったッ！）。

　元々、アーサー王物語というのは、英国各地に伝わる雑多な騎士物語群サイクルに過ぎなかったのですが、それに辻つじ褄つまを合わせて一つの物語として編へん纂さんしたものの決定版が、このトマス・マロリーの『アーサー王物語』（あるいは『アーサー王の死』とも）。

　つまり、あらゆるアーサー王物語の原げん典てんオブ原典とも呼べるべき書物です。

　そして、それを読みあさったんですが……その最初の感想は『なあにこれ？（汗）』。

　だって、原典のアーサー王って割とクズいんです（笑）。行きずりの女を手込めにして孕はらませちゃったり、強くて勝てない敵に背中から不ふ意い討うちで斬りかかったり（しかも、そこまでやって負ける）、予言で将来自分を殺すと出た忌いみ子ごのモードレッドを始末するため、その年に生まれた赤ん坊を皆殺しにしちゃったり（しかも、そこまでやってモードレッド生存）、敵国から従えと使者が来たら、うるせえ！　お前が従え、バーカ！　と正義のためというより、ムカついたから侵略戦争（防ぼう衛えいに非あらず）おっ始めちゃったり……等々。

　なんつーか、昨今の正義の騎士王像とは、ほど遠い型破りな王様でした。

　考えてみればそれも当然の話です。アーサー王の時代は、強さこそ正義、勝てばそれが神の思おぼし召めしであり、正しい行い……そんな時代です。昨今のような理想や正義の概がい念ねんなど存在するはずがありません。そもそも騎士道なんて、もっと後の時代の概念です。

　同時に、なるほどと思いました。昨今の『公明正大で正義の騎士王』なアーサー王は、誰かが考えたアーサー王のイメージの一つに過ぎなかったのだと。自分の、あるいは自分達の理想を、アーサー王という偉大な偶えい像ゆうに後付けで反映させた結果なのだと。

　作者の数だけ、アーサー王物語はあるのです。

　だったら、羊は羊が考える理想のアーサー王物語を作れば良い！

　この新作『ラストラウンド・アーサーズ』は、トマス・マロリーの『アーサー王物語』を下した敷じきに、羊が考える様々な超解釈を加え、現実と幻想が入り乱れる現代社会を舞台に、新しいアーサー王物語が明らかになっていく、という形で物語が進行します。既き存そんのアーサー王物語と根っこは一緒ですが、枝えだ葉はががらりと違うでしょう。

　もうすでに、第一巻から色々とうっちゃらかしてます。たとえば、あの有名な騎士がまさかのカマセだったり、あの有名な騎士がまさかの無実だったり……

　もちろん、羊が心がけるのは王道！　外道主人公の真ま神がみ凜りん太た朗ろうと、クズなアーサー王少女のヒロイン瑠る奈な。このアクが強すぎる二人を中心に疾走感ある、スカッと痛快な話にするよう心がけていくつもりです。同じ王道を踏とう襲しゆうしつつも『ロクでなし魔術講師と禁忌教典アカシツクレコード』とは、また違った切り口と風味の作品に仕上がったなと思います。

　そして、はいむらさん入魂のイラストで、見事に『ラストラウンド』の世界に、生き生きとした命が吹き込まれました。はいむらさん、本当にありがとうございます！

　担当編集さんもありがとうございます！　なんか思い返せば、いつも以上に作品議論でバチバチやり合いましたが、この作品が世に出るのは、やはり編集さんのお陰です！

　そんな色んな人に支えられて生まれた、羊の新しいアーサー王の物語、皆様どうかよろしくお願いします。


羊太郎










羊太郎

●ひつじたろう



新作『ラストラウンド・アーサーズ』ここに開幕です！

いやぁ、『ロクでなし』との同時並行、作家として初の経験であり、非常に光栄なことであり、同時に一つの大きな試練でもあるでしょう。こうなれば後は、ガムシャラに行ける所まで駆け抜けるのみ!!　為せば成る、為さねば成らぬ、何事も!!

〆切り「大した心がけだ、羊よ。だが忘れていまいか？　二本同時並行ということは、我の戦闘力が二倍になったということ……」

……くじけそうだ！！


















カバー・口絵・本文イラスト／はいむらきよたか

カバーデザイン／草野剛










ラストラウンド・アーサーズ




クズアーサーと外げ道どうマーリン








羊ひつじ 太た郎ろう





[image: ]





平成30年7月20日　発行





(C)Taro Hitsuji, Kiyotaka Haimura 2018





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

富士見ファンタジア文庫『ラストラウンド・アーサーズ　クズアーサーと外道マーリン』

平成30年7月20日　初版発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





ＫＡＤＯＫＡＷＡ　カスタマーサポート

［WEB］https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）















item/image/cover.jpg
—

p

¢
(=88
(AR
&
5
X
&
I=
»

"\\
\






item/image/p155.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/p272-p273.jpg





item/image/p023.jpg





item/image/logo-fan.png





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		CONTENTS



		序章　幕開け



		第一章　《王》と《騎士》と《道化師》



		第二章　真神凜太朗



		第三章　孤独な魔人と真夜中の太陽



		第四章　引かれる手



		第五章　彼と彼女の決別



		第六章　瑠奈の鋼



		終章　新たなる戦いへと向かって



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p171.jpg





item/image/kuchie-001.jpg





item/image/p051.jpg





item/image/p003.jpg
205 21
M CBEDHAC & b AL T BTES A & 5,
»
ZL T4, RREKOFHISShTLE -7,

T DR ORI 7,
A, miceREoFR TR T,

B, D NBHEDPICAEo T2, O THEICE Y Uit L s,
AGIER, B, REmS, BELRREHRERLEL,

Sk, oA, flickd TRCHEh, BEEORZF~EWRT,
F5TC—ROEDL I, $5T—RHDLIDL 512,

g, MiEAOHFTETEZR TV,
WicCRDOHFTZzhZRTR,

Jay. . v—7%&
AR R T

&b BHED T —F—g &b





item/image/p201.jpg
[
T






item/image/p089.jpg





item/image/kuchie-004.jpg
[Eods SIRBOR B 5& EB0nmE) 0 P D

B EEORM SR 0\

HAXRAL —

—— [XDnFEQE] #©4948484848484898 —— D —

.





item/image/kuchie-002.jpg
\\
L)

..,e‘»t”‘“;;:
DN

Q)

X
%

[T u—d o FE  PEos (v

= — E‘ﬁ{z»a«ﬁi»a«ﬁmm»
£ = B EEEAN
%= ﬁs(mzmru-ammﬂﬁ ,

HFME §|7J‘1’L%>§5
EARE 1&&1&1(0)&5”





item/image/kuchie-003.jpg
/A
\Qﬁﬁ@i,?ﬁkm\ fR A
L)

o

REZEIC eS|

L
=R

® gk -
\/ %E NG
o B A
/l :Aﬁ._u_\
de e
H e
go i
> HEBHL
R RuEEs

Py

[

[R50 1200 & 17 7N
1 O 0 18 LSO S
I%W /ﬁ%ﬁ‘ﬁ

@ >

BREBHLDEDRARETCHINEFA/NILER LS

SRYUES B,

\ [ HA RS C=4R 0 v
ey I\I.;,Xﬁ 20 & QAL | e

n
.......





item/image/p329.jpg





